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			　それは一ひと度たび眠れば、必ずやってくる回避不可能な悪夢だった。

			　圧倒的な生々しさと質量を持っており、空気まで再現し、セーラを苦しみに苦しめる。

			　迫りくる眼球。

			　化物に変わっていく大好きだった兄たち。

			　エドも、ジョニーも、セーラのために命を捨てた。

			　しかし生き残った彼女もまた、眼球に追い詰められる。

			　背後には壁、前には眼球の群れ。

			　触れれば最後。

			　体に入り込み、触れた部位を〝増殖〟させ、やがて相手を無数の頭や手足の生えた化物に変える。

			『はっ……かはっ……あ……あぁ……エド、ジョニー……せっかく守ってもらったのに、ごめんなさいっす。おらもすぐ、そっちに行くっすから』

			　セーラは諦めきっていた。

			　齢よわい十の少女を前にしても眼球たちは止まらない。

			　コロコロと転がり、肌に触れ、体内に潜り込む。

			『いや……いやっす……ああぁ……おらは、やっぱり……死にたく……ない……っ』

			　今さら命が惜しくなったところで、どうにもならない。

			　眼球は容赦なく体を転がり上ってくる。

			　セーラは爪をガリガリと壁に突き立てるが、道が開けることはなかった。

			『あう……うぁっ、ひううぅ……きもち、わる……いやだ、おらは、化物になんて……なりたく……っ』

			　爪が剥はがれ、指先に血がにじむ。

			　脚が増えた。

			　体が膨ふくららんだ。

			　吐き気がせり上がってきたと思ったら、口から内臓に似た何かが出てきた。

			　症状は止まらず、セーラは兄たちと同じ肉塊へと変貌していく。

			『や……やめ……うぶっ、お、ご……ひぐっ、ふ、ぐ、ごぉっ……お……ん、ぎいぃぃいいいいッ！』

			


			　◇◇◇

			


			「いやあぁぁぁあああああッ！」

			　叫びながら、セーラはガバッと起き上がる。

			「はぁ……はぁ……はぁ……」

			　肩を上下させる彼女の全身は冷や汗で濡れており、金色の髪が頬に張り付く。

			「う……あ……うあぁ……！」

			　悪夢を見た。

			　だがただの夢ではなく、大部分はセーラが実際に体験してきた〝記憶〟。

			　その光景を見せられるたび、彼女は両手で顔を覆い、肩を震わせ、涙を流しながら嘆く。

			　――大切な人が死んで、自分だけが生き残ってしまった。

			　その悲しみと罪悪感が胸を満たし、耐えられなくなるのだ。

			　そんなセーラを、青い肌の女性が優しく胸に抱きよせた。

			　三魔将の一人、ネイガスだ。

			　教会の不穏な動きやオリジンコアについて調べていた彼女は、王国の各地に点在する研究所跡地を調べていた。

			　だが思うように成果は出ず、思いきって本丸である王都に乗り込んだのだ。

			　そこで教会について調べているうちに、偶然に眼球に追われるセーラを発見し、助けたというわけである。

			　セーラを救出したネイガスは、すぐに調査を切り上げ王都から脱出した。

			　ガディオとすれ違ったのはその道中で、とっさにフラムへの伝言を頼んだのだが――それからすでに数日が経過していた。

			　現在、二人は王都から離れた山小屋に身を潜めている。

			「よしよし、心配いらないわ。あいつらはここにはいないんだから」

			　眼球は、王都を出た瞬間にぴたりと追うのを止めていた。

			「もし襲ってくるやつがいても、私が守ってあげるわ」

			　最初こそ魔族であるネイガスに対し心を閉ざしていたセーラだったが、今では背中に手を回し、自ら胸に顔を埋めている。

			


			

			


			　魔族を信用したわけではない。

			　自分を育ててきた教会にも裏切られ、フラムたちとも離ればなれになり、今は頼れる相手がネイガスしかいないだけだ。

			「う……ううぅ……なんで、みんなが……あんな目に遭わなくちゃならないんすか……！」

			「セーラちゃんたちが悪いわけじゃないわ」

			「だったらどうして……っ！」

			　ネイガスは何も言わずに、彼女の頭を撫なで続けた。

			　『教会が悪い』と言ってしまう手もあったが、セーラも、エドも、ジョニーも、みな教会の一員なのだ。

			　悪いのは組織ではなく、それを統べる上の連中と、彼らを操るオリジンである。

			「おらは……追放、されたんすよね……」

			　しばしの嗚咽のあと、先ほどよりも少し落ち着いた様子で、セーラはネイガスに尋ねた。

			「聞いた限りはそうみたいね」

			　教会はセーラを裏切り者として追放し、二度と王都に戻って来られないようにした。

			　今や彼女は大罪人である。

			　教会の人間に見つかれば、連行され、申し開きの場すら与えられずに処刑されるだろう。

			「でもね、風を操って声を聞いてみたけど、教会の人たちは心配してたみたいよ」

			「……そう、っすか」

			「みんながみんな、処分に納得してるわけじゃないわ。ううん、むしろ不可解な処分が出たからこそ不信感を抱いている。だから大丈夫。じきに疑いは晴れて、王都に帰れるわ」

			　心地よい言葉と温もりに、セーラは目を細めまどろむ。

			　だがふいに、何かを思い出したように顔をあげ、胸の谷間からネイガスの顔を見上げる。

			「んー？　どうしたの」

			　向けられる視線に、彼女は微笑んだ。

			「なんで……ネイガスは、そこまでおらに優しくしてくれるんすか？　おらは教会の人間で、魔族を憎んでるんすよ」

			「困ってる子がいるのに、放っておけるわけがないじゃない」

			「悪夢にうなされて起きたら、いつも抱きしめてくれたっす。おらがあのときのことを思い出して泣いたり暴れたりしても、嫌な顔一つせずに慰なぐさめてくれたっす。そんなの、誰にだってできることじゃないっすよ」

			「うーん……そうねえ」

			　他の理由が無いといえば、嘘になる。

			　あまり言いたくないのだが、ネイガスが王都を訪れていた理由は、〝教会について調べるため〟だけではなかったのだ。

			「何か隠してるんすか？」

			　セーラの純粋な瞳がネイガスに真っ直ぐに向けられる。

			　単純に知りたがっているだけの彼女に答えないのは、誠実さに欠けるとネイガスは感じた。

			「変なことを言うけど、引かないでね？」

			「引くようなことなんすか？」

			　そう聞かれると『うん』とは言いづらい。

			　だがネイガスには『ノー』とも言えない後ろめたさがあった。

			「洞窟ではじめて会ったとき、私、セーラちゃんのこと『かわいい』って言ったじゃない」

			「そういえば言ってたっすね」

			「だから、セーラちゃんに会えないかなーと思って……」

			「……へ？　おらに、会うため？」

			「は、半分よ！　残り半分はちゃんと教会の悪事を暴くために……って待って待って、離れていかないで距離を取らないでー！」

			　ネイガスから離れ、ずりずりと後ずさるセーラ。

			「動機は下心だったんすか!?」

			「違うわ！　巻き込まれてたのがセーラちゃんじゃなくても助けてた、それは嘘偽りない事実よ」

			「まあ……そこに関しては、疑ってないっすけど」

			　ネイガスの優しさは下心だけから来るものではない。

			　それは受けてきたセーラが一番よく知っていることだ。

			　付け焼き刃の優しさでは、必ずどこかに違和感が生じてしまうはずだから。

			「ただ、本音を全て包み隠さずに出せって言われたら、ねえ？」

			「うぅ……どう反応していいかわからないっす。でも、それだけっすよね？　もう、何か隠してたりはしてないっすよね？」

			「……」

			「なんで黙るんすかー!?」

			「その……セーラちゃん、フラムちゃんを呼ぶときは〝おねーさん〟って言ってたじゃない？」

			「言ってたっすね。だってネイガスは魔族で……おらは、一方的に憎んでたっすから」

			「そのわだかまりも少し解けたってことで、私のこともおねーさんって呼んでみるっていうのはどうかしら」

			　ネイガスは心なしか鼻息荒く、そう提案した。

			　その表情はセーラから見ても、どことなく変態っぽい。

			「嫌っす」

			　セーラは即答する。

			「なんでぇ!?」

			「なんか気持ち悪いっす。ネイガスはネイガスで十分っす！」

			「えぇー！　呼び捨てなんて味気ないじゃなーい！　試しに呼んでみましょうよー！」

			　子供のように駄々をこねるネイガス。

			　セーラの中の、魔族に対するイメージがガラガラと音を立てて崩れていく。

			　ネイガスはしばらく唇を尖とがらせていたが、何かを思い出したように「はっ」と真剣な顔になって、何やらぶつぶつとつぶやきはじめた。

			「……いや、呼び捨てっていうのも、それはそれで距離感が縮まってアリなんじゃないかしら。おねーさんって言うと〝憧れ〟とか〝高たか嶺ねの花〟って感じが出るけど、呼び捨てだと身内というか、手が届く範囲内にいるみたいで……滾たぎるわ」

			　ドン引きしてさらに距離を取るセーラ。

			　そのまま小屋から出ていこうとする。

			「おら、一人で旅に出るっす」

			　ネイガスはそんなセーラに後ろからしがみつき、必死で彼女を止めた。

			「離すっすー！　変態との二人旅なんて耐えられないっすー！」

			「反省する！　今のはちょっとヤバかったって反省するから踏みとどまってぇー！」

			「今ので〝ちょっと〟とか言ってる時点で無理っすよぉー！」

			「わかったわ、もう呼び捨てでいいし呼び方で変な妄想はしないって約束するから！」

			「……本当っすね？」

			「ど、努力します」

			「まったく信用できないっすけど、ひとまずは信じるっす」

			　セーラが止まると、ネイガスはほっと胸を撫でおろす。

			　そして二人はまたベッドに戻り、今度はセーラがネイガスの脚の上に座り、その胸を背もたれ代わりにした。

			「あんまり嬉しくないっすけど、いつの間にか夢のことを忘れてたっす」

			「作戦通りね」

			「嘘はよくないっすよ」

			　セーラの手がネイガスの太ももをつねる。

			「痛い痛い痛い」

			「まあ、こうして気兼ねなく話せる時点で、とっくにネイガスのこと信用してるんすよね。我ながら単純っすよ、あれだけ魔族を憎んでたっすのに」

			　とはいえセーラがネイガスに心を許したのは、ただ優しくされただけが理由ではない。

			　ネイガスをはじめとした魔族は空を飛べる。

			　だから国境線を簡単に越えて、こうして王国に侵入してしまえるわけだ。

			（その気になれば、王国を壊滅させるのは簡単なはずなんすよね……）

			　なのに魔族は、自分から攻め込むことはなかった。

			　その時点で、王国の物語で描かれるような『人間を傷つける怪物』という魔族像は崩壊するのである。

			「ゆくゆくは王国の人たちみんなが、セーラちゃんみたいになるといいんだけど」

			「小さい子供に下心丸出しで近づくネイガスみたいなのがいるから、厳しいかもしれないっすね」

			「辛しん辣らつ……セーラちゃんって意外と毒舌なのね」

			「相手は選ぶっすよ」

			「これは喜ぶべきなのかしら」

			「できれば嘆なげいてほしいっす」

			　ネイガスは明らかに嬉しそうだった。

			　つねっても罵倒しても駄目なら、もはや彼女は無敵である。

			　しかし、そんな無敵なネイガスの表情がふいに曇る。

			「でも、私だって魔族の全てを知っているわけではないのよね。魔族が人間を殺すことはない、その認識が間違っている可能性だって……」

			「怪しい人が、いるんすか？」

			「いないと思いたい。けど、オリジンの力が漏れてる時点で怪しむべきなのよ」

			「漏もれる？」

			「……ねえセーラちゃん、私はまだ教会の施設の調査を続けるつもりよ。手ぶらじゃ魔王城に帰れないもの」

			「そうっすか。おらは……」

			「安全な場所まで連れて行くことはできる。けど教会から追放処分を受けているということは、オリジン教の影響がある場所は無理なのよ」

			「それ、王国全土じゃないっすか」

			「ええ、だから安全な場所は魔族領ということになるわね」

			「魔族の中に、人間はおら一人だけで……ってことっすか」

			「積極的に関わることを禁じているだけで、魔族は人間のことを嫌ってるわけじゃないわ。見ての通り基本的に温厚な種族だし、みんな優しくしてくれると思うわよ」

			　ネイガスの言葉は事実だ。

			　人間を見たからといって一方的に恐れたり、敵対したりはしないし、むしろ相手が子供となればなおさら丁寧にもてなすだろう。

			　しかし――ネイガス個人ならまだしも、魔族という存在に対するセーラの疑念が消えたわけではないのだ。

			「それが無理なら、このまま私に付いてくる？　教会と敵対することにはなるし、化物と戦うことにもなるわ。魔族領で過ごすよりずっと危険だけど――」

			「おらは……回復魔法が使えるぐらいで、大して強くないっす。役に立てるかわからないっすよ？」

			「そこは心配しなくていいわ、セーラちゃんを見ているだけで私のやる気が上がるもの！　かわいいは正義！」

			「そういうところが一番心配っす」

			　今のはセーラの不安を取り除くために、わざと茶化しただけだ。

			　……半分ほど本気だったかもしれないが。

			「というか、『使えるぐらい』とか謙遜けんそんしてるけど、回復魔法を使える相手と一緒にいるのって、かなりの安心感よ。だから私としては、セーラちゃんが付いてきてくれるのは心の底からウェルカムなの」

			　それはネイガスの嘘偽りない本心だった。

			　歓迎されているなら、セーラに断る理由はない。

			「じゃあ……付いていくっす。おらだって、教会のことを知りたいっすからね」

			「やったー！　セーラちゃんとの二人旅の始まりよー！　いえーいっ！」

			「ただしっ！　変なことを言うのは禁止っすよ？　セクハラしたら本気で殴るっすからね!?」

			「それは難しいわねえ。私、可愛いものを見ると歯止めが利かなくなっちゃうのよ。ほら、魔族だから」

			「魔族関係ないっすよそれ。とにかく絶対にそういうのは許さないっすから……むがっ!?」

			　ネイガスはセーラを強引に引き寄せ、その顔を胸に沈めた。

			「私も悪い癖だとは思ってるのよ？　でもセーラちゃんがかわいいのが悪いのー！」

			　もがもがと暴れるセーラだが、魔族は魔力だけでなく身体能力も人間より高い。

			　やがて諦めたセーラは、おとなしく身を委ねる。

			　肌は青いが、温かいし、柔らかいし、やけにいい匂いがする。

			　セーラとしては認めたくないが、こうして心地よい温もりに包まれている間だけは、王都で起きた惨劇を思い出さずに済んだ。

			　八年前、魔族に故郷を滅ぼされた頃のことを、セーラはほとんど覚えていない。

			　今、彼女を苦しめる悲しみも、憎しみも、心の傷も――その大部分は、数日前にエドとジョニーを奪った教会のせいで生じたものだ。

			　ましてや、セーラはネイガスに命と心を救われている。

			　魔族に対する憎悪が薄れていくのは当然なのかもしれない。

			「……ぷはっ！」

			　セーラは、ずぼっとネイガスの豊満な胸から顔をあげ、彼女と向かい合った。

			「はぁ、言ってるそばからこれっすからね。先が思いやられるっす」

			「セーラちゃんが慣れるまで私、頑張るわ！」

			「慣らそうとするなっす！　まあ、とりあえず……よろしく頼むっすよ、ネイガス」

			　不満げに頬を膨らますセーラだったが、それでも挨拶はきちっとする。

			　教会――いや、親代わりだったエルンにそうしつけられてきたからだ。

			「こちらこそ、末永くよろしくね」

			　二人は生まれ育った場所も、肌の色も、目の色だって違う。

			　けれど触れ合った肌ごしに伝わる体温は、等しく温かい。

			　魔族も人間も同じ生き物なのだと、セーラは今さらながら、そう実感するのだった。

		

	
		
			

			


			　キリル、ジーン、マリア、ライナス――四人になった勇者パーティは、それでも旅を続けていた。

			　キリルは相変わらず暗い表情で、言葉数は少ない。

			　それに引っ張られ、パーティ全体の空気は悪くなっていたのだが――今は少し事情が違う。

			　ふてくされていたジーンが、妙に上機嫌なのだ。

			「ぼーっとするな、ライナス、マリア、キリル！　今日は絶好の進軍日和だぞ！」

			「ったく、ジーンのやつ何があったんだか」

			「やる気があるのはいいことです。わたくしたちも急ぎましょう、ライナスさんっ」

			「あ、ああ……」

			　マリアも高揚しているようで、ライナスが話しかけると、いつも以上に饒じょう舌ぜつに答えてくれる。

			　二人が調子を取り戻したのなら歓迎すべきなのだろう。

			　しかしライナスはあえて距離を取り、彼らを客観的に観察していた。

			　そして、薄氷のごとき〝危うさ〟を感じ取る。

			　苦悩を自力で打ち破ったのではなく、間違った方向に振り切れてしまったのではないか、と。

			　そんな時、前にいたマリアがライナスの方を振り向いた。

			　彼女は珍しく表情豊かに、不満そうに頬を膨らまし彼に近づく。

			「わたくし、急ぎましょうって言いましたよね？」

			「お、おう……そうだったな」

			　腕を絡め、胸を押し付けられると、さすがのライナスでもたじろぐ。

			　女性とのスキンシップは慣れているが、相手がマリアだと事情が違うのだ。

			「難しい顔をして悩み事ですか？」

			「マリアちゃんが上機嫌だったから、何かあったのかなって考えてたんだよ」

			「大した理由ではありません。いつもより体の調子が良いだけです」

			「なら、いいんだが」

			　おそらく彼女は、何かを隠している。

			　ライナスに話してくれないのは、利用価値が無いと思われているのか、信用されていないのか。

			　あるいは――巻き込みたくない、そう思ってくれているのか。

			　少し前まではマリアの笑顔を見ていれば、彼の悩みなど簡単に吹き飛んでいたのだが、今は彼女の表情を見るたびに不安が膨らむ。

			（本当は、強引に連れ去って旅を止めさせるべきなのかもしれねえ。そして遠い場所で、二人で暮らせば……）

			　マリアは全力で拒むだろう。

			　だがどうしても、彼女が〝正しい〟と信じていることが、ライナスには信じられないのだ。

			「……どうして、ライナスさんは」

			　真剣な表情で考え込む彼を見て、マリアの表情が曇る。

			「ん？」

			「いえ、なんでもありません。行きましょう、ライナスさんっ」

			　だがすぐに表情から影は消え去り、彼女は誤魔化すようにライナスと指を絡めた。

			　そして並んで歩く。

			　二人の間に、見えない隔かく絶ぜつがあることを自覚したままで。

			


			　◇◇◇

			


			　魔族の領地を進んでいると、例のごとく妨害するためにツァイオンが襲い掛かってくる。

			　ここ数回ほど、キリルたちは彼一人に撃退され、撤退を繰り返していた。

			「今のてめえらには熱がねえ。これぐらいで十分だ――フレアメテオライト！」

			　ツァイオンは巨大な火球を生み出す。

			　しかし、魔力を過剰消費し、魔法の威力を増大させる法外呪文イリーガルフォーミュラすら使っていない。

			　手加減されるほど、勇者パーティは弱体化していたのだ。

			　唯一まともに戦えるライナスが、ツァイオンの射程外から弓を引く。

			　放たれる三本の矢。

			　それらはツァイオンに命中する前に散開し、それぞれ別の方向から彼に襲いかかった。

			「てめえだけは熱量を失ってねえようだが、オレには届かねえよ！」

			　彼は纏まとうように、体の周囲に炎を生み出す。

			　ただそれだけで、ライナスの放った矢は燃え尽きた。

			　決して甘い攻撃ではない。

			　それをいとも簡単に燃やしてしまう、ツァイオンの炎が異常なのである。

			　しかしライナスは手を緩めず、再び三本の矢を引き――今度は束ねて放つ。

			　シュゴオォッ！　と、空を切る音が明らかに先ほどとは異なる。

			「悪くない熱量だな。だがこの程度じゃなァッ！」

			　ツァイオンは同じように炎の矢を束ね、射出する。

			　直後、地上のジーンが彼に向かって魔法を放った。

			「ブルーフレイム」

			「オレに向かって火属性魔法だと？　トチ狂ったのかよ!?」

			　まるで人魂のように、ゆらりと青い火玉がツァイオンに向かって飛んでいく。

			　あえて対処する必要性を感じないほど、弱い炎だった。

			　彼はそれを無視し、ライナスの矢に意識を向ける。

			　ファイアアローと矢がぶつかり、パァンと弾けた。

			　すると、粉々に砕け散った矢の破片が風の魔法を宿し、ツァイオンに迫る。

			「やっぱただの矢じゃねえな！」

			「テラーメッセンジャー。たとえ原形すらない木片になったとしても、この矢は死ぬまでお前を追い続ける」

			　ライナスは弓兵であると同時に、風属性魔法の使い手でもある。

			　本職の魔法使いよりも魔力で劣るものの、高い身体能力と組み合わせることにより、高い威力を発揮するのだ。

			　ツァイオンは空中で高速で旋回し、つきまとう矢を振り切ろうと試みた。

			　しかし距離は離れても、追尾は止まらない。

			　炎魔法で矢を破壊しても、さらに断片化され、数が増えるだけだった。

			　ジーンのブルーフレイムも同様に、ゆったりと彼を付け回す。

			「しゃらくせえェッ！」

			　彼はそれら全てを引きつけると、

			「ブレイズスフィアアァァッ！」

			　自らの周囲を超高温の球体で覆い、全てを焼き尽くす。

			　ライナスの矢は一瞬で灰となり消え失せた――が、ジーンのブルーフレイムに変化はない。

			　炎の中にあっても、青い火玉は同じ調子で追跡を続ける。

			　ツァイオンは舌打ちすると、自らそれに接近して手で握りつぶそうと試みた。

			　それがただの炎ならば、問題なく消えるはずだ。

			　しかし、青い炎は彼の腕に纏わりつき、体温を急速に奪っていく。

			「なっ……炎じゃねえのか？　腕は動かねえ、じゃあこれは氷――いや、だったらブレイズスフィアで消えるはずだろ!?」

			　戸惑うツァイオンを見て、地上のジーンはにやりと笑う。

			「ブルーフレイムは炎だ。だが同時に氷でもある。頭の悪い僕以外のサルどもにはわからないだろうけどね。ふふっ、ははははっ、あーっはっはっはっはっは！　僕はついにこの領域まで到達したんだよォ！　そら次も行くぞ、メデューサウィンド！」

			　ジーンが手をかざす。

			　だが、景色に変わりはなく、魔法は何も発動していないように見える。

			　そんな時、ツァイオンの顔をそよ風が凪ないだ。

			　チリッ……頬に何かが当たったような気がして、指で触れる。

			　すると、石が張り付いていた。

			　つまんで取ろうとすると、一緒に顔の皮まで引っ張られる。

			「まさか……オレの肌が、石になってんのか!?」

			　言うまでもなく、原因はこの〝風〟だ。

			　ツァイオンは、猛スピードでその場から移動する。

			「行ったぞ、ライナス」

			　ジーンがつぶやく。

			　するとまるでツァイオンの動きを読んでいたかのように矢が飛来し、彼の右肩に突き刺さった。

			「ぐっ……！　ち、ちくしょう、妙な魔法を使いやがって！　プロメテ――」

			　ツァイオンは手加減をやめ、大規模魔法を発動しようとする。

			　だがマリアの魔法がそれを遮った。

			「セイクリッドランス！」

			　光の槍やりが、ツァイオンに向かって高速で射出される。

			　彼は体を傾け回避しようとしたが、避けきれずに右腕を貫き、ジュゥッと肉を焼いた。

			「があぁっ！　ぐっ、だが……まだまだァッ！」

			　彼の戦意は萎えていないが、マリアの魔法はまだ終わっていない。

			「スパイラル」

			　光の槍が突き刺さったままの状態で、高速回転を始める。

			「な、なんだ……回って……ぎっ、い、ぎっ……があぁぁぁああっ！」

			　ギュイイィィィィ――光のミキサーが、肉を巻き込み、筋をねじ切り、骨を砕いていく。

			　ツァイオンの腕は見るも無残な姿に変わり果て、最終的に千切れて飛んだ。

			「はっ……あ、ぐ……てめ……えらぁ……！」

			　それでも意思は強く、情熱的に。

			　彼らをシートゥムの元にたどり着かせるわけにはいかない、その一心で戦意を維持する。

			　だが、ジーンとマリアはすでに次の魔法の準備を済ませており、ライナスも彼の眉間を狙っていた。

			　唯一キリルだけは、剣を握ったまま暗い表情で突っ立っているだけだが、彼女抜きでも殺しきれる。

			「こんな……ところで、オレは……」

			　彼の脳裏に、シートゥムの泣き顔が浮かぶ。

			　死ぬことだけは――それだけは、避けなければならない。

			「ちくしょう、オレはぁッ！」

			　悔しさをにじませながら、彼は地面に落ちた腕を掴つかむと、一行に背中を向けて撤退した。

			「エレメントバースト！」

			「ジャッジメントストーム！」

			　そんなツァイオンに向けて、ジーンとマリアは容赦なく魔法を放つ。

			　それも、自分が持ちうる最高威力の物を。

			　エレメントバーストは、四属性を束ね、直線上に存在するあらゆる物体を破壊する威力だけに特化した魔法だ。

			　四属性が混じり合っているためか、放たれるのは白い閃光で、光属性魔法に見えなくもない。

			　ジャッジメントストームは、本来は相手に向かって巨大な光の剣を放つだけの〝ジャッジメント〟の応用魔法だ。

			　剣を高速回転させることで、周囲を巻き込む衝撃波を発生させ、より広い範囲の敵を浄化し、焼き尽くす。

			　ツァイオンはまずはジャッジメントストームを回避した。

			　完全には避けきれず、肩の肉がえぐられたが、どうせ最初から右腕はボロボロだ、なんの問題もない。

			　そしてすぐさま左腕をかざし、持ちうるありったけの魔力を注ぎ込んで、炎とエレメントバーストをぶつけあう。

			　威力の高さは見ればわかる。自分の魔力では打ち消すことはできない。

			　だから、受け流し、軌道を変える。

			「ぐ……っ、どぉりゃぁぁああああッ！」

			　彼の全力――文字通り全てを注ぎ込むことでようやく光線は曲がり、遠く彼方へと飛んでいく。

			　光線は上空で雲と接触し、吹き飛ばし、曇天の空を晴天へと変えた。

			　ツァイオンはその威力に戦慄しながら、どうにか撤退に成功したのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　城に戻ると、すぐさまツァイオンは自室に入り、床に倒れ込む。

			「シートゥムに心配かける前に治さねえ……っ、と、なぁ。さすがに、はぁ……ふ、こんなだっせぇ姿は見せられねえ……！」

			　問題はどうやって人を呼ぶか、である。

			　まずは魔王城から脱出し、できるだけ人目につかないルートを歩き、知り合いに連絡を取らなければ。

			　床に横になった状態で、肩を上下させながら、ツァイオンは壁伝いに立ち上がった。

			　だがそこで、

			「兄さん、戻ってるんですか？」

			　一番会いたくなかった人が、部屋を訪ねてきた。

			「マジかよ……」

			　ツァイオンは再びがくっと倒れ込む。

			　このまま黙り込んで誤魔化せないかと一瞬だけ期待したが、どう考えても不可能だ。

			　なぜなら、彼とシートゥムは、勝手にお互いの部屋に出入りする間柄なのだから。

			「声が聞こえました、いるんですよね。入りますよ」

			　無視されたからか、少し怒り気味にそう言うと、シートゥムは返事も待たずにドアをあける。

			　そして、倒れ込むツァイオンの姿を見て、「ひゃっ!?」と声をあげた。

			「兄さん、どうしたんですかその怪我っ！　まさか、勇者たちにやられて……！」

			「……そういうこった。かっこわりぃ」

			「なっ、もしかしてさっき黙ってたの、そんな理由だったんですか!?　今さらじゃないですか、兄さんがかっこ悪いことぐらい私は知ってます！」

			「それはそれでショックなんだが……」

			　心に傷を負ったツァイオンだったが、肉体の傷はすぐさまシートゥムが回復魔法で癒やした。

			　千切れた腕も、拾ってきたおかげですぐに修復され、元通りに動くようになる。

			　陽よう闇あん――シートゥムの持つ希少属性は、光と闇の魔法を扱うことが可能だ。

			　特に彼女は回復魔法を得意としていて、よくツァイオンに『魔王っぽくない』とからかわれていた。

			「ありがとな」

			　ツァイオンがシートゥムの目を見ながら礼を言うと、彼女の頬がぽっと赤く染まる。

			「隠される方が嫌です。こういう時は頼ってください」

			「かっこつけたい年頃なんだよ」

			「いい年なんですから、もう卒業してくださいよ。ついでに襟を立てるのも」

			「そりゃ無理だな、これはオレの――」

			「魂、ですよね。言わなくてもわかってますから。まったく、それさえ無ければ、兄さんのこと手放しにかっこいいって思えるのに……」

			　シートゥムはぶつぶつと愚痴った。

			　内心、それはそれで、他の魔族からもモテるようになりそうで嫌だ――という気持ちもあるのだが、もちろん黙っておく。

			「にしても、ここまでやられるなんて何があったんですか？」

			　彼女は立ち上がると、ぼふっとツァイオンのベッドに腰掛けた。

			「わかんねえ。いきなり見たこともない魔法を使いやがったんだ、威力も熱さも前とは段違いだったぜ」

			　彼も床から立ち上がり、シートゥムの隣に座る。

			「急に強くなるなんて。せっかく人数も減ってきて、このまま終わりそうだったのに……」

			「寄せ集めの人間を騙だまして使ったって、いずれパーティは崩壊する――シートゥムの見立ては当たってたが、そう甘くはなかったな」

			　ツァイオンにぽんぽんと頭を撫でられると、シートゥムは彼に寄りかかる。

			　魔族は争いを好まない種族だ。

			　母の影響で一ひと際きわその想いが強いシートゥムは、人の善意を信じて、ほとんどの抵抗を放棄した。

			　勇者たちが侵攻する前に、付近に住む魔族は北に退避させ、被害を最小限に抑えようとしたのだ。

			　魔王を信じる住民たちのほとんどは命令を受け入れたが、中には反対する者もいた。

			　そういった彼らの要望を叶える形で、三魔将は散発的に王国での破壊行為を行ってきたが、もちろんそんなことはしたくない、というのがシートゥムの本音である。

			「しかし、ただの訓練だけで、いきなりああも強くなれるもんか？」

			「もしかすると……彼らも、オリジンの力を」

			「回転や接続、増殖――そのあたりに関係する魔法使ってきてたしな。なあシートゥム、本当に封印は緩んでねえのか？」

			「封印術式が示された書物は、魔王しか触れることのできない場所に保管されてます。中身を知っているのは私とディーザだけです。だから、変わるはず、ないんです」

			「王国の連中の様子がおかしくなったのは、確か五十年ぐらい前だったよな」

			「はい、お母様の時代ですね。それまでは良好な関係を保っていましたから」

			「あの人がミスするとは思えねえんだよな……どうなってんだか」

			　先代魔王リートゥス――シートゥムの母親でもある彼女は、三十年前に起きた人魔戦争の直後に病で命を落とした。

			　魔族としては早すぎる死である。

			　その時、彼女を看み取とったのはシートゥムとディーザの二人。

			　リートゥスは娘に声をかけたあと、ディーザの手を握り、小さく掠かすれた声で『ディーザ、あなたが……』と彼に娘のことを託して、眠るように死んだのだ。

			　その後、まだ幼かったシートゥムが魔王の役目を引き継ぎ、ディーザやツァイオン、ネイガスに支えられながら巫女として封印の管理を続けてきたが――なぜか人間はオリジンの力を手に入れてしまった。

			　別のオリジンが存在している可能性も考え、ネイガスを調査に向かわせているが、今のところは目ぼしい情報は手に入っていない。

			「このまま勇者がこの城にたどり着けば、封印が解かれてしまいます」

			「やっぱ、殺すしかねえよ」

			「ですがそれでは、オリジンの思う壺です！　勇者を殺したとしても、さらなる憎しみが人間たちを突き動かし、対立は深まってしまいます！」

			「すまねえ、浅はかだった」

			「いえ……私の方こそ、感情的になってすみません。私が甘いから、兄さんは今日みたいに傷ついてるのに……」

			　彼女はそう言って、彼の体にさらに体重をかけ、密着する。

			　その重みを感じる度に、ツァイオンは強く決意するのだ。

			　何があっても絶対に、彼女を守らなければならない、と。

			「彼らを止めるには、どうしたらいいんでしょうか……」

			「あいつらを支援してる、教会や王国そのものを止めるしかねえよ」

			「彼らは、もう私たちの話を聞いてくれません」

			　異変が始まった五十年前ならともかく、人魔戦争が起きた三十年前の時点で、すでに人間たちは魔族を悪だと思いこむようになっていた。

			　シートゥムが魔王の地位を引き継いだ時点で、すでに何もかもが手遅れだったのである。

			「密書を送っても返答はなし。もちろん、会談の申し出など無視されています。魔族とのパイプがあった貴族はみな権力を失うか、謂いわれなき罪を被せられ失脚してしまいました」

			「教会や王国の権威を失墜させようにも、オレらだけじゃ難しい、か。味方に引き込める人間はいねえのか？」

			「今の人間たちは、誰もが幼いころから〝魔族は悪い奴らだ〟と教え込まれた者ばかりです」

			「じゃあほら、勇者のパーティからいなくなった連中とかどうよ？」

			「えっと、ガディオさん、エターナさん……それからフラムさん、でしたっけ」

			　シートゥムは実際に顔を見たことはない。

			　ツァイオンやネイガスから話を聞いているだけである。

			「話してみる価値はあるかもしれません。確か、ネイガスは遭遇したことがあったはずですよね？」

			「ああ。でもあいつ、最近帰ってこねえよな」

			「調査が難航しているのでしょう。彼女が戻ってきたら聞いてみましょう、試す価値はあるかもしれません」

			「だな」

			　話が一段落すると、二人は黙り込む。

			　シートゥムはツァイオンの肩に頬をぴたりとくっつけた。

			　傷は癒えたが、残った血の臭いを嗅いでいると、不安でしょうがない。

			「……どうしてみんな、戦おうとするんでしょう」

			「通したい想いがあるんだろ、あいつらにも」

			「私の想いは、戦いさえ起きなければ叶うんですが」

			　ツァイオンは、悲しげにつぶやくシートゥムの肩に腕を回す。

			　温もりを感じながら、彼女は『どうかこんな時間がずっと続きますように』と祈るのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　ツァイオンを撃退し、転移石を予定通り設置した勇者一行。

			　彼らはキリルのリターンにより、王城地下の転移部屋へ戻った。

			「今回はうまくいったな。どうだライナス、僕と祝杯でもあげないか？」

			「いや、俺は用事がある」

			「せっかくこの僕が誘ってやったというのにノリの悪いやつだ。まあいい、今は最高の気分だからな！　ふははははははっ！」

			　高笑いを響かせながら出ていくジーン。

			　それを見送るキリルは、沈んでいる――というよりは、戸惑った様子だった。

			　一方でマリアは、彼の後ろ姿を見てなぜか満足げである。

			「なあ、マリアちゃ……」

			　声をかけたライナスだったが、それより先に彼女は部屋をあとにする。

			　無視、というよりは声が届いていない様子だった。

			　彼は困った表情でその場に立ち尽くす。

			「ライナスさん。あの二人、何かあったのかな」

			　黙っていたキリルも、さすがに聞かずにはいられなかったようだ。

			「わっかんねえわ。ちょっと前から様子がおかしいのは確かなんだがな」

			「私が役に立たないせいで……」

			「気に病むなって、少しずつ調子を取り戻していけばいい。キリルが旅に必要なのはみんなわかってんだからさ」

			「……うん」

			　ライナスの励ましも虚しく、キリルは暗い表情のまま外に出た。

			　そして彼女は、外の空気を吸うために、城のバルコニーへと向かう。

			　勇者ともなると、外を出歩くだけで人々に囲まれ、大騒ぎになる。

			　特にキリルは近づきやすいのか、よく声をかけられて、気分転換に外を散歩することすらできなかった。

			　そんな状況の積み重ねが、さらに彼女を追い詰めていく。

			　憂鬱な表情で、城下町の人々を見下ろすキリル。

			　その視線の先には、いつか訪れた、お菓子の店があった。

			　目を瞑つぶると、その時の情景が鮮明に思い出される。

			『んんー！　クリームも中のスポンジも果物も全部おいしいよね、さすが王都！』

			『うん、おいしい。すごくおいしい』

			『ふふふ、そんなに急いで食べたらすぐに無くなっちゃうよ？』

			『二個目、食べるから。フラムはどうする？』

			『じゃあ私も……二個目、行っちゃおうかな。えっへへ』

			　そんな話をしていると、あっという間に皿の上に載ったケーキは無くなった。

			　二皿目は、今度はお互いのメニューを交換して注文する。

			『キリルちゃんがいてよかった』

			　店員が去った直後、フラムがキリルの方を見ながら言った。

			『急にどうしたの？』

			『私なんかが選ばれてさ、不安でいっぱいだったの。実際、すごい人ばっかりで、私は役立たずで。だから……きっと私、キリルちゃんがいなければ、とっくに逃げ出してたと思う』

			『フラム……』

			『キリルちゃんと出会えてよかった。心の底からそう思うんだ』

			　フラムははにかみながらそう言った。

			　彼女は、勝手に自分に救われた気になっているが、実際は逆だ。

			　その不安やプレッシャーは、フラム以上にキリルが感じていたもので、フラムがいなければとっくに潰れていた。

			　だから本当は、その時、素直に『ありがとう』を伝えておくべきだったのだろう。

			　でも、言えなかった。

			　言葉が喉で詰まって、どう言えばいいのか思いつかなくて。

			　キリルはあの時ほど、口下手な自分を呪ったことはない。

			　そして記憶は移り変わる。

			　次に思い出したのは、それからしばらく後の出来事だ。

			『またお前のせいで一人傷ついたぞ。どう責任を取るつもりなんだい？』

			『ご、ごめんなさい……』

			　地面に座らせられ、可哀想なほど萎い縮しゅくしたフラムの姿。

			　それを、キリルはジーンの傍かたわららで見下ろしていた。

			『君は、自分がどれだけゴミなのか理解していない！　謝って済むと思ってるのか!?』

			『あぐ……』

			　胸ぐらを掴まれ、フラムは苦しげな声をあげる。

			　ジーンが彼女を責めるのは、決まって他の人間がいないときばかりだった。

			　つまり、この場でフラムが助けを求められるのはキリルだけで、彼女の視線が自分の方を向くのは当然のことで――同時に、助けられるのが自分だけだと理解していたはずなのに。

			　なのに――キリルは、目を背けた。見て見ぬふりをした。

			　勇者としてのプレッシャーに押しつぶされそうだとか、疲れが溜まっていて他人のことを考える余裕が無かったとか、ジーンが怖かったとか、言い訳ならいくつも思いつく。

			　だがそのどれもが、フラムを見捨てていい理由として充分とは言えないものだった。

			　そして結局――フラムはそのせいで追い詰められて、いなくなった。

			　二度と、戻ってくることは、無い。

			　あの幸せだった時間も、自分の心を支えてくれていた友達も。

			　もう、どこにも、存在しない。

			　自分で自分の首を絞めた、その結果である。

			「キリルさん」

			　そんな彼女の名を、背後から近づいてきた誰かが優しい声で呼んだ。

			「マリア……」

			　キリルが振り返ると、そこには聖女が立っていた。

			　悩める自分に、救いの手を差し伸べようと、慈悲に満ちた笑みを浮かべて。

			　マリアはキリルに近づき、その手を取る。

			　そして、黒い水晶体を握らせた。

			「それは〝コア〟と呼ばれるものです」

			「コア……？」

			　内側の螺旋をじっと見ていると、意識が吸い込まれそうだった。

			　寒気がして、これは良くないものだ、と本能が訴えてくる。

			「ジーンさんもわたくしも、これを使うことでより強い力を手にしました」

			　その力を、キリルはつい最近、目の前で見せつけられた。

			（あの力があれば……少しでもパーティに貢献できれば……泥沼から、抜け出すこともできるかもしれない。でも――）

			　使うだけで強くなれる――そんなに都合のいいものが、この世に存在するのだろうか。

			「役に立ちたいんですよね？」

			　マリアの声はいつもどおりなのに、やけに高圧的に感じられた。

			


			

			


			「でしたら使ってみてください、きっといい結果が出るはずです」

			「本当に、使っても大丈夫なもの？」

			「わたくしも使っていますし、教会の研究の成果ですから。信用してください」

			　マリアを信用していないわけではない。

			　キリルはコアを受け取ると、「ありがとう」と礼を告げて、肩にかけた袋にそれを入れた。

			　本当に用事はそれだけだったらしく、マリアは「どういたしまして」と返事をするとすぐに城の中に戻っていった。

			


			　◇◇◇

			


			　マリアが城内を歩いていると、白衣を纏った金髪の女が近づいてくる。

			　彼女は立ち止まり、眼鏡をくいっと持ち上げると、口角を吊り上げた。

			「首尾はいかがでしたかぁ、聖女様」

			「エキドナさん……ええ、予定通りキリルさんはコアを受け取りましたよ」

			「それは良かったですわぁ。せっかくの研究成果、受け取ってもらわないと作り損ですからぁ、んふふっ」

			　泣きぼくろが特徴的な、艶めかしい女性の名はエキドナ・イペイラ。

			　教会内部での地位はマザーと同等――つまり、とある研究の責任者である。

			「聖女様のコアはいかがですかぁ？　症状が出たりはしていませんかぁ？」

			「今のところは。キマイラコアの評判は存じていますから、心配していません」

			「んっふふふ、それはよかったぁ。〝チルドレン〟や〝ネクロマンシー〟に負けられませんからぁ。でも私ぃ、聖女様に何かあったらって不安だったんですよぉ？　生きた人間に使うのはレアケースですからぁ」

			「ご心配いただきありがとうございます。それでは、わたくしは用事がありますので」

			「あらぁ、引き止めてしまって申し訳ありませんわぁ。それでは、またぁ」

			　女性は媚こびた笑みを顔に貼り付けて、廊下の奥へと去っていく。

			　一人になったマリアは、頭に直接響いてくる声に意識を集中させた。

			『わるくない』『あとすこし』『もういらないわ』『不安だ』『一刻も早く、復活を』

			　数多の声を、受信する。

			「わかっていますわ、オリジン様」

			　聖女は微笑む。

			『統一する』『接続しましょう』『いや殺せ』『星の意思を消すことが優先である』『次が誕生する可能性はどうする』『接続するべきである』『いいや殺せ、殺せ、殺せ』

			　頭に流れ込んでくる声は、コアを取り込んだことでより大きくなった。

			　本来はもっと統一された意思なのだが、特に最近はこうして意見が割れ、ずっと乱れている。

			　それもこれも――全ては、フラムのせいだ。

			「まずはキリルさんを城に送り届けなければなりません」

			　全てはそれからでも遅くはない。

			　オリジンの封印を解き、マリアの目的を達するために――

			「全ての生命を消し去るために」

			　彼女はぶつぶつとつぶやきながら、城の外を目指す。

			「憎い、憎い、魔族が憎い。だから滅ぼさなければ」

			　誰も見ていないのなら、と本性をさらけ出す。

			「憎い、憎い――」

			　ノイズが交じる。

			　微かすかに浮かぶ、男性の……あの人の笑顔。

			　首を振って、消し去る。

			（忘れましょう）

			　そんな雑音は、邪魔になるだけだ。

			（期待してはいけません）

			　信じたって、裏切られるだけだ。

			「人間が、憎い。あらゆる命が、憎い。だから、滅ぼさなければ」

			　がりっ、と彼女は親指を噛んだ。

			　血が流れ出る。

			　舐なめ取り、鉄の味を飲み込む。

			　憎悪は、胸に刻み込まれている。

			　彼女自身の存在価値となって、聖女の皮を被って、ただそれを果たすためだけに動き続けている。

			　裏切りを受け入れて、妥協して、全てはそれを果たすためだけに。

			　迷いはない。

			　この世界に未練など――何も無い（はず）なのだから。

		

	
		
			

			


			　インクにまつわる事件が終息し、三日が経った。

			　西区は驚くほど平和で、今のところ教会がフラムたちを襲撃することもない。

			　インクが生きていることを知らないのか、はたまた余裕の表れなのか。

			　どちらにせよ、町は不自然なほど静かで――ガディオと一緒にギルドへ向かい歩くフラムは、胸に纏わりつくような気味の悪さを感じていた。

			　細めの路地に入ると、西区特有の泥臭い風が流れてくる。

			　フラムは顔をしかめ、ゴールドブラウンの髪を指でかきあげた。

			「静かだな」

			　コートを羽織ったガディオがつぶやく。

			　今日の朝、彼はフラムの家を訪れ、『ギルドに付いてきてくれるか』と誘ってきた。

			　フラムは彼の顔を見上げる。

			「教会も襲ってきませんしね」

			　ガディオは一昨日と昨日、たった二日でマザーの拠点を発見した。

			　彼が得た情報と、インクから聞き出した手がかりを元に調べた結果、教会に姿を現した彼らの足取りをたどることに成功したらしい。

			　もっとも、すでに施設はもぬけの殻となっていたが、それでも彼らは拠点を一つ失った。

			　今ごろ、マザーと螺旋の子供たちスパイラル・チルドレンは、新たな隠れ家を探しているのだろう。

			「デインがいなくなって治安がよくなったってのはあるかもしれませんが、長くは続かないんでしょうね」

			「リーダーを失ったゴロツキどもが何を始めるか、想像するだけで頭が痛くなってくる」

			　ガディオは目を閉じて『やれやれ』と首を左右に振った。

			　西区の不法者たちは、デインに制御されてきた。

			　そのタガが外れてしまえば、彼らはある意味で自由だ。

			「デインの後釜を狙おうとする人間も出てくるだろう」

			「うまくいくとは思えませんけど」

			　なんだかんだ言って、デインのカリスマ性は高かった。

			　ただのゴロツキに真似できるものではない。

			「おそらく複数の派閥が乱立し、対立しあうことになるだろう。そのために、ギルドに行って今後の対策を練る必要がある」

			「ギルドで？」

			　フラムは、ガディオが自分をギルドに連れて行こうとした理由を聞いていない。

			　気になるが、行けばわかることでもある。

			　そのまま何事もなくギルドに到着し、フラムが先に中に入る。

			　受付で頬杖を付いていたイーラは、彼女の顔を見るなり「げっ」と嫌そうな表情を見せた。

			「はーい、今日は店じまいでーす」

			「相変わらず仕事をしない受付嬢だよね」

			「デインがいないおかげで暇になったのよ、私の安らぎを邪魔しないで欲しいわ」

			「好き放題やりすぎじゃない？」

			「できるんなら、私は好き放題やるわよ。というわけで、薄汚い奴隷は帰りなさい。しっしっ！」

			「相変わらず癪しゃくに障さわる女」

			　フラムは「いーっ」と敵意剥き出しでにらんだが、イーラはそっぽを向いて素知らぬ顔だ。

			「ライセンスも持ってない新人冒険者に、ワーウルフ討伐を押し付けてたくせに。中央区のギルドにチクったらクビになったりしないかなー」

			「ふふふっ、甘いわねえ。偉いおじさま方がＤランク程度の奴隷の言うことを聞くと思う？　諦めてあの包帯奴隷とよろしくやってなさいよ」

			「ギルドマスターさえいたら、痛い目見せられるのに！」

			「あははっ、せいぜいそうやってできもしない妄想をして臍ほぞでも噛んでなさぁい。うちのマスター、超有名なＳランク冒険者なの。あんな大物が西区のギルドに収まるわけないわ！」

			　売り言葉に買い言葉で口喧嘩を続ける二人だったが、フラムの背後からガディオがぬっと姿を現した。

			　そしてイーラの目を真っ直ぐに見て、言い放つ。

			「呼んだか？」

			　彼女は、ドラゴンににらまれた小鳥のように凍りついた。

			　一気に顔色が青ざめ、全身から冷や汗が噴き出す。

			「ガディ、オ……ラスカット……？　な、なんでここに……旅に出てるんじゃなかったの!?」

			「訳あって役目から降りたんだ。さて、呼べるものなら呼んでみろと言っていたが、どうするつもりだイーラ・ジェリシン」

			「あ、あう……スロウくーん？　ちょーっと出てきてお姉さんを助けてくれなーい？」

			　奥にいるはずの後輩を呼び出すイーラだが、反応はない。

			　基本的にスロウは従順だが、ここでガディオを敵に回すほど無知ではないのである。

			「助けてくれないのね……ううぅ……」

			　ついに彼女は言葉を失い、しゅんと縮こまってしまった。

			　そしてイーラは、助けを求めるようになぜかフラムの方を見た。

			　もちろん助け舟を出す理由などなく、べーっと舌を出して突っぱねる。

			「こんにゃろお……！」

			　イーラはフラムをにらみつけるが、もはや悪あがきにすらなっていない。

			「あれ……ガディオさんって、ここのマスターだったんですか!?」

			「一応そういうことらしい。数年前に押し付けられてから、それらしい仕事は一度もしてないがな」

			「あ、それでさっきギルドで対策を練る必要があるって！　ガディオさんがマスターになれば、西区のゴロツキも好き勝手できませんもんね」

			　なんと言っても、権威あるＳランク冒険者のうちの一人なのだ。

			　歯向かう愚か者などそうそういない。

			「ところでフラム、この女に殺されかけたそうだな」

			「そうなんですよー、ライセンス発行任務で、Ｄランクモンスターを押し付けられたんです」

			「本来はＦランク相当の依頼でライセンスは発行されたはずだが……二つもランクが上とあっては、新人冒険者なら死ぬ可能性が高い。これは許されることではないな」

			「い、いやあれはデインが勝手にやったの！　私は止めようとしたのよ？　本当に！　それに、ほら、結果としては倒せたんだから、いいじゃないっ……です、か。ね、フラムもそう思ってるでしょう？　ねっ？」

			　あまりの焦りっぷりにフラムは笑いを堪えきれずに、口を押さえて肩を震わせた。

			　奴隷ごときにおちょくられる屈辱に、カウンターの下で拳を握るイーラ。

			「俺はクビにしても構わんが、フラムはどうしたい？」

			「うーん、どうしよっかなー……」

			「ちょ、ちょっとあんた、本気で悩んでるんじゃないでしょうね!?」

			「だってクビになるぐらいのことしてるし」

			「それはそうでしょうけどぉ！」

			　無事だったから良かったものの、四肢を吹き飛ばされる重傷を負ったのだ。

			　フラムだから生き残れただけである。

			「私とあなたの仲じゃない」

			「仲を考慮するなら、ますますクビにするしかないような……」

			「こ、これから仲良くしていきましょう？　ねっ？　ここをクビになったら、私はどうやって生きていけばいいのよぉ！」

			「体でも売ればいいんじゃない？」

			「血も涙も無いわねあなた！」

			　それはあんたの方じゃない――と突っ込みたい気持ちをぐっと抑える。

			　確かに恨みはあるが、デインたちと違って彼女は〝悔い改められる人間〟だ。

			　教会と手を組んだデインともちゃんと距離を取っていたし、これ以上追い詰める必要は無いのかもしれない。

			「減給処分ぐらいで、いいんじゃないですかね」

			「そうか、優しいなフラムは」

			「あぁ……良かったぁ。ありが……って減給!?　待ちなさいよ、なんで私が給料減らされなきゃ――」

			「クビにならなかっただけ感謝しろ」

			「うっ……」

			　イーラはそれ以上何も言えなかった。

			「俺が来たからには、今までのような適当な仕事ぶりは許さんぞ。しっかり働いてもらう、覚悟しておけ」

			「はぁい……」

			　がっくりと項垂れるイーラ。

			　それをニヤニヤと笑いながら観察するフラム。

			　ガディオが「手続きがある」と奥の部屋に消えると、イーラはフラムに食らいつく。

			「あんたのせいで、今月から食費削らないといけないんですけど!?」

			「自業自得だって」

			「ふんっ、何よ偉そうに。つーかあんた、ガディオ・ラスカットと知り合いってことは、本当にあのフラム・アプリコットだったのね」

			「今さら気づいたの？」

			「当然じゃない。あの英雄様が、まさか奴隷になって西区に潜ひそんでるなんて誰も想像しないわ」

			「エターナさんもうちにいるけどね」

			「あのエターナ・リンバウが？　三人も抜けるなんて、魔王討伐はどうなってんのよ。というか教会は何してんの？」

			　一般市民からしてみれば、旅に出ているはずの三人の姿が王都にあるというのは、不安の材料にしかならないだろう。

			　エターナの時点で噂にはなっていたが、彼女はあまり出歩かないため、そこまで騒ぎにはならなかったようだ。

			　しかしガディオはあの体格のせいで嫌でも目立つし、ギルドマスターとして働くのなら人の目につくことも増えるだろう。

			「以前から色々言われてたけど、先日の気持ち悪い死体といい、教会も胡散臭くなってきたわねえ」

			　先日の眼球騒動に教会が関わっている噂は、王都全体に広がりつつある。

			　加えて、ガディオほどの大物が、〝お告げ〟――すなわち教会の依頼を捨てて王都に戻ってきたとあれば、疑惑はさらに膨らむだろう。

			「ただ、本当にあの人がマスターに復帰して大丈夫なのかしら？」

			「ガディオさんに何か問題でもあるの？」

			「あら知らないのね。あの人、一部で〝臆病者のガディオ〟って呼ばれてるのよ」

			　フラムは「ははっ、何それ」と鼻で笑い飛ばす。

			「勇敢って文字をそのまま具現化したような人なのに？」

			「今はね。でも、仲間を見捨てて一人だけ逃げ帰ってきたことがあるって話よ」

			「給料を減らされた恨みで作り話を……」

			「してないわよ！　信じられないなら他の冒険者に聞いてみたらぁ？　それか本人にでも確認してみたらいいじゃない」

			　本人に『臆病者って呼ばれてるみたいですけど本当ですか？』などと、口が裂けても聞けるわけがなく。

			　フラムは困惑し、「うーん」と唸うなった。

			


			　◇◇◇

			


			　その後、しばらくするとガディオは戻って来た。

			「マスターとしての仕事は明日以降からだ」とイーラに言い残して、フラムと共にギルドを去る。

			　外に出ると、今度はガディオの自宅に向かうとのことで、東区を目指すことになった。

			　その間、フラムはずっと難しい顔をしながら、先ほどイーラから聞いた話を思い出す。

			「あの女から何か言われたのか？」

			「言われたというか、聞いたというか」

			　フラムは言葉を濁す。

			　中央区が近づいてくると、道も次第に広く綺麗になりはじめ、人通りも増えてきた。

			　すれ違う人々の視線は、もちろんガディオに向けられる。

			　ちらほらとフラムを見る人もいたが、その多くは彼女の頬を凝視していた。

			「臆病者のガディオ、か」

			　彼は自らその名を口にする。

			「知ってたん、ですね」

			「事実だからな」

			「そんなことありませんっ、ガディオさんは――」

			「いや、俺は臆病者だ。その汚名を、背負うべきなんだ」

			　有無を言わさず、自らを戒いましめるように彼は言い切った。

			　何か深い事情があるようで、それ以上フラムは口を挟めない。

			　口数少なに二人は歩き続け、気まずい空気のまま中央区を過ぎ、東区に入る。

			　そして二人の足は、高級住宅街の一角で止まった。

			「おかえりなさいませ、旦那様」

			　近づいてきたガディオの姿を見るなり、入り口に立っていた兵士が深々と頭を下げる。

			「うわぁ……ここがガディオさんの家なんですか？」

			　鉄格子の門の向こうには、公園かと見紛うほどの広大な庭園がある。

			　その奥にある屋敷が、おそらく住居だろう。

			「ああ、俺だけの家というわけではないがな」

			　門が開くと、二人は先に延びる石畳の道を歩く。

			　赤い花をつけた木がアーチとなり、屋敷へ向かう道を形作っている。

			　庭園の一角には色とりどりの植物が並び、個人宅に置けるサイズでない木が、そのど真ん中に鎮座していた。

			　さらに別の一角には、ブランコや遊具が置かれ、砂場まで用意された子供用のスペースまで存在していた。

			　Ｓランク冒険者になると、莫ばく大だいな富を手にすることができるといわれている。

			　フラムは、分厚いステーキが毎日食べられるとか、ケーキを一ホールまるごと食べても文句を言われないとか、そんなイメージを持っていたのだが――実際の金持ちはレベルが違う。

			　屋敷にたどり着くまで、フラムは都会に出たばかりの田舎娘のように、きょろきょろと挙動不審に周囲を観察していた。

			　そんな彼女の様子を見て、ずっと凝り固まった表情をしていたガディオの頬がようやく緩む。

			　しばし歩いて建物の前までたどり着くと、中から誰かが走ってくる足音が聞こえてきた。

			　扉が開かれ、小さな女の子が飛び出してくる。

			　彼女は満面の笑みをガディオに向け、飛びつくように彼に抱きついた。

			「おかえりなさい、パパっ！」

			


			

			


			　そして、爆弾発言を投下する。

			　いや――三十二歳という年齢を考えれば、決しておかしなことではないのだが。

			　しかし、まったくそのような話を聞いていなかったフラムは、目をぱちくりと大きく開き、口を半開きにしてガディオの方を見ている。

			　彼は顔を手で覆うと、「はぁ」と珍しく大きなため息をついた。

		

	
		
			

			


			「ガディオさん、お子さんいらっしゃったんですか？」

			「いや……俺のことはパパと呼ぶなと言っているだろう、ハロム」

			　ガディオはハロムと呼ばれた少女の頭を撫でながら言った。

			　その手慣れた様子は、どこからどう見ても親子のそれなのだが――否定するということは、血の繋がりはないのだろう。

			「パパはパパだもん。ママ公認だもん！」

			　ハロムは怒り気味に頬を膨らます。

			　困り果てたガディオが苦笑いを浮かべていると、今度は彼と同じぐらいの年齢と思われる、赤い髪の女性が現れる。

			「おかえり、ガディオ」

			「ああ、ただいまケレイナ」

			　そのやり取りもやはり、夫婦のそれにしか見えない。

			「もういい加減、パパって呼び方を認めてくれてもいいんじゃないのかい？」

			「無理だ、ソーマに申し訳が立たない」

			「ソーマだけじゃなくて、ティアにもでしょ？　まったく、義理堅いにも程があるっての」

			「その話は後にしてくれ、今は来客がいるんだ」

			「ありゃりゃ」

			　ケレイナは言われて、ようやくフラムの存在に気づいたようだ。

			「いきなり意味深な会話を聞かせちゃってごめんねぇ。あ、もしかしてあなたがフラムちゃん？　ガディオがよく話してた子じゃない、筋が良いって」

			　他人から自分が褒められている話を聞くと、やはり照れくさい。

			　だがフラムはそれをお世辞だと受け取った。

			　かつて彼女のステータスは全てが０で、騎士剣術キャバリエアーツなどまったく使えなかったのだから。

			「こんなとこで話もなんだし、上がってよ。ガディオ、客間でいいの？」

			「そうだな。それと込み入った話になる、二人きりでいい」

			「あぁ、そっち絡みの話なんだ。りょーかい」

			「ええー、せっかくパパと遊べると思ったのにー！」

			　ガディオは口を尖らせて文句をこぼすハロムを抱き上げると、ケレイナに手渡した。

			　ハロムは見たところ六、七歳だ。

			　つまり、そこそこの重さはあるはずなのだが、二人とも軽々と扱っている。

			　ケレイナの腕には傷跡のようなものがあった。

			　彼女も元々は冒険者だったのだろう。

			　となると、ガディオとの関係はかつての仲間同士、といったところだろうか。

			「はいはい、パパはあとで遊んでくれるから、今はママと遊びましょうねー」

			「ママとは遊び飽きたー！　パパがいいのー！」

			　何気なくひどいことを言いながら、ケレイナの肩の上でじたばたと暴れるハロム。

			　しかしケレイナはびくともせず、二人は屋敷の奥へと消えていった。

			　取り残された……というより話についていけなかったフラムは、呆然とその後ろ姿を見送る。

			「行くぞ、フラム」

			「は、はいっ……！」

			　歩幅の違いすぎる彼に置いていかれないよう、フラムは小走りでその大きな背中を追いかけた。

			


			　◇◇◇

			


			　客間の壁面には高そうな絵画がいくつも飾られ、天井にはシャンデリアがぶら下がっている。

			　ソファもやたらふかふかで、座った時に想像以上にお尻が沈み、フラムは思わず「うわっ」と声を出してしまった。

			　どこを見ても高級品だらけで、少し成金趣味にも思えるほどだ。

			　今のガディオには、似つかわしくないセンスのように思えた。

			「本来は教会の話をして、装備を渡すだけで済ませるつもりだったんだがな」

			　フラムの向かいに腰掛けたガディオは、ため息交じりに言った。

			「装備？」

			「屋敷の倉庫に、俺たちが集めた装備ある。中には呪いの装備もあってな、フラムの役に立つと思ったんだ」

			「貰っちゃっていいんですか!?」

			「俺では使いこなせんからな」

			「ありがとうございます。でしたら、遠慮なくいただきますね」

			　呪いの装備など、多くの冒険者が捨ててしまうか、一部の強烈な呪いを宿した物が嗜し好こう品ひんとして市場に少量出回る程度。

			　たまにフラムも大通りの露店を眺めてはいるが、満足のいく品物とはなかなか出会えない。

			　かといって、死体の山が積み重なった場所などそうあるはずもなく――ガディオの申し出は、彼女にとってありがたいことこの上なかった。

			「だが、それは後回しだな。さっきの子供と女が気になっているんだろう？」

			「それはもちろん」

			　妻でもないケレイナと、実の子供ではないハロムと三人暮らし。

			　複雑怪奇な人間関係を想像してしまい、フラムの頭はパンク寸前である。

			「ケレイナは俺の親友――ソーマの妻で、ハロムは二人の子供だ。そしてソーマは、六年前にモンスターとの戦闘中に命を落としている」

			　それだけの言葉で、破裂しそうだったフラムの脳内は見事整理され、だいたいの事情を理解できてしまった。

			　ハロムは現在七歳とのことなので、本当の父親とはほとんど会っておらず、ガディオが父親代わりだった。

			　だから彼のことをパパと呼んでいるし、おそらくはケレイナも――

			「ガディオさんの親友ってことは、ソーマさんも強かったんでしょうね」

			「ああ、あいつは俺よりも強かった。チームのリーダーとして皆を率い、いつも最前線で勇敢に戦っていたよ」

			「ガディオさんがチームに……」

			「俺とソーマ、ケレイナ、ティア、ジェイン、ロウ――ＳランクとＡランクが三人ずつ。どこに行っても、誰を相手にしても、絶対に負けることは無いと自惚うぬぼれていた」

			　いや――それは決して自惚れなどではない。

			　Ｓランクが三人いる時点で、間違いなく王国最強のチームだったはずだ。

			「この屋敷も当時の名残でな、六人で住むために建てたんだ」

			「一緒に住むぐらい仲がよかったんですね」

			「あいつらといると、それだけで楽しかった。俺もティアと結婚したばかりで、幸せの絶頂ってやつだったんだろう」

			　ガディオは、テーブルの表面を物憂げに見つめながら言った。

			「奥さんがいたんですか」

			「ああ、ソーマが結婚したからって、対抗してな。もっとも、永遠に守ると誓った直後に死んでしまったが。俺が、不甲斐ふがいなかったせいでな」

			　ガディオはそう吐き捨てる。

			「ソーマさん以外も、ここには住んでないですよね。何があったんです？」

			「六年前、俺たちは大型ドラゴンの討伐依頼を受けた。ドラゴン程度なら楽勝だ、すぐに終わらせて王都に帰ろう――そう笑いながら現場に向かったんだ。王都ではケレイナと、まだ一歳にも満たないハロムが待っていたからな。だが――いざ遭そう遇ぐうすると、そいつは普通のドラゴンではなかった」

			　彼は一旦息を吸い込み、当時を思い出しながら、重苦しい声で言い放つ。

			「顔が渦巻いた化物だったんだ」

			「六年前に、オリジンコアを使った化物と戦ったんですか!?」

			　思わず前のめりになって声をあげるフラムに、無言でうなずくガディオ。

			「俺たちは不可視の攻撃を受け、壊滅的な被害を受けた。それでジェインとロウは死んだ。ソーマはかなり善戦したが、鎧の内側で体をねじられミンチにされた。最後はティアが俺を庇って、心臓を撃ち抜かれ死に……俺は一人だけ、生き残った」

			　その無念は、六年が過ぎた今でも消えない。

			　ガディオはおそらく一生その罪を背負い続けるだろう。

			　たとえ、誰かが許してくれたとしても、他でもない彼自身が自分を許せないのだ。

			「命からがら逃げ、王都へ帰り着いた俺を待っていたのは、〝臆おく病びょう者もの〟と罵ののしる同業者たちだった。ああ、確かに彼らの言うとおりだ、俺は間違いなく臆病者だった。仲間も親友も妻も見捨ててのうのうと戻ってきた、こんな腰抜け――臆病者以外の、何者でもない」

			　ガディオはギリ、と歯を食いしばり、拳を強く握りしめる。

			「少しでも償いになれば、と襲われた場所に戻り死体を探し弔とむらおうとしたが、残っていたのはソーマが使っていた黒い鎧と剣だけだった。愛する妻の亡骸なきがらを取り返すことすらできなかったんだ」

			　言葉にも悔しさがにじむ。

			　その後悔を忘れないために、彼は今でもソーマの鎧と剣を使い続けていた。

			「それから、俺は剣の道にのめりこんでいった。二度と同じ過ちを繰り返さないように。だが……虚しさは、今でも消えてくれない」

			　フラムは言葉を失った。

			　ガディオと知り合ってまだ半年程度、過去もしらなかった彼女がかけられる言葉などそうそう見つからない。

			　それでも必死に探し続け、ようやく見つかったのは――

			「過去に何があったとしても、ガディオさんは私にとっては英雄です。臆病者なんかじゃありません！」

			　そんな、毒にも薬にもならない言葉だった。

			　気の利いたことを言えない自分に歯がゆさを覚えるフラム。

			　しかし気持ちは届いたのだろう――ガディオの表情は少し緩み、幾分かの穏やかさを取り戻す。

			「ふっ、やはりお前は優しいな」

			「いえ、そんな……」

			「さて、ここらで湿っぽい話題は終わりにして、一つ目の本題に入るか」

			「教会について、ですか。以前聞いたのとはまた別の話ですか？」

			「ああ、大聖堂で入手した情報は他にもある。戦いが終わってすぐに話すべきだったのかもしれんが、大聖堂では俺も焦っていたからな、頭に叩き込みはしたが、少し整理と裏取りのための時間がほしかった」

			　ガディオが眼球に追われたきっかけは、大聖堂に侵入し、チルドレンに関する情報を得てしまったからだ。

			　そんな状態で、断片的にでも資料の内容を覚えられただけ上出来である。

			「それでも完全ではないが――コアを用いた三つの研究チームが存在することはわかった」

			「オティーリエさんから、研究チームが複数存在するって話は聞いてます。一つは、螺旋の子供たちスパイラル・チルドレンですよね」

			「それは〝子供たち〟のことを指す名称で、教会内部では研究チームを〝チルドレン〟と呼んでいるらしい。そして、残り二つが――〝ネクロマンシー〟と〝キマイラ〟」

			「名前だけで嫌な予感がします」

			　なまじ内容が想像できてしまうだけに、フラムは悪寒を感じた。

			「ネクロマンシーは、生物の死体を兵器として利用すべく、適したコアを作り出す研究らしい。チームリーダーはダフィズ・シャルマス」

			「あ、その人――これもオティーリエさんから聞いたんですけど、ダフィズとエキドナって研究者が、大聖堂に出入りしてるって言ってました」

			「エキドナのほうは、キマイラのリーダーだな。その二人とは別に、それぞれのチームを枢すう機き卿きょうが管理しているらしい」

			「枢機卿って、教会で教皇の次に偉い人たち、でしたよね。確か五人ぐらいいるって……」

			「そのうちチルドレンを管理しているのが、タルチ・カンスゥオーカ。普段は教会所有の土地や建築物の管理をしている男だな」

			「兼任なんですね、教会も人材不足だったりするんでしょうか」

			「枢機卿はそうそう増やせんからな。それに、管理というより、監視のために置いている可能性もある。研究者というのは、自分の利益のために暴走しがちだ。先日のインクという少女の処遇も、教会が許可するとは思えん」

			　人体実験の存在は、これまで徹底的に秘ひ匿とくされてきたはずだ。

			　いくらマザーがインクを切り捨てても、教会の介入があれば生かしてフラムたちに渡すような真似は絶対にしなかっただろう。

			「常に監視が必要なほど頭がおかしいやつじゃないと、あんな実験できないんでしょうね」

			「一番トチ狂っているのは、それをやらせている教会なんだがな……と、少し話が逸れたな。それでキマイラの研究内容だが、こちらは多数の生物を組み合わせ、コアに適した肉体を作り出す実験を繰り返しているらしい」

			「ネクロマンシーは肉体に合うコアを作ろうとしている。キマイラはコアに合う肉体を作ろうとしている。アプローチがそれぞれ違うってことですか。こっちを管理してる枢機卿は誰なんです？」

			「管理者はスロワナク・セイティ、神父や修道女たちを束ねている」

			「こっちもまた兼任……チルドレンの責任者と管理者はわかったんですか？」

			「そちらはマイク・スミシーとファーモ・フィミオと記されていた。ファーモは確か、治癒魔法研究部門のトップだったはずだ」

			「いかにもって感じの役職ですね。マイク・スミシーは、あの〝マザー〟のことなんでしょうか」

			「可能性は高い。正体を隠すための偽名――というよりは、フラムから聞いた話から判断するに、マザーという役柄に入り込むための演出かもしれん」

			「少し話しただけでも、かなりの変人だってわかりましたからね。でも名前がわかれば、足取りも追いやすくなりますね。もし本名なら、王都に何かしら手がかりが残ってるはずですから」

			「そうだな、俺はまずマイク・スミシーから追ってみるつもりだ。拠点を追われ、多少なりとも焦っている今が好機だろう」

			　確かにそれは理にかなっている。

			　だがフラムには引っかかる点があるようで――

			「あの……六年前にガディオさんたちを襲った化物を作ったのって、おそらくキマイラですよね？」

			「モンスターを使っているのは、そいつらだけだからな」

			　つまりキマイラは、少なくとも六年前から王都の外で研究をしていた。

			　エニチーデ付近の研究施設も――十年ほど前に放棄された場所だったが、キマイラが使用していた可能性が高い。

			「だからキマイラを先に潰さないでいいのか、と聞きたいのか？」

			　フラムはこくんとうなずいた。

			　仲間や親友だけでなく、奥さんまで殺されたとなれば、ガディオの恨みは相当なはずだ。

			「確かに俺はキマイラが憎い。奴らが仇だとはっきりした以上、どんな手段を使ってでも潰すつもりだ。だがな、チルドレンやネクロマンシーも許すつもりはない。あいつら全員が、同罪だ」

			　重く、低く、言葉そのものにも憎悪を乗せて、ガディオは語る。

			「だからいずれは教会そのものも潰す。俺が身につけた力は、そのためのものだ」

			　チームを組んでいたときから彼は十分に優れた冒険者だったが、今ほど圧倒的な力があったわけではない。

			　全てを失ってからの六年間、文字通り血のにじむような努力をした結果が、現在のガディオなのである。

			　そのモチベーションとなった感情は、怒りだ。

			　矛先の無い怒りだけでもこれだけの力になったのだ。明確な敵が見つかった今、彼はいつになく気持ちが滾たぎっているに違いない。

			「フラム、お前はどうなんだ」

			「どう、とは？」

			「目的は確定していないが、教会がフラムを旅に連れ出した理由は、オリジンコアを破壊できる唯一の手段である〝反転〟だろう。そしておそらく奴らは、まだフラムを諦めてはいない」

			「私もそんな気がしてます」

			　教会という組織もそうだし、さらに奥深くで蠢うごめく〝オリジンの意思〟もまた、フラムの力を求めている。

			　十年以上前に廃棄されたエニチーデの施設に彼女の名が残されていたということは、おそらく彼女がただの田舎町で暮らす子供だった頃から、ずっと。

			　それだけ長い間、想いを馳せてきたのだ――この程度で手を引くはずがなかった。

			「否が応でも戦うことになるが、その動機は受け身すぎる。今の覚悟で、あのイカれた連中の相手が続けられるのか――」

			　彼は厳しい表情で語るが、実際のところその思惑は優しい。

			　力の無い人間が急に力を手に入れたところで、見えてくる新たな世界にすぐ適応できるわけではない。

			　暴力は肉体だけでなく、人の心も壊す。

			　フラムもこのまま戦いを続けていれば、いずれそうなってしまうのではないか――ガディオはそう心配しているのだ。

			「ガディオさん、私にだってちゃんと受け身じゃない動機はありますよ」

			　フラムはきっぱりと言い切った。

			　そう、彼女にだって〝支え〟はある。

			　フラムは、自分自身が強くなったとは思っていない。

			　支えてくれる人がいるから、帰るべき場所があるから、どこまでも折れずに戦い続けられる。

			「ミルキットがいます。私はこの街で、いつか大切な人と気ままに暮らすって決めてるんです。そのためには戦わなくちゃならない。ガディオさんには敵わないでしょうけど、私にも私なりの覚悟はあるんです」

			「大切な人、か。それはつまり……」

			　ガディオは何かを言いかけて、無粋だと思い直前でやめた。

			「いや、あえて言う必要もないか。確かに、それなら安心だな」

			「はいっ、なのでガディオさんも一人で背負い込んだりせず、困ったら私たちに相談してくださいね」

			「ああ、頼りにさせてもらおう」

			　ガディオの表情が緩むと、フラムも一緒になってにこっと笑った。

			


			　◇◇◇

			


			　客間での会話を終えると、ガディオはフラムを倉庫に案内する。

			　フラムは、光を反射し輝く石床の廊下を歩く。

			　延々と続く長い一本道には、一定間隔で壺や花瓶、胸像と行った美術品が飾られており、それぞれの部屋のドアも、美術品ではないかと見紛うほどに絢けん爛らんだった。

			　並んでいる壺ひとつだけでも、フラムの住む家が買えてしまうに違いない。

			「下りるぞ」

			　言われるがままに、階段を下り、地下に下りる。

			　先にある扉をくぐると、いくつもの木製のトルソーが並ぶ部屋に出た。

			　そこに飾られた衣服や鎧は、ドレスにローブ、レザーアーマーからプレートアーマーに至るまで、サイズもデザインも多種多様である。

			　また、棚には兜やティアラ、ガントレットやレガース、ブーツやブローチ、といった防具が種類ごとに並べてあった。

			　アクセサリーの類いはガラスケースに厳重に納めてある。

			　片手剣、両手剣、槍、ハンマー、メイス、杖、弓――その他を含め、各種武器は壁面に飾られている。

			　フラムが何気なくスキャンを使ってみると、そのどれもがレジェンド、もしくはエピック品質の装備だというのだから驚きだ。

			　ここに並ぶ装備だけで、屋敷を遥かに超える価値がある。

			「す、すごいですねこれ……」

			「使わないのなら処分すべきなのだろうが、どうにも思い出が邪魔して手放せん」

			　仲間や親友、そして彼の妻が使ったものも、この中に交ざっているのだろう。

			　しかし、フラムが必要としている装備はここにはなく、部屋の端にある扉の先に纏めてあるらしい。

			　小部屋に入ると、呪いの装備が無造作に積み上げてあった。

			　むわっとした血生臭さが鼻をつく。

			　フラムが腰にぶら下げている、血まみれのスチールガントレット――それと同じように、洗っても血が取れない物がいくつも含まれているようだ。

			「ロウの奴が趣味で集めていたものだからな、妙な装備ばかり揃っていると思うぞ」

			「よっぽど変わった人だったんですね」

			「みなで捨てろと言っていたんだがな。まさか、こんな形で役に立つことになるとは思ってもいなかったよ」

			　ガディオは過去を懐かしむ。

			　この屋敷には思い出が――幸せで、だからこそ辛い記憶が、いくつも染み付いているんだろう。

			　フラムは装備の山に手を伸ばす。

			　そして、勝手に震えたり、シミが人の顔の形をしていたり、触ると妙な声が聞こえたりする装備にひとつひとつスキャンをかけていった。

			　彼女と装備のにらめっこはしばらく続き、兜を持ち上げたところでぴたりと止まった。

			「どうだ、良さそうなものはあったか？」

			「ガディオさんの仲間のコレクションなだけあって、中々に強烈な装備ばかりです」

			「その割には随分と悩んでいるようだな」

			「どうせならエピック装備がいいな、と思いまして。あ、エピックでも……いいんですよね？」

			「呪いの装備の等級は、呪いの強さで変わるからな。強ければ強いほど、俺には扱いきれん」

			「ならよかったです」

			「エピックならどれでもいいのか？」

			「そういうわけじゃないですね。たとえばこの兜ですけど――」

			　フラムは持っていた兜をガディオに見せた。

			　漆黒の金属で作られたそれは、所々が紫色に変色しており、フォルムもやけに刺々しい。

			「なぜか変な形をしてるせいで視界がやたら狭くなるんです。呪われた装備ですし、何か物騒な理由があるのかもしれませんけど」

			　そう言って、彼女は兜のフェイスガードをかぱかぱと開閉させた。

			「確かに、これでは兜としては使い物にならんな。芸術品として作られたものに呪いが宿ったのかもしれん。気配で相手の位置をさぐれるようになれば、視界が塞がったところで問題はないが」

			「私はまだその域まで達してないので」

			　ステータスの〝感覚〟が上昇していけば、彼の言う気配を感じ取ることもできるのかもしれない。

			　だがフラムには扱えないので、黒い兜を横に置くと、恨めしそうにカタリと震えたような気がした。

			　彼女はそれを意に介さず、マイペースにお眼鏡に叶う装備を探し続ける。

			「ん、これは……」

			　次にフラムが引っ張り出したのは、革のベルトだった。

			


			　―――――――――――――――――――――

			　名称：苦痛と絶叫のレザーベルト

			　品質：エピック

			　［この装備はあなたの体力を３６３減少させる］

			　［この装備はあなたの敏捷を２１２減少させる］

			　［この装備はあなたの感覚を７４９減少させる］

			　［この装備はあなたの毒への抵抗力を奪う］

			　［この装備はあなたの苦痛を増幅させる］

			　―――――――――――――――――――――

			


			　仰々しい名前だが、レザーにしては色が濃いめの、ただのダブルピンベルトにしか見えない。

			　その色はベルトを血に浸した結果だったりするのかもしれないが、変な臭いもしないのでフラムは深く考えなかった。

			　太さや長さを見るに、ズボンを固定するために使うというよりは、装飾品として腰に巻く用途のために作られたものだろうか。

			　普段遣いできそうな見た目だが――まあ、名前の通り急にどこからともなく絶叫が聞こえたりしたら、そのときはそのときだ。

			「〝苦痛を増幅させる〟というエンチャントが付いているが、平気なのか？」

			　ガディオは、ベルトを腰に回しながら体の調子を確かめるフラムに尋ねた。

			　すると彼女はふいに、石の床に強く拳を叩きつける。

			　手に血がにじみ、下手をすれば骨にまで影響がありそうなほどだが、傷はすぐに再生した上に、フラムは平然としている。

			「反転すると、痛みをあまり感じなくなるみたいですね」

			　自傷行為にあまり抵抗がない様子のフラムを見て、ガディオは思わず眉をひそめた。

			「痛みは自分を守るために生じるものだ。感じないからといって無茶はするなよ」

			「わかってます、まったく痛くないわけじゃありませんから。実は今のもちょっとやりすぎました」

			　そうは言うが、ガディオは内心不安だった。

			　デインの部下との戦闘の時もそうだったが、彼女は自ら敵に突っ込んで戦う自己犠牲的な傾向がある。

			　反転の魔法を使うためには対象に触れる必要がある、そのせいでもあるのだろう。

			　確かに、自らが傷つくことを厭いとわない彼女の戦い方は、相手にしてみれば予想外で脅威だとは思う。

			　だが普通の人間にとって、肉体は消耗品ではないし、肉体は精神とも繋がっている。

			　苦痛を軽減するこのエンチャントが、その戦い方をさらに悪い方向へ導かなければいいのだが――と彼は懸念する。

			


			　―――――――――――――――――――――

			　名称：笑う殺戮者のダマスカスガントレット

			　品質：エピック

			　［この装備はあなたの筋力を１３１２減少させる］

			　［この装備はあなたの魔力を６７４減少させる］

			　［この装備はあなたの感覚を３７７減少させる］

			　―――――――――――――――――――――

			


			　ガディオの心配をよそに、フラムはさらに別の装備に手を伸ばしていた。

			　次に彼女が身につけたのは、刺々しいデザインをした篭手だ。

			　指先に至っては凶器のように尖っており、例のごとく色は黒である。

			　魂喰いといい、人の怨念を吸って呪いを宿した金属は、黒く変色するものなのだろうか。

			　フラムは現在、血塗れのスチールガントレットを使用しているが、エピック装備が手に入ったとなるとお別れするしかあるまい。

			　ミルキットと出会ったばかりの頃に手に入れたものなので、微妙に愛着が湧いていたが――よくよく考えてみれば、こんな血で汚れたガントレットに愛着が、というのも変な話である。

			　フラムが『使わない装備をどうしたものか』と考えていると、ガディオが提案する。

			「それも呪いの装備なのだろう？　必要ないならそのまま倉庫に入れてもらって構わん」

			「では、お言葉に甘えて」

			　外したガントレットを、「今までありがとね」とお礼を言いながら、積み上がる呪いの装備の一番上に置くフラム。

			　そして新たに装着した二つの装備に意識を集中し、エピック装備としての特性を確かめる。

			　ベルトと篭手が粒子となって消えると、それぞれ手の甲に刻印が浮かび上がった。

			　シャツをまくりあげると、同じくへその下にも形の異なる刻印が刻まれていた。

			　さて、現在、彼女が身につけている装備は計四つだ。

			　それらによって上昇したステータスを合わせると――

			


			　―――――――――――――――――――――

			　筋力：２０３６

			　魔力：１２６７

			　体力：１５７２

			　敏捷：１１６４

			　感覚：１３１５

			　―――――――――――――――――――――

			


			　合計７３５４、中堅のＡランク冒険者並みはある。

			　ジーンに奴隷として売られてしまったあの頃に比べれば、雲泥の差どころの話ではない。

			　フラムは自分でも、体が軽くなり、全身に魔力が満ち、そして五感が研ぎ澄まされていくのを実感していた。

			「それじゃあ、今つけてる二つをいただきますね」

			「ああ、好きにするといい。それにしても、ステータス減少の反転は便利だな。呪いの装備は、通常の装備よりもステータスの増減が大きくなる傾向にあると言われている。その分だけフラムが受ける影響も大きいということか」

			「代償もかなりありますから」

			　普通の人間は鍛えれば鍛えるほど、戦えば戦うほどにステータスが上がっていくが、彼女にはそれがない。

			　呪いの装備を扱える、と言うと聞こえは良いが、実際は呪いの装備を使わなければ、Ｆランクモンスターともまともに戦うことすらできないのだ。

			「能力が反転するって言うんなら、ぐうたら怠けて過ごしたら、それだけで強くなれたらよかったんですけど」

			「世の中はそう甘くはないということだな」

			「甘くていいと思うんです。誰も損しませんし」

			　フラムのそんな言葉に、ガディオは「ふっ」と軽く笑い、

			「ああ、まったくだな」

			　と、どこか悲しげにつぶやいた。

		

	
		
			

			


			　地下室を出ると、階段を上ってすぐの所で、ハロムがガディオの胸に飛び込んだ。

			「パパ、遊んで！」

			　わがままゲージが最大まで溜まってしまったようだ。

			　廊下の向こうから、ケレイナが困った顔をして小走りで近づいてくる。

			「ハロム、かくれんぼでママを放置するのはさすがに酷いじゃないのよう！」

			「子供に騙されるとは、鈍っているなケレイナ」

			「仕方ないじゃない、最近はハロムの腕も上がってるのよ！　本気で隠れないとすぐに見つかるのっ！」

			　ケレイナは恥ずかしさを誤魔化すためか、声を荒らげる。

			「ねえパパー、もういいでしょー？　用事はもう済んだんだよね？」

			「確かにそうだが、お客さんに失礼だろう、ハロム」

			　ガディオは頭を撫でながら諭したが、どうにもハロムの機嫌はなおりそうにない。

			「ハロムちゃんはガディオさんのことが大好きなんですね」

			「うんっ、大好きー！」

			「これは私の入る隙間はなさそうですね。じゃあ、私はそろそろお暇いとまします。団だん欒らんの時間の邪魔になっちゃいそうですから」

			「えぇー、お姉ちゃんもう帰っちゃうのー？　一緒に遊ぼうよー！」

			　てっきり邪魔者扱いされていると思っていたのだが、どうやらハロムは案外フラムに興味を持ってくれているようだ。

			「こらハロム、困らせちゃダメよ。ごめんなさいねフラムちゃん、うちの子が変なこと言って」

			「いえ……私は別に構いませんけど。邪魔になりませんか？」

			「むしろ少し付き合ってくれると助かる」

			　その後、フラムはハロムに手を引かれ、彼女の自室に連行され、外が暗くなり始めるまで遊びに付き合わされるのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　食事の誘いを断りガディオの屋敷を出たフラムは、大きく息を吐いた。

			「子供の体力恐るべし……」

			　新たな呪いの装備で能力が向上した彼女でも、疲労を覚えるほどのはしゃぎっぷりだった。

			　家ではミルキットが自分の帰りを待っているはず。

			　ゆっくり休んでいる暇はない、とフラムは急ぎ足で西区を目指す。

			「おや、フラムさんではないですか」

			　しかし歩きはじめてからすぐ、想定外の人物に呼び止められてしまった。

			　エニチーデでの依頼を果たして以来、久々に会うリーチである。

			　白いワイシャツに、黒いベストを羽織った比較的ラフなスタイルで、従者も連れず荷物も持っていないことから、このあたりを散歩していたのだろうと推察できる。

			「向こうからやってきたということは、ガディオさんの屋敷に行ってきたのですか？」

			「ええ、まあ……ってあれ、私がガディオさんと知り合いだってこと言ってましたっけ」

			「かのエターナ・リンバウと一緒に暮らしているという話は、私の耳に届いています。薬草を依頼した時は、まさか英雄フラム・アプリコット本人だとは思っていませんでしたが、さすがに今は気づいていますよ。こんな重要なことを黙っておくとは、フラムさんも意地が悪い」

			　リーチは冗談っぽく言った。

			「あんまり英雄とか呼ばないでください、私はずっと役立たずだったんですから」

			「事情は知りませんが、私の妻を救ってくれた時点で十分に英雄ですよ」

			「おだてたって何も出ませんから……そういえば奥さんの状態はどうなんです？」

			「おかげさまで快方に向かっています。まるで魔法みたいだって、妻も喜んでました」

			「笑っていいんですかね、そのジョークって」

			「聞いた時は私も思わず苦笑いしてしまいましたよ」

			　もちろん、リーチの妻であるフォイエには、教会に隠れて薬草を入手したことは話していない。

			　だが少々天然な部分があるとはいえ、大商人の妻だけあって聡明な女性だ。

			　おそらく何も言わないだけで、すでに気付いているのだろう。

			「あらリーチさん、こんなところで偶然ね」

			　フラムがリーチと話していると、ド派手な女性が近づいてくる。

			　ファー付きの赤のコートを羽織り、大輪のコサージュがいくつも付けられたドレスを纏まとい、七色に輝くネイル、殴ると痛そうな大きな宝石のついた指輪、さらに極めつけはいくもの色が混ざりあったオパールヘア。

			　化粧も濃く、嗅覚が麻痺するほど強い香水の匂いを振りまいていた。

			「サティルスさんこそ、散歩ですか？」

			　リーチは、ゴツい男の護衛を二人連れた彼女に笑顔で問いかける。

			　その表情はフラムに向けるものとは違い、明らかに営業用であった。

			　実は彼女、王都出身ではないフラムでも名前ぐらいは知っている有名人である。

			　サティルス・フランソワーズ――いくつかの商店を経営している、いわばリーチの商売敵だ。

			「ええ、たまには気分転換をと。しかし、それでリーチさんとお会いできるのだから、散歩も悪くはないわ。ところで、そこに立ってる奴隷は、あなたの持ち物かしら？」

			　サティルスの冷酷な視線がフラムに向けられる。

			　奴隷を完全に見下す人間のそれだ。

			「とんでもない、彼女はとても優秀な冒険者ですよ」

			「あら、見たところ丸腰に見えるわよ。そんな身なりでこなせる依頼なんてたかが知れていないかしら」

			「外見や数字で実力はわからないものです。少なくとも私は、彼女に全幅の信頼を寄せています」

			　そこまで言われることをした覚えのないフラムは、むずがゆさにもぞりと体をよじる。

			「ふぅん……」

			　リーチの言葉に少し興味が湧いたのか、サティルスはフラムを舐めるように観察する。

			　しかし途中で眉間にしわを寄せ、困惑した表情を浮かべる。

			　おそらく、スキャンでフラムのステータスを見たのだろう。

			「まあ……リーチさんがそこまでおっしゃるのなら、優秀な子なのでしょうね」

			「ええ、とても頼りになる方です」

			「あなたの持ち物で無いのなら、顔も悪くないし使ってみたかったのだけれど、諦めるしかないようね」

			「使いみち？」

			　フラムは首をかしげる。

			　サティルスは一体何を言っているのか、奴隷を何に使うつもりだったのか。

			　おそらく彼女は、歪んだ人間性を持った、あまり近づかない方がいい人種だ――フラムはそう直感的に察した。

			「あーあ、どこかに可愛い奴隷が落ちていないかしら……リーチさん、良い子がいたら私に紹介してくださらない？」

			「私は奴隷を持たない主義なので」

			「あらそう？　もったいないわねえ、あんなに使い勝手がいい道具、他には無いわよ。そうだ、今度一緒に市場にでも行きましょう。実際に見ればリーチさんも楽しめるかもしれないもの！　うふふふふっ！」

			　言うだけ言って妖艶に笑うと、彼女は背中を向けてその場を去っていく。

			　その姿が見えなくなると、フラムは大きくため息をついた。

			「あの人、サティルス・フランソワーズですよね」

			「ええ、見ての通り趣味の悪い雌狐です」

			　リーチの口から出た毒のある言葉に、フラムは思わず面食らう。

			「リ、リーチさんがそんなこと言うなんて珍しいですね」

			「表向きは服飾や書物に関する商店の経営者ですが、裏では汚い商売をしていましてね」

			　本当に彼女のことを嫌っているのだろう、リーチは笑顔を作ることすら放棄して言った。

			「そこまで知ってるなら、告発できるんじゃないですか？」

			「もちろん調べはついていますし、告発できるだけの証拠もあります。しかし、彼女は教会との繋がりが強い。今のままではもみ消されるのがオチでしょう。彼らは平気でそれぐらいやりますよ。場合によっては私が消されるかもしれない」

			「教会のこと、詳しいんですね」

			「先代の頃から薬草絡みで反発しあったり、今でも商売に口を出されたりと、目の上のたんこぶですから」

			　教会は、民衆の生活にとってマイナスになったとしても、自分たちの都合の方を優先する。

			　教会さえいなければもっと稼げていたはず、もっと多くの人を喜ばせられたはず――そう考える商売人は、彼一人ではないはずだ。

			　それでも表立って抗議する商人がいないのは、それだけ影響力が大きいということである。

			「だから、サティルスの悪趣味な嗜し好こうも見逃される。実は彼女、つい最近までまっとうではない奴隷商人と付き合いがあったんです。そこから違法な奴隷を購入していたらしくて」

			「どうしてわざわざ正規のルートを使わずに？」

			「規制が強まり、新たに奴隷となる人間は年々減少しています。反応がいい――つまり諦めていない奴隷や、新鮮な奴隷を手に入れるには、違法な手段を使うしかないんですよ」

			「反応がいいって……まるで拷ごう問もんでもしてるような言い方ですね」

			「まさにそのとおりです。サティルスには〝美しいものを壊したい〟という性癖がありますから」

			　リーチの話はやけに詳細だ。

			　偶然に知ったわけではなく、積極的に探りを入れているのだろう。

			「もっとも――その奴隷商人は少し前に殺されてしまったんですけどね。商人や主が奴隷に殺されるのはそう珍しくない話ですが、現場には死体がいくつも転がっていて、それはもう凄惨な有様だったそうです。闇商人ということで表沙汰にはなりませんでしたが」

			　奴隷商人に、いくつもの死体――フラムにはその光景に心当たりがあった。

			　というか、おそらくその商人を殺した犯人は彼女だ。

			「最近では自分たちで違法奴隷を集める方法を模索しているようで……って、フラムさん、固まってますがどうかしましたか？」

			「へ？　あ、いえ……なんでもないです」

			　心ここにあらずな返事をするフラム。

			　自分が殺した奴隷商人の話をされた、というのも理由の一つだが、それよりも気になることがあった。

			　死んだ奴隷商人から違法奴隷を集め、美しいものを壊したいから奴隷を拷問にかける――そんな人物に、彼女は心当たりがある。

			（もしかしてあのサティルスって女、ミルキットの前のご主人様なんじゃ……）

			　そしてフラムの推測が当たっていたのなら、ミルキットに毒を盛った張本人である。

			　ふつふつと湧き上がる怒り。

			　サティルスが消えた曲がり角を、フラムはにらみつける。

			　今すぐにでも追いかけてぶった斬りたい衝動を、深めの呼吸で落ち着けた。

			　しかし、一時的に冷静さを取り戻しても、彼女がミルキットを傷つけたという事実は消えない。

			　フラムの胸に黒く禍々しい炎が宿る。

			　それは彼女自身も驚くほど冷たく、残酷な憎悪だった。

			「――だったら、あいつは殺さないと」

			　フラムはリーチに聞こえないほど小さな声でそう決意すると、血がにじむほど強く拳を握る。

			　リーチは急に殺気立つ彼女の肩に、おそるおそる手を伸ばす。

			「あの……フラムさん、大丈夫ですか？」

			　とんとん、と指先で叩かれる感触。

			　フラムはゆっくりと首の向きを戻し、リーチの方を見てにっこりと笑った。

			「ああ、ごめんなさい、少しぼーっとしてました」

			「だったらいいんですが。なんだか、以前に会った時と比べると少し雰囲気が変わりましたね」

			　最後にリーチと会ってから、色々なことがあった。

			　まだ懐かしむほど日数は経っていないのだが、フラムには随分と昔のことのように思えてならない。

			「やるべきことを見つけたからだと思います。あのときはまだ、自分がどうやって生きていくのか探っている段階でしたから」

			　彼女は自分の手のひらを見つめながら言う。

			　自分とミルキットが、この世界で平和に生きていくためにはどうするべきなのか。

			　普通でいい、特別なものなんて何もいらない。

			　本当は誰かを殺すのだって嫌だし、痛い思いをするのも、自分の体がバラバラになるのだって嫌で嫌で仕方ない。

			　それでも、やるしかない。

			　他人の命をゴミのように扱う教会、彼らに対抗するためには、こちらも彼らの命をゴミのように斬り捨てなければならないのだ。

			　全ての元凶であるオリジンに対抗するためには、身を削らなければ指先すら届かない。

			「どんなに理不尽を嘆いても、それだけで相手が消えてくれるわけじゃない。だったら、それ以上の力で押し潰すしかないんですよね」

			「確かに、弱者を守る強者など幻想ですからね。誰だって自分の都合を通したがるもの。もしキャストはそのままで、弱者と強者の立場が逆転したとしても、人は同じことを繰り返すでしょう」

			「やっぱり、どちらかが消えることでしか解決できないんだと思います」

			「フラムさんは恩人です、言ってくだされば協力はします。くれぐれも一人で抱え込まないでくださいね」

			「大丈夫です。今の私には支えてくれる人たちがいますから。それに、リーチさんを巻き込むわけにもいきません」

			　リーチのことを思って言ったフラムだったが、彼は「今さらですね」と笑った。

			「とっくに教会からは目をつけられていますよ、記者と手を組んで嗅ぎ回ってますから」

			「記者って……新聞の、ですか？」

			　王都にはいくつかの新聞社がある。

			　単純に起きた出来事を掲載していたり、冒険者向けだったり、教会の機関紙だったりと内容はさまざまだ。

			　しかし、共通して言えることは、教会にとって都合の悪い内容は書けないということ。

			　印刷所が押さえられているのだから当然のことだ。

			　だがどうやら、リーチの言っている記者とやらは、その手の及ばない場所にいるらしい。

			「せっかくの機会ですし紹介しましょうか、ウェルシー！」

			　リーチが名前を呼ぶと、角からにゅっとハンチング帽をかぶった女性が顔を出す。

			　タイトなスキニーがよく似合う彼女は、フラムに軽く手を振ると、小走りでこちらに近づいてきた。

			「紹介します。彼女はウェルシー・マンキャシーです」

			「どーも、よろしくねーフラムちゃん」

			　明るい表情で握手を求めてくる彼女だが、なぜあんな場所に隠れていたのか。

			「マンキャシーって……もしかして、妹さんですか？」

			「ええ、お恥ずかしながら」

			「兄さん、私の何が恥ずかしいってーの？」

			　自分をにらみつける妹に、「そういうところだよ」とつぶやくリーチ。

			「こんな妹ですが、記者としてはなかなか優秀でして」

			「サティルスが教会に薬草を流してるってネタを見つけてきたのは私なんだよー？」

			「教会に、薬草を？　禁じたがってるはずなのにどうして……」

			「魔法では治せない病に、教会の幹部がかからないって保証もないから。でも取引してる量が量だし、他の目的のためかもしんないけどー」

			「裏取りがまだなので記事にはできませんが、教会との交渉カードぐらいには使えます」

			　さわやかに言うリーチだが、話の内容はなかなかに悪どい。

			「そういや兄さん、あの夫婦を待たせてるんじゃないの？」

			「ん？　ああ、確かにそうだったな……実はついさっき、フラムさんに渡した家の持ち主だった夫妻が訪ねてきまして」

			「もしかして、返せとか言うのでは……？」

			「いえ、あの家はフラムさんのものですから。実は私も驚いているんです。彼らは相当なご高齢のはずですからね。こう言っては失礼ですが、まさかまだご存命だとは」

			　前の持ち主――フラムとしてはかなり気になる話だが、急いでいる彼を止めるわけにもいかない。

			「というわけで、今日はこのあたりで失礼いたします。ウェルシー、名刺を」

			「はいはいー、っと。最近はサティルスを追っかけてることが多いからさー、何かいい情報あったらうちの会社まで来てよ」

			　ウェルシーはそう言って、手のひらサイズのカードを差し出す。

			　何も考えずに受け取ったフラムだったが、それは白紙だ。

			　首をかしげる彼女を見ると、ウェルシーは得意げに笑って魔法を発動させた。

			「バーンプロジェクション」

			　するとカードの表面が焦げ、文字を描いていく。

			　会社名に、住所、〝新聞記者〟という肩書き、フルネーム――最後は空いたスペースに自らの似顔絵を添えて。

			　いや、精巧すぎて、似顔絵と言うよりは模写と言った方が良さそうだ。

			「文字や絵も書けるし、目に映った光景をそのまま紙に残すこともできる。世界から真実を切り取る新聞記者、ウェルシー・マンキャシーを今後もよろしくねー」

			　お決まりのセリフなのか、彼女は満足げにそう言い残すと、リーチとともにフラムの前を去っていった。

			　フラムはすっかり暗くなった空に名刺をかざすと、見える文字をじっと観察する。

			「新聞記者、か……」

			　果たして、ペンの力でどこまで教会の暴力に抗えるのか。

			　未知数ではあるが、味方が増えるのは心強い。

			　フラムは名刺を懐にしまい込むと、今度こそ自宅へ戻っていった。

			


			　◇◇◇

			


			　ミルキットがジョウロを傾けると、先端から水が流れ、家の前に置かれたプランターの土を潤していく。

			　水やりを終えると、彼女はしゃがみ込み、かわいらしく咲いた桃色の花を見つめた。

			　近所のおばさんから貰ったものだ。

			　顔を包帯で覆った彼女にも優しく接してくれる女性で、最近ではたまにおかずを融通しあうこともある。

			　彼女からもらった苗は、最初は蕾つぼみすら付けていなかったのだが、昨日の朝に綺麗に咲いた。

			　小さな達成感が、彼女の胸を満たす。

			　フラムと出会う前には抱いたことのない感情である。

			　心地よい――劇的でも鮮烈でもないが、緩やかで落ち着いた温かさが、ミルキットの心を健全に癒やしていく。

			　家の中からは、微かに夕食の香りが漂ただよってくる。

			　今日のメニューは、バジリスク肉とキノコのトマト煮込みに、ポップ豆のポタージュとシーザーサラダ。

			　デザートには、タゴールという、王都ではスタンダードな柑かん橘きつ果くだ物ものを用意してある。

			　果実の大きさは他の柑橘類とそう変わらないが、粒が大きく、香りも強く、噛むと爽やかな匂いが鼻に抜けるのが特徴的だ。

			　また、酸味は弱めで味にクセがないため、タゴール嫌いは王都にはほぼいない。

			　だが、まだ夕食は完成しているわけではない。

			　仕上げは、あの人が帰ってきてからにしようと思っていた。

			　別に、なかなか帰ってこないから、待ち遠しくて外に出てしまったわけではない――ふとそんな言い訳をしている自分に気づいて、なんだか恥ずかしくなった。

			　ミルキットは自分の胸に手を当てた。

			　フラムと出会う前の自分にはなかったものが、そこにはある。

			　この家で暮らすようになってから、ミルキットの体は十分な栄養が供給されるようになったことで、少しずつふくよかになっている。

			　そのたびに主が嬉しそうにするので、ついつい彼女は食べすぎてしまうのだ。

			　だから少し控えめに――と、今重要なのはそこではない。

			　手を当てた、肌のさらに向こう、奥底にある、温かな感触。

			　おそらく悪いのは、こいつなのだ。

			　フラムの帰りが待ち遠しくて外に出てしまったのも、言い訳して恥ずかしくなったのも、そして心音をうるさくしているのも、全てこいつのせい。

			　その名も知らぬ感情は、日に日に大きくなっている。

			　いつかフラムはその気持ちを〝信用〟と呼ぶのだと教えてくれたが、とっくにそれは通り越している気がする。

			　主と奴隷の関係――と呼ぼうにも、今までの主にこんな気持ちを抱いたことはなかったわけで、つまりとうの昔に追い越している。

			　だったら、こいつは、一体なんなのだろう。

			　いつまでも出ない答えに、ミルキットがぼーっと考え込んでいると、

			「ただいま、ミルキット」

			　彼女の両頬を、温かな手のひらが包み込んだ。

			　上を見ると、そこには大好きなフラムの笑顔があった。

			　色々と考えたいことはあったが、それより彼女は、頬を緩めて「おかえりなさい、ご主人様」と返事をすることを優先する。

			「ごめんね、遅くなっちゃって。夕食の準備、何か手伝えることある？」

			「あとは仕上げだけです。一緒にしてもらってもいいですか？」

			「りょーかい。ちゃちゃっと終わらせて、空腹でうるさいお腹を、世界一美味しいミルキットのご飯で黙らせなくちゃね」

			「ふふ、ご期待にそえるかはわかりませんが」

			　そんなやり取りを交わして、二人は手を繋いで家に入っていく。

			　柔らかな幸福で包まれていたその空間は、玄関のドアが閉まった瞬間に、また無機質で冷たい石畳の景色に戻る。

			　誰もいなくなったそこに、一人の大柄な男が通り掛かった。

			　彼はフラムの家の前で一旦足を止め、じっと眺めると、「ふん」と鼻を鳴らして立ち去った。

		

	
		
			

			


			「エターナ、そろそろ起きないと夕食の時間だよ」

			　インクの声で、机に突っ伏したエターナは目を覚ます。

			　彼女は目をこすると、ぼんやりとした表情でベッドのほうを見た。

			　するとまるでエターナの動きが見えているかのように、インクはタイミングを合わせて「おはよ」と微笑んだ。

			　曰く、『目は見えなくても気配でなんとなく近くにいる人の動きはわかる』らしい。

			　彼女はフラムから借りた一回り大きなサイズのシャツを着ており、さっきまで横になっていたせいか、黒く長い髪は少しぼさっとしていた。

			「不覚。いつの間にか寝てしまってた」

			「うんうん、すっごい寝てた。熟睡だった。寝言でお父さんとかお母さんとか言ってたし」

			「……そう」

			　エターナはあくまでいつもと変わらぬ調子で相槌をうつと、「ふぅ」と息を吐き出した。

			「アンニュイなため息だ。エターナにも両親とかいたんだね」

			　自分の両親のことを知らないインクは、何気なくそう尋ねる。

			「わたしだって人間、親ぐらいいる……と言いたい所だけど、本当の親の顔は知らない」

			「え、そうなの？　じゃあ、あたしと一緒なんだ」

			「確かに境遇は似ているかもしれない。親代わりの人がいたことも含めて」

			「その人たちのこと、夢に見てたの？」

			「ここにいると、よくあの頃の夢を見る。わたし、何十年も前にこの家に住んでたことがあるから」

			「そういえば、フラムたちがここに来た時、エターナが不法侵入してたとか言ってたけど……」

			「その頃に使ってたのがこの部屋だったから、懐かしくて、つい」

			〝つい〟でも犯罪は犯罪である。

			　だが、ただ何の意味もなく入り込んだわけではなかった――インクの中でのエターナに対する印象が、かなり変人から普通の変人ぐらいに修正される。

			「……あれ？　というかさっき、何十年も前とか言わなかった？」

			「うん、言った」

			「うぇ!?　エ、エターナって何歳なの!?　声からして、フラムとあんまり変わらないぐらいだと思ってたのに！」

			　インクは彼女の姿を見ることはできないが、仮に見ていたとしたら、もっと困惑したに違いない。

			　見た目も声も、十代半ばほどの少女そのものなのだから。

			「わからない。自分がいつ生まれたのかも知らないから、たぶん六十ぐらい？」

			「エターナおばあちゃん！」

			「それはわたしでも傷つくからやめてほしい」

			　長寿の自覚がある彼女でも、おばあちゃん扱いされるのは嫌らしい。

			「でも、エターナがその年齢ってことは、お父さんとお母さんって人たちはもういないのかな」

			「魔王討伐の依頼を受けたのは、その確認のためでもあった。旅に出る前、二人が最後に住んでた町に行って……墓参りは、済ませてある」

			「そっか。エターナが元気で、二人とも喜んでるんじゃないかな」

			「そうだといい」

			　目を瞑ると、今でもキンダーとクローディア、二人の思い出が蘇る。

			　顔を合わせられなかったのは残念だが――天寿を全うしたというのなら、悲しむことは何もない。

			「うぅーむ、それにしてもエターナがそんな年上だったとは。目が見えてたらすぐにわかったのかなぁ」

			「わからないと思う、外見はインクより少し大人に見える程度だから」

			「へ、そうなの!?　なんで普通の人間なのにそんなこと――」

			「エターナさーん、お夕飯できましたよー！」

			　一階から響くフラムの声が、インクの言葉を遮さえぎった。

			「ありゃりゃ、フラムが呼んでるね」

			「行ってくる。インクの分はあとで持ってくるから」

			「うんっ、楽しみにしてるね！」

			　インクはにこりと笑って、エターナを見送った。

			　すっかり元気になっているように見えるが、彼女はまだ部屋から出られない。

			　何か起きたときのために、エターナは周囲に浮かぶ魚の球体を一つ、部屋に置いていく。

			　異常を察知すると、もう一つの球体がそれを知らせる仕組みだ。

			　トマト煮込みの食欲をそそる匂いが、二階の廊下にまで立ち込めている。

			　くぅと可愛らしく鳴るお腹に手を当てながら、エターナは階段を下りていった。

			


			　◇◇◇

			


			「ごちそうさまでしたっ！」

			　フラムは満足げな表情で手を合わせる。

			　ミルキットとエターナもそれに続き、すぐにエターナはインクの分を二階に運んでいった。

			　フラムとミルキットは、二人で後片付けを始める。

			　共同作業はすっかり慣れたもので、フラムが洗った皿をミルキットが拭いて、手際よく食器棚に収めていく。

			　いつもまでもこんな平和な毎日が続けば――フラムはふいにそんなことを想い、叶わない夢だと自分で否定し、少し寂しい気持ちになった。

			「いつまでも今日が続くといいのに……」

			　だが同時に、ミルキットもそうこぼす。

			　ちょうど同じことを考えていたフラムは無性に嬉しくなった。

			「そうできるように、私が頑張らなくちゃね」

			「あっ……申し訳ありません、そういうつもりではっ」

			「私もミルキットと同じ気持ちだったから、決意を改めただけだよ。ちゃちゃっと教会との戦いを終わらせて、ゆっくりと暮らしたいよねぇ」

			　それができるのはいつになることやら――考えるだけでも、立ちはだかる壁が多すぎて嫌になってくる。

			　だが先に待つ楽園のような毎日を手にするためなら、いくらでも戦える気がした。

			「ご主人様は、戦いのあともずっと王都で暮らしていくんですか？」

			「この家にも馴染んじゃったしねえ。でも、一回は故郷に戻るかな。両親や友達に〝私はちゃんと生きてるぞ〟って伝えるためにも」

			「その時、私はついていかない方がいいですよね。奴隷なんかがそばにいたって、気まずいだけだと思いますし……」

			「え、私は両親に紹介するつもりでいたんだけど。この子は私の大事なパートナーです、って」

			「パートナー、ですか？」

			　ミルキットの胸がどくんと跳ねる。

			　パートナーという言葉には、かなり踏み込んだニュアンスが含まれているように感じた。

			「奴隷ではないし、かといって友達とはちょっと違うかなと思って。まあ、曖昧な表現ではあるけどね。もしかしたら、両親に紹介するときはまた別の呼び方になってるかも」

			「パートナーでも十分、恐れ多いですっ」

			「恐れても恐れなくても、変わっちゃうものはどうしようもないから。慣れていくしかないよ、ミルキット」

			「そうですけどぉ……そういえば、ご主人様のご両親に会うということは、やっぱり……包帯も、外すんですよね」

			　ミルキットは食器を置くと、包帯の端を指先で弄くり、もじもじとしながら言った。

			「そういやそこは考えてなかった……」

			　確かに両親に紹介するなら素顔は見せた方がいいだろう、しかし、自分以外の他人に見せるのはすごく気がひけるというか、率直に嫌というか。

			　独占する喜びと、独占される充足感と。

			　二人きりの夜に交わされる、あの儀式に込められた意味を、フラムもミルキットもはっきりと認識しつつある。

			　言ってしまえば、それは独占欲だ。

			　フラムは最初の頃、そのうちミルキットも慣れて、素顔のまま外を一緒に歩けるようになればいい、と思っていた。

			　しかし実際はどうだ、状況はさらに悪化して……いや、悪化と言うべきなのか、〝深まった〟とでも表現すべきではないだろうか。

			　とにかく、今のフラムに、他人にその権利を譲るつもりはないのである。

			　だが両親を前に包帯を付けたままというのも、やはり失礼なのは間違いない。

			　フラムは考えに考え抜いた挙句――

			「それは、その時に考えよっか」

			　問題の先送りを選んだ。

			　するとミルキットも、どことなくほっとした表情を口元に浮かべる。

			「そう、ですね。まだ時間はあるんですもんね」

			「そうそう、いっぱいあるから。あははは……」

			「えへへ……」

			　そして二人は笑って誤魔化した。

			　とはいえ、おそらく戦いが終わる頃には、さらに病状は進行しているはず。

			（たぶん、包帯姿のまま紹介することになるんだろうな……）

			　フラムはそんな確信めいた予感がしていた。

			


			　◇◇◇

			


			　あなたは今日も優しい。

			　だから彼女は、夢を見る。

			　こんなにはっきりとした景色を眠りの中で見るのは、ミルキットにとって初めての経験だった。

			　それは〝記憶〟だ。

			　暗く、じめじめして、泥や血や悲鳴や虚無にあふれたそこは、紛れもなく彼女が歩んできた人生の一部だ。

			　日々の幸せの中で忘れつつあった過去。

			　それが、幸福に照らされたからこそ、さらに色濃く影となって、ミルキットの前に現れる。

			『おい、わかるか？　お前は売られるために生まれてきたんだ。せいぜい尽くせよ、俺の金のために』

			　ミルキットが覚えている限りで、最も古い誰かの言葉は、それだった。

			　三歳の頃のことだ。

			　父も母もろくでなし、だからミルキットは早々に奴隷商人に売られ、そしてすぐに金持ちの女性に買われた。

			　実の子供を病やまいで失い、狂ってしまった貴族の女性だった。

			　彼女は何十人もの子供を奴隷商人から買い取り、それを使用人とともに実の子供のように愛めでて育てていた。

			　全ての子供に名前を付け、十分な食事も与え、贅沢に暮らす。

			　当時はすでに子供の売買は認められておらず、その屋敷にいた全ての奴隷が法に反した手段で手に入れられたものだった。

			　ミルキット、という名前はそのときに付けられたものなのだという。

			　そして女性は、購入した奴隷が自分の子供が死んだ三歳になると、愛情を失い、再び奴隷商人に売却する。

			　元より赤子の奴隷は人気が無いため、奴隷商人は三歳まで子供を育ててくれる彼女を便利に利用していたらしいが――ミルキットが売却された直後、その行為が記者に暴かれ、女性は王都を追われたのだという。

			　だが売られたミルキットには関係のないことだ。

			　奴隷商人から先の言葉を告げられたのは、そのときである。

			　彼女は特に反感を抱くでもなく、ぼんやりと、『ああ、自分はそういう存在なんだな』と自覚した。

			　その後、ミルキットは幾度となく奴隷商人と金持ちの間を行き来した。

			『いやだ……怖い、怖い、怖い……っ』

			　それはただのリフレイン。

			　実際にあった出来事が、再生されているだけ。

			『やめて……見せないで……私は、もうあんな場所に戻りたくない……』

			　だがそれは紛れもなく悪夢だ。

			　ミルキットは奈落の底で、虫のように這はいずりながら生きてきた。

			　それが彼女にとっての当たり前だったから、不幸だと思ったことはなかったし、同時に幸せがなんなのかも知らなかった。

			　しかし全てを知ってしまった今――〝当たり前〟に恐怖する。〝日常〟に悲鳴をあげる。

			　どれだけミルキットが拒んでも夢は再生をやめずに、次のチャプターを映し出した。

			『いいなぁ、いいよ君。浮き出た肋骨とかさぁ、鎖骨とかさぁ……わかる？　わからないかぁ、まだちっちゃいもんね。でもさぁ、この年頃にしか見れない痩せ方ってのがあってさぁ――』

			　奴隷がやせ細る姿を記録することに性的興奮を覚える男。

			『そうよっ、あなたの冷たい目！　いいわぁ！　もっと！　もっと私を恨みなさい！　苦しんで、私を憎んで、蔑みなさい！　それがいいのよっ、それが欲しいのっ！』

			　社会の最底辺である奴隷に見下されることでストレスを解消する女。

			『神はおっしゃった、人の命に価値をつけることはできないと！　ならば金で売買される奴隷は人ではない。神のご加護もない。どれだけ痛めつけても、殺しても、私が咎められることはないのです！』

			　そして子供を壊すことに執着する教会の幹部など――他にも、違法奴隷を求めるのは、歪んだ性癖の変態ばかり。

			　特に教会の幹部に買われたときは、ミルキットもさすがに『もう死ぬだろう』と思っていた。

			　だが運良く――あるいは運悪く、彼の犯行は王都の記者に嗅ぎつけられてしまったらしく、発覚を恐れ、ミルキットに手を出す前に、泣く泣く全ての奴隷を手放したのだ。

			　そして再び商人の元に戻ったとき、彼女は十歳になっていた。

			　荒んだ世界で生きながらも非常に美しく仕上がった彼女は、またすぐに別の主に買われた。

			　そう、サティルス・フランソワーズである。

			　自分よりも美しいものを憎み、壊したがる彼女にとって、当時のミルキットはまさにうってつけの商品だったに違いない。

			『ああ、あなたの顔を見ていると心の底から怒りがこみ上げてくるわ。奴隷の分際で、どうしてそんな顔をしているの？』

			　最初は罵倒とともに鞭による拷問が行われたが、それは他の奴隷への拷問よりもいくらか優しいものだった。

			　殺すつもりがなかったからだろう。

			　一緒に飼われていた奴隷が三人ほど死んだころ、ミルキットへの暴力はぴたりと止まり、サティルスは急に優しくなった。

			　これまでと違い十分な量の食事も与えられ、そして――混入されたムスタルド毒により、ミルキットの顔は爛ただれていった。

			『醜い顔をしてかわいそうに。あんなに美しかったのに台無しね！　全部、ぜぇんぶ台無しだわ！　あはははははっ！』

			　白々しくそう繰り返しながら、にたにたと笑い――だがその代わりにサティルスの機嫌はよくなり、その後も継続して食事と寝床が与えられた。

			　その間も、別の奴隷は鞭で打たれ、ナイフでふくらはぎを開かれ、細いヒールで腹を繰り返し踏まれ、終いには血を吐いて死に、ゴミのように処分される。

			　だがミルキットは最後まで一種の〝オブジェ〟として扱われ、サティルスの歪んだ自尊心を満たすための道具として生き残ってしまった。

			『汚らしい面つらねえ、かわいそう、かわいそう。どうしてそんな風になってしまったのかしらぁ？』

			　彼女は基本的に奴隷が苦しむ姿を見て楽しむタイプだが、ミルキットをその状態で放置し続けたのは、それが不要なほど彼女が最高傑作だったということだろう。

			　だがどれほど出来がよかろうと、いつか〝飽き〟はやってくる。

			　ミルキットが買われてから三年後、興味を失ったサティルスは再び奴隷商人に彼女を売った。

			　そして〝美しい外見〟という唯一の商品価値を失ったミルキットは、フラムと出会ったあの牢屋に入れられ、ただひたすら死を待った。

			『ああ、やっと終わる……』

			　腐肉の匂いが充満する冷たく暗い場所が、自分の死に場所にぴったりだ――とミルキットは考えていた。

			　そしてただその瞬間がやってくるのを、空っぽの心で待ち続けた。

			　待ち続けて、待ち続けて……しかし結局、それが訪れることはなかった。

			　差し伸べられた手を、掴んでしまったからだ。

			　ゆえにこれがただの追想ならば、夢はここで終わるはずだった。

			　――だが、これは不安が作り出した悪夢だ。

			　だから、もうじき現れるはずの〝ご主人様〟はいつまで経ってもやってこない。

			　やってこないまま奴隷商人は現れて、〝ショー〟をはじめる。

			　誰も助けてくれない、何も変わらない、天井から落ちてきたグールに食われて他の奴隷同様、ミルキットは醜く息絶える。

			『どうして……どうして終わらないの？　こんなの違うっ、私は、私はここで……やだ……来ないでっ、やめてくださいっ……！』

			　フラムとともに生きる幸せを知った上で、生きたまま食われる苦しみを味わうのだ。

			　これが悪夢でなければ、なんだというのか。

			　それを特等席で観覧する奴隷商人が笑っている。

			　気づけば、いつの間にかその隣にはサティルスが座り、何度も聞いてきた甲高く不愉快な笑い声を響かせていた。

			『死にたくない……終わりたくないっ、私には、まだ……生きていたい、理由が――！』

			


			　◇◇◇

			


			　ミルキットはぱちりと目を開く。

			「今のは……夢……？」

			　部屋はまだ暗く、窓から差し込む月明かりが、微かに全体を照らしている。

			　体の向きを変えると、少し離れたベッドで、フラムが寝息を立てていた。

			「以前は平気だったのに……思い出しただけでこんなに苦しいなんて……」

			　もう奴隷商人に殺されることはない。

			　サティルスに暴力を振るわれることも、毒を飲まされることもない。

			　だが――二度と起きないはずの過去を思い出して恐怖するほど、フラムと過ごす今の日々は、幸せすぎた。

			　喪失の不安が頭の中を埋め尽くす今、ミルキットは狂おしく主のぬくもりを求めている。

			　お願いしたら、きっとフラムは、同じベッドで眠ることを許してくれる。

			　あの両腕で抱きしめられたのなら、もう二度と悪夢を見ることなんて無い。

			「でも……それはさすがに、甘えすぎですよね」

			　ミルキットは、自分を叱るようにつぶやいた。

			　主が寛容で優しいからこそ、我慢しなければならないときだってある。

			　ただでさえ困難な戦いに立ち向かって疲れているのだから、少しでも負担を和らげなければ。

			「おやすみなさい、ご主人様」

			　再び目を閉じるミルキット。

			　やってくる暗闇が少し怖かったが、ひとまず今日は、それ以上の悪夢を見ることは無かった。

			


			　◇◇◇

			


			　静かに夜は過ぎ、また朝がやってくる。

			　小鳥のさえずりでうっすらと意識を浮上させたフラムは、半分寝たままの頭で、一階から聞こえてくる音に耳を傾けた。

			　トントントン、と包丁がまな板を叩き、じゅうじゅうと、フライパンで何かが焼けている。

			　日常の音。平和の音。彼女の音。

			　思えば――故郷にいた頃も、起きると母親が同じ音を鳴らしていたはずだ。

			　懐かしい気分になりながら、フラムは上半身を起こして思い切り体を伸ばした。

			　そしてベッドから出て、あくびをしながら階段を下り、居間に顔を出すと、

			「おはようございます」

			　とミルキットが笑顔で迎える。

			「ん……おはよぉ……」

			　フラムがだらしなく返事をすると、彼女はくすりと笑った。

			　そのまま洗面所へ行くのかと思いきや――フラムはミルキットに近づき、至近距離で顔をまじまじと見つめる。

			「な、何か付いていますか？」

			「ミルキット……寝不足？　なんか顔が疲れてる感じがする」

			　確かに夜中一度起きてしまったので、いつもより体は重い。

			　しかし日常生活に支障をきたすほどではないので、

			「大丈夫ですよ、何も問題ありません」

			　と、ミルキットは答えた。

			　フラムは「ならいいんだけど」とちょっぴり不安げに、洗面所に向かう。

			　そして顔を洗い、軽く手で髪型を整えると、再び彼女の元へ戻った。

			「今日は早いんですね、お仕事の予定があるんですか？」

			「んーん、なんとなく目が覚めただけ。これ切っとけばいいの？」

			「お願いします。あ、ご主人様」

			「んー？」

			　ミルキットはフラムの方を見ると、頭の上に新芽のようにぴょこんと立つ寝癖に手を伸ばし、手ぐしで整える。

			「はい、これで大丈夫です」

			「あんがと、頭ぼーっとしてたから適当にやっちゃってた。エターナさんに見つかったら、また茶化されるとこだったよ」

			「身だしなみには気をつけられてますもんね」

			　そのエターナは、寝起きでも一切髪が乱れていなかったりする。

			　どうやら水分を操って髪をセットしているらしいのだが、フラムは常々、その使い方はちょっとずるいのではないかと思っていた。

			「これが焼けたら、外のお花に水をあげてきます」

			「わかった。ミルキットが育ててるあの花、綺麗に咲いてたね」

			「はいっ。少し自信がついたので、今度は種からチャレンジしてみようと思います」

			「いいねー、何を植えるか私も一緒に選んでいい？」

			「もちろんです！」

			「んじゃ、今度のお休みの日にでも買い物に行こっか」

			　朝食の準備を進めながら、約束を取り付けるフラム。

			　ミルキットは早速どこに行くか考えているようで、表情が見るからに上機嫌になる。

			　そして目玉焼きが焼けると、彼女はそれを皿に移し、キッチンを離れた。

			　彼女のいない間、フラムは一人で、サラダの準備を進めていた。

			　野菜を切り分け、四人分を食卓に並べたところで――

			「……？」

			　外から、まったく音がしないことに気づく。

			　小走りで玄関へ向かい、様子をうかがう。

			「ミルキット？」

			　左右を見回しても彼女の姿は無く、水を垂れ流すジョウロだけが転がっていた。

			　水を汲くみに行ったのか、あるいは近所のおばちゃんに話しかけられたのか。

			　否――フラムの研ぎ澄まされた感覚が、その〝音〟を捉える。

			「屋根の上に、二人――」

			　フラムは自分の迂う闊かつさを、殺したくなるほど悔いた。

			「バカじゃないの、私！　二回も似たようなミスを！」

			　外に出た瞬間を狙っての誘拐、明らかに素人の仕事じゃない。

			　そして狙われていたのは、フラムではなくミルキット。

			　誰が指示したのかはわからないが、先日だってネクトにさらわれたばかりだ。常に可能性は頭に入れておくべきだった。

			　悔いて、悔いて、悔いて、血が滲むほど唇を噛んで。

			　その憤いきどおりをぶつけるように、地面を蹴り跳ちょう躍やく――民家の屋根の上に飛び乗った。

			　膝をついた姿勢で視線を左右に振り索敵、開けた視界の向こう側に東へ逃げていく黒ずくめの二人組を発見する。

			　ギリ……と歯ぎしりをし、忌いま々いましげにそいつらをにらみつけたフラムは、屋根の棟むねを真っ直ぐに疾走した。

			　端まで到達すると、躊ちゅう躇ちょせず踏み切って空中を舞い、隣の家へ。

			　そうやって家から家へと次々と飛び移り、ミルキットをさらった連中を追跡する。

			「――スキャン」

			　戦力を確認――一人目、意識を失ったミルキットを抱えている大柄な男。

			　名前はトライト・ランシーラ、筋力と体力が２０００オーバー、ステータス合計値は８０００弱。

			　二人目、ふざけた調子で宙返りを披露する、身軽で細身な男。

			　名前はデミセリコ・ラディウス、敏捷が２０００台後半、感覚も高めの見た目通りスピード特化型だ。

			　合計値はこちらも８０００弱、弱点は三桁しかない体力の低さか。

			　どちらもＡランク冒険者。

			　ただ者ではない――が、以前のフラムならともかく、今の彼女には彼らと戦えるだけの力がある。

			　問題は、いかにして距離を詰めるかだが――屋根の端に右足を引っ掛けると、足全体に精製したプラーナを集中させて、彼女は大きく飛躍した。

			　前方にあった民家を越えて、一戸飛ばしで一気に接近する。

			「おいおい、なんかちっこい女が近づいてきてるぞ？」

			「こっちを狙っているのか？　聞いてないぞ、簡単な仕事じゃなかったのか！」

			　自分たちを凌りょう駕がする速度で追ってくる小柄な少女の姿を見て、男たちは焦りはじめた。

			　しかし男たちが追跡者にスキャンをしても、表示されるのは０の羅列。

			　フラム・アプリコットという名前には見覚えがあるが、本人だとしたらなぜ奴隷の印を顔につけているのか。

			　だが本人ではないとすれば、Ａランクである自分たちの速さについてこれる彼女は一体何者なのか。

			「ちっ、仕方ねーな。俺が引き受ける、トライトは先に行っててくれや」

			「デミセリコ、一人でやれるのか？」

			「相手は女のガキだ。同ランクなら男である俺のほうが強いに決まってんだろ？　スージィのときだってそうだった。Ａランクとか言いながら、ちょっと押し倒してやるだけでヒィヒィ喘あえぎやがる。女なんてもんはなぁ、一皮むけばそんなもんなんだよ！　あ、この場合〝皮をむく〟ってのはそっちの意味じゃねえからな？　ヒヒャッ」

			「何年前の話をしてんだか。あのときお前、毒盛ってたくせによく言うよ」

			「あぁ、白目剥いて泡吹いて痙けい攣れんしてさぁ。良かったろ？　具合。あんときゃ興奮したなぁ。なのによぉ、今はすっかりあのケバいババアの小間使いだ。ああぁぁぁ！　足りねえぇえぇ！　刺激が足りねえぇぇ！　薬ヤク！　せめて強烈な薬が欲しいわぁー！」

			　髪をかき乱し、狂ったように頭を振りながらも、デミセリコは足を止めない。

			「そんなこと言ってる場合か。とにかくあいつは任せた、やばかったら逃げるんだぞ！」

			　依頼主から引き受けたこの仕事は、ギルドを通していないいわゆる〝裏依頼〟だ。

			　リターンの大きさに見合うだけのリスクは承知の上である。

			「へいへい、心配には及ばねえって。まずは……小手調べといきますかねぇっ！」

			　彼はベルトに装着したケースから、液体を滴らせるダガーを両手で一本ずつ引き抜いた。

			　それを「ふっ！」と息を吐き、振り返り一投。

			　着地後、後方に跳躍しながら、スピードを緩めることなく左手でもう一投。

			　二本の短刀は弾丸の如く、一直線にフラムを狙った。

			　直後、デミセリコは次のダガーをケースから取り出す。

			　どちらへ避けたにしても、そこに追撃を加えるつもりであった。

			　しかし――フラムは迫る短剣に気づいても、まったく回避しようとしない。

			　愚直に、狂的に、ひたすらデミセリコに向かって直進を続ける。

			「はっ、避けないつもりか？　毒で麻痺して俺らの肉人形まっしぐらだぞぉ!?」

			　いいやフラムには見えている。

			　そして彼女の脇腹にダガーの先端が触れ――

			「反転しろリヴァーサル」

			　ダガーは向きを変え、今度はデミセリコに向かって加速する。

			　二投目は、フラムが前に突き出した右の手に突き刺さる。

			　ぶじゅっ、と湿っぽい音をたてながら手の甲を貫通するも、走る痛みは右腕全体がびくんと震える程度。

			　刃にべったりと付着した毒だって、ベルトのエンチャント『この装備はあなたの毒への抵抗力を奪う』によって意味をなさなかった。

			「反転属性ってやつ……見たことねえ希少属性だとは思ったが、そういうことかよ！」

			　デミセリコは、反射された短剣を避けるため、隣の家に飛び移る。

			　そして跳躍中に、フラム目掛けて投とう擲てき。

			　彼女はそれを宙返りで避け、同時に刺さったダガーを引き抜き、遠心力を利用してデミセリコの着地点目掛けて放った。

			　フォームは不恰好だし、慣れていないせいか軌道はぶれ、速度はあまり出ていない。

			　だが足をついて間もない彼には、避けるほどの余裕はなく、止まって迎撃せざるを得ない。

			　デミセリコは刃渡り五十センチほどのグラディウスを鞘から抜いて迎撃、飛来する短刀を叩き落とした。

			　だが同時に彼の足は止まり、フラムとの距離が一気に詰まる。

			　接近戦の覚悟を決めたデミセリコは、もう一方の腰に下がった短刀も抜き、二刀流の構えでフラムと向き合った。

			「Ａランクの人間ぐらいは覚えているつもりだったけどよぉ、まだ存在も知らない冒険者がいるたぁね。それもまだ若い女と……」

			　彼は何やら語り始める。

			　先の言動から察するに、フラムのことを〝女だから〟と侮っているのだろう。

			　無論、デミセリコがなにを考えていようが、フラムにはどうでもいいことだ。

			　彼女が考えていることはただ一つ、さらわれたミルキットのことだけである。

			「よくもミルキットをおぉッ！」

			　フラムの両腕を黒い篭手が包む。

			　禍々しい装備に包まれた右手で亜空間より魂喰いを引き抜くと、技も策もなく、力いっぱい薙ぎ払った。

			　斬撃の速さに驚きつつも、デミセリコは一歩後退。

			　胸元を大剣の先端がかすめ、衣服が裂かれた。

			「問答無用かよ。穴のくせして色気が足りねえんだから、その分だけ先輩を敬えってんだよォ！」

			　男はすぐさま前に出て、彼女の太ももを切りつける。

			　大剣の一振りで生じる隙は、短剣使いからみればあまりに大きな穴だ。

			　傷は深くないが、フラムのズボンは破れ、血がにじむ。

			　そして魂喰いの二撃目が繰り出される前に、また彼はフラムのレンジ外まで距離を取った。

			「シャドウミスト！」

			　さらに魔法を発動し、漆黒の霧によってフラムの視界を奪う。

			　フラムはすぐさま脱出を試みるが、どこからともなくデミセリコの凶刃が迫り、腕を切り裂いた。

			　次は脇腹に、次は頬に、次は足、肩、背中、また腕――暗闇の中、四方八方から絶え間なく繰り出される、踏み込みの浅い攻撃。

			「どうだぁ、完全に封じられた視界の中で一方的に苦しめられる気分は！　俺は楽しい。すっげえ楽しい！　死姦と同じぐらいたのちいぃぃぃいい！　ひひひっ――はァ！」

			　視界を封じ、ダメージの蓄積によって動きを鈍らせ、頃合いを見て致命傷を与える――それが彼の戦闘スタイルだった。

			「馬鹿らしい」

			　フラムはそう切り捨てる。

			　傷はすぐに再生し、痛みもほとんど感じない。

			　それにこんな霧だって、体に溜め込んだプラーナを解放するだけで――

			「はああぁぁぁっ！」

			　騎士剣術キャバリエアーツ、気円陣プラーナスフィア。

			　発せられた衝撃波により、霧は跡形もなく吹き飛んだ。

			「な、なんだよその技はっ！」

			　分が悪いと察したのか、デミセリコは隣の民家に飛び移ろうとしていた。

			　そこへすかさず、フラムは剣を振るって気剣斬プラーナシェーカーを放つ。

			　横一文字に射出された剣気を、着地してすぐに転がることでデミセリコは避けた。

			　そしてすかさず立ち上がり、短剣を投げようとするが――フラムの攻撃はまだ終わっていない。

			「戻ってこいリヴァーサル」

			　気の刃には、反転の魔力も込められていたのだ。

			　彼が、避けたはずの刃が自分に迫っていたことに気付いたのは、両脚と体が分断されたあとだった。

			「え……？　あ、ああぁっ、うわあぁぁあああっ！」

			　切り離された脚部だけを屋根の上に残し、落下する男の体。

			　今の肉体ではまともな着地など望めるはずもなく、地面で側頭部を強打し「ぐげっ」と濁ったうめき声をあげた。

			　それでも生存本能が彼の肉体を動かし、両腕の力だけで必死に逃げる。

			　だが彼の生への渇望をあざ笑うかのように、誰かが近くに着地する音がした。

			　ザリザリと、剣のような何かが地面をこする音もする。

			　殺意が、凶器を持って近づいてくる。

			「は……はひ……っ、いてぇ、いてえぇ……やだ、痛いのやだ、気持ちいいのがいぃ……！　逃げ……逃げえぇ……っ！」

			　もはや言葉にならない声を発しながら、腕の力だけで逃げようとするデミセリコ。

			　だがその速度は徒歩よりも遅く、すぐに影が彼に降り注ぐ光を遮さえぎった。

			　わずかな力を振り絞り、見上げ、すぐに後悔する。

			　少女は、氷よりも冷たい目でデミセリコを見下ろしていた。

			「ミルキットは、どこ？」

			　先に逃げた男の姿はもう見えない。

			　居場所を知るためには、彼から、いかなる手段を使ってでも情報を引き出すしかなかった。

			「やめてくれぇ……お願いだからぁ。頼むぅ、まだ犯してえ女がいるんだよぉ、死にたくねぇ……！」

			　しかしデミセリコは、フラムに命乞いしかしない。

			　繰り返し「どこ？」と聞いても同じ言葉しか返ってこないということは、おそらく話す気がないのだろう。

			　だから剣を振り上げ、まずは左腕を落とした。

			「あぎゃあぁぁぁああああっ！」

			　耳障りな叫び声が響く。

			「ミルキットは、どこ？」

			　フラムは血にまみれた剣を振り上げながら、再び問いかける。

			「助けてくれえぇ……悪気はなかったんだ。ただ、金が必要でぇ……！　楽しんでるように見えたんならぁ……ゴメぇン！　謝るぅ……謝るからぁっ！　命令なんだぁ！　俺は善良な、冒険者なんだぁ！　実はそうなんだよぉお……！」

			　腐ってもＡランク冒険者ということなのか、死んで依頼主の情報を漏らさないつもりらしい。

			「こういうのあんまりやりたく無いんだけどな」

			　嫌いだ、本当に。

			　痛いのも、痛がられるのも、苦しいのも、苦しませるのも、傷つくのも、傷つけるのも、全部。

			　本当に大嫌いで、けれどミルキットを救うためなら、やるしかない。

			　そうしないと、この理不尽に満ちた世界は、フラムの望みを聞いてくれないから。

			　彼女は振り上げた魂食いの先端をデミセリコの手の甲に当てた。

			　ザクッ――突き立てられた刃が、骨を削りながら貫通する。

			「ごっ、おおぉおおッ！」

			　まだそれだけの苦悶の声をあげる元気はあるらしいので、すぐに死ぬことはないだろう。

			　しかし、このまま腕を潰しても情報を吐いてくれるかどうかはわからない。

			　だからフラムは柄を握ったまま、彼の肉体に反転の魔力を注ぎ込んで、さらなる苦痛を与えることにした。

			「剥がれてしまえリヴァーサル」

			　パキッ――と、小さな乾いた音がデミセリコの指先から鳴った。

			「――ッ!?」

			　親指の爪が反転し、剥がれ、声も出ないほどの激痛が走る。

			「ミルキットはどこに行ったの？」

			　彼はブンブンと首を横に振って否定する。

			　つくづく癇かんに障るしぶとさである、どうせ死ぬんだから洗いざらい吐いてしまえばいいのに。

			　それとも、フラムのそれはＡランク冒険者から情報を引き出すにはまだ甘いのだろうか。

			　試しに、他の指の爪も全て裏返した。

			　それでも吐こうとしなかったので、もっと別の部位を反転させることにした。

			「壊れてしまえリヴァーサル」

			　パンッ――と、今度は親指そのものが破裂した。

			「っ、ぐ、お、おおぉおお……ッ！」

			　これはさすがに堪えたのか、デミセリコの腹筋に限界まで力が入り、〝お〟の形に開いた口から絶え間なくうめき声が漏れる。

			「ミルキットはどこに行ったの？」

			　なおも首を横に振るので、今度は一気に残りの指を全て吹き飛ばした。

			「っ、あ、あぁぁぁあああああああっ！」

			　叫んでいる途中に、手そのものも破裂させた。

			「ひぎっ、ぎいいぃぃぃっ！　ぎあああぁぁああっ！」

			　汚い叫び声でフラムは耳が腐りそうだった。

			「はっ、はっ、はひっ、ひいぃっ……！」

			「ミルキットはどこに行ったの？　言わなかったら、死なない程度にもっとひどいことするけど」

			　言いながら、フラムはしゃがみ、デミセリコのこめかみに手を当てた。

			　顔か、目か、それとも脳か。

			「もっとひどいこと、していいの？」

			「いあ……あぅ、あ……ああぁ……！」

			　涙と鼻水と涎よだれで、デミセリコの顔はもうぐちゃぐちゃだった。

			「わ、わがっだ、いうからっ、いうがらゆるじでぐれええぇっ！」

			　これ以上黙っていたのでは、何をされるのかわからない。

			　宣言通り、死ぬ前に、死ぬよりも辛い苦痛を何度も味わうことになるだろう。

			　そうなるぐらいなら、プライドなど捨てて、楽な死を取るべきだ――彼はついにその決断をしたのである。

			「さ、サティルス、だっ……！　サティルスが、町で見かけた、包帯の、奴隷を連れてこいって……だからぁっ！」

			「あのババア、まだあの子を傷つけ足りないのか……」

			　フラムの口から、普段は絶対に言わないであろう汚い言葉が、勝手にあふれ出る。

			「それで、どこに連れて行ったの？」

			「地下室だぁっ！　屋敷の、地下に、隠し部屋がある。でも、そこに繋がる通路はっ……屋敷の、南東にある、緑の屋根の民家に……民家なのはフェイクなんだ。実際は、ただの入り口でぇっ」

			「そっか、そこに行けばミルキットがいるんだ」

			　立ち上がり、東区へ歩きだすフラム。

			　そんな彼女の背中を見て、デミセリコは最後の力を振り絞り魔法を唱えた。

			「ひ……ひへっ……背中を、見せたな。女ならぁ……大人しく、俺に跪ひざまずけよぉ……このクソ女アマがぁ……！　シャドウ、バレットォ！」

			　拳サイズの黒い弾丸は、フラムの背中目掛けて射出される。

			「……懲りないやつ」

			　当然、彼女は気付いており――振り向きざまに魂食いで一閃。

			　放たれた剣気は魔法をかき消し、地面に這いずる男の体を真っ二つに断ち切る。

			　断末魔すら無い静かな死が訪れる。

			　フラムは剣を納め、今度は駆け足で東区を目指すのだった。

		

	
		
			

			


			　ウェルシーはサティルスの悪行を暴くため、朝から彼女の屋敷を監視していた。

			　近隣にあるアパートメントの三階を借り、その窓から中の様子を探っていたのである。

			「隠し部屋の場所さえわかれば、潜入計画も練られるんだけどなー……」

			　屋敷に隠し部屋があるという噂は、給仕に偶然を装い近づき、酔わせた上で吐かせた。

			　だが場所まではわからず、教会との繋がりを示すはっきりとした証拠も見つかっていない。

			　ウェルシーは窓枠に肘をつき、代わり映えしない風景を気だるげに見つめる。

			　すると――バンッ！　と上から急に大きな音がして、彼女は「ふひえっ!?」と飛び上がった。

			　続けてドン、ドン、ドンと叩くような音がする、どうやら屋根の上を誰かが歩いているようだ。

			　そして謎の人物は屋根から飛び降り、窓の前を通り過ぎ、スタッと数メートル下に着地する。

			　彼女は慌てて窓に飛びつき、体を乗り出して部屋の真下を覗のぞき込んだ。

			「フラムちゃん？　な、何やってんのー？」

			　相手が見覚えのある少女だっため、ウェルシーはおそるおそる声をかけた。

			　だが彼女の服は血で汚れており、その表情も以前とは別人のように冷酷さに満ちていた。

			　声に反応し、にらみつけるように見上げるフラム。

			　だがそれが知人だと気づくと、力を抜き笑みを浮かべた。

			　もっとも、目はまったく笑っていなかったが。

			「ああ、ウェルシーさん。ちょうどよかった、サティルスの隠し部屋を暴こうと思うんですが、ついてきますか？」

			「へっ!?　行く、すぐ行く！　ちょーっと待ってて！」

			　なぜ彼女がその場所を知っているのか――疑問はあったが、それよりもスクープのほうが優先である。

			　ウェルシーは階段を駆け下り、そして飛び出すようにアパートから出て、ザザザッ、と表に出た。

			　そしてフラムの先導で、屋敷とは逆方向へと進んでいく。

			「屋敷にある隠し部屋に向かうんだよね？」

			「入り口は別の場所にあるそうです」

			「へえ、どこでそんな情報手に入れたの？　って、情報源は明かせないか」

			「さっき殺りあった、サティルスが雇った冒険者から聞き出したんです」

			　隠すようなことでもないので、フラムはあっさりと答えた。

			「……やりあった？」

			「私のパートナーがさらわれたんですよ」

			「ああ、それで――」

			　フラムが異様に殺気立っていることに納得するウェルシー。

			「ここです」

			　フラムが立ち止まったのは、緑の屋根の平屋建て住宅。

			　手を伸ばし玄関を開こうとするも、鍵がかかっている。

			「嘘でしょ、こんな民家に入り口があるの？　ひょっとして脱出路も兼ねてるのかなー」

			　しみじみとウェルシーがつぶやく横で、フラムは扉に耳を当てていた。

			　中から、微かだが物音が聞こえる。

			　次に、普通の民家を訪ねる時と同じように、ドアをノックした。

			　するとすぐに扉は開き、中から三十代ぐらいの男が顔を出した。

			「どうかしたのかい、お嬢ちゃん」

			　優しげな笑みを浮かべて話しかけてくる男。

			　フラムは殺気を隠しもせずに彼をにらみつけ、ウェルシーは『もしかして普通の民家なのでは』と困惑しながら二人を交互に見た。

			「人を捜してるんです。顔を包帯でぐるぐる巻きにした小柄な女の子と、その子をさらった男なんですけど」

			「誘拐か、治安のいい東区で珍しい。つまりこのあたりに犯人が潜んでるってことかい？　ああ――言われてみれば、少し前に不審な人影は見た気がするな」

			「そのお話、詳しく聞かせてもらってもいいですか？」

			　男は胡う散さん臭くさくにこりと笑い、「ああいいよ」と快諾する。

			「こんな場所で立ち話も何だし、家の中に入るといい」

			「それではお言葉に甘えて」

			　あっさりと家の中に入るフラム。

			「待ってフラムちゃん！」

			　ウェルシーは必死でそれを止めようとしたが、彼女は耳を貸さない。

			　仕方ないのでウェルシーもフラムのあとに続き、その背中を追った。

			　二人が家の中に入ると、玄関が勢いよく閉められる。

			　音に反応して後ろを向くと――

			「死ねやあぁぁぁあっ！」

			　突如、斧を手にした男が現れ、ウェルシーに襲いかかる。

			　家に招き入れた男も、さらに別の隠れていた男まで登場し、合計三人がそれぞれの武器を手に、同時攻撃を仕掛けてくる。

			　ウェルシーは「きゃあぁっ！」と悲鳴をあげ、反射的に頭を押さえてしゃがみ込む。

			　だがそこで、鳴り響いていた怒号がぴたりと止まる。

			　おそるおそる目を開くと、ドサッという音とともに、床に転がる男の上半身が見えた。

			　あたりを見回すと、他の男たちも真っ二つに両断されていた。

			　三人を一振りで仕留めたフラムは、魂喰いを軽く振り、付着した血を払うと、粒子に変え納刀する。

			　静かになった家の中に、「うぅ……」と上半身だけになった男のうめき声が響く。

			　一人だけ辛うじて生きているようだが、息絶えるのは時間の問題だろう。

			　断面からあふれ出そうとする臓器と、むせ返るような血の臭いが混ざり合い、その生臭さにウェルシーは思わず口を押さえた。

			「大丈夫ですか？」

			　こんな状況なのに落ち着いて語りかけてくるフラムに、ウェルシーは思わず「ひゃいっ！」と裏返った声で返事をしてしまう。

			「い、今の一瞬で……斬った、の？」

			「ええ、そうしなければ私の方が殺されてたんで」

			　言いながら、ウェルシーに手を差し伸べるフラム。

			　殺されるのが嫌なら、殺すしかない――正論だ。

			　しかし、ウェルシーはその真っ直ぐな殺意に恐怖し、手を取るのをためらった。

			　彼女の表情から自分に対する〝恐れ〟を感じ取ったフラムは、腕を引き、彼女に背中を見せる。

			「あ……違うのっ！　今のは……っ」

			「命が尊とうといことぐらい、私にだってわかってますよ。でも、誰もがみんなそう思ってるわけじゃないんです」

			　今日までの戦いで、フラムはこの世界にそういう人間がはびこっていることを知った。

			「自分の利益のためなら簡単に他人を殺す人間って世の中に結構いて、彼らを言葉で説得するのなんて不可能なんです。大切な人を守りたいなら、先に殺すしかないんですよ」

			　フラムにとって大事なのは自分とミルキットの命だ。

			　その単純な価値観に従えば、迷うことなく、相手よりも速く動ける。

			「ためらわずに、感傷的にならずに、容赦なく殺すしかない……これって間違ってるでしょうか」

			　フラムは、日常的に命のやり取りが発生する世界に立っているのだと、ウェルシーは理解した。

			　そして彼女は、そんな世界から脱出するためにあがき続けている。

			　その様を見て恐怖することは、こんな小さな体で戦い続ける少女に対する、冒ぼう涜とくである。

			「本当に、ごめん」

			「いいんです、きっとウェルシーさんも正しいですから。さあ、一刻も早く隠し部屋の入り口を探しましょう」

			　その声は明るいが、空元気だ。

			　年下に強がりを言わせたことをウェルシーは強く恥じ、「しっかりしろよー、私！」と頬をぺちんと叩いて立ち上がった。

			


			　◇◇◇

			


			　息を吸うと、淀んだ空気で肺が満たされる。

			　その間隔は不快で忌々いまいましく、けれどどこか懐かしい。

			「う……うぅ……」

			　ミルキットは、柔らかな何かの上で目を覚ました。

			「私……ご主人様と、ご飯を作って……そして、外で花に水を……」

			　片手は地面に付き、もう片方の手で頭を抱えながら上半身を起こす。

			　どんなに思い出そうとしても、プランターに水をやってからの記憶が、すっぽりと抜け落ちていた。

			「急に、目の前が真っ暗になって……どうして、私はこんなところに……」

			　ゆっくりと首を回し、部屋を見渡す。

			　右には机があり、上には書類が積み上げられている。

			　その横にはガラス戸、中にあるのは怪しげな薬品や金属の工具らしき物体。

			　壁は灰色の石造りで、全体的に冷たい雰囲気を感じる。

			　次は左だ。

			　ゆっくりと視線を移す――

			「おはよう、ミルキット」

			　眼前に、けばけばしい女の顔が現れた。

			　歯茎がむき出しになるほどの、あふれんばかりの笑み。

			　至近距離で見るには刺激の強すぎるその顔を、ミルキットはよく知っている。

			　かつての主――サティルス・フランソワーズだ。

			「あ……あぁ、なんで……どうして……っ!?」

			　恐怖のせいで、うまく言葉が出てこない。

			


			

			


			　首を振りながら、「嘘だ、嘘だ」と繰り返し、後ずさるミルキット。

			　彼女の反応を見て、サティルスは「うふふふふふっ」と不気味な笑い声をあげた。

			「あらぁ、ちょっと見ない間にまるで人間みたいな反応をするようになったのねえ。嬉しいわあ、よっぽど良い主人に巡めぐり会えたのかしらぁ？」

			「はっ……はっ、あ……やだ、いやだっ……！」

			　ミルキットは四つん這いになり、部屋の隅を目指す。

			　その臆病な小動物のような様を見て、「はあぁ」と熱い吐息を漏らしたサティルスは、立ち上がり、彼女を追い詰める。

			　出口を求めて壁を爪でガリガリと削るミルキット。

			「そんなに怯えなくてもいいのよぉ、どうせ誰も助けに来ないんだから」

			「ご主人さまっ、ご主人様あぁっ……！」

			「あら、そのご主人様はあなたみたいな醜い奴隷を、わざわざ捜してくれる素敵な人なの？　物好きねえ、性処理に使うにしてももっと上等なのがいるでしょうに」

			「うううぅ……ごしゅじん、さまあぁ……っ！　ひっ、うああぁっ！」

			　サティルスの手が、彼女の後頭部に伸びる。

			　そして髪を鷲掴みにすると、顔を近づけ、狂気を宿した瞳を見開き言い放った。

			「残念でしたぁ。あんたはもう、二度とご主人様には会えませえぇんっ！」

			「そんなこと、ありませんっ！　そんなことはぁっ！」

			「あれぇ、あんたいつから私に口ごたえできるほど偉くなったの？　ねえ、ねえ、ねえ、なぁんか調子に乗ってなぁい？」

			「私のご主人様は……あなたじゃ、ない……っ！」

			「奴隷ごときにご主人様を選ぶ権利があるわけがないでしょうがあぁっ！」

			　ヒステリックに叫び、ミルキットの髪を掴んだまま床に引き倒す。

			　銀色の髪がサティルスの指に絡まった。

			　彼女はそのうちの一本をつまみ上げると、「んっふ」と恍こう惚こつとした表情を浮かべ、口に放り込んで舌でねぶる。

			　床に倒れ伏したミルキットは、再び這いずりながら別の隅を目指す。

			　しかし――この部屋には出口らしき扉が無い。

			　四方八方を壁で囲まれており、どんなに逃げても、必ず行き止まりにぶち当たってしまう。

			　獲物が逃げられないことを知っているからだろう、サティルスは優雅にドレスを揺らしながら、棚まで移動し、銀色の輝くナイフを取った。

			「ああぁぁっ……あ、ああぁ……っ！」

			　天井からぶら下がったシャンデリア、その光を刃に反射させながら、怯え惑う奴隷の少女に歩み寄るサティルス。

			「この部屋はね、私が特注で造らせたものなの。隠し部屋のさらに先、いくつもの仕掛けを抜けた奥にある本当の隠し部屋。存在を知ってるのは私だけよ。なぜかって？　だって、造るのに関わった連中はみぃんな死んじゃったから！　私が殺しちゃったからあぁ！」

			「ご主人様ああぁぁああっ！」

			「んっふふふふふ！　だからどんなに呼んでも誰も助けに来ない……ううん、来られないのよ。ここは私の秘密のお庭、夢が詰まった楽園！　足を踏み入れていいのは私と、私のおもちゃだけ！　さあ踊りなさい！　羽をもがれて苦しむ蝶のように！　踊りなさい！　切り刻まれて悶え苦しむ幼子のように！」

			　両手を大きく開き、くるくる回るサティルス。

			　ここは、彼女が特に気に入った徹底して壊したい〝おもちゃ〟を連れ込むために造られた部屋だ。

			　何時間も、何日もかけてじっくりと指先から体を切り刻み、傷口に薬品を塗り込んで苦痛を与え、瞼まぶたは切り取って睡眠すら許可しない。

			　その奴隷が死んだら、死体の処理や部屋の掃除を、次にやってきた奴隷が行う。

			　前回の犠牲者を片付けている間、次は自分がこうなるのか、と苦しむ姿を見てサティルスは楽しむのである。

			　そして片付けを済ませたところで、次の拷問が始まるのだ。

			「噂はね、常々聞いてたのよ。顔を包帯でぐるぐる巻きにした奴隷なんてミルキットしかいないもの。しかも、解毒されて顔の爛ただれが引いてるって言うじゃない！　今のご主人様がやってくれたの？　本当に優しい人だわ、私がまた壊すために、善意で修理してくれるんだもの！　だから少し前から狙ってたのよ。絶対に私のものにして、今度は特別じっくりと、ねっとりと遊んであげないと！　って。しかも感情まで取り戻してる！　以前のミルキットは何をやっても無反応で、そこだけが残念なおもちゃだったぁ！　せっかく顔は綺麗なのに、これじゃあ壊しても壊しがいがない！　高いお金を払って買ったのに悲しいわ。どうせなら最高の叫び声と命乞いが聞きたかったわぁ！　そうでしょう？　あなただって申し訳ないって思ってたでしょう？」

			　ミルキットは何度も首を横に振った。

			「生意気ねえ。この身の程をわきまえてない感じ、いいわ、とてもそそるわぁ！　まずは包帯を解いて顔を見せなさいよ。綺麗なものは、綺麗な姿を見てから汚さないとっ！　ギャップよぉ！　それが、何よりのスパイスなの！　ほら、ほら、早くぅ！」

			　そんなこと――許すわけがない。

			　彼女の素顔は、フラムだけのものだ。

			　ミルキットは顔を隠すように壁際で縮こまる。

			「見せたくない？　あぁ、そう、ご主人様に操みさおを立ててるつもり？　あっははは！　奴隷と主の禁断の愛とでも言いたいの!?　そういえばその服はなぁに？　ご主人様にあつらえてもらったんでちゅかぁ？　とっても綺麗な給仕服、それ実用的じゃないわよねえ。要するに趣味だわ、性癖を満たすための趣味服！　ねえミルキット、その主人との間にあるのは愛なんかじゃないわ、わかるぅ？　ただの性欲よ、せ、い、よ、く！」

			「違いますっ！　ご主人様は、そんな人じゃないっ！」

			「あっははははは！　滑こっ稽けいねぇ、とっても。思わずお腹の底から笑ってしまうわ！　ああぁ、あはぁぁんッ！　なんて素敵なコモイディア！　心底、しんっ――そこぶっ壊してやりたあぁぁぁいっ！」

			　サティルスは叫び、ミルキットに飛びつく。

			　彼女の荒い鼻息が、白い肌をくすぐる。

			　あまりに不快な感覚に、ミルキットは歯をカタカタと小刻みに鳴らした。

			「このナイフはね、前菜なの。いいえ食前酒かもしれないわね。他にも鞭とか針とか、あとは毒もちゃんと用意してあるわ。楽しみでしょう？　楽しみって言って？　言わないの？　どうして？　ねえ、言えよ。言えって。言いなさいよぉおおおおおッ！」

			「っ……っうぅう……」

			「ほぉら、綺麗な刃があなたの体に近づいていくわよぉ……こう、ぴたっとくっつけると――」

			「ひうぅっ！」

			「冷たい感触、怖いでしょう？　恐ろしいでしょう？　じゃあ怯えなさい！　あんたのその顔が！　ずっと見たかった！　これで本格的に壊したらどうなっちゃうのかしらねえ、ねえ!?　最高のエクスタシーが迎えられると思わないかしらぁ!?」

			　ピッ、とナイフがミルキットの給仕服の表面を割いた。

			　肌に傷は無いが、破れた袖を見て、ミルキットは肉体以上に心を痛める。

			　ご主人様から買ってもらった、大事な服が――それは一緒に過ごした時間の記憶も含めて、体よりも大事なものだった。

			　その思い出を、この女が、こんな女が、汚していく。

			「次はスカァァァトッ！　ほら、ほらぁ、ピリピリって、大事な服が破れていって……震えてるわね。体も、心も、怯えて悲しんでかわいそぉう！　ああぁんっ、でもそれがたまんないのよ私はぁ！」

			　宣言通り、サティルスはフリルスカートを破り、ミルキットの太ももと、下着があらわになった。

			「あら……あらやだ、やだわぁ、なんて扇情的なスリットなのぉ！　こんなの見たら、あなたのご主人様は助けるのそっちのけで興奮のあまり襲いかかっちゃうかもぉ！　まあ、その前に――私が殺しちゃうんだけどねぇぇぇ！　あらつまりネクロフィリア？　死体に覆いかぶさって腰を振っちゃったりしてぇ！　やだわぁ、不潔だわぁ、それはさすがに私でもついていけないわぁ……あぁ……ぁあっははははは！」

			「う、ぁ……ご主人様ああぁ……っ！」

			　喚わめくミルキットだったが、目の前にナイフを突きつけると、「ひっ」と声がピタリと止まる。

			　それがとにかく滑こっ稽けいでたまらなかったらしく、サティルスは何度もナイフを離したり近づけたりしてげらげらと笑った。

			　だがそれにも飽きたのか、今度は左手で頭を掴み、壁に叩きつける。

			「ひゃぐっ！」

			　苦悶の声が心地よい、だからそれを繰り返す。

			「あぅっ、う……がっ、ぐ……い、いだっ……やめ、でっ……！」

			　ミルキットは額と鼻から血を流し、首元までべっとりと血で汚れていた。

			「やめろって言われれば言われるほど、やりたくなるってのなんでかしらねぇ!?　あぁ、そうだ、あれよあれ、好きな子ほど――いじめたいってやつぅ！　だからこれは愛！　愛のムチっ！　我慢してぇっ！　私を気持ちよくするためにぃ！」

			　そう言って、サティルスはひときわ強い力でミルキットの頭を壁にぶつけた。

			　とはいえ、冒険者ですらないただの女の全力だ、なかなか気絶はできない。

			　そのままずり落ち、床に倒れ込んだミルキットは、うわ言のように繰り返す。

			「ごしゅじん、さま……」

			　必ず来てくれるはずだ、そう信じて。

			　サティルスの言葉が本当なら、きっとこの願いは届かない。

			　ミルキットだって知っている。

			　世の中にはフラムより強い人がたくさんいて、乗り越えられないぐらい理不尽な出来事が沢山あるのだと。

			　それでも――信じたい。

			　世界に対する全ての期待を捨てたはずのミルキットが、そうすがりたくなるだけの希望を、彼女は与えてくれたのだから。

			「た……たす……」

			「あらあ？　ミルキット、もしかして奴隷の分際で……主人に助けを求めようとしてるの？」

			「ぅ……ううぅ……っ」

			　サティルスの指摘に、ためらうミルキット。

			　フラムは必ず助けてくれる。

			　だが同時に――そんな望みを叶えるために、自分を犠牲にしてしまえる人なのだ。

			　それを知っているくせに、命を危険にさらしてまでこんな場所に助けに来て欲しいなど――奴隷として、望んでいいはずがない。

			「ふふふっ、やっぱり面白いわ、あなた。化けたわね、まるで私に殺されるために生きてるみたぁい！　んっふふふふ、ふぁはふふふふっ、壊しがいがぁ、ありすぎてぇ……ッ！」

			　サティルスは立ち上がり、ミルキットの腹を力いっぱい踏みつけた。

			「はぐっ！」

			「思わずっ！」

			「ふ、ぐぶっ！」

			「楽しむ前にッ！」

			「おぶぅっ……！」

			「殺しちゃいそうよおぉおぉっ！」

			「ぶ、えひ……ひぅ……ふうぅ……っ」

			　鈍い痛みに加え、吐き気がこみあげてきて、意識がぐらつく。

			　半開きの口から涎をこぼすミルキット。

			　脳内で再生されるのは、つい昨日聞いたばかりの、主の言葉だ。

			『この子は私の大事なパートナーです、って』

			　奴隷ではなく、対等に、隣に立つ存在として。

			　具体的にどんな関係なのか、ミルキットにはわからない。

			　そんな距離感で、他人と付き合ったことが無いからだ。

			「ほらほらぁっ、助けを求めちゃいなさいよぉっ！　奴隷のくせに！　身の程もわきまえずに！　私を助けてくださぁいって無様に喚いて！　私を喜ばせてみなさいよぉっ！」

			「う……ぎゃふっ、ひ……ぐ……ぁ、ごしゅ……じ……さま……」

			　けれど、それが、互いに与え合い、求め合うものだとするのなら。

			「そうそうその調子よぉ！　もっと見せて、必死な姿を！　もっとあがいて、もっと抵抗してっ！　そして報われずに裏切られて死んでいく姿を見せてぇ！」

			「はひゅ……ひ……あ……たす……け……」

			　――ミルキットの方から、望んだって、いいのではないか。

			「たす、け……て……ご主人……さまぁ……っ！」

			　その言葉は魔法ではない、だから言っても状況が変わるわけじゃない。

			　あくまで、ミルキット自身の心情の変化に過ぎず――彼女を見下ろすサティルスにとってみれば、悦に浸るためのオカズに過ぎないのだ。

			「んふっ、ふふふっ、くふふはははあははははははっ！　助け、求めちゃったわねえ！　あーあ、ああぁーあ！　はぁい、奴隷失格でーす！　主人も今ので愛想つかしちゃいましたぁー！　あっははははは――」

			　その時、轟ごう音おんが彼女の笑い声を遮さえぎった。

			　部屋全体が揺れ、土煙が上がり、壁に大きな穴が開く。

			「はは……は……」

			　その向こうから歩いてくる、小柄な人影。

			「は……？」

			　サティルスは呆然と開いた穴を見つめた。

			　そして土煙が晴れ、現れた少女の姿を視認した次の瞬間――

			「あなた、フラぶ、べっ!?」

			　顔のど真ん中にフラムの拳がめりこみ、サティルスの体は吹き飛び壁に叩きつけられる。

			「あ……あぁ……うああぁ……っ」

			　言葉にならない喜びがあふれる。

			　今回ばっかりはもう無理だと思っていたのに。

			「本当に……来て、くれた……！」

			　やはり紛れもなく、ミルキットにとってのフラムは、誰が否定しようとも本物の〝英雄〟なのだ――

			「わだ、わだじ……も、もう、だめだと……もう二度と、ごしゅじんさまと……あえないっでぇ……！」

			「ミルキット！　あぁ、こんなに傷だらけになって……ごめんねぇ、私がもっとしっかりしてればこんなことにはっ……！」

			　ミルキットは強く強くフラムに抱きついた。

			　その体温を感じているだけで、全ての痛みを忘れてしまうほどの安心感が得られた。

			「ぢがいます……ちがうんですぅ……！　ご主人さまはぁ、助けに来てくれたからっ……だから、そんな、あやまらないでくださいぃ……！」

			　ぼろぼろと流れる涙が、フラムの肩を濡らした。

			　彼女の目にも涙が浮かんでおり、ミルキットを無事救出できた強い安あん堵どが窺うかがえる。

			「教会とやり取りした手紙に、こっちは注文書に領収書。ばっちり教会の印も捺してあるしー、これは逃れようのない証拠だねー」

			　しれっと部屋に入ってきたウェルシーは、早速デスクを物色していた。

			　そこから出てきた文書は、どれもサティルスが秘密裏に教会と取引していた証拠となる、重要なものばかりだ。

			「フラムちゃん、これどうしたら――」

			　書類の処遇について尋ねようとしたウェルシーは、フラムのほうを見て固まった。

			　てっきり、ミルキットと再会したら元に戻ると思っていたのだが――フラムの表情は再び、声をかけるのをためらうほど冷酷なものに戻っている。

			　彼女は魂喰いを片手に、震えるサティルスを見下ろした。

			「どぉ……して？　しか、け……どうやって、突破、して……」

			　確かに仕掛けは難解で、フラムとウェルシーが力を合わせても解くことはできないものばかりだった。

			　だが――

			「全部壊してきた」

			　馬鹿正直に手順を踏んで扉を開く必要などどこにもない。

			　プラーナや反転を駆使して力任せにぶっ壊し、台無しにしてきただけである。

			「冒険者、が……っ、Ａランク二人に、Ｂランクだって、いたはずよっ!?」

			「全員殺してきた」

			　サティルスの目が恐怖に見開かれる。

			　もはや、彼女を守る者は誰もいないのだ。

			「もちろん、あんたも殺すから」

			「ま、待ちなさいっ、そんなことをしたら、あなただってタダじゃすまな――」

			　そこまで言って、彼女は自分自身の言葉を思い出した。

			　ここは秘密の部屋で、その存在を知るものは、自分しかいないのである。

			　今は壊れて多少見つけやすくなっているが、そもそも今いる隠し部屋に到達するための入り口が、すでに隠されているのだ。

			　これで隠蔽工作でもされようものなら、フラムが口を滑らせない限り、死体が発見されることはない。

			「か……かっ、金、は？　いくらでも……払うわ。物でもっ、見逃してくれるなら何でもっ！」

			「そ。じゃあ、あんたがミルキットを傷つけた分だけもらおっかな。いくらぐらいになる？」

			「金貨……五千かしら。それともいちま――がひゅっ!?」

			　フラムはサティルスの胸ぐらを掴み、顔を近づけにらみつける。

			「金で足りると思ってんの？　命でも足りないって、まだわかんない？」

			「そ、そんな……あ……あぁ、おね、がいよぉ……私、まだ、死にたく……」

			　怯えるサティルスの耳に、フラムの手のひらが押し付けられる。

			　そして彼女が「リヴァーサル」と唱えると――ブチィッ、と耳の上下が反転し、千切れ落ちた。

			「ぎっあぁぁぁあああああああっ！」

			　甲高い金切り声が部屋に響いた。

			　サティルスは血まみれになった耳元を手で覆いながら、「へっへっへっ」と犬のように小刻みに呼吸する。

			「ウェルシーさん、資料は集まった？」

			「う、うん……まあ、一通りは」

			「じゃあ、ミルキットを連れて先に部屋を出てもらってもいいですか」

			「ご主人様は一緒に行かないんですか？」

			　不安げに問いかけるミルキットに、フラムは優しく微笑んだ。

			「ここから先は、ミルキットには見ないでほしいの。嫌われたくないし」

			「私は何があってもご主人様のことを嫌いになったりしません！」

			「あははー……それはすっごく嬉しいんだけど」

			　フラムは照れながら指で頬を掻かく。

			「ショッキングなものをお見せすることになるから、単純に見ないほうがいいと思うんだよね。だから、ウェルシーさんについていってもらってもいい？」

			「……わかり、ました」

			　あんなことがあった直後だ、一瞬たりともフラムから離れたくない気持ちもわかる。

			　しかし――今から、拷ごう問もんすら生温いと思えるほど凄せい惨さんにこの女を殺してやろうというのだ、さすがに見せるわけにはいかない。

			　フラムは、ウェルシーとともに部屋を出るミルキットを笑顔で見送った。

			　そして彼女たちの姿が見えなくなると同時に、スイッチを切り替える。

			　まずは床に落ちた銀色のナイフを拾い、怯えた様子のサティルスを見下ろした。

			　先ほどまでミルキットに対し高圧的に振る舞っていた彼女は、自分が〝おもちゃ〟と呼ぶ奴隷と同じ立場になった今、何を思うのか。

			「覚悟、できてる？　できてなくてもやるけどね」

			「ま……まって……そこまでのこと、私は……してなっ……金っ、お金あげるからっ、だからあっ！」

			「金とかどうでもいいんだって。私だって本当はこんなことしたくないよ？　でもね、殺さないとダメじゃん、こんなの」

			　過去と現在の罪。

			　それと単純に、『なんで戦う力の無いミルキットをさらうんだよこのクソババアが』というフラムの怒り。

			　総じて――生かす理由が、微塵も見つからない。

			「た……たすけ……誰か、だれ……あっ、あがああああぁっ！　ひゃ、ひゃへっ、ひぎゅううぐうあぁぁぁっ！　はっ、はがれっ、私の、腕ええぇぇっ！」

			　ゆえに満場一致で極刑以外の選択肢が無い彼女には、

			「か、顔は……やめ、てぎゅっ!?　きゅ、ひうううぅぅっ……んがっ、がひっ、ひっ、ひっ、かえしへっ、鼻……はなぁっ、あぁ、ま、だっ、ああぁぁぁああっ!?」

			　これまでミルキットに味わわせてきた以上の苦痛と恐怖が、

			「じっ、じぬっ、いやだっ、じにだぐ……な、ひっ、ああぁぁぁぁあっ、もどじ、て……わらひの、から、ら……もろ、ひぐっ、いやぁぁぁあああああああっ！」

			　一切の慈悲も無く与えられるべきなのである――

			「いぃ……か、ら……も、もぶ……ぶぇ……ごろじ、おぇっ……で……おごっ、ぶっ、うぎいいぃぃぃぃっ！　お、おで、が……ひぐっ、ごろ、じ、でええぇぇぇ……ッ！」

			　部屋の外で待つミルキットとウェルシーにも、その音は聞こえていた。

			　肉がかき混ぜられ、血が飛び散り、骨が砕け、終いにはもはや何が壊れたのかもわからない破裂音。

			　もちろん、サティルスの獣じみた叫び声だって。

			「ミルキットちゃん、だったっけ？　フラムちゃんって、いつもあんな感じなの？」

			「いえ、いつもはとても優しいご主人様です。こんな見た目の私を、誰よりも大事にしてくれる人ですから」

			　頬を染めながら嬉しそうにミルキットは語る。

			「なるほど、大事にしてるからかぁ……」

			　つまり、絶対に怒らせてはいけないタイプの人間なのだ。

			　ウェルシーがフラムの分析をしていると、部屋から聞こえていた音がぴたりと止んだ。

			　そして処刑を終え部屋から出てきたフラムは、真っ先にミルキットに駆け寄って、再び彼女の体を抱きしめる。

			　腕に収まった彼女は、うっとりと目を細めて主に寄り添い、頬ずりをした。

			「兄さんが『信頼できる』って言ってた理由が、よーくわかったような……いや、やっぱわかんないかも」

			　仲睦まじい二人の姿を見ながら、ウェルシーはため息交じりにそうつぶやくのだった。

		

	
		
			

			


			　サティルスの屋敷から脱出したフラムたちは、まず疲弊しているミルキットを休ませるため、近くのリーチの屋敷へと向かった。

			　そして客室を借りてミルキットをベッドに寝かせると、彼女はすぐに安心しきった顔で寝息をたてる。

			　借りた服に着替えたフラムはベッドの縁に座り、彼女の髪を撫で、その寝顔をじっと眺めていた。

			　しばらくそうしていると、リーチが慌てた様子で部屋に飛び込んでくる。

			「フラムさん、サティルスを殺したって本当ですか!?」

			　ウェルシーから、さっき起きたことを聞いてきたらしい。

			　フラムは首しゅ肯こうすると、ミルキットの過去も含めて、今日の出来事を彼に語った。

			「相当な外道だとは聞いていましたが、ミルキットさんの主だったとは。ですが彼女は教会と繋がっています、疑われたらまずいのでは？」

			「死体は見つからない場所にあるので、しばらくは大丈夫だと思います」

			「とりあえずサティルスの悪行の証拠もここにあるし、情報の出し方さえ間違えなければ、こっちの立場が悪くなることは無いんじゃないかなー」

			　サティルスが行方不明になっている今、得た情報を全て明るみにすれば、疑いはフラムやウェルシーに向く。

			　だが資料の中には、彼女が奴隷を拷問の末に殺していた証拠も含まれているのだ。

			　ウェルシーの言う通り、使い方さえ間違えなければ、『サティルスは死んでも仕方のない人間だった』と人々に思わせることは可能だろう。

			　教会との繋がりに関しても同様に――要するに、重要なのは情報を公開する量と、タイミングである。

			「わかりました、そこはウェルシーに任せましょう」

			　リーチも似たようなことを考えていたのか、思ったよりあっさりと納得した。

			　その後、兄妹で部屋を出て外で話し合いを始めたようだ。

			　フラムはミルキットと二人きりになると、彼女の天使のような寝顔を見ながら、包帯の隙間から頬を指先で軽くつついた。

			　そうしているうちに、次第に彼女も眠気に襲われる。

			　まだ朝なのだが、起きた出来事が濃密すぎて疲れてしまったようだ。

			　眠気に抗う理由も無いので、ベッドに突っ伏したまま眠る。

			　二人が起きたのは三時間後のことで、リーチが東区教会から信頼できる修道女を呼んでくれたらしく、ミルキットの傷はほとんど癒えていた。

			


			　◇◇◇

			


			　エターナはさぞ不機嫌にしているだろう――そう想像していたフラムは、おそるおそる玄関を開ける。

			　するとそこには案の定、不機嫌な顔で壁にもたれる彼女の姿があった。

			　フラムとエターナの目が合う。

			　五体満足な二人を見るなり、エターナはほっと息を吐いた。

			　そしてフラムに近づくと、人差し指で額を突く。

			「あいたっ」

			「二人とも、起きたらどこにもいないから心配した」

			　唇を尖らせながら言うエターナ。

			　さらに彼女はフラムの首元に顔を近づけると、すんすんと鼻を鳴らす。

			「……血の臭いがする。リーチの使者から連絡はあったけど、詳しく説明してほしい」

			　服は急いで洗ってもらったのだが、肌に染み付いていたのだろうか。

			「ミルキットが前の主にさらわれてて、取り返しに行ってたんです」

			「さらっと言ってるけど、とんでもない大事件だと思う」

			「私もそう思います。でもまあ、見ての通り、無事に助けられたんで」

			　ミルキットが気まずそうに頭を下げると、エターナは「ふむ」と腕を組む。

			「教会がらみ？」

			　真っ先に疑うのはそこだ。

			　だとすれば、救出したところで安心はできない。

			　次の襲撃がすぐにでも行われる可能性があるからだ。

			「ミルキットがさらわれた件に関しては、関係ありません」

			「だったらまあ……今回は傷も無いみたいだし、何も言わない。でも今後は、わたしのことも頼ってほしい」

			　あの時は、犯人を追いかけることで頭がいっぱいだった。

			　すぐにでも追いかけなければ、二度と助けられないような気がしていたのだ。

			　それに、エターナはまだ寝ていたし、インクを一人にすれば、そちらを狙われないとも限らない。

			　だが実際はエターナの言う通り、声をかけていたほうが早く解決しただろう。

			　彼女の操る水の魔法は、それほどまでに万能で強力なのだから。

			「肝に銘じておきます」

			「そうして欲しい。ところで、お昼ごはんはわたしが作ってみたんだけど、食べる？」

			　居間の方から、微かに香ってくるいい匂い。

			　フラムとミルキットのお腹が、返事代わりにぐぅと鳴った。

			


			　◇◇◇

			


			　その日の午後は、誰も家から外に出ようとはしなかった。

			　夕食も家にある物で作った。

			　エターナの作った昼食も十分おいしかったが、エターナはなぜか「やっぱりおいしい」と少し悔しそうである。

			　英雄に勝てたことに、ミルキットは珍しく誇らしげな表情だ。

			　食後、フラムは半ば強引に、ミルキットと一緒にお風呂に入った。

			　さすがに恥ずかしいのか、彼女にはやんわり遠慮されたのだが、

			「じゃあ脱衣所で出てくるまで座ってるから」

			　と強めに言うフラムに根負けし、結局は折れることになった。

			　だが、それでも恥ずかしいものは恥ずかしいわけで――

			「うわぁ、やっぱミルキットって肌が綺麗だよね。憧れちゃうなぁ」

			　と背中を流されながら言われたり、

			「ミルキットの銀色の髪、本当に素敵。たまに『この子は天使か妖精なんじゃないか』って本気で思っちゃうことがあってさあ」

			　などと髪を触られながら言われると、もう顔は真っ赤である。

			　終いにはそう広くない湯船に二人で入り、肌が密着すると、のぼせなかったのが奇跡だと思えるほど体温は上昇していた。

			　そしてようやく、就寝時間がやってくる。

			　色違いでおそろいの寝間着を纏った二人は、包帯を外し、いつものように軽くじゃれあうと、それぞれのベッドに向かった。

			　部屋の明かりが消え、室内は暗闇に包まれる。

			　フラムはすぐに目を閉じたが、ミルキットはそのままじっとぼんやりと上を見ていた。

			　闇に目が慣れると、少しずつ天井が見えるようになる。

			（――眠るのが、怖い）

			　率直に、そう思った。

			　今日はサティルスに会ってしまった、だから間違いなく昔の夢を見る。

			　きっと、前回よりもっと凄惨で、具体的で、生々しい悪夢を――

			　いっそこのまま眠らずに夜が過ぎるのを待ってしまおうか、などと考えていると、

			「ねえ、ミルキット。こっちに来て、一緒に寝ない？」

			　フラムは布団を持ち上げ、ミルキットを誘った。

			　月明かりに照らされた主の笑顔に、胸がとくんと高鳴る。

			「さ、さすがにそれは。シングルベッドですし、狭すぎると思います」

			「くっつけば問題ないって」

			　先ほどの風呂場同様、誘い文句はいつもより強引だ。

			「でも、どうして急にそんなことを……」

			「ミルキット、寝る前になんだか寂しそうな顔してたでしょ？　本当は一人で寝るのが怖いんじゃないかと思って」

			「……そんなことまで、見抜かれてしまうんですか」

			「見抜くっていうか、私も同じ気持ちだったからね」

			「ご主人様が？」

			「寝てる間にミルキットがいなくなっちゃうんじゃないかと思って。でも、ぎゅーってしとけばその心配は無いでしょ？」

			　ほんの一瞬の出来事で、人は簡単にいなくなってしまう。

			　しかも二度もそれを経験したのだ。

			　次は寝ている間に消えてしまうかもしれない――そんな漠然とした不安が、無性に恐ろしくなることだってある。

			「えっと……本当に、いいんですか？」

			「むしろ私がお願いしたいぐらいです」

			「それでは……お邪魔します、ね」

			　ミルキットは枕を持って移動すると、主の布団に潜り込む。

			　布団の中はすでにフラムの体温で暖かく、それに包まれると、まるで抱きしめられているようで心が落ち着いた。

			　嬉しさと恥ずかしさが半分ずつ。

			　安心はするのだが、胸が高鳴って、むしろ目が冴えてしまいそうだ。

			「もうちょっと寄ったら？」

			　控えめすぎてベッドからずり落ちそうなミルキットの体を、フラムはぐいっと抱き寄せる。

			「あ……」

			「ふふ、ミルキットってばすっごいドキドキしてる。ハグぐらいはいつもしてるでしょー？」

			「そう言ってますが、ご主人様だって……すごいですよ」

			「そ、それは……ほら、ハグと一緒に寝るのじゃ事情が違うっていうか……ねえ？」

			「ふふっ、私と同じなんですね、ご主人様も」

			　至近距離で見るミルキットの笑みは、天使を通り越してもはや女神だ。

			　拝んでしまいそうになる欲求をぐっと抑え込むも、心臓は正直で、さらにどくんどくんとうるさく高鳴る。

			　だがその鼓動も、心地よい。

			　夢への恐怖から逃れられるのは、主の腕に抱きしめられているときだけだ。

			　体温と脈動と匂いが、目をつぶっていてもあなたがそこにいると教えてくれるから、安心してまどろみに身を預けられる。

			「あの、ご主人様」

			「なあに？」

			　ミルキットはサティルスに襲われた時、『助けて』と願った。

			　主が自分を助けに来てくれることを、望んでしまった。

			　結果、フラムは自分を助けてくれたが――あの瞬間、奴隷と主という関係は、完全に壊れてしまったような気がした。

			　いや、元々フラムはミルキットのことを奴隷として扱っていなかった。

			　要するにそれは、奴隷と主以外の関係性を知らないミルキットの都合だったのである。

			　フラムとの間に存在するのがそれ以外の形になってしまったとき、どう接して良いのかわからなかった。

			　だから遠慮して、我慢して、自分の知る範囲に留まろうとしていたのだ。

			　テンプレートをなぞれば、最低限のコミュニケーションは取れたから。

			　しかし、もはやその建前すらも維持ができなくなっている。

			　自らの意思で、テリトリーの外に踏み出すときが来たのだ。

			「えっと……もし、よかったら、なんですが」

			　遠慮がちに、緊張して、口ごもりながらも、

			「明日からも……こうして、一緒のベッドで寝ても、いいでしょうか？」

			　彼女は〝わがまま〟を、フラムに告げた。

			　フラムはミルキットに顔を近づけると、こつんと額を触れ合わせ、にこっと笑いながら言った。

			「私の方から言おうと思ってたんだけどな」

			　フラムはミルキットに対して嘘をつかない、そう無条件で信じられる。

			　だからその言葉は、ミルキットの胸の奥底まで染み込んだ。

			　そして感じる。

			　自分は今、大切な人と同じことを望んでいる――その喜びを。

			「明日さ、一緒に服でも買いにいこっか。破られちゃったしね」

			「はいっ。ご主人様も一緒に新しいのを買いましょう」

			「ミルキットに選んで貰おうかなぁー」

			「自信はありませんが……頑張って選んでみます」

			「ふふふ、楽しみだなぁー。他にミルキットは行きたい場所とかない？」

			「そうですね……じゃあ、美味しいものが食べたいです」

			「美味しいものかぁ、それならちょっと奮発して、高めのレストランなんかどう？」

			「高級レストランですか……」

			「遠慮しなくていいんだよ？　お財布の心配はいらないから」

			「お財布というより、高級すぎると家で真似できなくなってしまうと思うんです」

			「なるほど、そういうつもりだったのね」

			「はい、ぜひとも自分の物にして、どこのお店に行くよりも、私の料理の方がおいしいって思ってもらえるようになりたいんです」

			「んー、だったらとっくにそうなってるけどなー……」

			　二人はベッドで寄り添いながら、明日のお出かけの予定を立てていく。

			　結局、それが盛り上がりすぎてすっかり目が冴えてしまい、寝る時間がいつもより一時間ほど遅くなってしまった。

			


			　◇◇◇

			


			　翌日、二人の間に漂ただよう浮うわついた空気感を、エターナが察知しないわけがなかった。

			　ソーセージを口に運び、半分ほどを口に含み、パリッと咀そ嚼しゃくして、飲み込んで――ぼそりと一言。

			「今日、デートなの？」

			「げほっ、ごほっ！」

			　ちょうどスープを飲み込もうとしていたフラムは、液体が気管に入り込み盛大にむせた。

			　慌ててミルキットが寄り添い、背中をさすりながらコップを手渡す。

			　フラムは水を一気に飲み干すと、ぜえはあと肩で呼吸をしながらエターナをにらみつけた。

			「違いますから！」

			「そういう雰囲気にしか見えない」

			「何言ってるんですか、昨日破れた服を買いに行くだけですよ。ちょっと寄り道はしますけど」

			「それを世間ではデー……」

			「買い物と言います！　大体、私とミルキットが出かけてどうしてデートになるんです、おかしいじゃないですか。ねえ、ミルキット」

			「はい、ご主人様と私はただ買い物に行くだけです」

			　二人はそう言いはったが、エターナは「それをデートって言うと思う……」と不満げだった。

			　もっとも、当の二人には本当にそんなつもりはない。

			　友人でもない、あくまでパートナー。

			　曖昧な関係性だが、しかし今の二人は、それに満足している。

			　強いて言うなら〝家族〟が近く、けれど断言するには二人の関係は熱しすぎていて。

			「……よくわからない」

			　エターナがお手上げ状態になる程度には、微妙で紙一重な状態なのであった。

			


			　◇◇◇

			


			　そしてフラムとミルキットは町へ繰り出す。

			　二人が手を繋いで歩いていると、ミルキットはちらちらとフラムの頭あたりを見ている。

			「なんかついてる？」

			「そのヘアピン、使ってもらえてるんだな、と思いまして」

			「ああこれ？　もちろん使うよ、ミルキットからもらったものなんだしね」

			　先日、ミルキットが手作りして渡したものだ。

			　改めてフラムが付けているところを見ると、今さらながら『戦いの邪魔にならないだろうか』とか『ご主人様に使ってもらうにはファンシーにしすぎたかも』などとネガティブな考えが浮かんでしまう。

			「ほんとかわいいよね、かなりのお気に入りだよ」

			　しかしフラムは上機嫌にそう話す。

			　だったら、素直に気に入ってもらえたことを喜ぶべきだ――とミルキットは自分に言い聞かせた。

			　そんなやり取りを交わしながら、二人が最初に目指したのは、以前ミルキットの給仕服を購入したあの洋服店である。

			　すでに店員に顔も覚えられており、金払いがいいおかげか、最初のように奴隷だからと言って嫌な顔をされることは無くなった。

			　フラムとミルキットは、あれがいい、これがいいと話し合いながら、特に気になるものがあると手にとって、試着室に持ち込む。

			「おー……たまにはこういうのもいいよね」

			「少し地味かな、と思いますが」

			「地味というか、普通って感じ？　でもミルキットが着ると何でも似合っちゃうからずるいと思うな」

			「何でも、ということはありません。あんまり言われると、本気にしてしまいそうです」

			　ミルキットが最初に試着したのは、ベージュのドレスの上から厚手の白いエプロンを纏った、非常にシンプルな給仕服。

			　頭のキャップも、おしゃれと言うよりは、髪の毛が落ちないための機能性を重視していて、色気の類は一切無い。

			　ただ、これはこれで、生活感があるというか、家事をすることに特化していて、味がある。

			「本当に、似合っていますか？」

			　じろじろと眺めるフラムの視線に、ミルキットは不安そうに尋ねた。

			「いつものミルキットはさ、綺麗すぎてよそに取られちゃうんじゃないかって不安があるんだけど、その服を着てると、なんていうか……安心感がある、っていうかな。家庭的って言えばいいのかな」

			　その言葉を聞いて、改めてミルキットは鏡の方を向き、スカートの端をつまんだり、帽子の角度を調整したりして状態を確認する。

			「ご主人様がそうおっしゃるなら、第一候補にしてみますね」

			「うんうん、そうしよう！」

			　ひとまずキープということで、ミルキットは次の服に着替えた。

			「そういえば、ミルキットって意外と、フリルとか多いのが好きだよね」

			「ふりふりのドレスは、かわいいと思います」

			「ってことは、さっきのやつ、あんまりお気に召さなかった？」

			「そんなことはありません。私が選ぶといつも似たようなものになりがちですから、とても新鮮な気分で着られました」

			　話をしているうちに、衣装チェンジが完了。

			　カーテンが開かれる――と思いきや、ミルキットはなぜか顔だけ出してフラムの方を見た。

			　その顔は、首元まで真っ赤に染まっている。

			「こ、これ、ご主人様が、選んだんですか？」

			「うん、さっき話してた通り、フリルが多くて可愛いなーと思ったんだけど……何か問題でもあった？」

			「いえ、その……と、とりあえず、見てください」

			　ゆっくりとカーテンが開き、その全貌が明らかになる。

			「おおう……」

			　それを見た瞬間、フラムは思わず声をあげた。

			　上はまあ、予想通りフリルが多く可愛らしいのだが、問題は下である。

			　スカートが、とにかく短いのだ。

			　ギリギリ下着が見えないぐらいの長さしかなく、ミルキットの、最近肉付きがよくなってきた太ももがあらわになっている。

			　彼女は顔を赤くしながら、必死にスカートの裾すそを握って、脚を隠そうとしていた。

			　その仕草を見ていると、フラムの胸の鼓動はバクバクと高鳴る。

			「ご、ごめんね、まさかそんなにスカートが短いとは思ってなくて」

			「ご主人様が、こういうのが好きなら、えっと……家の中、だけなら、着てもいいですけど……」

			　非常に魅力的な提案だった。

			　しかし首を縦に振った瞬間、フラムは大事なものを失ってしまう気がしたので、ぐっとこらえた。

			「い、いや、無理しなくていいよ。他の行こう、他の！」

			「わかりましたっ」

			　ミルキットはサッとカーテンを閉め、胸に手を当てて「はあぁ」と大きく息を吐き出した。

			　恥ずかしいし、彼女の胸もうるさく鼓動していたが――

			「……でもたまには、ああいうのも悪くないかもしれません」

			　フラムの真っ赤になった顔を思い出し、そんなことを考える。

			　それから数分後、再び新たな衣装がお披露目された。

			　今度は給仕服ではなく――純白のワンピースであった。

			「これも、ご主人様が選んだんですよね」

			「うん……」

			　フラムは、見惚れていた。

			　元から彼女はミルキットに対して清純なイメージを抱いていて、白いドレスなんかが似合うに違いないと思っていた。

			　だが、実際に着せてみると、まさかこうもぴったり合うとは。

			「どこかのお嬢様みたい」

			「言い過ぎですよ、ご主人様。こんなに包帯ぐるぐる巻きのお嬢様なんていませんから」

			　それすら魅力的に見えてしまうのは、間違いなくフラムが彼女を贔ひい屓きしているからなのだが。

			　それでも、仮に素顔を晒さらして今の服を着たとして、すれ違う人々は誰もがミルキットのことを深窓の令嬢だと思うだろう。

			「本当に、綺麗……」

			　思わずそうつぶやいてしまう。

			　今、目に映っている光景を切り抜いて、絵として残したい――柄にも無くそんなことを考える。

			「あの……き、着替えますね」

			　あまりに熱のこもった視線が恥ずかしくて、耐えきれなくなったミルキットは、また姿を消してしまった。

			　そして元々着ていた給仕服に戻り、外に出てくる。

			「どうしましょう、まだ選びますか？」

			「最初の給仕服は買っていいんじゃないかな、と思うんだけど。確か値段も安かったよね？」

			「はい、他の服に比べると」

			　ミルキットは値札を確認しながら言った。

			　ちなみに、最も高額なのは二番目のミニスカートの給仕服である。

			「じゃあそれは決まりとして、あと二枚ぐらい欲しいかな」

			「ご主人様は買われないんですか？」

			「私はこのお店だと、あんまり着る服が無いと思う」

			「たまには、違う雰囲気のご主人様を見てみたいです」

			「……そう？　だったらミルキットが私に似合いそうなやつ選んでくれる？」

			「いいんですかっ？」

			　すると彼女は、実に楽しそうに、活き活きと服を選び始めた。

			　ここまでテンションの高いミルキットは珍しい。

			「そんなに着せたかったんだ……」

			　どんなリクエストをされるのか、フラムは若干不安である。

			　そして一着だけ手渡されると、服を確認する間もなく背中を押され、試着室に入れられた。

			　カーテンの前でニコニコしながら主の着替えを待つミルキット。

			　カーテンの奥で、「えぇ……」と困惑しながら、仕方ないのでそれを着るフラム。

			　カーテンが開く。

			　そして姿を現した彼女は――いかにもミルキットが好みそうな、フリルだらけの給仕服を身に纏っていた。

			「うわあぁ……」

			　頬に手を当てながら、感嘆の声を漏らすミルキット。

			　一方でフラムは、上着の裾を握りながら、顔を真っ赤にしてうつむいていた。

			


			

			


			　まさか給仕服を着るだけでこんなに羞恥心が刺激されるとは、いつも着させている彼女でも予想外だった。

			「似合って、ない、よね……」

			「そんなことありません！　ご主人様、とっても可愛らしいです！」

			　ミルキットは熱弁する。

			　フラムはさらに真っ赤になり、今すぐにでもカーテンを閉めたい衝動に襲われていた……が、ぐっと我慢する。

			　これも、ミルキットのためなのだから。

			「服に着られてる感じがしない？」

			「完璧な着こなしだと思います」

			「いかにも家事ができなさそうな雰囲気があると思う」

			「そのギャップがいいんです！」

			「なんか……ミルキット、いつもよりテンション高くない？」

			「……あ」

			　指摘され、固まる。

			「も、申し訳ありません。浮かれてしまって、つい……」

			　主に好きな服を着せられる機会など、そうそうあるわけではない。

			　いや、フラムの場合、頼まれれば何でも着るとは思うが、ミルキット側からそれを言い出すことは滅多に無いはず。

			　つまり、フラム自身が、『何でも着せていいよ！』と言わない限り、今のようなシチュエーションは実現しないのである。

			「別の服は、また今度ね。ミルキットに喜んでもらえて嬉しいんだけど、そろそろ私が限界だから……」

			「いえいえ、私のことなんて気にせずに、どうぞ！」

			　シャッ、とカーテンが閉まる。

			　そしてフラムは急いで服を着替え、いつものシャツとショートパンツの動きやすいスタイルに戻す。

			　最後に軽く念じると腰にベルトが巻かれ、鏡を見たフラムは一息ついた。

			「ミルキットが喜ぶ顔は見たいけど、この格好のほうがはるかに落ち着くんだよねぇ……うーん、ジレンマだ」

			　フラムは試着室から出ると、さらに二着ほどミルキットの給仕服を選び購入した。

			　そして店を出て、高級レストランに向かうことにした。

			


			　◇◇◇

			


			　中央区の大通りは、相変わらず人でごった返している。

			　フラムはミルキットを雑踏から庇うように、手を繋ぎ少し前を歩く。

			「それにしてもすごい人ですね……日に日に人が増えているような気がします」

			「観光客や商人もどんどん増えてるみたいだね。馬車の往来も多くなって……ほら、馬車のせいで人混みが割れてるでしょ？　あれで流れが詰まっちゃってるみたい」

			　一時期は馬車専用の通路を造る、という話もあったらしい。

			　だが、王国はそれよりも別のことにお熱になっているようで、いつの間にか立ち消えになっていた。

			　通りに限った話ではない。

			　インフラ整備や、施設の修繕、治安の維持――王都は発展しているようで、様々な問題を抱えている。

			　そしてその多くは解決されないまま放置され、少しずつ、民衆の不満は高まっていた。

			「ミルキット、人酔いしてない？」

			「平気です」

			「よし、じゃあちょっと強引に前に進むから、手を離さないようにね」

			　人と人の間を押し開くように進み、前に進んでいく。

			　そしてどうにか、目的である高級飲食店までたどりついた。

			　高級ではあるが、ドレスコードで入店をお断りされるほどの店ではない。

			　もっとも、『奴隷だから』という理由で追い出される可能性はあるのだが――店員は頬の紋章を見ても表情一つ変えない。

			　さすがに教育が行き届いているようだ。

			　だが客の中には、フラムを見て露骨に嫌な顔をしたり、横を通っただけで足を引っ掛けようとする者もいた。

			　もちろん、一般人の脚力で今のフラムを転ばすことなどできず、蹴った側のほうが痛そうにしていたが。

			　二人が着席して少し待つと、ウェイトレスがメニューを持ってくる。

			　それを開いたミルキットは目をまん丸にして、フラムと記された値段を交互に見た。

			「好きなのを選んでいいからね」

			「そ、それでは……」

			　そうは言われても、ミルキットは高い料理を頼めるような図太い神経を持ち合わせていない。

			　かといって安いのを頼むと連れてきてくれたフラムに失礼なので、ほどほどに高い――要するに本当に食べたかったものを注文した。

			　次に、フラムはミルキットが頼んだものよりも高い料理を注文する。

			　そして出てきた料理の芸術作品のような盛り方に驚き、口に運んでは舌鼓を打ち、味を盗もうと眉間に皺しわを寄せて唸うなるミルキットにフラムが笑ったりして、あっという間に食事の時間は過ぎていく。

			　会計はそこそこの値段だったが、二人は値段以上の満足感を得て店を出た。

			「ふうー、食った食ったぁー」

			「とてもおいしかったですね、あれを家で再現するのはなかなか大変そうです」

			「あんな味を楽しんだ上に、あとでもう一度ミルキットが作ってくれるなんて、一度で二度おいしい昼食だね」

			「あまり期待しないでくださいね？　さすがにプロの味には敵いませんから」

			「何を言うんだいミルキットくん、何度だって言うけど君の作る料理は天下一品だよ」

			「くん……？」

			　テンションが上がりすぎて、思わずフラムは妙な口調で喋ってしまう。

			「あはは、次はどこ行こっか。まずは花の種でも見に行く？」

			　陽気なフラムの頭の中で、幸せなデートプランがぐるぐる回る。

			　アクセサリー店に行って先日のお返しを買ってもいいし、朝とは別のお店で雰囲気の違う服を着せ合うのもいい。

			　あとは市場を覗いて呪いの装備が出回っていないか探してみたり、台所用品を見たり、最後は今日の夕食の材料を買い込んでもいいかもしれない。

			　今日はサティルスの一件を少しでも頭から消し去るために、思いっきり楽しむつもりだった。

			「ご主人様と一緒ならどこへでも。きっと、どこだって楽しいですから！」

			　ミルキットだってフラムほど表に出ないだけで、十分うかれていた。

			　今日はご主人様の気遣いに甘えて、小難しいことをうだうだと考えずに遊びたおすつもりだったのだ――少なくとも、その瞬間までは。

			「え……？」

			　歩いていたミルキットはある方向を見たまま、ぴたりと足を止めた。

			「……ん、どしたのミルキット。急に止まったりして」

			　手を繋いでいたので、当然フラムの足も止まる。

			　そしてミルキットと同じ方向を見て――彼女も同じように固まった。

			　ひしめき合う人々の波。

			　その隙間から、まるで一人だけ別の空間にでもいるように、やけにくっきりとその姿は見えた。

			　コサージュが並ぶ派手なドレスの上から、ファーの付いた赤いコートを羽織り、指先は鮮やかなネイルに彩られ、大きな宝石の付いた指輪をいくつも付けている。

			　髪は、様々な色が混ざりあったオパールヘア。

			　そして顔には、一度見たら忘れられない、けばけばしいほどの濃い化粧。

			「な……ん、で？」

			「おかしいです……だって、あの人は、ご主人様が殺したはずじゃ！」

			　否定したところで現実は変わらない。

			　そいつは確かに生きていて、幽霊でもなく自らの両足で歩き、喋り、笑っている。

			「サティルス・フランソワーズ……！」

			　フラムがその名を呼ぶと、聞こえていたのか、はたまた偶然か、一瞬だけ二人の視線が交錯した。

			　白い歯を見せ笑うサティルス。

			　ぞくりと、フラムの背筋に悪寒が走った。

		

	
		
			

			


			　サティルスは、まるでフラムたちの存在に気づかなかったかのように、その場を離れていく。

			　しばし呆然としていた二人だったが、このまま逃がすわけにはいかない。

			「追いかけよう！」

			「は、はいっ！」

			　尾行を開始すると、サティルスは従者とともに、中央区にある自らが経営する商店を見て回っているようだった。そしていくつかの店を回った後、教会と絡むこともなく、あっさりと東区にある自宅に戻ってしまった。

			　フラムは直接問いただすことも考えたが、罠の可能性もある。

			「まずは、エターナさんに相談したほうがいいかもね」

			　屋敷の近くにある曲がり角から、入り口を覗き込みながらフラムはつぶやいた。

			　そして、ぎゅっと自分の腕にしがみつくミルキットの頭をぽんぽんと撫でる。

			　彼女の顔は青ざめている。

			　せっかくもう悪夢を見ないで済むはずだったというのに――

			「まったく困っちゃうよ、いくら金持ちだからっていきなり生き返るなんて」

			「やはり……本物、ですよね。よく似た別人だと思いたいのですが」

			「はっきりとした証拠があるわけじゃないけど、あの〝目〟は本物だと思う。ミルキットはどう感じた？」

			「私も、本物だと思います。見ていると肌に貼り付くような、嫌な感じがします」

			　非常に抽象的な感覚だが、それは逆に言えば複製不可能な、本人でなければ出せない空気のようなものだ。

			　ある意味、物証よりも明確に本人であることを示している。

			「あれだけ徹底的に殺したんだから、生き残ったなんてことはありえない」

			「そうなると、やはりオリジンコアでしょうか」

			　教会に存在する三つの研究チーム。

			　そのいずれかに関連しているとすれば、可能性が高いのは――

			「ネクロマンシー、かな」

			「正解だよ、お姉さん」

			　フラムの言葉に相槌を打ったのはミルキットではなく子供の声だった。

			　その気配に覚えがあったフラムは、振り返ると同時に魂喰いを引き抜き、振り払った。

			「おっと。いきなり過激なご挨拶だね！」

			「ひ……」

			　彼の姿を見たミルキットが、引きつった声をあげた。

			「ネクトッ！」

			「あ、名前覚えててくれたんだ。嬉しいなあ」

			　現れたのは、白いシャツを着た、十歳に満たぬ少年――螺旋の子供たちスパイラル・チルドレンの一人、ネクト・リンケイジである。

			　彼はフラムの殺気を受けても、生意気にへらへらと笑っている。

			「うかつなんじゃない？　ただでさえガディオさんに追い詰められて余裕が無いってのに、こんな白昼堂々出てきちゃってさ」

			「余裕が無い？　あははっ、そんなわけないじゃん。僕らもマザーも、変わらず順調に研究を進めているよ。むしろ、インクみたいな失敗作がいなくなってやりやすくなったぐらいさ」

			「強がりを……！」

			　フラムはミルキットをかばうように前に出て、ネクトと対たい峙じする。

			　だが一向に、彼から攻撃を仕掛けてくる様子はない。

			「まあまあ、そんな猛犬みたいに噛み付かないでさ、落ち着いて僕と話をしようじゃないか。言っておくけど、今日は別に戦いにきたわけじゃないんだ」

			「話が通じる相手だとは思わないんだけど」

			「僕を他のチームが作り出した化物と一緒くたにしないでくれよ。僕らチルドレンは幼少期からコアを使い続けているから、なじんでるんだよ。僕は僕だし、オリジンパパに従うだけの人形じゃあない」

			　確かにネクトの喋り口調はちょっと生意気なただの子供のものだ。

			　それに、いくら装備を整え強くなったとはいえ、ガディオが倒しきれなかった相手と、ミルキットを守りながらまともに戦えるとは思えない。

			　ここで感情に任せてやりあうべきじゃない――そう考えた、フラムは一旦剣を下ろした。

			「話が通じる相手でよかったよ」

			「くだらないこと言ってないで、用事だけ聞かせて」

			「じゃあ簡潔に。僕と手を組まない？」

			　予想外の提案に、固まるフラム。

			「言っておくけど、からかってるわけじゃないから。ここからの話は、お姉さんたちがキマイラやネクロマンシーの存在を知ってること前提で進めるけど、構わないよね」

			「……聞くだけは聞いてあげる」

			　にらみつけられ、ネクトは肩をすくめた。

			「やれやれ、まあ聞いてもらえるだけ上出来か。教会にはオリジンコアにまつわる三つの研究チームがあるけど、なんでこれを一つに統一しなかったか、お姉さんにはわかる？」

			「競争させるため？」

			「正解！　いやあ、意外と頭回るんだね。もっと猪突猛進な本能で動くタイプだと思ってたけど。ま、そういうわけでさ、僕らと他のチームは仲が悪いのさ。当然だよね、最終的に三つのうち二つのチームは切り捨てられる運命にあるんだから」

			「ライバルであるネクロマンシーを潰すために、私と手を組みたい、と」

			「理解が早くて助かるよ。どうかな、悪い話じゃないと――」

			「断る！　ミルキットをさらった、あんたの提案に乗る理由が無い！」

			　最後まで聞くまでもなく、フラムはきっぱりと言い切った。

			　すぐそばにいたミルキットが突如消える恐怖を、彼女ははっきりと覚えている。

			　実際にさらわれたミルキットは、それ以上に彼を恐れているだろう。

			　そんな相手と手を組むなど、馬鹿らしい。

			「嫌われたもんだなあ。あれはさ、あのデインってしょーもない男に頼まれてやったわけ。僕はそこの包帯のお姉さんがどうなろうが興味は無かった」

			「そういう感覚が嫌なの。『オリジンの声を聞きながら意識は乗っ取られてない』って言ったけど、根っこにある価値観や倫理観が歪んでるんじゃ、それ以上に深刻でしょうが！」

			「そうかなぁ……お姉さんがそう言うならそうなのかもね。僕、あんまりこうして外の人間と話したこと無いからさ、よくわかんないんだよね、自分がどう歪んでるかなんて」

			「納得してくれたんならよかった、じゃあ私たちもう行くから」

			　フラムは一方的に話を打ち切り、ミルキットの手を引いてその場を離れようとした。

			　するとネクトが二人の背中に向けて、わざとらしく大きめの声で言い放つ。

			「もしかして、エターナ・リンバウに助言を求めるつもり？　今はやめといたほうがいいと思うけどなぁー」

			「……どういうこと？」

			「僕らが何かしたって話じゃあないんだ。でもさ、考えてもみなよ。あのサティルスって女、コアを仕込まれて生き返ったんだろう？　明らかにネクロマンシーの仕業だ。これまではこそこそ見つからないように動いてたくせに、こんなにもわかりやすく君に挑戦状を叩きつけてきた！　だったら、他の英雄サマにも奴らの魔の手は迫ってるって考えるのが自然だとは思わないかい？」

			「くっ……ミルキット、掴まって！」

			「わかりましたっ！」

			　フラムはミルキットを抱き上げ、全速力で家に向かって走り出す。

			　ネクトはひらひらと手を振って二人を見送り、そして姿が見えなくなった瞬間に動きを止めた。

			　表情からも生意気な笑みが消え、重苦しくため息をつく。

			「はぁ……最初はこんなもんか。いや、ひょっとすると見抜かれてたのかもねぇ。お姉さんが言うところの〝価値観の歪み〟になるのかな、これは」

			　彼はフラムが去っていったのと逆を向いて、目を細める。

			「でも嘘はついていない。僕はちゃんと言ったはずだ、他の英雄サマに魔の手が迫ってる、ってね」

			　別に騙だます意図があったわけではない。

			　ただフラムと手を組みたいネクトにしてみれば、彼女が追い詰められたほうが都合がいいだけの話だ。

			


			　◇◇◇

			


			　ガディオは、予定より早くギルドでの雑務を終え、帰路についた。

			　冒険者の集うギルドならば、教会の手がかりとなる情報も手に入るのではないか――そんな算段もありギルドマスターの業務を引き受けたが、今のところ成果はあがっていない。

			　相手は王国を支配しようとしている巨大組織なのだ。

			　そう簡単に尻尾は掴めないことは承知の上だが、若干の焦りはある。

			　だが無計画に突っ走っても仕方ないと、ひとまず今日はケレイナとハロムのために時間を使うと決めていた。

			「慣れてないことしてしまったな……」

			　そう独りごちたガディオの手には、ケーキの入った箱がさげられている。

			　明らかに浮いた姿を思い出し、羞しゅう恥ちする

			　恥ずかしい思いをしてまで誰かのプレゼントを買うのは、ティアに贈り物をしたとき以来だ。

			「ケレイナとハロムが喜んでくれるといいんだがな」

			　彼だってわかっているのだ、いつまでも妻であるティアや、親友であるソーマたちの死を引きずってはならない、と。

			　しかし、最大の問題はガディオ自身が納得できるかどうかだ。

			　最愛の女性や親友、仲間たちを見捨てて逃げた臆病者――そんな自責の念を捨てきれない限りは、前には進めない。

			　だが同時に、少しでもケレイナとハロムの期待に応えたい、とも思っている。

			　二人のために買ってきたケーキには、彼なりの覚悟が込められていた。

			　ちなみに、ガディオがそのケーキ屋を選んだきっかけは、かつて旅の途中にフラムから勧められたからだ。

			『キリルちゃんと一緒に食べに行ったんです。すっごくおいしかったですよ！』

			　あのときの彼女の目は、旅で疲れているはずなのにキラキラと輝いていた。

			　どう見てもケーキを食べそうにないガディオにそこまでおすすめするほどだ、さぞおいしかったのだろう。

			　――そんな出来事を思い出しているうちに、玄関にたどり着いていた。

			　すると、彼が触れるより前に、扉が内側から勢いよく開く。

			「はぁ……はぁ……ガ、ガディオ、やっと帰ってきたんだね！」

			「ああ、ハロムにと思ってケーキを買ってきたんだが」

			「あ、ありがと……でも、でもっ、それどころじゃないんだよ！」

			　ケレイナの様子は尋常ではない、ハロムの身に何か起きたのだろうか。

			　ケレイナは腕を引いてガディオをどこかに連れて行こうとしたが、「あ……」と声を上げてその場で立ち止まる。

			　彼も前に立つ人物を見て――同じく、凍りついた。

			「おかえり……ってそっか、この場合は逆だよね」

			　彼女は、よく響く明るい声で言う。

			「ただいま、ガーくんっ」

			　浮かべる満面の笑みは、六年前から変わっていない。

			「ティア、なのか」

			　ガディオを逃がすために命を落とした、誰よりも愛おしい女性――いるはずの無い最愛の妻が、そこに立っている。

			


			

			


			「もちろん！　どっからどう見てもあたしだよ。ガーくんの相棒兼奥さんの、ティア・ラスカットですっ」

			　喜ぶよりも前に、頭が真っ白になった。

			「そんな、馬鹿なことが……」

			　確かに彼女が死んだ場面を、自分は見たはずだ。

			　なのに、なぜか、ティアは生前の姿で、そこに立っている。

			　異常だ、受け入れてはならない光景だ。

			　脳内に警告が響き渡る。

			　冒険者として鍛えられてきた理性が『近づくな』とけたたましくアラートを鳴らす。

			　しかし、そんなものを吹き飛ばす歓喜が、時間差でガディオの頭の中を埋め尽くしていった。

			　その手から、ケーキの入った小箱が落ちる。

			　気づけば彼は、ティアの体を力いっぱい抱きしめていた。

		

	
		
			

			


			「苦しいよ、ガーくん」

			　太い両腕で抱きしめられたティアは、嬉しそうに微笑む。

			「……ティア」

			　ガディオは万感の想いをこめて、彼女の名前を呼んだ。

			「ん、そんなに寂しそうに言わなくても、あたしはここにいるよ」

			　彼女もまた、彼へのあふれんばかりの愛情を込めて答え、背中に腕を回した。

			「ティア……ッ」

			「んっへへ、シャイなガーくんからこんな熱烈なハグを受けるなんて、生き返ってみるもんだね」

			　腕の中に、確かにその感触があった。

			　これだけはっきりと実体が存在するのに、夢であるはずがない。

			「でもそろそろ……ちょっと、本気で苦しくなってきたかも……ギブギブっ！」

			　ぼふぼふ、とガディオの背中を叩くティア。

			　我に返った彼は腕の力を緩め、今度はティアの肩を掴んで正面から顔を見る。

			「ずいぶんとたくましくなったね。六年って言われてもピンと来なかったけど、ガーくんの顔を見たら嫌でもわかっちゃう」

			「ティアは、変わらないな」

			　言いながら、彼女のほんのり赤らんだ頬に手を近づける。

			　その指先は震えていた。

			　まるで、今にも崩れそうな砂像に触れるかのように。

			　そして人差し指が当たると、指先に絹のようになめらかな感触が返ってきた。

			　何度確かめても信じられないが、死んだはずのティアが、目の前に存在している。

			「でも、このあったかさは変わってないね」

			　ティアは頬に触れた大きな手に、自らの手のひらを重ねた。

			　目を細め、彼女もまた、ガディオが自分の目の前にいることを確かめているようだ。

			　その空気感が、他者には近寄りがたい、二人だけの世界を作り上げていた。

			　ケレイナはそんな彼らの様子を、少し離れた場所から複雑な表情で見つめる。

			　しばらくそれが続くと、ティアは名残惜しそうにゆっくりと手を離した。

			「色々伝えたいこともあるし、中に入ろっか」

			　彼女はくるりと振り返り、ケレイナに問いかける。

			「あたしの部屋ってどうなってる？」

			「あ、ええと……当時のまんまだよ、ちゃんと掃除もしてある」

			「そっか、ありがとねケレイナ。じゃあ、あたしの部屋でお話しよ？」

			　ガディオはティアに手を引かれ、家の中に入っていった。

			　二人の背中を、ケレイナはただ見送ることしかできない。

			　頭が理解を拒む。

			　教会の実験すら知らない彼女は、その理由を推すい察さつすることすらできず、孤独に二人の後ろ姿を見送るしかなかった。

			


			　◇◇◇

			


			　ある地方に、とても綺麗な実をつける木が群生していた。

			　しかしその実には毒があり、食べれば、少しずつ少しずつ体は蝕まれていくことを、その地域に住むものは誰もが知っていた。

			　だがある男は、友人との度胸試しをするために、その実を一つ食べてしまった。

			　それで度胸は示され、男もひとまず腹を下すだけで済んだのだが、なぜか彼は毎日実を食べ続けた。

			　周囲の人々が忠告しても男は食うのを止めようとはせず、結局は毒が原因で血を吐いて死んでしまったらしい。

			　なぜ彼は、そうなるとわかっていたのに、摂取を控えられなかったのか。

			　単純な話だ。

			　その木の実は、非常に甘美な味で、彼は虜とりこになってしまったから。

			　ガディオは、かつてロウから聞いたそんな話を思い出していた。

			　当時のガディオは『馬鹿な男だ』と笑って流したが――さて、今の彼に、男を笑う権利などあるのだろうか。

			「むーう、しっかしワイルドになっちゃったねえ、ガーくん」

			　屋敷にあるティアの自室。

			　彼女は、ソファに座る彼の膝の上に腰掛け、その顔にぺたぺた触れていた。

			　以前から彼に甘えるときはいつもこの体勢だった。

			　とはいえ、ここまで親密な関係になれたのは彼女が死ぬ一年ほど前のことで、そう長い期間ではなかったが。

			「昔の細くて爽やかだったガーくんもいいけど、今のガーくんもこれはこれで素敵だね。面影は残しつつも、守られ甲斐のある立派な大人の男になったって感じ。さすがあたしの旦那様だっ」

			「そうか？」

			「うん、そーだよ、間違いない。あたしがそう思ったんだし」

			　そう言って、厚い胸板にしなだれかかる。

			　ガディオは自然と、彼女の背中に腕を回していた。

			「あたしにとってはほんの一ヶ月前の出来事なのに、もう六年も経っちゃったんだね」

			「屋敷は変わっていなかっただろう」

			「うん、この部屋とか、びっくりするぐらいそのままだった。でも、王都の町並みとか、生きてた人たちとかは、みんな変わっちゃってる。ケレイナもだし、ハロムちゃん……だっけ。ソーマとの子供が、あんなに大きくなってるとは思わなかったな」

			　ティアは寂しげに言った。

			　空白の六年間は、もうどうあっても埋めることはできないのだ。

			　そんな彼女を見て、ガディオは少しずつ警戒を緩めていく。

			　彼女には感情がある、ぬくもりもある。

			　これがティアでないと言うのなら、何を信じればいいのだ。

			「それにあたしも……変わっちゃってるんだよね」

			「生き返った、と言っていたな。何があったんだ？」

			　本当は聞きたくなかった。

			　だが、ありえないことが起きている。

			　そして、ほぼ間違いなく教会の手によるものだということは、否定しようの無い事実である。

			　ならば問いたださないわけにはいかない。

			　そして場合によっては――自らの手で彼女を殺すことも、考えなくてはならない。

			「あたしもよくわかんないんだけど、オリジンコアっていうのを、死んでたあたしの体に埋め込んだんだって」

			　予想はしていたが、その名前が出てきてしまった。

			　ガディオは拳を握りしめ、絞り出すような声で言った。

			「やはり、そう……なのか」

			「その口ぶりだと、ガーくんはオリジンコアのこと知ってるんだ。じゃあ説明は省いていいのかな。とにかく、その不思議な力を制御して、弱めて、あたしの体が化物にならないように調整できたから、やっと外出許可が出たの」

			　それがティア自身の口から語られたことは、ガディオにとってかなり意外だった。

			　教会の罠だとするのなら、都合の悪いことは隠すはず。

			　いや、逆に虚きょ偽ぎの情報を堂々と明かすことで、彼の油断を誘おうとしているのだろうか。

			　意図が読めず――ガディオの眉み間けんにしわが寄る。

			　ティアはそんな眉間をじーっと見つめると、人差し指を伸ばし、触れ、しわをぐにぐにと弄った。

			「まーた難しい顔してる。せっかく再会できたんだから、もっと笑って欲しいな」

			「そうもいかない、オリジンコアは危険なものだ。俺たちのチームを壊滅させたあのモンスターだって、コアによって強化された化物だったんだぞ？」

			「それもダフィズさんから聞いてる。当時はまだ制御が甘かった、って。だからって納得できることじゃないけど、こうして生き返った以上は何も言えなかった」

			「ダフィズ・シャルマス……やはり、ネクロマンシーなんだな」

			「それも知ってるんだね。眼鏡をかけてて、いつも白衣を着てる、ひょろっとした男の人だよ。その人自身も、死んじゃった奥さんを生き返らせたんだって」

			　一を聞けば、十が返ってくる。

			　この調子だと、研究所の居場所も聞けば答えそうなほどだ。

			「なんで全部話すんだ、って顔してる。あたしがガーくんに隠しごとをする理由なんて無いでしょ？　それに、ダフィズさんからも何も隠さないでいいって言われてるし」

			「意味がわからない。どういうつもりなんだ……教会の連中は、何の目的があってティアを蘇らせて、わざわざ俺に会わせた？」

			　ガディオはいらだっている様子だ。

			　そんな彼を前にしても、ティアは落ち着いた様子で微笑みながら言葉を紡ぐ。

			「他の研究チームがどうかはしらないけど、少なくともネクロマンシーの目的は――死者を蘇らせること、それだけだから。大切な人が死んで悲しんでる誰かがいるなら、救ってあげたい。ダフィズさん自身も同じ思いをしたから。本当に、それだけなんだと思うよ」

			　ティアが、嘘をついているようには見えない。

			　少なくとも、生前の彼女を知るガディオには、そう思えた。

			　確かにオリジンコアは、制御さえできれば、今まで人類が諦めてきた奇跡を起こせるだけの力がある。

			　その成果が、彼の目の前にいるティアなのだとしたら――

			「……駄目だ、俺にはまだ信じられない」

			　ガディオはそう言って、首を横に振った。

			　そんな彼を見てティアは悲しそうな表情を見せたが、すぐに笑顔に戻る。

			「一回で受け入れてもらうのは難しいだろう、ってダフィズさん言ってた。そりゃそうだよ、ガーくんだけじゃなく、ケレイナにとっても、六年も死んでたんだし。それでいきなり帰って来られても困っちゃうよね」

			「すまない……俺だって、できることなら素直に喜びたいんだ」

			「謝らないでよお。でも、また会ってくれるよね？」

			「また？　どこかに行ってしまうのか？」

			「まだあたしの体は細かい調整が必要なんだって。気を抜くとオリジンに体を乗っ取られちゃうかもしれない、って。だから、あと二時間ぐらいしたら一旦研究所に帰らないと」

			「そうか……」

			　名残惜しい、ガディオはそう思ってしまう。

			　どんなに自分に〝教会の罠だ〟と言い聞かせても、目の前にいる彼女は、確かに自分の死んだ妻であるティアなのだ。歓喜を抑えられない。

			「ここで寂しそうな顔をしてくれるガーくんが、あたしは大好きですっ。そのうち調整が終わったら、ちゃんと一緒に暮らせるようになるって聞いてるから、それまで我慢しててね。あ、でも時間が来るまでは、こうしてくっついててもいい？」

			「そこまでは拒まないさ」

			「ふふ、よかった。ガーくんは相変わらず優しいね」

			　穏やかな、夢のような時間が流れる。

			　ガディオの胸に渦巻く不安は、まだ消えない。

			　しかし彼女のぬくもりを感じるたびに、確かに、確実に薄れている。

			　危険だ。だが、リスクの代償に得るものが、あまりに大きすぎる。

			　浸れば浸るほど、ガディオは甘やかな沼から抜け出せなくなっていった。

			


			　◇◇◇

			


			　ケレイナはガディオが落とした箱を、台所で開いた。

			　中身は、二人分のケーキ。

			　もちろん彼が自分のために買うはずもなく、誰のために用意されたものかなんて、考えるまでもない。

			　下唇を噛む。

			　悔しいのか、悲しいのか、ケレイナ自身にもよくわからなかった。

			「ねえママ、あの人は誰なの？」

			　いつの間にか隣にいたハロムが母に問いかけた。

			「ガディオの奥さんさ」

			「パパの、奥さん？　ママがなるんじゃなかったの？」

			　そんなことを言ったことはない。

			　しかし、着実にその方向に進んでいる空気はあって、ハロムはもちろん、ケレイナだって期待というか――確信めいたものを抱き始めていた。

			　すぐは無理でも、一年後……いや、二年後には、自分はガディオと結婚できるのではないか、と。

			「本物の奥さんが戻ってきたんじゃ、あたしの出番はないよ」

			「本物？　ママは偽物だったの？」

			「……っ」

			　悪意の無いハロムの言葉が、ケレイナの胸に突き刺さる。

			　言葉のチョイスが悪かった。それは本物や偽物という言葉で表せるものじゃない。

			　ケレイナの想いだって、真実だったはずなのだから。

			　しかし、二度目で、二番目だ。

			　傷を舐め合う二人の、妥協案に過ぎない。

			「ねえ、ハロムのパパは、あの人がいたらパパになってくれないの？　だったら、ハロムあの人いらない！」

			「こらハロム、そんなこと言ったら――」

			「だってあの人、怖いよ！　ママの方がずっと素敵だもん！」

			「あぁ、もう、素敵とか言われたら怒るに怒れないでしょうがっ！」

			　ケレイナはしゃがみ込むと、ハロムの頭を撫でながら言った。

			「ティアはいい子なんだ。きっとハロムも、お話ししたら気にいるはずさ」

			「ぜったいにムリ」

			「やる前から決めつけちゃいけないよ、人ってのは……」

			「ちがう、ちがうのママ、ハロムが怖いのは嫌いだからじゃないの」

			　ハロムは嫌がっている――と言うよりは怯えた表情をしていた。

			　不穏なものを感じたケレイナは、頭ごなしに否定せずに、彼女の言葉に耳を傾ける。

			「あの人、からっぽなの」

			　抽象的な言葉に、ケレイナは首をかしげる。

			「空っぽ？」

			「笑ってるけど笑ってない、楽しそうだけどぜんぜん楽しそうじゃない」

			「んん？　ごめんハロム、ママにもわかるように言ってくれないかな」

			「……うまく言えない。わかんないから。でも、ハロムはそう思ったの！」

			　子供の感覚というのは、大人には理解できないもの。

			　単純にティアと相性が悪いのだろう――しかし実際に話せば、ちゃんと懐いてくれるはず。

			　なぜなら、どこに行ったって子供に懐かれるのはいつもティアの方で、以前は今よりずっとガラの悪かったケレイナは、怯えられる側だったから。

			　彼女はハロムの言葉を深く考えず、改めて頭を撫でると、

			「とりあえず、ガディオが買ってきてくれたケーキでも食べる？」

			　と笑いかけた。

			　ハロムはまだ不安げな表情を浮かべていたが、食欲には抗えず、こくりと首を縦に振った。

			


			　◇◇◇

			


			　ネクトと別れたフラムは、ミルキットを抱えたまま王都を駆け抜ける。

			　衆人の視線を引こうが気にも留めず、ただひたすらに最短距離で目的地へ到着することだけを考えた。

			　そのまま自宅に到着すると、勢いを緩めず家に飛び込み、大きな声を響かせる。

			「エターナさん、大丈夫ですかっ！」

			「……いきなりどうしたの？」

			　そしてダイニングでくつろぐエターナを見つけ、ほっと胸を撫で下ろした。

			「はあぁ……良かったです。さっき、ネクトが現れたんですよ。それでエターナさんに危機が迫ってるって……でも、無事みたいで安心しましたぁ……！」

			　フラムはへなへなと崩れ落ちた。

			　いくら体力が向上していても、人を抱えて全力疾走すればそれなりに体力は使う。

			　ミルキットは洗面所からタオルを取ってきて、汗ばんだフラムに手渡した。

			「チルドレンの？　またどうして」

			「それがですね、『ネクロマンシーを潰すために手を組もう』って言われたんです。チルドレンと他のチームは敵対してるから、って。もちろん断ったんですが。にしても……はぁ、まんまとネクトに騙されたみたいですね」

			　室内を見回しても、争った形跡などは見られない。

			　エターナに危機が迫っているというのは、ネクトがフラムをおちょくるために言った嘘だったのだろうか。

			「会ったっていうのはどこで？」

			「東区にあるサティルスの屋敷の近くです」

			「またなんでそんなところに。今日はミルキットとデートしていたはず」

			「ですからデートというわけではないので……」

			　頬を赤らめ、控えめに否定するミルキット。

			「それが、生き返ったサティルスと大通りで遭遇したんですよ！　たぶんこの前ガディオさんから聞いた〝ネクロマンシー〟がやったんだと思います」

			「そう、ネクロマンシーが……サティルスを……」

			　目を伏せ、まるで落ち込んだような表情を浮かべるエターナ。

			　思っていたのと違う反応に、フラムは首をかしげた。

			「えっと……まずは一旦エターナさんと相談したほうがいいと思って帰ってきたんですが、どうしますか？　泳がせて後をつけることも考えたんですが、どうも教会は私たちの反応を見越した上で、あいつを蘇らせた気がするんです。だとすると、尾行されるリスクは織り込み済みですよね」

			「確かに、そうかもしれない……」

			　エターナの歯切れの悪い言い方に、ミルキットも首をかしげる。

			「……」

			　さらに彼女はそのまま黙り込んだかと思うと、ふいに立ち上がった。

			「エターナさん？」

			「考えたいことがある。少し外に出てくる」

			「へ？　えーっと……はい、わかりました、いってらっしゃい」

			　暗い表情で家を出ていくエターナ。

			　フラムとミルキットは玄関の扉が閉まる音を聞くと、今度は見つめ合って、同時に首をかしげた。

			「エターナさんの様子、おかしかったですね」

			「うん、ネクトとサティルスの話がそんなにショックだったのかな。それとも……私が気付いてないだけで、何か起きてたとか」

			「実はさっきから気になってたんですが、棚にあるグラスの位置がいくつか変わってるんです」

			　言われてフラムは棚を見たが、あまりに些さ細さいな変化で、見たところで彼女にはわからなかった。

			「エターナさんとかインクが使ったわけじゃなく？」

			「数は三つですから、二人で使ったにしては違和感があります」

			「んー……誰かがここに来て、エターナさんがお茶を出したかもしれないってことか。インクに聞いてみよっか、二階でも音は聞こえるだろうし」

			　二人は二階に移動する。

			　インクはまだ部屋から出ることは許可されておらず、扉越しに話すことしかできない。

			　フラムがドアをノックすると、中から「はーい」と気だるそうな声が聞こえてきた。

			「ただいまインク」

			「ただいまです」

			「おかえりー！　デートは楽しかったー？」

			　エターナと似たようなことを言うインクに、がくっと崩れるフラム。

			「だからデートじゃないっての……」

			「あははっ、そうだったのー？」

			　病み上がりとはいえ、扉越しとは思えないほどインクの声ははきはきしている。

			　術後の経過はかなり順調のようだ。

			「その話はいいから。ところで、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

			「あ、ひょっとしてお客さんの話？　それならあたしは誰が来たのかは知らないよー」

			　それを聞いて、ミルキットは「やっぱり……」とつぶやく。

			「それは仕方ないよね。ここからじゃ、せいぜい誰かが動いてる音ぐらいしか聞こえないはずだし……」

			「ううん、話は聞こえるよ？　あたし耳いいから。でもそのときは寝ちゃっててさ、ちょうど起きたのが話が終わって帰ろうとしてるタイミングだったの」

			「えっと……じゃあ年齢とか、人数はわかるってこと？」

			「大人の男の人が一人、あとおじいさんとおばあさんが一人ずつだったと思う」

			「三人か……」

			「グラスの数と一致しますね」

			「おじいさんとおばあさんは、エターナとかなり親しそうだったよ」

			　インクは心なしか寂しそうに言った。

			　フラムは、王都にエターナの知人がいるという話を聞いたことが無かった。

			　いや、それどころか彼女がどういう経緯で王都に呼ばれたのかも、何者なのかもはっきりとは知らない。

			　外見は自分と同じぐらいだが、話してみると年上に思えて、魔法の腕も知識も明らかに十代のそれではない。

			　他にもすでに失われたはずの薬草の扱いや医術に長けていて、知識量は学者をも凌りょう駕がするほどだ。

			「あたしに聞きに来たってことは、エターナはフラムたちにも話さなかったんだ」

			「インクさんにも黙っていたんですか？」

			「隠すなら堂々としておけばいいのに、かなり気まずそうにしてね。エターナ、隠し事は向いてないと思う」

			　先ほどフラムと話したときと同じだ。

			　エターナなりに葛藤していて、それはつまり――打ち明けるか否かで悩まなければならないような出来事が起きた、という意味でもある。

			「本人に直接聞いたほうがいいんでしょうか……」

			「いや、エターナさんは私たちに話さなくていいって判断したってことだよね。だったら、話してくれるのを待とう」

			「フラムは優しいね」

			「そういうんじゃなくて、単純に私よりエターナさんのほうが、ずっと頭がいいと思うから。きっとそれが正しいんだよ」

			「だからそういうとこが優しいと思うんだけど」

			「私もそう思います」

			「ほ、褒めても何も出ないからね？」

			　確かにフラムに出せるものはなかったが、恥じらう顔を見られただけで、ミルキットはお腹いっぱいだった。

			


			　◇◇◇

			


			　家から出たエターナは、東区の路地を歩く。

			『肉親の死を乗り越えて人は強くなると言います。ですが、死なないのなら、それに越したことはない。僕はそう思うんです』

			　思い出すのは、さきほど家にやってきたとある男が語った言葉だ。

			　彼――ダフィズ・シャルマスは、エターナの親代わりだったキンダーとクローディアを引き連れ現れた。

			　少し前にインクに話したとおり、二人はとっくに死んでおり、墓参りだって済ませてある。

			　つまり、サティルス同様にオリジンコアで蘇生されていたのだ。

			『僕にはスージィという幼馴染がいました。内気で家に引きこもりがちな僕とは対照的に、彼女は非常に活発で活動的な女性でして、お互いに惹かれ合ったのは奇跡だったのかもしれません。僕と彼女は幼いうちに結婚の約束をして、自然と恋人同士になっていました。それは互いが大人になってからも変わらず、仕事で一人前になったら正式に結婚しよう――と、当時の僕達は、明るい未来を確信して止まなかったのです』

			　誰だって、漠然とした不安を抱いて生きている。

			　その大きさに差異はあれど、人は単純に幸福だけを謳おう歌かできるほど脳天気になれる生き物ではない。

			　むしろ、幸せになればなるほどに、それを喪失する恐怖と戦わねばならないのだ。

			　手に入れなければよかった――そう悔いても、もう遅い。

			　ダフィズが語る間、隣に座るクローディアは、母が娘にそうするように、エターナの頭を撫でていた。

			　そしてキンダーはそれを微笑ましく見守る。

			　長い間忘れていた感触が、存在すら見失っていた傷痕を埋めていく。

			　幸福と同時に、また喪失の恐怖が生まれる。

			『スージィは冒険者でした。槍使いとしての腕は確かで、若くしてＡランクまで駆け上がり、人々の羨望を集めました。僕にとっても自慢の妻でした。しかしそれは同時に、周囲の嫉妬を集めることも意味していました』

			　嫌な記憶を思い出してしまったのだろう、ダフィズの表情が曇る。

			　彼は俯うつむき、左手の薬指にはめられた指輪を見つめた。

			『そしてある日、彼女は一緒に依頼を受けた冒険者たちと遠征をして――無残な姿で戻ってきました。仲間に騙され、犯された挙げ句に、全身を切り刻まれて殺されたんです。その後、偶然にも近くを通りがかった冒険者が遺い棄きされた死体を回収し、僕のもとに送り届けてくれたんですよ』

			　苦悶に歪んだ死に顔。

			　思い出のペンダントを強く握り、傷が刻まれた手のひら。

			　腐り、崩れ、異臭を放ちだす肉体。

			　愛する人を失ってしまった彼にとっては、その腐臭ですらも愛おしかった。

			『それから僕は、絶望のどん底で、スージィの死体とともに死んだような生活を送りました。そんな僕に希望を与えてくれたのが、オリジン教だったのです。すがるものを失った僕はずるずると宗教にのめり込んでいき、そして気づけば、オリジンコアの研究に携わるようになっていました』

			　エターナから見たダフィズは、非常に胡う散さん臭く写っていた。

			　教会は敵なのだから当然ではあるが――しかし、エターナには彼の語る話が嘘だとは思えない。

			　内容、表情、声、その全てに真実ゆえの重みが宿っているように思えた。

			『そこで研究をしていくうちに、僕は気づきました。この力があれば、死者を蘇らせられるのではないか、と。そして論文を書き上げ、枢機卿に提出すると――なんと、今後の教会を担う、チルドレンやキマイラと並ぶ大規模プロジェクトの一つとして採用されたんです。そうして生まれたのが、僕らのチーム、ネクロマンシーでした。目指すものは、死者の完全なる蘇生。オリジンの影響を受け異形と化すのではなく、元の人間としての人格や命を取り戻すための研究。オリジン教にのめりこんだ僕がこんなことを言うのは変な話ですが、神様や教会の都合なんて、本当にどうでもよかった。僕はただ単純に、スージィを蘇らせたいだけだったんですよ』

			　だが彼の話をそう感じてしまうのは、エターナの精神状態が正常ではないからかもしれない。

			　両親の温もりに包まれていると、色んなものがぼやけてしまうのだ。

			　このまま身を任せてしまえば楽になれる――そういう優しくて甘い、危険な効力があった。

			『おそらく僕と同じ願望を持つ人は、世の中にたくさんいると思います。そういう人たちを、救いたい。僕は心からそう願っています。ですから、教会と敵対しているエターナさんたちにも、その理念と言いますか……僕らの想いを理解していただきたい。前置きは長くなりましたが、今日ここを訪れたのは、そのお誘いをするためです』

			　――エターナは、なんのあてもなく東区を彷徨さまよっていたわけではない。

			　はっきりとした目的地があった。

			　そこは路地を抜けた先にある、馬車が一台通れる程度の、少し広めの通り。

			　だが商店の類はほとんど無く、老ろう朽きゅう化かした家屋がいくつも並ぶ、寂れた住宅街だ。

			　もちろん人通りも少なく、誰にも見つからずに馬車に乗り込むには、うってつけの場所だった。

			『明日の朝、この地図の場所にお迎えにあがります。そして我々の研究所を見てほしいのです。愛する人のいない世界――その地獄から救い出され、幸せに生きる人々の姿がそこにあります。それを見て、僕たちのやりたいことを、理念を理解してほしい』

			　ダフィズは己の夢を熱く語った。

			　実現しなければただの狂信者が語る妄想でしかない。

			　しかしそこにはキンダーとクローディアがいて、生前と変わらぬ温かさをエターナに与えてくれる。

			　だから、彼の言葉には説得力があって、強く心を揺さぶる。

			「明日の朝……わたしは……」

			　約束の場所に立ち、エターナは目を閉じる。

			　ダフィズの提案に乗るということは、インクのみならず、フラムやミルキットを裏切るということだ。

			　だが、死んだと思っていた両親にまた会える。

			　今度こそ、普通の親子のように暮らせるかもしれない。

			　それは――彼女が五十年以上夢見てきた日々だった。

			　あえてダフィズについていくことで、研究所の所在地を知ることもできるかもしれない。

			　危険な研究だと判断したら、そこで施設を破壊してもいい。

			　それはインクたちを守ることにも繋がるのだから、決して裏切りだけとも言えないはず――

			「……そんなの、ただの言い訳」

			　エターナは首を振り、自ら甘えを捨てる。

			「綺麗事抜きで、どちらを選ぶか。自分で決めて、自分で責任を取るしかない」

			　誰のせいでもなく、誰のためでもない。

			　彼女の自問自答は、空が黄昏たそがれの紫に染まるまで続いた。

			


			　◇◇◇

			


			　すっかり日が暮れた頃、ガディオの屋敷の前に迎えの馬車が到着する。

			　ティアが帰る時間がやってきてしまったようだ。

			　彼女はケレイナに別れを告げると、「またすぐに来るから」と告げ、屋敷を出る。

			　ガディオは彼女が馬車に乗るまで見送るつもりのようで、二人は手を繋いで門まで歩いた。

			　そして彼は、ダフィズと初めて顔を合わせる。

			「こんにちは、ガディオさん。僕は――」

			「お前がダフィズ・シャルマスか」

			「エターナさん同様にご存じでしたか、さすがに英雄と呼ばれるだけはありますね。その通りです、私がネクロマンシーの責任者であるダフィズといいます。よろしくお願いします」

			　握手のために差し出された手。

			　ガディオは無視してしまいたいところだったが、ティアがいる手前、冷たくあしらうこともできずしぶしぶ握る。

			「今日は驚かせて申し訳ありませんでした。ですが可能な限り急ぎたかったのです」

			「なんのために？」

			「あなたがたがチルドレンと接触したことで、教会上層部が焦ることを恐れました。彼らの望みは、兵器としてのネクロマンシーの完成ですから」

			　理にはかなっている。

			　だが動機が無害すぎて、逆に胡散臭いとガディオは感じた。

			　しかし抱く疑念も、ティアという存在ゆえに、さほど強くはない。

			　甘い毒は、少しずつ、だが確実に彼の心に隙を作っている。

			「率直に聞く。俺を罠にはめるつもりではないのか？」

			「いいえ、断じてそのようなつもりはありません。同じく妻を失った者として、あなたにも理解していただきたかっただけです。愛する人を失った苦しみからは、愛する人を取り戻すことでしか救われないのだと」

			　その言葉は――ティアによって心が満たされた今だからこそ、ガディオの胸に響いた。

			　同時に、自分の弱い心に嫌悪感も抱く。

			　あれほど教会を憎み、復ふく讐しゅうを遂げてみせると言っていたくせに、ティアの顔を見ただけでこうも簡単に揺らいでしまうのだから。

			　元よりその動機の根幹にあったものが蘇った妻の存在なので、仕方ないことではあるのだが。

			「あなたがたが教会を敵対視しているのはわかります。事実、チルドレンとキマイラは兵器としてのオリジンコア運用を前提としていますから、教会上層部はいずれ必ず悪用しようとするはずです」

			「自分は違うから見逃してくれ、と？」

			「ええ。そしてそれは、あなたとティアさんが、二人で歩む人生が続くということでもあります」

			「人質のつもりか」

			「卑怯だと思われても構いません。ですが僕は、この研究で多くの人を救えると本気で思っているし、僕自身も一度は死んだ妻――スージィと共に生きることで救われ続けたいと思っているのです」

			　ダフィズの根底にあるのは、『愛する妻と添い遂げたい』という自らの欲求である。

			　それが、彼の言葉に説得力を持たせていた。

			　少なくとも、彼は本気だ。

			　面と向かって話してみて、ガディオにはそれがはっきりと理解できてしまった。

			「今日はご挨拶だけです。しかしあなたにはぜひ、実際に施設を見て判断していただきたい」

			「俺を研究所に連れて行くつもりか？」

			「強制はしません。また明日、ティアさんを連れてここに来ます。それまでに答えを決めておいてください」

			　一方的にそう告げると、ダフィズはティアとともに馬車に乗り込んだ。

			「明日だと？」

			「じゃあね、ガーくん」

			「ティア、待ってくれそんな急にっ！」

			　掴もうとしたガディオの手を、ティアはやんわりと拒んだ。

			「予定の時間を過ぎちゃってるんだ。変になっちゃったとこ、ガーくんには見られたくないから」

			　彼女は悲しげな表情を浮かべる。

			　ネクロマンシーは完成しておらず、まだ蘇生は完全ではない。

			　ガディオとて、顔が渦巻く妻の姿など見たくない。

			　歯ぎしりしながら、伸ばした手を下ろす。

			「僕としても、できるだけ長く夫婦の時間を過ごしてほしいとは思っています。そのために、あなたを誘っているのです。いい返事を期待しています」

			　馬車に乗り込むティアとダフィズ。

			　ガディオは何もできずに、離れていく馬車を眺めることしかできなかった。

			「いい返事だと？　そんなもの……っ！」

			　選択権を委ねたようでいて、そのやり方はひどく身勝手だ。

			「クソッ！」

			　彼は力任せに塀に拳を叩きつける。

			　ティアがそこにいるというのに、ガディオに断れるものか。

			　しかし――ダフィズが憎むべき教会組織の一員であることもまた事実であり、彼の胸中では入り交じった愛憎が渦巻いている。

			　屋敷に戻ったガディオが苦渋の表情で玄関を開くと、そこにはケレイナが立っていた。

			「ティア、帰ったんだね」

			「ああ、明日また来るそうだ」

			「そっか……よかったじゃないか、ガディオ」

			　彼女はできるかぎり笑って言ったつもりだった。

			　だがその笑顔の裏では、消したくても消えない〝嫉妬〟と、ティアの帰還を喜ぶ友人としての感情がせめぎあっていた。

		

	
		
			

			


			　その夜、家に戻ってきたエターナは、何も語ろうとはしなかった。

			　そして翌朝――最初に起きたミルキットが、ダイニングのテーブルに置かれたメモに気付く。

			『少し出かけてくる。すぐに帰るから心配しないでほしい』

			　エターナが記したその文章を見るなり、ミルキットは二階に駆け上がりフラムを起こした。

			　そして読み上げたフラムも愕がく然ぜんとし、頭を抱える。

			「まさかエターナさんが私たちに黙って出ていくなんて……」

			　彼女はベッドの縁に座ると、どう動くべきか悩む。

			　ただでさえ蘇ったサティルスの一件で頭がパンクしそうだというのに、打開策など浮かぶはずもなかった。

			「エターナさんがいなくなったことも、ネクロマンシーと関連しているんでしょうか」

			「謎の来訪者といい、偶然だとは思えないタイミングだよね」

			　ネクトの言う通り、すでに教会は仕掛けてきている。

			　死者を使った一種の分断工作と言ってもいいかもしれない。

			　フラムが苦悩していると、コンコンと何者かが寝室のドアをノックした。

			「入っていいかな？」

			「インク？　別にいいけど……」

			　扉が開き、小さな少女が気配を頼りにフラムとミルキットに近づいてくる。

			「インクさん、部屋から出てよかったんですか？」

			　首を横に振るインク。

			「まだあと少しだけ出ちゃいけないって言われてたけど、エターナがいなくなったんじゃ部屋に閉じこもってる意味無いもん」

			「聞いてたんだ……」

			「それもあるけど、外が明るくなる前にエターナが家から出ていったの、気付いてたんだよね」

			「そんなに早い時間に外出されたんですね」

			　ミルキットの起床時間も、十分早朝といえる時間だ。

			　それより前となると、もはや深夜と言ったほうがふさわしい時間帯だろう。

			「そこまでして私たちに伏せておきたい行き先、か……」

			「ねえ、まず朝ごはん食べようよ。お腹からっぽで考えたって、いい考えは浮かばないと思うよ」

			　そう言いながらインクはただお腹を空かせているだけなのだが――食事で悲しさを紛らわす意図もあるのだろう。

			　ひとまずフラムたち三人は、一階のダイニングに場所を移すことにした。

			　そして階段を下り、部屋に入ると――

			「やあ、お邪魔してるよ」

			　椅子でくつろぐネクトが、なれなれしく手を上げた。

			「あんたどうしてっ!?」

			　とっさに前に出て、剣を抜くフラム。

			「まあまあ落ち着いて。困ってるんじゃないかと思って手助けに来たんだよ。あぁ、それとインク久しぶり。元気してたかい？」

			「ネクト……うん、元気だったよ」

			　歯切れの悪い返事をするインク。

			　それを聞いてネクトは、何がおかしいのか「あはっ」と嬉しそうに笑った。

			「僕の言った通りだったろう？　エターナ・リンバウに危機が迫ってる、ってね」

			「こうなることを知ってたの？」

			「予想はしてた。でも選択権はあくまで彼女にあったと思うよ。ダフィズ・シャルマスはそういう甘い男だからね。今回の場合、だからこそうまくいったんだろうけど」

			　ガディオやエターナの心が揺らいだのは、ダフィズが誠実な男だったからだ。

			　言葉や話にしてもそうだし、一番重要なのはにじみでる〝雰囲気〟である。

			　そういう上っ面だけでは誤魔化せない部分で、彼は信頼を勝ち得た。

			「エターナさんが誰に会うために出ていったのか知ってるの？」

			「そこまでは知らないよ。言ったじゃないか、チルドレンとネクロマンシーは敵対関係にあるって。まあ昨日ダフィズが連れてたのは老夫婦だったから、祖父母とかそのあたりじゃないかな」

			　それは昨日、インクが言っていた来訪者と一致する。

			　つまりその老夫婦がエターナの関係者であり、もう一人の男性がネクロマンシーに所属する研究者だったのだろう――そうフラムは推測した。

			「しっかし……英雄と呼ばれるほどの人間でも、やっぱり抗えないもんなんだねえ。僕はさ、ネクロマンシーのやってることを馬鹿げたことだと思ってた。人は死ぬ生き物なんだから、それを蘇らせることにパパの力を使うなんて無駄遣いだ、ってさ。でも違った。僕が思っていた以上に、人間っていうのは、自分がこれから生きる未来じゃなくて、過去にこだわる生き物だった。お姉さんやインクを見捨ててまでも、ね」

			「……言っとくけど、それでもあんたと組むつもりは無いから」

			　フラムは毅き然ぜんとした態度でネクトと向き合う。

			　だが彼は、彼女の心の拠り所がどこにあるのかを、見抜いた上であざ笑うように言った。

			「ああ、ガディオ・ラスカットがいるから？」

			「っ……まさか、ガディオさんも!?」

			　動揺を隠せないフラム。

			　ネクトはその反応に満足したようで、更に見下すように笑い、言葉を続ける。

			「出ていったみたいだねえ、慕ってくれる女と子供を置いて。たぶんエターナと一緒なんじゃないかな」

			「そんなことありえない！」

			「待ってお姉さん、僕じゃない。僕じゃあないんだ。だから睨まれたって困るよ。詳しい事情までは知らないけど、連れてったのは二十代ぐらいの女の人だったなぁ。恋人かな、それとも妹かなぁ？」

			　それはガディオの死んだ妻――ティアに違いない。

			　彼女のために彼は復讐を決意した、ならば彼女が生きていればその動機は根底から揺らぐ。

			　ケレイナとハロムを置いてでも妻を選ぶ可能性は、十分に考えられる。

			　人によってはガディオを薄情だと罵ののしるかもしれないが、フラムには彼の気持ちも理解できた。

			「さて、どうするフラムお姉さん。君は今、一人になってしまった。さらに、戦えない役立たず二人を守らなくちゃならない。できるかい？　この前はたまたまうまくいったけど、前回戦ってたのはデインなんていうパパの力すら持ってない雑魚だ。同じ奇跡がそう何度も起きるはずもないよねぇ」

			　フラムだって自分の実力ぐらいはわかっている。

			　エターナとガディオが連れて行かれた先は、現在進行形で稼働している研究所だ。

			　これまで戦ってきたのとは比べ物にならないほど、多くのオリジンコアが存在しているだろう。

			　今のフラム一人だけで、勝てるはずがない。

			　いいやネクロマンシーどころか、目の前にいる少年一人にだって。

			　大切な人を守るためには、ネクトの誘いに乗るしかないのか――

			「ふぅん……ここまで追い詰められてもまだ悩むんだ」

			　ネクトは腕を組み、興味深そうに言った。

			「そう簡単に決められるわけないでしょうが……！」

			「悪い提案じゃないよ？　別に僕は組まなくたって構わないわけだし、うじうじ悩むんならこの話は無かったことにしていいけどね。ただいてくれれば都合がいい、それぐらいの話さ」

			「それがマザーの思惑ってこと？」

			「違うよ、僕個人の意思だ」

			「マザーじゃなくて、一人で動いてるの？　チームとは関係なく？」

			「ああ、そこ言ってなかったね。チルドレンと組もうって言ってるわけじゃなく、僕と組まないかって提案してるんだよ。マザーやパパは何も言わないし、他のチルドレンの意図も関係ない。ほら、これでリスクは減っただろう？　あとは首を縦に振るだけでいい。それだけで、君は一時的に強力な味方を手に入れるんだ。ノーリスクでね」

			　ノーリスクなんて、そんなうまい話があるわけがない。

			　フラムと手を組めば、ネクトにはなんらかの利益がもたらされるのだ。

			　それはつまり、教会にとっての利益であり、フラムにとっての不利益。

			　ミルキットは不安そうに服の裾を掴み、苦悩するフラムを見つめる。

			　インクは終始、暗い表情でうつむいていた。

			　彼女の場合、ネクトがやってきたことよりも、エターナが自分を置いて出ていってしまったことのほうがショックだったのかもしれない。

			「沈黙は否定と同じだよ。まだ選べないって言うんなら、僕は一人で動かせてもらう」

			「待って！」

			　誘導されている――それがわかっていても、フラムは出ていこうとするネクトを止めるしかなかった。

			「本当に、ネクロマンシーを潰すだけが目的なの？　ミルキットやインクには手を出さない？」

			「お姉さんならともかく、僕がその二人を殺すメリットが無い。そんな無駄に労力を割くぐらいなら、僕は別のことにカロリーを使うよ」

			　確かにネクトは、二人には手を出さないだろう。

			　その気になれば今だって殺せるはずだし、インクを救出したときだってそうだった。

			　だがそれでも――信用できる相手かと言われれば答えは間違いなく〝ノー〟で、フラムがいくら悩んだって満足のいく正解が出ることなど無いのだ。

			　妥協するしかない。

			　力無き少女は今、それを選べる立場に無いのだから。

			「さあ、改めて答えを聞かせてよお姉さん。僕と手を組むのか、組まないのか――」

			　精神的優位に立つネクトは、明らかにフラムを見下しながらそう問いかける。

			「私は……」

			　それに対し彼女は、苦慮の末に『組む』という答えを出そうとする――そのときだった。

			「ただいまー」

			　気の抜けた、あまりに日常的な少女の声が聞こえてきたのは。

			　玄関を抜けた彼女は、ひょっこりとダイニングに顔を出す。

			　集まった四人の視線がそこに集中する。

			　フラムやミルキット、インクはもちろんのこと、先ほどまで優越感に浸っていたネクトも凍ったように固まった。

			「チルドレンがいる。うわあ、これどういう状況？」

			　言葉の割に慌てた様子を見せずに、エターナが言った。

			　むしろ慌てたのはフラムたちのほうだ。

			「そ、そ、それは私が聞きたいですよっ！　エターナさん、ダフィズに付いて行ったんじゃなかったんですか!?」

			「そうだよ！　昨日、ダフィズや老夫婦とこの家で会ってたはずじゃないか！」

			　ネクトもフラムと一緒にエターナを問い詰める。

			「ああ……気付いてたんだ、ごめん黙ってて。でもやめといた。墓参りして、あの二人との別れは済ませてるから。それより、この家で一緒に暮らしてるフラムやミルキット、そしてインクのほうが大事だと思った」

			「エターナ……ううぅ……っ、エターナぁっ！」

			　インクは声を震わせ、全力疾走でエターナの体に飛び込んだ。

			　エターナは両腕で受け止めると、黒く柔らかな髪を優しく撫でた。

			「この反応……もしかして、わたしがインクの治療を投げ出したと思われてた？」

			「こんな書き置きがあったら、誰だって心配しますっ！」

			　珍しく声を荒らげるミルキット。

			「む、ミルキットに怒られるとは。申し訳ない。本当にすぐ帰ってくるつもりだったから、メモ一枚でいいかなと思って」

			「一体、エターナさんはどこに行ってたんですか？」

			「隣町まで。わたしの親代わりだった二人――キンダー・リンバウとクローディア・リンバウのお墓を見に行っていた」

			「君はすでに蘇ったその二人と会ってるはずだ。そこに死体が無いことなんてわかりきってるじゃないか！」

			「そう、確かに死体は無くなっていた。調べてみると、掘り返したような形跡が残っていた。しかも比較的新しい」

			　エターナの表情が険けわしくなる。

			「つまり、あいつらはわたしを説得するために墓を暴いた。せっかく埋葬されて静かに眠りについていた二人を無理やり掘り起こして、怪しげな研究に利用した。死者への冒ぼう涜とく。その時点で、ダフィズ・シャルマスに対する信用は揺らいだ」

			「く……思ったより――いや、思っていた通りに綺麗事で動くんだね、君たちは」

			　想定外の事態に、一転してネクトは追い詰められつつあった。

			「確かに綺麗事かもしれない。わたしはたぶん、自分で思うよりずっとロマンチストなんだと思う。でもそういうのも悪くない。人生を明るく過ごすためのスパイスになる」

			「はっ……能天気で羨ましい限りだよ、まったく」

			　そして彼は何かを諦めたように笑い、肩から力を抜いた。

			　フラムはそんな彼を怪け訝げんそうに見つめる。

			「エターナさんが戻ってきた以上、もう説得は無駄だってわかってるよね」

			「もちろん」

			「だったら、ここに残ったって意味無いんじゃない？」

			「確かに、お姉さん一人ならともかく、エターナ・リンバウまでいたんじゃ、今の僕では厳しいかもね」

			　それでもネクトは姿を消さない。

			　その気になれば、〝接続〟の能力で外に転移できるはずだというのに。

			　いまいち考えの読めない彼の言葉を聞いて、インクの頭に一つの可能性が浮かぶ。

			　ネクトの性格上、素直に認めないことはわかっていたが、それでも聞かずにはいられなかった。

			「もしかしてだけど……ネクト、フラムを説得するためだけじゃなく、あたしに会いに来てたとか？」

			「はぁ？　そんなわけないじゃないか！　どうして僕が、インクみたいな出来損ないに未練を抱かなくちゃならないんだい！」

			「でもネクト、いつもとちょっと違うよ。さっきフラムと話してたときはイライラしてた」

			「なかなか煮え切らない態度に、いらだってたんだろうね」

			「違う、そういうイライラじゃなかった。たぶんフラムじゃなくて、別の誰かに対するものだったんだと思う。そして今は、少し寂しそうに聞こえる」

			「はっ、インクはいつからカウンセラーになったんだか。どうして僕がそんな感情になるのさ。そこの魔女が戻ってくるまでは、絶対的優位に立ってたのに」

			「……自分が捨てられるかもしれないと恐怖したから」

			　ぼそりとエターナが言った。

			　ネクトはキッ、と鋭い目つきで彼女をにらみつける。

			「なんの根拠があってそんなことを――」

			「マザーはインクを切り捨てた。愛想を尽かしただけにしては、あまりにあっさりすぎるとわたしは感じていた」

			　インクを見放す直前まで、マザーは母親のように振る舞っていた。

			　それが不要だと判断した途端、本性を現したかのように対応が変わった。

			　その変貌っぷりをエターナは実際に見たわけではないが、インクから聞いて知っている。

			「つまり、マザーがインクを手放したのは、母とか娘の話ではなく、旧世代の実験体が必要ではなくなったから」

			　そう話しながらも、エターナは『わたしはそうは思わない』と言わんばかりに、インクを抱きしめる腕に力を込めた。

			「だからなんだって言うのさ」

			「教会の研究チームは三つもある、おそらくこれはお互いに競わせるため。そしてネクロマンシーは実際に死者を蘇らせ、完成間近。おそらくキマイラも順調に進んでいると思われる。しかし一方でチルドレンは、コアを埋め込んだ状態で八年も十年も育てる、非常に効率の悪い研究」

			「でも実際、こうして僕らみたいな成功作が生まれてるじゃないか」

			「だけど四人しかいない。しかも、個々の力はわたしやガディオと変わらない程度。魔族を攻め滅ぼす戦力としては心もとない」

			「……で？」

			　エターナの指摘に、さらに不機嫌になるネクト。

			　侮ぶ辱じょくだと感じたのか、あるいは図星だったのか――

			「わたしが思うに、螺旋の子供たちスパイラル・チルドレンの完成形は別にある。お前たちが第二世代だと言うのなら、これまでと違い作り出す手間のかからない、第三世代、第四世代が存在する。そしてそれが生まれた場合――インク同様、マザーは第二世代への興味を失い、不要になれば切り捨てる」

			　ネクトは「はぁ」とため息をつくと、目を細め、黙り込んだ。

			　そしてネクトは力無い笑みを浮かべると、両手で『やれやれ』とでも言いたげに両手を上げた。

			「困っちゃうなあ、いくら想像力が豊かだからって、妄想だけでそんなぺらぺら語られたんじゃ。その話から、どうして僕が〝捨てられるかもしれない〟なんて恐怖しなくちゃならないんだい？　失敗作と違って力だってある、パパにも愛されているこの僕が！」

			「強がっているようにしか聞こえない」

			「知ったふうな口をきくなよ、君に何がわかるって言うんだ！」

			「わかる。わたしも王国で行われた実験の被験者だったから」

			「な……!?」

			　ネクトは言葉を失った。

			　フラムやミルキットも目を見開いている。

			　唯一、彼女の年齢を聞いていたインクだけはそこまで大きな反応を見せなかったが、しかし驚いていないわけではないようだ。

			「どういうことです、エターナさんが実験の被験者だったって！」

			「五十年前のこと。貧民街スラムで親の顔も知らずに育ったわたしは、実験のために連れ去られ、この家で暮らすことになった」

			「ここが……実験施設だった？」

			「施設というより、被験者である子供たちが暮らしていた場所。そして研究リーダーであり、わたしたちの面倒を見ていたのが、当時まだ二十代のリンバウ夫妻だった」

			　それからエターナは、自らがここで経験した出来事を、かいつまんでフラムたちに語った。

			　それは魔族に対抗するため、同じ魔族の力を持つ人間を生み出すための実験だったこと。

			　王国では人体実験のノウハウが無かったため、雑な施術により次々と子供たちは命を失っていったこと。

			　エターナという名は〝永遠〟が由来で、『少しでも長生きしてほしい』という願いを込め、母親代わりだったクローディアが付けてくれたこと。

			　結局、実験に成功したのはエターナ一人だけで、彼女はそこで人より長い寿命と、高い魔力を手に入れたこと。

			　だがあまりに非効率的な実験だったため計画は打ち切りになり、エターナは処分されそうになったこと。

			　そして、キンダーとクローディアによって逃された彼女は、王都に戻ってくるまで、山の中で〝魔女〟として五十年以上生きてきたこと――

			　ネクトも興味があったのか、彼女の話をじっと大人しく聞いていた。

			「当時のわたしたちは、『この人に捨てられたら終わる』という思いから、必要以上に〝いい子〟として振る舞うようになっていた。けど実際のところ、キンダーとクローディアは優しかったからそんなことは無かった。でも、もし彼らがマザーと同じような人種だったなら――今のネクトのように、唯一の拠り所を失って絶望していたかもしれない。誰かに、たとえ敵だったとしても、助かる可能性があるのなら、すがっていたかもしれない」

			　彼は何も答えない。

			　ただじっと焦点の合わない目で壁を眺めながら、何かを考え込んでいる。

			「ねえ、ネクト。さっき話を聞いてて一つ、気になることがあったんだけど――」

			　フラムが彼に尋ねる。

			「『マザーやパパは何も言わない』って言ってたよね。エターナさんの話を聞いてたから、マザーはわかる。第三世代に興味が移って話してくれないのかもしれない。けど、それとパパ――オリジンを一緒に語るっていうのは、もしかして……」

			「パパは今日も騒がしいよ。ああ、でも確かに……お姉さんのところに来る前は、しんと静まり返ってたかな」

			　投げやりに言うネクト。

			　それは騒がしいだけであって、彼に語りかけているわけではない。

			　つまりマザーだけでなく、オリジンもすでに第二世代のチルドレンを見捨てつつあるのだ。

			「大切な人に見捨てられる怖さは、私もよくわかります」

			「あーあ、やだなぁ。奴隷にまで同情されるなんて」

			「同情なんて、そんなっ」

			「この流れだと、インクも僕のこと哀あわれんでるんでしょ？　ははっ、ほんとやだやだ。フラムお姉さんを口先で操って、うまく利用してやるつもりだったのに、なんでこうなるかなぁ」

			　彼が強がっているのは誰の目にも明らかで、それを自身も気付いているからこそ、さらに強がる。

			　そんなネクトに向けて、インクは決して哀れんだりせず、真剣なトーンで語りかけた。

			「ネクトはネクロマンシーを潰して、マザーに見直してほしいんだね」

			「インク、それはあくまで第三世代なんてものが実在するなら、の仮定だからね」

			「そういう動機なら、フラムやエターナ……力貸してくれるかもしれないよ？」

			「はっ……あははっ、なんだよそれ、冗談だろ？　はははっ、あははははははっ！」

			　ネクトは片手で顔を覆い、大いに笑った。

			　ゲラゲラと、これ以上におかしなことは無いとでも言うように。

			「結局同じことじゃないか！　しかもマザーは明確にお前たちの敵だってのに、力を貸すなんてそんなわけ――」

			「それでいいよ、私は」

			　フラムが言うと、ネクトは目を見開き、指と指の隙間から彼女を凝視する。

			「何言ってんの……？」

			「手を組むって言ってるの」

			「さすがに頭おかしいよ、お姉さん。お人好しなんて範はん疇ちゅうを越えてる！　こんなふざけた話があっていいわけがない！」

			　怒りを通り越して、半分笑いながら彼は喚わめいたが、フラムは冷静なままだ。

			「別にお人好しなわけじゃないよ。チルドレンとネクロマンシーが敵対してるっていう話は信用できると思うし、今の話でネクト自身の目的もはっきりした。手を組みたくなかったのは、その目的がわからなかったから。仮にそれが達成できて、マザーが第二世代を見直したとしても、私たちに直接の不利益があるわけじゃないよね」

			「だとしてもっ！」

			「それに私たちは、ネクロマンシーの本拠地の居場所を知らない。ガディオさんがどこに行ったのかもわからない。ネクトはその手がかりを持ってるんでしょ？」

			「……目星ぐらいは、ついてるけど」

			「なら私たちにメリットはある。利害は一致してる。もちろん、単純に味方になるわけじゃなくて、いずれは敵同士として殺しあうことになるんだろうけど、一時的に休戦して手を結ぶぐらいなら――」

			　フラムはネクトの前に手を差し出す。

			「私は本気で、それでいいと思った」

			　答えは握手で――言葉は無くともそれを求められていることは、ネクトにもわかった。

			「馬鹿じゃないのか、本当に。なんだよそれ……インクのときもそうだったけど、なんでこんな……こんな……っ！」

			　ギリ――と歯ぎしりを鳴らす。

			　憎しみか、怒りか、羨望か。

			　彼自身にも区別のつかない想いが頭を満たし、正常な思考を阻害する。

			　フラムの言葉通り、ネクロマンシーを相手に戦う間だけならば、手を組むデメリットはほぼ無い。

			　だがネクトはこんな結末を求めてフラムに話を持ちかけたのではない。

			　いやしかし――彼女たちがインクを救ったということを知った時点で、場合によってはこうなることも、頭の中にはあったのではないだろうか。

			　ここ数日で状況は急激に変わり、インクの境遇が他人事ではなくなりつつある。

			　その恐怖を少しでも遠ざけるために、フラムたちにある種の期待を寄せていたのではないだろうか。

			（違う……）

			　しかしネクトのプライドが、それを認めない。

			（違う、違う、違うっ！　僕は……僕たちは、自分の意思でパパの力を使いこなせる特別な存在なんだぞ？　なのに、こんな、まるで人間の子供みたいに助けを求めるなんて――）

			　ネクトはまだ幼い。

			　矜きょう恃じを捨てて実利を取れるほど、まだ成熟していなかった。

			「ねえネクト、私たちと一緒に……」

			「そんなもの、認められるわけないだろっ！　接続しろコネクションッ！」

			　少年の顔が渦巻く。

			　彼は手のひらを握り、オリジンの力を使い、自らの座標を別の座標と〝繋げる〟ことで転移を発動させた。

			「ネクトっ!?」

			「帰っちゃった……」

			「彼には少し、刺激が強すぎる話だったのかもしれない」

			「ちゃんと話ができそうな雰囲気だったのに、残念です」

			　結局、ガディオの居場所もわからずじまいだ。

			　まあ、別にそれだけのために、ネクトに手を差し伸べようと思ったわけではないのだが。

			「というかフラム、さっきガディオがどうとか言ってたけど」

			　エターナはガディオの妻のことも、ケレイナやハロムとの関係も知らない。

			　本人のいないところで話すのもどうかとフラムは思ったが、事が事だけに話さないわけにはいかなかった。

			「実は――」

			　フラムが語る全てを聞いたエターナは、低いトーンで「そう……」と相づちをうつ。

			「わたしがダフィズについていくのを選ばなかったのは、ある意味の薄情さなのかもしれない」

			「そんなっ！」

			　否定するフラムにエターナは首を振り、ゆっくりと椅子に腰掛けた。

			「ふぅ……わたしと両親が一緒に過ごしたのは、せいぜい数年間だから。それから五十年以上会わずに、墓参りという形で別れも済ませた。一応、ある程度はけじめが付いてたんだと思う。でも――ガディオは違う。今も奥さんへの想いを抱いたまま、復讐を遂とげようとしていた」

			「確かに、ガディオさんが付いていくのは私も仕方ないことなのかな、と思います。それだけティアさんのことを愛しているってことでしょうし」

			「ですが、このまま放っておくわけにも……」

			「ネクトから研究所の場所だけでも聞けたらよかったのにねー」

			「後の祭。言ってても仕方ない。わたしたちは自分の足で情報を稼ぐ」

			「ですね。私はまずガディオさんの家に行ってみようと思います。ネクトから聞いた話だけじゃ、確実とは言えませんから」

			「わたしが行ったほうがいい場所はある？」

			「インクは外出できないですから、一緒にいてあげてください」

			　エターナの言いつけを破って、インクは部屋の外にでてきたのだ。

			　まだ心臓移植後間もない彼女の容態が急変することも考えられる。

			「移植してから今日まで、起きうるリスクへの対処法は考えた。わたしが常に一緒なら、出歩いても問題ない」

			「そうなのっ!?」

			「ただし、無茶は厳禁。まだ走ったりはできない」

			　あえて強めの口調で言い聞かせるエターナ。

			　インクは「うんうんっ」とうなずいていたが、意図が伝わっているか怪しいものである。

			「というわけで、わたしたちも手伝える」

			「そうですか……ならウェルシーさんから話を聞いてきてもらってもいいですか？　もしかしたら、また新しい情報を手に入れているかもしれませんし。この時間ならたぶん、中央区にある新聞社にいると思います」

			「リーチ・マンキャシーの妹……わかった」

			　その後、集合場所を決めてから、四人は家を出た。

			


			　◇◇◇

			


			　王都地下――複雑な水路を抜けた先には、不釣り合いな近代的な施設が存在する。

			　かつてこの世界に存在した文明の痕跡、古代遺跡を利用して造られたそこは、チルドレンの新たな拠点であった。

			「ねえマザー、マザーっ！　僕が悪いことをしたなら謝るからぁっ！　だから返事をしてよぉ、ねえ！　ねえ！」

			　泣きそうな声で、螺旋の子供たちスパイラル・チルドレンのフウィスが扉を叩いている。

			　ドンドン、ドンドン――込めた力は強くないものの、かれこれ二時間ほど続けているせいか、拳は血で汚れている。

			「あの女たちを殺せなかったのが悪かったの？　でも拠点のお引越しのときは頑張ったよ！　僕、マザーのお手伝いをたくさんしたよぉ！」

			　気弱そうなフウィスは、他の子供よりも強くマザーに依存している。

			　ガディオに以前の拠点を潰され、ここに移り住んでから、マザーは第二世代たちにほとんど興味を示さなくなった。

			　その理由が、子供たちに語られることは一切ない。

			　ゆえに、フウィスたちは不安でしょうがないのだ。

			　インク同様、自分たちも見捨てられてしまうのではないか、と――

			「ただいま、っと」

			　フラムとの会話を終えたネクトが拠点に戻ってくる。

			　空間接続により転移してきた彼を、壁にもたれて座るルークがにらみつけた。

			「ネクト、てめえどこ行ってたんだよ」

			「どこでもいいじゃないか」

			「良くない。マザー、私たち捨てる。怖い。嫌だ。謝らないと」

			　ボロボロのアンティークドールを抱いた白はく髪はつの少女が言った。

			「ミュート、謝ってどうにかなるなら、とっくにフウィスのあれで話は終わってるよ」

			「てめえがマザーの言いつけを破って、勝手に外に出るからこうなったんじゃねえのか？」

			「時系列がめちゃくちゃだよ。僕はこうなったから外に出たんだ」

			「なんのために？　まさかてめえ、インクと同じように……」

			「まさか。パパの声も聞こえない愚かな人間どもと、話が通じるわけないだろ。同じ言葉を喋っているだけで、僕らは作りそのものが違うのさ」

			「わかってるならいいんだがよぉ」

			　何を考えているのかわからないミュートも、悪ぶっているルークも、外の世界を知らない彼らにとってはマザーが全てだ。

			　その強い依存を危険だとも思わない。

			　なぜならマザーは、第二世代の子供たちをそういう風に育ててきたから。

			「マザーっ、お願いだよぉ！　僕、マザーの顔が見れなくて寂しくて死んじゃいそうなんだよぉ！　苦いお薬も飲むからっ、痛い針でたくさん穴をあけてもいいからっ！　だからお願い、マザー、マザー！」

			　絶えず声を出し続けたせいか、フウィスの声は嗄かれつつあった。

			　だがそんな彼の想いがついにマザーに届く。

			　いくら叩いても反応が無かった金属の扉は自動的に開き、中から彼が姿を現した。

			「マザ……ぎゃ、ふっ！」

			　そしてフウィスの頭を掴み、顔に膝蹴りを叩きこむ。

			　吹き飛ばされるように彼は仰け反り、後ずさった。

			　どうにか転ばずには済んだようだが、鼻血で口元はべっとりと汚れている。

			「ぁ、ひぅ、マザー……なんで……」

			「さっきから何時間も何時間も、うるさいのよこのクソガキぃッ！」

			　今度は右の拳で頬を殴る。

			「はぐっ……マザー……違う、僕はっ……！」

			「言ったわよねぇ？　私、今とぉっても忙しいから、あなたたちの世話をしてる余裕は無いってぇっ！」

			「聞いたけど、寂しくて……」

			「そんな下らない理由で、私の崇すう高こうな研究を邪魔するんじゃないわよぉおおっ！」

			　フウィスは緑の髪を鷲掴みにされ、顔面を何度も壁に叩き付けられる。

			「やっと！　ようやく！　前に進めそうだって言うのにっ！　なんなの!?　あなたたちはぁっ、私の研究のために存在してるんじゃなかったのぉっ!?　ねえっ、ねえっ、ねえねえねえぇっ！」

			「あぶっ、ひぐ……っ」

			　すでにフウィスの意識は朦もう朧ろうとしており、失禁してズボンを濡らしていた。

			　それでもお構いなくマザーは暴行を続ける。

			　ネクトはそれを見て、恐怖に体を震わせていた。

			（た、助けないと……けど、マザーは……マザーは……っ）

			　絶対的な服従が、子供たちの体には染み付いている。

			　だから彼は、外の人間に頼るしかなかったのだ。

			　だが今、ここにチルドレン以外の人間はいない。

			　ネクトにも、ルークにも、ミュートにも、マザーを止めることはできない。

			「刺激がぁっ！　あの英雄どものおかげでっ、脳に刺激が来たのよぉっ！　ビビビって、まるで電流が走るみたいに！　ひひぃっ！　それがっ、それがそれがぁ、まだ続いているのっ！　まるでヤクでもキメたみたいにぃ！　まともな頭で、キちゃってんのよぉ、知的エクスタシーが！　これは天てん啓けいよ！　天啓なのにっ！　あんたたちが邪魔したんなら無意味でしょうが！　えぇ!?」

			「はひっ……ごめんな、ひゃ……ひゃぐっ」

			「あぁ……はぁ……ふぅ……まったく、本当に、本当にしょうもない子供たち……私はあなたを愛してあげているのに、どうしてあなたたちは愛を理解してくれないのかしらぁ？」

			「あいひて、まひゅ……ぼく、マザーのこと……っ」

			「なら、静かにしていなさい。いいわね、フウィス。じゃないと私、今度こそあなたのことを嫌いになっちゃうわよ？」

			「ひっ……ごめんなさい、ごめんなさいっ！　お願いだから、僕いい子にするから嫌いにならないでぇっ！　マザぁぁぁーっ！」

			　部屋に戻っていく母の足にしがみつくフウィス。

			　だがマザーは彼を邪魔そうに蹴飛ばすと、一瞥もせずに扉を閉めた。

			　残されたフウィスは芋虫のように地面に縮こまると、「ううぅ」と痛みに呻く。

			「フウィス……」

			　手を差し伸べようと近づいたネクトは、しかしそうする前に足を止めた。

			「う……ふうぅ……ふふ……ふくく……っ、ひ……ふふっ……」

			　フウィスは苦しんでいたわけではなく――笑っていたのだ。

			　頭がイカれたのではない。

			「はあぁ……よかったぁ……マザー、まだ僕のこと嫌いになってなかったんだぁ……ははっ、マザー……この痛みは……愛だよぉ……」

			　単純に、嬉しくて。

			「よかったなフウィス」

			「大丈夫。マザー、忙しい。すぐに戻る」

			「いいんだ、これでも。構ってくれるだけでマザーは優しいよ。だって、言いつけを破った僕が悪いんだから！　あははははっ！」

			　それを誰もおかしなことだとは思わない。

			　マザーのまっとうな愛情表現として、その暴力を受け入れる。

			　どうしてそうまでして彼を信じられるのか。

			　別にマザーは、これまで第二世代たちに積極的に暴力を振るってきたわけではない。

			　急変したのは、この拠点に移って、部屋に閉じこもるようになってからだ。

			　だというのに、なぜ彼らは変へん貌ぼうしたマザーを、絶対的な存在として崇あがめるのか。

			　そしてなぜ、ネクトは一人だけ、その価値観に違和感を覚えたのか。

			（僕の頭がいいから？　他のチルドレンより大人びているから？）

			　自分で言って、彼は首を振りすぐに否定した。

			（違う……僕も、あいつらと変わらない。マザーの支配下にあるんだ。唯一、インクは失敗作として扱われていたからこそ、ああして外の世界に適応できただけで――）

			　なったのではなく、させられた。

			　己の意思はそこになく、今の思考だって自我だと思わされているだけで、本当は全てマザーの手のひらの上なのではないだろうか。

			『あなたはみんなを率いるお兄ちゃんになるのよ。賢い子だから、きっとみんな従ってくれるはずだわ』

			　かつて、マザーがそんなことを言っていたのを思い出す。

			　今の状況が彼の思惑通りだとしたら――フラムに助けを求めようとしたことも、気付いているのだろうか。

			（僕がやっていることは無駄なのか？　いや、でも……考え過ぎなのかもしれない。どうなんだ、僕は正しいのか？　それとも、フウィスたちのほうが正しいのか？）

			　フラムはネクトの価値観が『歪んでいる』と言った。

			　けれどその歪みは、少なくともこのチルドレンという狭い空間の中では正しかったはずなのだ。

			（本当は僕だって……マザーを信じたいのに。けれどインクは以前とは違った。明るくて、楽しそうに……マザーの手から、離れたことで……）

			　八歳の子供としての本音。

			　八歳の人間としての自我。

			　相反する二つの想いに、ネクトは強く奥歯を噛み締め、迷い続ける。

		

	
		
			

			


			「死んだはずの奥さんのとこに行っちまったよ。あたしはそれ以外、何も知らない」

			　屋敷を訪れたフラムに対し、ケレイナは吐き捨てるようにそう言った。

			　彼女の背後にはハロムがしがみついており、不安げにフラムを見上げている。

			「本人は一言も話してくれなかったからね。残ってたのは、『ティアのところに行ってくる』って手紙だけさ。ははっ、これじゃあまるで遺書みたいじゃないか」

			「ティアさん、昨日もここに来てたんですよね。ケレイナさんは会ったんですか？」

			「ああ、あれは紛れもなくティアだったよ。長い付き合いだったあたしがそう感じて、ガディオだって信じたんだ。なら間違いないんだろうさ」

			　エターナも言っていたが、ネクロマンシーの技術を用い、オリジンコアで蘇生させられた人に、身体的異常は現れないようだ。

			「ガディオは六年前からずっとティアのことを悔やんで、自分を責めてきた。それがやっと報われたんだ、そっとしておいたほうがいいのかもしれないね」

			　ケレイナはガディオのことを諦めているようだった。

			「ねえ、おねーちゃん」

			「ん？　どうしたの、ハロムちゃん」

			　フラムはしゃがみ、ハロムと視線を合わせる。

			　潤うるんだ瞳が、何かを訴えかけるように揺れている。

			「パパ、もう戻ってこないなんてこと無いよね？　ハロムたちのこと、忘れてないよね？」

			「忘れてなんかないよ。必ずすぐに帰ってくるからね」

			　頭を撫でながら言っても、彼女の不安は消えなかった。

			「こらハロム、お姉ちゃんを困らせるようなこと言うんじゃないよ」

			「だってぇ……やだもん。パパがいなくなるなんてやだもんっ！　パパはハロムのパパなんだからっ、あんな知らない人のものじゃないっ！」

			「ハロム……」

			　ついにハロムの瞳から涙があふれ出し、頬を使い滴り落ちる。

			　彼女は本当の父親の顔を知らない。

			　生まれたときからずっとガディオがそばにいて、だからハロムにとって彼は父親代わりではなく、父親そのものなのだ。

			「ねえ、ハロムちゃん。ガディオさんが優しくて、ハロムちゃんのこと大好きなことは知ってるでしょ」

			「……うん」

			「だから大丈夫、絶対にすぐ戻ってきてくれるから」

			「もし、パパに会って、帰ってこないって言ったらね、ハロムを悲しませるな、めっ！　って、怒ってきてくれる？」

			「あはは……わかった、そのときはちゃんと怒って、引っ張ってでも連れ帰ってくる」

			　その言葉でハロムはいくらか救われたようで、少しずつ涙は乾いていった。

			


			　◇◇◇

			


			　その後、フラムとミルキットはケレイナたちに別れを告げ、屋敷の敷地外に出る。

			「ハロムちゃんが元気になったようでよかったです」

			「人懐っこい子だからね」

			　ミルキットは面識が無いからか言葉数少なだったが、ハロムは帰り際に『包帯のおねーちゃん、じゃあね！』と笑いかけてくれた。

			「今度来たときは、ミルキットも一緒に遊ぶ？」

			「はい、ぜひっ。そのためにも、ガディオさんの居場所を見つけないといけませんね。どうしましょうか、早いですがエターナさんたちと合流しますか？」

			「いんや、まだ行きたい場所があるから、先にそっちに向かおうと思う」

			　フラムたちは東区から中央区に移動し、軍の宿舎に向かう。

			　見張りの兵士たちは、フラムの顔を見るなり頭を下げた。

			「オティーリエさんに用事があるんですけど、中に入っていいですか？」

			「もちろんです、フラム様。オティーリエ様なら自室で待機されているかと」

			　先日との対応の違いに苦笑しつつも、宿舎に足を踏み入れる。

			　すると入り口付近で、細身の男性と鉢合わせた。

			　オティーリエと似たような制服を着ているということは、彼も軍幹部のようだ。

			「よっ、あんたがフラム・アプリコットか。オティーリエから話は聞いてるよ」

			「あなたは……」

			「あれ、おいらのこと知んないの？　ヴェルナーっつうんだけど、これでも副将軍やってんだけどなあ」

			「そうだったんですね。詳しくなくて、すみません」

			「いいのいいの、おいらってばオティーリエとヘルマンに比べると目立たないってーの？　知名度低いみたいだからさ」

			　彼はヴェルナー・アペイルン。

			　オティーリエ、ヘルマンと同じ副将軍の一人だ。

			　両腕に特注のクローを付けて戦う爪そう術じゅつの使い手で、素早い動きと隠密行動を得意としている。

			「もしかしてオティーリエに会いに来たのかな？　だったら案内してやんよ、今なら面白いものが見れるだろうし」

			「面白いもの……？」

			　何も知らないフラムたちは、言われるがままヴェルナーについていく。

			　そして彼が立ち止まったのは、オティーリエの自室ではなく、なぜかリネン室の前だった。

			「ほれ、見てみなって」

			　小声で言いながら、室内を指差すヴェルナー。

			　こっそり覗き込むフラムとミルキット。

			　するとそこには、シーツに顔を埋めたオティーリエの姿があった。

			「あああぁあああ……お姉様の匂い……お姉様の匂いでわたくし包まれてっ、包まれてるうぅっ！　んはぁ……たまりませんわ、この匂いっ！　甘酸っぱい、まるで恋のようなこの匂い！　どうしてっ、どうしてですのお姉様！　どうしてあなたは匂いですらこんなにも罪深いんですのおぉっ！」

			「う、うわあ……」

			　ミルキットですらドン引きする惨状である。

			


			

			


			「すごいっしょ？」

			「オティーリエさんがアンリエットさんに憧れてるのは知ってましたけど……えっ、あれいつもやってるんです？」

			「もち」

			　ぐっと親指を突き上げるヴェルナーに、フラムの頬が引きつる。

			「んっふううぅぅんっ、パーフェクトぉ……パーフェクトスメェル……おぉう、お姉様ぁっ、お姉様あぁぁんっ！　ああぁ、お姉様の包まれていたシーツにくるまれているこの状況っ、つまりこれはお姉様に抱きしめられて――いや、お姉様の内側にわたくしが宿っているのと同じ状態！　つまり子供！　わたくしはお姉様の赤ちゃんですのねぇ！　おぎゃあ！　おぎゃあぁんっ！」

			「イメージが……オティーリエさんに対するイメージがぁ……」

			　頭を抱えるフラムを、ミルキットが「元気を出してください」と慰なぐさめる。

			「やっぱ知らなかったんだ。あっちが素だから、今のうち慣れといてよかったなァ」

			　けらけら笑うヴェルナーだったが、その声にどうやらオティーリエは気付いてしまったようだ。

			「あら、フラムとミルキットではないですの。ごきげんよう……すうぅ、はあぁ……」

			　彼女は堂々とシーツを持ったまま、フラムたちの前まで移動してきた。

			「すごい、まったく隠すつもりがないです……」

			「見られてしまったのなら、隠しても仕方ありませんわ。そもそもわたくしのお姉様への愛情は、隠す必要などこれっぽっちも無いピュアな感情ですもの！」

			「……とまあ、いつもこんな感じなワケよ」

			　とまあ、と言われても――フラムはどう反応をしていいのか困り果てていた。

			　ひとまずさっき見た光景は全て忘れることにして、さっさと本題に入る。

			「えっと、実は私たち、教会について話をしたいと思って来たんですけど……」

			「あ、そうだったの？」

			「彼女たちが宿舎を訪れる理由なんて、それしかありませんわ。まさかヴェルナー、わかってないでこんな場所に案内したんですの？」

			「オティーリエと仲いいって聞いてたからさァ、遊びに来たのかと思ってたワケよ」

			　二人の反応を見て、フラムは彼らがネクロマンシーの動きをまったく把握していないことに気付く。

			「となると、アンリエットに会わせちゃったほうがいいわけだあね」

			「ですがお姉様は、今サトゥーキ様と会合中ですわ」

			「サトゥーキって、枢すう機き卿きょうですよね」

			「そ、サトゥーキ・ラナガルキ。何かと軍のことを気にかけてくれる御ご仁じんでねえ、最近は教会騎士団と軍の仲を取り持ったりしてくれてるワケ」

			　枢機卿が、なぜ王国軍に味方するような動きを取っているのか。

			　正直、胡う散さん臭くさくてしょうがないし、ネクロマンシーのことを知らないのならこのまま帰ってもよかったが――

			「……あら、お姉様の部屋のドアが開いたようですわね。話が終わったのかもしれませんわ、ひとまず行きましょうか」

			　お姉様の顔を見たくてしょうがないオティーリエが、さっさと歩きはじめてしまった。

			「ええっ!?　今、何も音はしませんでしたよね……」

			　ミルキットは驚いているが、フラムは深く考えないことにした。

			


			　◇◇◇

			


			　アンリエットの執務室まで移動すると、部屋の前で話す男女の姿が見えた。

			　一方は言うまでもなくアンリエットで、もう一人の大柄なひげを生やした強面の男性は――

			「あれが、枢機卿サトゥーキ・ラナガルキ……」

			　フラムがそうつぶやくと、サトゥーキは彼女を見て「ほう」と不敵に微笑む。

			　ぞくりと、嫌な寒気が背筋を走った。

			「これはこれは、英雄様ではないか。旅から抜けたと聞いていたが、まさかこのような場所でお目にかかることになるとは」

			「ど、どうも……」

			　地位で言えば将軍であるアンリエットと変わらないはずなのだが、大柄だからか、威圧感が強い。

			「そう怖がらないでくれ、私は君に期待しているんだ」

			「期待？」

			　サトゥーキはフラムに歩み寄り、ぽんと肩に手を置いた。

			「君にとっては勇気ではなかったのかもしれない。しかし後世に生きる者たちにとっては、事情など関係ない。ただ結果だけが切り取られた歴史だけが残る」

			「は、はぁ……」

			「すまないね、今の君には意味がわからないだろう？　これは自己満足だ、だが言わせてくれ。称賛させてくれ。事実、私もそれに救われた一人なのだから」

			「なんのこと、ですか？」

			　戸惑いを隠せないフラム。

			　それでもなおサトゥーキは、おそらくわざとぼかした言い方で彼女に告げる。

			「君のおかげで、プロジェクト・リヴァーサルは成功した。その象徴なんだよ、君は。だから今日は会えて嬉しかったよ。チャタニにも伝えておこう」

			「プロジェクト……？　ちゃた……に？」

			　――ザッ。

			　脳内にノイズが走る。

			　正常な記憶を切り裂いて、まるで中から這い出るように、知らない何かが顔を出す。

			『プロジェクトリヴァーサル……のを研究して……設らし……す』

			　――ザザッ。

			　ノイズには頭痛が伴う。

			　回帰のために必要な行為であることは間違いないが、ある種の自傷行為でもあるため注意が必要だ。

			　痛みは直に君の痛覚に働きかけるだろう、なぜなら根源から至る成長痛であるから。

			「う……あ、あれ、何これ……？」

			　――ザザザッ。

			　砂嵐が視覚すらも支配し、もはや現実感は喪失した。

			　自分が立っているのかそこにいるのかフラム・アプリコットであるのかすらもわからない。

			　ならば誰かと聞かれれば、やはり『フラム』ではあるのだが、〝フラム〟ではないのだ。

			『もうそろそろ、私の人生は終わりになり――』

			　――ザァァァッ。

			　やはり苦痛に耐えられない。

			　人の脳がそういう風にできているからだ、本来は回帰しないような構成をしているからだ。

			　それでも這い出てこようとするのは、それが特別であるから。

			　この世界に必要で、ある意味フラム・アプリコットという個人にとっても必要不可欠な要素で、つまり彼女は――否、彼女たちは不完全な状況である。

			　しかしその完全性によって二人の幸福がもたらされるかと言われれば絶対的な保障は無く――

			「は……あ、ぐうぅっ……！」

			　頭が、意味不明な文字と映像と音声の羅列で埋め尽くされる。

			　一気に同時に再生されるので、それがなんなのか、どんな意味を持っているのかまったく理解できない。

			「ご主人様っ!?」

			　痛覚を弱めるエンチャントが働いているはずなのに、それでも立っていられないほどの痛みだった。

			　ミルキットが支えなければ、その場で倒れていただろう。

			「ほう、まさかフラッシュバックか？　存外に残っているようだな。驚くことばかりだ、はっはっは……！」

			　言いたいことだけ言って立ち去っていくサトゥーキ。

			　何が起きたのか、何を知っているのか、問いただしたいことはいくらでもあったが、意識がまだはっきりしていないせいでうまく言葉が出ない。

			「サトゥーキ様に何か言われましたの？　体調が悪いのなら、医務室で休んだほうがよろしいですわ」

			　オティーリエも心配そうにフラムの体を支える。

			　フラムの顔はすっかり青ざめ、流れる冷や汗がポタポタと顎から床に落ちていた。

			「いえ……平気、です。少しめまいがしただけなので。あはは、色々あったんで体調が万全じゃないのかもしれません」

			　そう言って笑ってみせたが、声にも表情にもてんで力がこもっていなかった。

			「本当に大丈夫なのか？」

			　アンリエットは真剣な表情で、真っ直ぐに見据えて問う。

			　彼女の真意は言葉とは別の場所にあり――何か核心的なことを聞こうとしているように思えたが、しかしフラムに思い当たる節はない。

			　素直に首を横に振る。

			「……わかりません。本当に、何も」

			「ったく、目の前で女の子が倒れてるって言うのになー。よくスタスタと立ち去れるもんだわ。やっぱ枢機卿ともなると、下々の民を見下しちゃうもんなのかねェ」

			「こらヴェルナー、本人がいないからって好き放題言っていると、わたくしがチクりますわよ」

			「うぇ、ガチで勘弁してくれよ。ただでさえ教会騎士の相手で面倒だってのにさ」

			　違う、別にサトゥーキはフラムを見下したりしていたわけではない。

			　あざ笑うとか、見下すとかそういう笑い方ではなく、純粋に喜び、満足したように笑っていた。

			（なんだったんだろう、今の。プロジェクトだのチャタニだのって名前を聞いた途端に、急に頭に映像が流れ込んで……いや、あふれてきた感じだったけど）

			　片手で頭を抱えながら、フラムはふいに自分に寄り添うミルキットの顔を見た。

			（映像の中にミルキットもいたような、いなかったような……あぁ、ダメだ。もう全然思い出せない。やめやめっ、あんな変なのは忘れよう。それがいい。今はアンリエットさんに話を聞くのが先決なんだからっ）

			　考えを振り払い、大きく息を吐いて、余計な思考を捨てる。

			　そして本題に入るため、アンリエットとともに執務室に入った。

			　以前と同じように、彼女と向き合ってソファに腰掛けたフラムとミルキット。

			　オティーリエはアンリエットの隣に座り、べったりと肩に頬を寄せている。

			「それで、教会について聞きたいことがあるという話だったが……すまない、実はこちらも余裕がなくてな、あまり君たちに話せる情報はないんだ」

			「そんな気はしてました。何か揉め事でも起きたんですか？」

			「ああ、教会騎士団が王国軍を吸収するという話が出ていてな」

			「なっ……そんなことになったら、国王じゃなくて教皇が王国の実権を握るってことじゃないですか！」

			「まさにそれが狙いらしい。もっとも、陛下はとっくにオリジン教の熱心な信者だ。すでに似たような状況ではあるんだよ」

			「体裁すら捨てたんじゃ、教会はもっと暴走するに決まってます！　ただでさえ、回復魔術による医療費の値上げでみんな苦しんでるのに」

			　アンリエットはフラムの言葉に、「そうだな」と重苦しくつぶやく。

			「できるだけ時間稼ぎはやるつもりだ。だが教会騎士団の相手に手一杯でな、君たちの力になれず申し訳ない」

			「いえ、教会と戦ってくださっているだけで十分です」

			「一応、王都で起きていることを教えてもらえないか。何か手がかりぐらいなら話せるかもしれない」

			　アンリエットを信頼して、ネクロマンシーに関して知っていることを全て語る。

			　彼女はうなずきながら、フラムの話を真剣に聞いた。

			「ティア・ラスカット……懐かしい名だな」

			「知り合いだったんですか？」

			「何度か軍とギルドの共同作戦で、一緒になったことがある。ガディオ以外が死んだという話は聞いていたが、そうかあれも教会の……」

			「サティルスについて知っていることは無いでしょうか」

			「金に汚い女だとは聞いている。商売だけでなく、周辺貴族に高利で金を貸し付けて、返せなかった連中から安価で商品を仕入れたり、物で払わせているそうだな」

			「どこまでもイメージ通りな商売人なんですね」

			「だがフランソワーズ商店を、あそこまで大きくした手腕は本物だ」

			　その後もいくつかの質問をアンリエットに投げかけたが、それ以上はネクロマンシーに繋がるような情報は得られなかった。

			　ウェルシーに会いにいったエターナたちに期待するしかないだろう。

			　軽く挨拶を済ませて、フラムとミルキットは宿舎をあとにする。

			　アンリエットは、二人が遠ざかっていくのを窓から眺めていた。

			　そして姿が見えなくなったところで、彼女は部下に命じる。

			「オティーリエ、ヴェルナー。彼女たちを見張り、危機が迫った場合は手助けしてやってくれ。兵士も十名程度連れて行くといい、それぐらいの人数ならどうとでも言い訳できる」

			　それは少しでも教会と戦うフラムたちの役に立ちたいという、アンリエットの想いゆえの行動である。

			　サトゥーキのおかげで教会騎士とのいざこざが小康状態にある今なら、いくらか戦力を割いても問題はない。

			「はい、お姉様っ！　このオティーリエ、必ずやお姉様の愛に応えてみせますわ！」

			「ごめん、おいらはめんどくさいからパス……はできませんよねー。ヘルマンじゃダメなワケ？」

			「あいつの図体は隠密に向かないだろう。お前ほどの適任はいない」

			「お姉様の言葉は絶対ですわ。早く準備しますわよ、ヴェルナー」

			「へいへい、わかりましたよーっと」

			　オティーリエはやる気に満ち、ヴェルナーは全力でだるそうに退室する。

			　二人の足音が離れていくのを聞くと、オティーリエは誰に向けるでもなく、独り言をつぶやいた。

			「古代の遺産、複製人格、反螺旋物質、そして方はこ舟ぶね都市か。いよいよ私の手には負えなくなってきたな」

			　サトゥーキから聞かされた話は、全て信じがたい内容ばかりだった。

			　だが事実、信じられないような出来事がこの王都で起きている。

			　アンリエットが軍に入ったのは、決して権力や金を欲したからではない。

			　純粋に、大切な人たちが暮らすこの王国を守りたいと思ったからだ。

			　しかし、そんな彼女の動機は、あまりにもまともすぎた。

			「それでも抗うしかない。私にも、守りたいものはある」

			　コートを羽織り、アンリエットは部屋を出る。

			　今日も魑ち魅み魍もう魎りょうひしめく大聖堂で、狂信者どもと向き合うために。

			


			　◇◇◇

			


			　フラムたちが合流場所である東区の公園に着くと、すでにエターナとインク、ウェルシーの三人がそこで待っていた。

			「ごめんなさい、遅くなって」

			「別に構わない。わたしたちもさっき着いたばかりだから」

			「それはよかったです。ウェルシーさんも、ここに来られたんですね」

			　ミルキットが言うと、ウェルシーは「ふっふっふ」と得意げに笑う。

			　そして手に持っていた書類をフラムたちに見せつけた。

			「これ、なんだかわかる？」

			「サティルスからお金を借りてた、とある貴族の帳簿なんだって」

			「あっ、こらインクちゃんなんで先に言っちゃうのよー！」

			　ウェルシーはインクの耳を引っ張り、二人はきゃっきゃと楽しそうに騒ぐ。

			　待っている間に、すっかり仲良くなったらしい。

			「インクちゃんの言う通り、そういう帳簿なんだけど、今日、うちの社員がゲットしてきたわけよ」

			　それはエターナたちが社内でウェルシーと話しているときの出来事だった。

			　まるで機を見計らっていたかのような、奇跡的なタイミングである。

			「私たち、さっき軍の宿舎でアンリエットさんと話してたんですけど」

			「うわお、将軍様と知り合いなの？」

			「まあ、一応。そこでサティルスが、借金返済の代わりに物品を要求してるって聞いたんです。もしかしてそれと関係が？」

			「まさにその話。サティルスは借金のカタに、王都北にある森を含めた土地を手に入れていた」

			「王都北、しかも鬱うっ蒼そうと生い茂る森。これってかーなーり、怪しいと思わない？」

			「確か、サティルスが教会に売った商品を乗せた馬車が、王都北に向かってたんですよね。ご主人様、これってつまり……」

			「うん。ネクロマンシーの研究所が、その森の中にあるかもしれない」

			　ダフィズは昨日一度王都にやってきて、そこから研究所に戻り、翌朝また王都を訪れている。

			　短期間で往復が可能だということは、数時間で行き来できる範囲内にあるのは間違いないのである。

			「行くんなら、うちで馬車出せるけど、どうする？」

			「ぜひお願いします」

			「オーケイ。あ、でも今日は無理だよ？　今から馬車を手配して向かったって、夜になっちゃうから」

			「夜の森はさすがに厳しい。そこが研究所付近ならなおさら」

			　準備を怠おこたって不要な被害を受けては本末転倒だ。

			　本当ならすぐにでも王都を出たいところだが、その言葉に従うしかない。

			「なら明日の早朝に出発、ということでいいでしょうか」

			「じゃあそれで行こっか。もちろん私も同行するけど、いーよね？」

			「安全は保障できませんが、それでもいいなら」

			「安心してよ。前も言ったけど、逃げ足には自信があるからさー」

			　調子に乗ってウィンクするウェルシーだが、フラムには不安しかなかった。

		

	
		
			

			


			　早朝――フラムたちはまだ空が薄暗い時間に王都を発ち、例の森にたどり着いたのはその四時間後だった。

			　まず周囲をぐるっと周り、馬車が通れそうな道が無いか探す。

			「こちらにうっすらですが、車輪の跡があります。狭いですが、通れないことは無さそうですねぇ」

			「さっすがレント君、馬車に関しては君がナンバーワンだ！」

			　ウェルシーがそう太鼓判を押す御者の名はレント。

			　普段は馬車会社で働いているのだが、実はウェルシーの新聞社に情報を提供する記者らしい。

			　馬車は王都における重要なインフラの一種。

			　王族や教会の幹部が利用することも多いため、潜入取材するには打って付けの場所なんだそうだ。

			　サティルスが使っていた馬車の動きを調べられたのも、レントの功績が大きいらしい。

			「うあぁー、ガタガタするうぅー」

			　インクの声は体の動きに合わせて揺れている。

			　当然、森は道が舗装されていないため、馬車の乗り心地は最悪だった。

			　フラムたちの中に、酔いやすい人間がいなかったことだけが救いだろうか。

			「ぶぇー……」

			　馬車を手配した張本人であるウェルシーを除いて。

			　そこから更に前に進むと、急に揺れが収まる。

			「ここから先は比較的綺麗な道になってますね。舗装こそされてませんが、普段から多くの馬車が行き来してるようです」

			「入り口周辺だけカモフラージュされてたんだ……」

			「ますます怪しいです」

			　この先に研究所があるのは間違いなさそうだ。

			　となると問題は、敵の襲撃だが――そこから二十分ほど先に進んでも、一向に異変は発生しない。

			「フラム、そこまで化物を警戒する必要は無いかもしれない」

			「どうしてですエターナさん？」

			「ダフィズから敵意は感じられなかった。昨日の朝、私が待ち合わせの場所に来なかったのに、強引に連れていこうともしなかった。キマイラやチルドレンとも敵対しているのなら、もしかすると単純にネクロマンシーは戦える力を持っていないのかもしれない」

			「死者を蘇らせるのに特化してるってことですか」

			「……まあ、多少は願望も入ってる」

			「それならガディオさんもまだ無事でしょうから、私もそう願いたいです」

			　フラムは心のどこかで、ガディオが昨晩のうちに戻ってくるのではないかと思っていた。

			　だが現実はそう甘くなかったのだ。

			（そう、現実は甘くない。ガディオさんだけじゃなくて、セーラちゃんだって帰ってこないんだもん）

			　馬車に乗っていると、どうしてもいなくなったあの少女のことを思い出す。

			　魔族のネイガスと一緒に行動しているそうだが、本当に無事でいるのだろうか。

			　おそらく遠くにいるであろう彼女に思いを馳せていると――

			「ん……？」

			　馬を操るレントが、何かに気づく。

			「このあたり、馬とは違う足跡が残っています」

			「野生の獣じゃないのー？」

			「いいえ、明らかに大きい。おそらくモンスターのものでしょう」

			　そう、螺旋の怪物がいなかったとしても、単純に強力なモンスターが襲いかかってくることも考えられる。

			　なんにせよ、いくつもの危険が潜んでいることは間違いないのだ。

			　そして――

			「足音が聞こえる……」

			　インクがつぶやいた。

			　他の面々は車輪の音で聞き取れなかったが、耳のいい彼女には聞こえているらしい。

			「インク、方向を教えてほしい」

			「右後ろのほう。すごい勢いで、ドスドスドスって近づいてきてる。足は二つかな……人型の、けど大きい。モンスターだと思う」

			　エターナは客車の窓から外を覗くも、まだ姿は見えない。

			　だが瞳を閉じて聴覚に意識を集中させると、確かに彼女にも聞こえた。

			　インクの言う通り、強く、重い、圧迫感を覚える嫌な足音が。

			「この音、もしかして……」

			　フラムには覚えがあった。

			　思い出すのは――かつて遭遇した、螺旋のオーガだ。

			　そして、その予感は的中してしまう。

			　エターナが窓から見たものは、顔の渦巻きから〝ぶじゅるぶじゅる〟と赤い液体を撒き散らし、拳を振り上げるオーガの姿――

			「みんな、伏せて！」

			　エターナが大きな声をあげると――ゴオオォォオオウッ！　と激しい螺旋の嵐が、客車を強襲する。

			　触れた部分を粉々の木片に変え、カーゴの上半分が吹き飛んだ。

			「くっ、落ち着いて。大丈夫、大丈夫だからっ！」

			　レントは呼吸が乱れた馬たちを必死でなだめる。

			「あ……あれが螺旋の化物……っ」

			　初めて遭遇する異形を前に、青ざめるミルキット。

			「生理的嫌悪感というか、見てるだけでぞわぞわしてくる見た目ね……」

			　ウェルシーはそう言いながらも、バーンプロジェクションで記録を残している。

			　一方でフラムは魂喰いを抜き、柄を握る右手を肩の高さまで持ち上げ、切っ先で狙いを定める。

			　同時にスキャンも発動、相手のステータスを確認した。

			


			　―――――――――――――――――――――

			　Ｃｈｉｍａｉｒａ―Ｐｒｏｔｏｔｙｐｅ：Ｏ

			　属性：土

			　筋力：２５５２

			　魔力：５８４

			　体力：２８３１

			　敏捷：１２５９

			　感覚：４９９

			　―――――――――――――――――――――

			


			　フラムはそれを見て確信する。

			（あのときのオーガとは違う。見た目こそ一緒だけど、コアのせいで暴走してるわけじゃない……あれは制御された化物なんだ）

			　すなわち、誰かの命令を受けて、明確に彼女たちを狙っている。

			　しかも名前からして、あれはネクロマンシーの持ち物ではなく、キマイラの所有物である。

			（わざわざ私とセーラちゃんが戦ったのと同型を用意するあたりに、性根の腐った悪意を感じるな。しかもご丁寧に顔まで渦巻かせて。だけど――）

			　それを用意したのがダフィズかどうかは一旦置いておく。

			　重要なのは、相手が次の攻撃を放つ前に、あれを仕留めることだ。

			「今の私を、あのときと一緒だと思うな！　気穿槍プラーナスティングッ！」

			　ヒュゴォッ――黒き大剣の先端から、刃に満ちたプラーナを凝縮させた槍が射出される。

			　オーガも同時に拳から螺旋を放った。

			　小細工なしの真っ向勝負。

			　空中でぶつかりあった二つの力は、競り合うことすらなく、反転の力が螺旋を打ち消し、気き槍そうがオーガのコアを貫いた。

			　動力源を失い、緑の巨体が森に転がる。

			　その直後、今度はミルキットが声をあげた。

			「逆からも来てますっ！」

			「まだいるのっ!?」

			　見えたときにはすでに遅く、相手は拳を繰り出したあと。

			　このタイミングでは攻撃を放ったばかりのフラムは間に合わない。

			「アイスシールド」

			　ならばエターナが対処するだけのこと。

			　氷の盾が空中に浮かび上がり、渦巻く力場を受け止める。

			　ガリガリと破片を撒き散らしながら螺旋は氷を掘り進もうとしたが、彼女の魔力によって生成されたそれは並の攻撃では突破できない。

			「ウォーターバレット」

			　さらに彼女は、盾の裏側――つまり相手の死角から水の弾丸を複数放つ。

			　弾丸は螺旋すら防ぐ氷の盾をたやすく貫通し、オーガの四肢と頭に着弾。

			　パパパパンッ！　と破裂するように命中した部位は弾け跳び、敵は動きを止めた。

			「コアが破壊できなくても、これぐらいはできる」

			「エターナ、まだ来てるよ。しかも今度はすごい数！」

			「……めんどくさい」

			　今度は馬車の背後からオーガの群れが迫る。

			　その足音はまるでバッファローの群れのように激しく、肌にビリビリと響く。

			「が、頑張ってくれ、頼むっ！」

			　レントに応援され馬たちは懸命に走るが、オーガの速度には勝てない。

			「これは大スクープ……だけど、ちょっと絵面が新聞向きじゃないかもー」

			「こんな恐ろしい光景、見たことないです……」

			　それはウェルシーもミルキットも絶句してしまうほどの、強烈な光景だった。

			　迫り来るは、まるでスプリンターのように背筋と指をピンと伸ばし、高く腿ももを上げながら走るオーガの群れ。

			　しかもその全てが顔に肉のうずまきを携え、流れる血を撒き散らしているのだから。

			　そして群れはほぼ同時に足を止めると、拳を振り上げた。

			　螺旋の弾丸を一斉に放つつもりだ。

			　さすがにあの数では、フラムもエターナも一人で止めることはできない。

			　するとエターナはフラムに耳を寄せ、何かをつぶやいた。

			　またそれを聞いてフラムの方からも意見する。

			「ちょ、ちょっと、あれ大丈夫？　なんかすごい攻撃が来そうじゃないっ？」

			　慌てるウェルシー。

			　だが二人はあくまで冷静に、相手と向き合う。

			　ぶじゅるっ、ぶじゅっ――そんな音とともに前に突き出される、無数の拳。

			　螺旋同士が絡み合い、竜巻ほどの太さになって、馬車を押しつぶさんとフラムたちに接近する。

			　エターナは客車で立ち上がり手をかざすと、魔法を発動させた。

			「アイスシールド！」

			　先ほどより少し大きめのシールド。

			　だがそれ以外に、何も特別なことはしていない。

			「うわー、来る来るっ、来ちゃうぅーっ！」

			　一人慌てるウェルシー。

			　だがインクとミルキットはそれぞれパートナーを信じ、祈る――

			　そしてフラムは氷の盾に手を当てると、そこに魔力を注ぎ込んだ。

			「反転付与エンチャント・リヴァーサル！」

			　何もそれは特別な技術ではない。

			　普段から魂喰いや騎士剣術キャバリエアーツに魔力を込めているように、エターナが作った盾に付与するだけの話。

			　吹きすさぶ嵐のように木々を吹き飛ばし、地面をえぐりながら迫る暴力的螺旋。

			　だがそれは――盾に触れた瞬間、まるでつむじ風のように散り散りになって消えた。

			　螺旋の向きが反転したことで、攻撃に込められたエネルギーが霧散したのである。

			「続けて仕掛ける――」

			「私も行きます！」

			　二人は走る馬車から飛び降り、地面に着地した。

			　エターナは大地に手を付ける。

			「フローズングラウンド！」

			　凍りつく地面。

			　その範囲は徐々に広がり、まるで蛇が這い寄るように、群れの足元を覆っていく。

			　そしてオーガの足裏が氷に触れると、脚全体が氷結し、化物たちは身動きが取れなくなった。

			　すかさず剣を構えるフラム。

			「お願いします、エターナさんっ」

			「それじゃあ作戦通り……アイスエンチャント」

			　魂喰いの刃が氷を纏う。

			　それは先日の、ガディオとネクトの戦いから着想を得た剣技だ。

			　もちろん、ガディオほど筋力が無いフラムには、文字通り荷が重い技である。

			　だが彼女には一点だけガディオにも勝る部分がある。

			　それは〝再生〟だ。

			　どれだけ無茶をして腕の筋が切れようが、すぐに癒える。

			「ふううぅぅぅうう……」

			　フラムは腹の奥底からあふれ出る、低い唸り声をあげる。

			　剣はみるみる氷によって巨大化し、やがて木々の高さを越えた。

			　ぶちぶちっ、と支える腕から嫌な音がする。

			「おぉおおおおおおっ――」

			　声は次第に大きくなり、唸うなりから、咆ほう哮こうへと変わっていく。

			　高くそそり立った剣は、前を走る馬車からでも見ることができた。

			　腕からは筋だけでなく、骨が変形する破砕音も聞こえていたが、折れると同時に再生されるため、フラムが痛みを感じるだけで済んだ。

			「うおぉぉおおおおりゃあぁぁぁああああッ！」

			　そして――彼女はオーガの群れに向けて、氷の刃を叩きつける。

			　その名も、氷刃槌崩斬ヨトゥンブレイド――！

			　オーガたちはまず圧倒的質量に押しつぶされ、続けて地面で弾けた氷の破片で全身を切り刻まれ、さらに衝撃波によって吹き飛び、木の幹に叩きつけられる。

			　もちろんフラムの放った剣技だ、反転の魔力が込められているため、触れたコアは壊される。

			　水蒸気の白煙と砂埃が混じり合った濃いブラインドが晴れると、見えたのは原型すら留めないオーガの群れだった。

			　生き残りはゼロ。

			　それどころか、周辺の木々は倒れ、地面はえぐれ、軽く地形まで変わってしまっている。

			「はぁ……はぁ……はぁ……」

			「少しやりすぎたかもしれない」

			「はぁ……いえ……これぐらいで、いいと思います……あいつら、しぶといんで……はぁ……」

			　肩で呼吸をしながら、フラムは笑った。

			


			　◇◇◇

			


			　驚異を排除したフラムたちは、半壊した馬車に乗って先を急ぐ。

			　さらにそこから五分ほど進むと、道の横に看板が立っていた。

			「〝救いの町〟シェオル……？」

			　読み上げ、首をかしげるフラム。

			「この先にある町の名前でしょうか」

			「あっれー、でもおかしくない？　地図上は町なんて無かったわよ」

			「そのあたりは本人に聞けばわかる」

			「エターナさん、本人って一体――」

			　フラムがそう尋ねた瞬間、馬車がスピードを緩め止まった。

			「レントさん、どうしたんですか？」

			「人が立ってるんです」

			　行く手を遮るように立っているのは、白衣を纏った細身の男だった。

			　エターナの言った〝本人〟が彼のことだとすれば、あれが――

			「ダフィズ・シャルマス……」

			　ネクロマンシーを統率する管理者、その張本人である。

			　自分の名が呼ばれると、彼は神妙な表情でフラムを見た。

			「神は残酷なものです。受け入れないとは言っていないのに、準備もさせてくれないとは」

			「私のことを言ってるの？」

			　馬車を飛び降りて、フラムはダフィズの目の前に着地した。

			　そして魂喰いを抜き、有無を言わさず剣を首に突きつける。

			　野蛮だと罵倒されても仕方のない行いかもしれない。

			　だがフラムは、今まで散々オリジンコア絡みで辛しん酸さんを嘗なめてきたのだ。

			　先ほども化物に襲いかかられたばかり、これぐらいの警戒は当然と言えよう。

			「剣を収めてもらえませんか、僕に戦う意図はありません」

			「白々しい。こっちはついさっき、オーガにコアを埋め込んだ化物に襲われたところなんだけど？」

			「キマイラと交戦したんですか!?　道理で大きな音がするわけです。あなたがたには言い訳に聞こえるかもしれませんが、それは僕が仕向けたものではありません」

			「言い訳にしか聞こえない」

			「キマイラとネクロマンシーは競争相手です。敵対していると言ってもいい。そんな我々がわざわざエキドナの作った兵器を使う理由がありません！　何より、僕らがシェオルで使っているネクロマンシー・セントラル・コアと、キマイラ・コアは相性が悪い。下手に近づけば混線して、制御が乱れてしまう可能性だってあるのです。併用するのは現実的じゃありません」

			「専門用語を使われても私にはわからない」

			「ネクロマンシー・セントラル・コアは、死者を蘇らせるために使うオリジンコア――通称ネクロマンシー・コアを制御し、受信するオリジンの影響を弱めるための大型コア、と言えばわかりますか？　キマイラ・コアは単純に、キマイラが作り出したコアだと思っていただければ」

			　あっさりと説明するダフィズに、拍子抜けするフラム。

			　確かにエターナが語っていたように、彼からは敵意らしいものがまったく感じられない。

			　目を見ても、偽っているようには思えなかった。

			「ガディオさんは、どこ？」

			「無事ですよ、今は奥さんと幸せに過ごしています。ご希望でしたら、会われますか？　ご本人も王都に残してきた人たちに心配をかけているかもしれない、と心を痛めておられましたよ」

			　もちろんフラムは、まだ彼を信用していない。

			　だが二人のやり取りを見ていたウェルシーが彼女に言った。

			「フラムちゃん、ひとまず剣は下げていいんじゃない？　私から見ても本当に嘘をついてるようには見えないよ。それに聞けば色々教えてくれるだろうし、教会の情報だって聞き出せるんじゃないかなー」

			　おそらく他の三人も似たような結論だと思われる。

			　だがミルキットとインクは結論を出すのをフラムに委ねているし、エターナは一度ダフィズと会っているため、あえて口は挟まなかった。

			　フラムは納得はしていないが、今はそれが最善であることを理性で理解している。

			「……わかりました」

			　しぶしぶ剣を収めるフラム。

			　光の粒子となる魂喰いを見て、ダフィズはほっと胸を撫で下ろした。

			「ふぅ……僕もわかっています、あなたがたが殺したいほど教会のことを憎んでいるということは。ですから、その決断に感謝します。ありがとうございます」

			　人の良さが鼻につく。

			　だがそれは、フラムが最初からダフィズを敵だと認識しているからだろう。

			　エターナやウェルシーからは、また別の見え方がしているに違いない。

			「それではシェオルにお連れします。馬車のままで構いませんのでついてきてください」

			　そしてダフィズは前を歩き、研究所があるという町まで案内を始めた。

			　フラムが馬車に戻ると、ミルキットは心配そうに彼女を見つめる。

			　不安に満ちた表情の主を、案じているのだろう。

			　その思いやりに気づくと、フラムの胸に温かな感覚が広がる。

			　自然とその手はミルキットの頭に伸び、柔らかな髪をくしゃりと撫でていた。

			


			　◇◇◇

			


			　道を進んでいると急に森が拓け、町の入り口が現れる。

			　救いの町シェオル――それは研究所の比ひ喩ゆでもなんでもなく、本当にただの町だった。

			　住民が暮らし、作物を作り、物を売り買いし、子供たちは元気に走り回り、両親らしき男女がそれを微笑ましく見守る。

			　中央に大きな教会がある以外は、ごく普通ののどかな田舎町だ。

			　フラムたちは入り口で馬車から降り、一旦レントと別れて中に足を踏み入れる。

			　実際に歩いてみても、違和感はない。

			　いや、唯一あるとすれば、住民たちがやけにフラムのことを見てくることだが――立地が立地だけに、よそ者が目立つのは仕方のないことだ。

			「あの教会が研究所なの？」

			　フラムが問うと、ダフィズは快く答えた。

			「ええ、実際は地下にまで施設が広がっています」

			「サティルスに資金提供を受けてるし、この土地はまた別の貴族の所有物だって聞いたけど、地下にあるってことは……施設を造ったのは教会？」

			「おや、そこまでご存じだったんですか、さすがですね。おっしゃる通り、サティルスさんから資金援助は受けています。ですがあくまで研究の主体は教会にあります」

			「だったらなんのためにサティルスは資金提供をしたの？」

			「彼女にはネクロマンシーが完成した暁あかつきに、その商業利用の権利を優先的に与える契約をしているんです」

			「……やっぱり信用できない。死者を蘇らせる技術を商売にするだなんて！」

			　声を荒らげ、足を止めるフラム。

			　ダフィズは彼女のほうに振り返ると、悲しげに語った。

			「僕だって乗り気ではありませんよ、人の命を商売に使うだなんて。ですが金がなければ研究を進めることすらできない。蘇った人々に暮らす場所を提供することもできない。割り切るしかないんです、僕の夢を叶えるために」

			「蘇った人々に、暮らす場所？　まさか、ここに暮らしてる人たちって……」

			「あなたの想像通り、半分は死者です。そして残り半分は、愛する人を取り戻して救われた人々――どうです、みんな幸せそうでしょう？」

			　ダフィズは誇らしげに言った。

			　フラムたちは改めて、この町で暮らす人々の姿を見た。

			　彼女が瞳を見つめても、生者との区別はつかない。

			　ミルキットが眺めても、エターナが考え込んでも、インクが声を聞いても、ウェルシーが観察しても、である。

			　一行が足を止めていると、教会から出てきたお腹の大きな女性が、ダフィズに駆け寄ってくる。

			「スージィ、ダメじゃないか走ったりしちゃ！」

			「だって心配だったのよ。大きな音がしたからって、あなたが一人で外に出ていくから。せめて護衛ぐらいつけてくれないと」

			「その人は……」

			「僕の愛する妻、スージィといいます。彼女もコアを使って蘇った人間でして、見ての通り今は子供を身ごもっています。来月には生まれる予定なんですよ」

			　幸せな未来の予想図を、彼は嬉しそうに話す。

			　紹介されたスージィも、どこか照れくさそうだ。

			　そんな二人の姿は、何も知らずに見れば、実に幸福な夫婦に見えるに違いない。

			　だが彼らがそれを誇れば誇るほど、フラムの目には全てがおぞましいものとして映ってしまう。

			　よくないバイアスがかかってしまっている、到底冷静な判断ができているとは思えない。

			　しかし――冷静な判断が必ずしも正しいと、直感や感情が間違っていると、誰が決めたというのか。

			「スージィさんが生き返ったあとに、妊娠した……」

			「フラムさん、あなたはおそらく『オリジンコアが蘇ったように見せかけているだけ』ではないかと疑っているのでしょう。しかしスージィのお腹には新たな生命が宿っている。町にはすでに生まれ、成長している子供だっています。もちろんその子は普通の人間として、ごく普通の肉体を持っています。生命のサイクルがそこにある以上、少なくとも『蘇った』という事実に関しては、疑う余地など無いはずです」

			　ダフィズには自信と誇りがあった。

			　自らが研究で得てきた成果や知識、そして蘇った妻や仲間たちと過ごした日々――その数年間に及ぶ積み重ねの中で、彼は〝完全なる蘇生〟の確信を得たのだ。

			　フラムが何を言っても、彼は揺るがないだろう。

			　もしそれを彼女が否定したとしても、この町に数百という死者たちが暮らしている以上、ネクロマンシーを否定するということは彼ら全員を殺すということになる。

			　数人だけならどうにかなる――そんな考えがフラムの中にあった。

			　だが甘かった。

			　どれだけ疑わしかろうと、生者と区別のつかない数百人のコアを破壊し全て殺すのは、物理的にも精神的にも不可能だ。

			　今、この町を訪れたところで、フラムに何ができると言うのか。

			「……あ、ガディオだ」

			　と、ふいにインクが言った。

			　どうやら、遠くから聞こえてきた声に反応したようだ。

			　フラムたちが周囲を見回し探すと、商店から出てくるガディオと、彼に腕を絡め微笑むティアを見つけた。

			「ガディオさん……！」

			「無事でよかったですね、ご主人様」

			「……うん」

			　しかし見たことがないほどリラックスした表情の彼を見ると、フラムは素直に喜べない。

			　ガディオもフラムたちの存在に気づき、驚いた様子で目を見開くと、少しバツが悪そうに近づいてくる。

			「お前たちも来ていたのか」

			「急にいなくなったら来るに決まってる。ケレイナとハロム、心配してた」

			「すまん、俺もどう伝えていいかわからなかった」

			「ガーくんは悪くないよっ、本当はあたしが二人に話しておくべきだったんだよね……」

			　ティアにも黙って出てこさせた罪悪感はあるらしい。

			　それでも絡めた腕はほどかないあたり、結局は二つの事象を天秤にかけて、今の状況を選択しただけなのだろう。

			「ガディオさん、帰ってくるつもりは無いんですか？」

			「ティアは、この町でしか暮らせない。だが、だからと言って王都の屋敷とここを往復できるほど、図太い神経は俺も持っていないさ」

			「この町でしか暮らせないって、どういうことです？」

			「そのあたりは、僕がこれから説明しますよ」

			　フラムたちのやり取りを静観していたダフィズが口を開く。

			「あたしもね、できれば王都で暮らしたいと思うし、ガーくんのこと縛りたくないとは思ってるんだけど……」

			「ティアさん、ガディオさん、ひとまず彼女たちと話すのはあとにしてください。研究所内へ案内しますので」

			「そうだな、それが一番納得できるだろう。すまない、邪魔をしたな」

			　背中を向けるガディオを、フラムは慌てて呼び止めた。

			「待ってください、ガディオさんっ！」

			「とりあえず中を見てくるといい。その男なら、お前の疑問にも全て答えてくれるだろう」

			　彼は足を止めず、そう言い残して、ティアとともに遠ざかっていった。

			「前に会ったときとは別人みたい」

			　何気なくインクがつぶやく。

			　確かに、声だけでなく、表情もフラムの知っているガディオとはまるで違う。

			　腑ふ抜ぬけていた――というと言葉は悪いが、普段は隠している〝弱み〟を、逆にさらけ出しているような状態だった。

			「ガディオさんを責めないであげてください。ティアさんはとても明るい女性です。あんな素敵な奥さんを亡くすなんて、彼もさぞ苦しんだことでしょうから」

			「他人事みたいに……！　だいたい、ティアさんはキマイラに殺されたはずだよね。キンダーさんとクローディアさんの墓を暴いたということは、いくらオリジンコアでも死体が無ければ蘇らせることはできないはず。どうやって彼女の死体を手に入れたっていうの？」

			　キンダーとクローディアの名が出ると、エターナが微かに反応を見せる。

			　しかし、彼女の変化にダフィズは気付いていないようだ。

			「敵対していると言っても、僕たちとキマイラに交流が無いわけではありません。以前、エキドナの所有するとある研究施設を訪れたとき、彼女が自慢げに見せてくれた、防腐処理の施された〝状態のいい死体〟――それがティアさんのものでした」

			　彼は当時のことを思い出しながら、唇を噛んだ。

			　わざわざ防腐処理を施したということは、エキドナはなんらかの目的があって、死体を保管していたのだろう。

			「ひょっとすると、ゆくゆくはキマイラの素材として使うつもりだったのかもしれません。完成した化物を、ガディオさんと戦わせるために……」

			「いくらなんでも邪じゃ推すいしすぎ」

			　少し刺々しい声色で言うエターナ。

			　墓を暴いたことに反省のないダフィズに対する軽いあてつけのようだが、やはり彼は気づかなかった。

			　ネクロマンシーの研究を続けるには、大量の人間の死体が必要になる。

			　墓を掘り返したことは、一度や二度ではないのだろう。

			「そういう女ですから、エキドナ・イペイラは。おそらく森にオーガ型キマイラを配置したのも彼女でしょうね。フラムさんがそれで死ぬなら構わないし、仮に生き残っても僕との間に溝ができる。本当に狡こう猾かつで嫌な女ですよ。昔から、ずっと」

			　よほど恨みつらみが積もっているらしく、ダフィズは初めて〝嫌悪感〟を表に出した。

			　隣を歩くスージィは、そんな夫の様子を見て苦笑いを浮かべた。

			「ごめんなさいね。彼、普段は本当に温和で優しいんだけど、エキドナって女の話だけはダメなのよ」

			　キマイラの管理者が腐っていることはフラムも重々理解している。

			　あんな化物を、この穏やかな町で作り出しているとも思えないし、おそらくはダフィズの言葉が事実なのだろう。

			（いくら奥さんと一緒といっても、ガディオさんだって何も調べてないわけじゃないはず。つまり、ダフィズさんには悪意は無くて、蘇った人たちも生前と変わらない状態で動いている。それだけは事実なのかもしれない）

			　しかし、やはり――歩きながら平和な町を見ていても、フラムは心のどこかに引っかかるものがある。

			　ミルキットと手を繋いでいればいつもは細かなことは気にならなくなるが、それでも消えてくれないのだ。

			　自分に向けられた住民たちの視線、その違和感が。

		

	
		
			

			


			　無知とは愚かさだ。

			　この世界の大半は知らないほうがいいことで満ちている。

			　きっとこれは、そういう類のものだ。

			　彼が仮に舞台の上で踊り、人々に笑われるピエロだったとしても、真実を知らなければ傷つくこともない。

			「どうしたの、ガーくん」

			　腕を絡めて歩くティアは、愛しい夫の顔を覗き込む。

			　ガディオにとって、ティアの顔はまさに理想そのものだ。

			　そんな彼女と至近距離で目が合うと、嫌でも顔が熱くなる。

			「話を聞いてる限りじゃ、どうもガーくんは周囲から『いつもしかめっ面をしてる謎多きダンディ戦士！』って思われてるみたいだけど、実際は全然違うよねぇ」

			「あまりからかわないでくれ」

			「いやいやぁ、あたしは嬉しいんだよ？　久々に会ったガーくんが、女性慣れしてたらどうしようかなーとか思ってたんだ」

			　近くにいるだけで無条件に気持ちが明るくなる、まるで太陽のような存在。

			　ガディオにとってのティアは、そういう女性だった。

			　だから、彼女を失ったガディオは、血にまみれた地面を見つめ続けるしかなかった。

			　太陽の無い空なんて、見上げただけで心が絶望に閉ざされてしまうから。

			「でもさ、あたしはちょっと嫌な女になっちゃったかも」

			「どうしてそうなる」

			「だって……ケレイナとハロムちゃんのところに返したくないと思ってる。ずっとこのまま、あたしのものでいてほしい、って」

			　妻として当然の独占欲、人ならば誰もが抱く可能性のある感情。

			　その機き微びを、人でなしに再現できるものだろうか。

			　ある日、突然空から太陽が消えたとして、そっくりの太陽が現れたとき、人は真偽を見極められるのか――そんな命題だ。

			　眩しすぎて、暖かすぎて、照らしてくれるのなら、体温を与えてくれるのなら、嘘か真かなんてどうでもいいのではないだろうか。

			「ティア」

			　名前を呼ぶと、彼女は女神のように微笑み、「んー？」と首をかしげる。

			「愛してる」

			　はぐらかしたようにも聞こえるかもしれない。

			　だがそれは、紛れもなくガディオの本心だった。

			「あたしも愛してるぜい、ガーくんっ」

			　照れくさそうに頬を赤らめ、ティアは言う。

			　無知とは幸福だ。

			　知識とは束縛であるがゆえに、賢さと自由は両立しない。

			　それを知るからこそ、ガディオは願うのだ。

			　頼むから、せめてあと少しだけでも、俺の愚かさを許してくれ――と。

			　二人は腕を組み、ダフィズに与えられた家に帰っていく。

			　何気ない会話を交わしながら、ティアはほぼ無意識のうちに、フラムたちが向かう教会を視界の端に収めた。

			


			　◇◇◇

			


			　教会の目の前まで来たところで、ダフィズとスージィが足を止める。

			「さて、この教会に研究所の入り口があるわけですが、説明が必要なフラムさんたちはともかく、新聞記者の方まで招きいれるわけにはいきません」

			「えぇー、ならミルキットちゃんだって一緒じゃない。大丈夫、これでも口は堅いほうだからさー」

			「ウェルシーさんが見ると都合の悪いものがあるの？」

			「今はまだ、研究の核となる部分を公表されるわけにはいきません。リスクを避けるに越したことはありませんから」

			　ダフィズには頑として譲らない強い意思があった。

			　困った表情で頭を掻いたウェルシーは、諦めたようにため息をつく。

			「……まあ取材だけが目的で来たわけじゃないしね。私が駄々をこねて足を引っ張ってもしょうがないし、ここは退ひきましょう。そのかわり、町は回っていいのよね？」

			「そこまでは制限しません、どうぞご自由に」

			「一人で大丈夫なのかな……」

			「平気よインクちゃん、いざとなればガディオさんに助けを求めるかんねー。んじゃ、そういうわけで行ってきまーすっ」

			　気になる場所でもあったのか、駆け足で離れていくウェルシー。

			　フラムは彼女の身が心配でならなかったが、逃げ足は速いほうだと言っていたし、彼女を信じるしかない。

			「それでは行きましょう」

			　そしてついに、研究所へと足を踏み入れる。

			　教会の内部は、地表部分に関していえば王都や他の町にあるものと変わらない。

			　壁や天井は白で統一され、高い場所に設置されたステンドグラスの色が、差し込む陽の光によって床に映し出されている。

			　左右には長椅子が並び、その間に敷かれた赤い絨じゅう毯たんをフラムたちは進む。

			　正面の突き当たった先には、オリジンのシンボルとオリジン像が設置されており、やはり研究所と呼べるような設備は見当たらない。

			　だが右手にある扉を抜け、とある部屋に入り、その先にある階段を下ると、景色は一変した。

			　感覚的に〝近未来的〟だと感じさせる、無機質で冷たい、金属のような材質で作られた壁や床。

			　天井に備え付けられているのは魔力灯だが、そのサイズに反して出力は高いようで、少ない数で廊下全体を明るく照らしている。

			　一度こういった施設を見ているフラムはともかく、他の四人にとっては地下にあるという部分も含めて非常に珍しい光景だったらしく、落ち着きなく視線を動かしたり、壁に触ったりしていた。

			「前から思ってたんだけど……この地下施設、使ってる技術っていえばいいのかな。王国の他の場所で使われてるものと違わない？」

			「魔族たちが使用する土属性魔法を活用した建築様式を、王国のものと組み合わせているそうです」

			「魔族の技術を取り入れてるの？　教会なのに？」

			「薬草もそうだけど、自分たちだけいいとこ取り」

			「返す言葉もありません。優れた技術は共有するべきだと僕は思うのですが――」

			　この件に関して、ダフィズを責めても仕方ない。

			　教会は人々を救済しようとしているのではなく、支配した上で思想を統一しようとしている――そんな考えが透けて見える。

			「まずは近い部屋からご紹介しようと思います」

			「私は自分の部屋に戻ってるわね」

			「そうだね、スージィは休んだほうがいい。フラムさんたちも、それでも構いませんよね」

			　別に聞く必要だってないし、それを止める権利はフラムたちにない。

			　スージィとその場で別れ、ダフィズについていく。

			「ああ、そうだ。一応、人の死体を取り扱う研究です。いきなりショッキングな光景をお見せすることになるので、死体が苦手な方は見ないほうがいいかもしれません」

			　そう言って最初に見せられたのは〝死体安置室〟。

			　冷たい室内に、蓋が透明の棺が数十個ずらりと並び、蘇生待ちの死体が保管されている部屋だ。

			「う……」

			　唯一ミルキットだけはその光景に怯えていたようだが、それでも蚊か帳やの外にはなりたくなかったのか、フラムにしがみつきながら目をそらさず現実を受け止める。

			　死体の状態はさまざまで、中には骨だけだったり、原形を留めないほど崩れているものもあった。

			　だがダフィズ曰く、「ネクロマンシー・コアを使えば元の状態に戻る」とのことだ。

			「僕たちは国内で起きた〝悲劇的な死〟を調べあげ、その被害者の遺族に交渉することで蘇生する死体を集めてきました」

			「じゃあ、わたしのお父さんとお母さんは？」

			　まるで〝慈善事業〟とでも言わんばかりの口ぶりをするダフィズを、エターナは目を細めてにらむ。

			　彼はようやくそこで、なぜ彼女が怒っているのか気付いたらしく、慌てた様子で弁明した。

			「それに関しては申し訳ありませんでした。あなたがたの説得にどうしても必要だと思ったので、今回は無断で墓を暴かさせてもらったんです」

			「今まで通り隠れてこそこそやっておけば、気づかれることもなかったかもしれない」

			「それは以前お話しした通りです。あなたがたとチルドレンとの接触で、教会上層部は〝兵器としてのネクロマンシー〟の完成を急がせる可能性がでてきました。そうなれば、今のように〝死者を蘇らせるためだけの研究〟はできない。ですから早いうちに、あなたがたを味方に付けておきたかったんです」

			　やはり信用ならない――とフラムは心の中でつぶやく。

			　ならばサティルスを蘇らせたのは、資金援助を続行させるためなのだろう。

			　だが結果として、オリジンコアを破壊できる唯一の人間であるフラムと敵対してしまったし、そもそもダフィズはフラムをシェオルに呼ぼうとはしていなかった。

			　裏でこそこそと動いて、〝親しい人間の死〟というわかりやすい弱みがある、ガディオとエターナから籠ろう絡らくしようとしていたのだ。

			「……それでは次の部屋に行きましょう」

			　ダフィズはフラムの敵意のある視線に気づいてか気づかずか、部屋を出て別の場所へと移動をはじめる。

			　そして今度は〝コア製造室〟と書かれた扉の前で、足を止めた。

			　薄暗い室内に、白いライトで照らされた十個ほどの筒状の透明ケースが円形に並んでいる。

			　中には液体が満たされており、〝人間の脳〟と思しき物体が浮かんでいた。

			「あ、あれって、脳みそですか？」

			　フラムにしがみつくミルキットの腕に、きゅっと力がこもる。

			「リトル・オリジンと呼ばれる装置です」

			「小さなオリジン……こんなものが？」

			　そうつぶやきながら、フラムは自分の意識や視界に微かなノイズが走るのを感じていた。

			（サトゥーキのときもそうだったけど、なんなのこれ、気持ち悪い。こういうの、デジャブって言うんだっけ。私……この光景を知ってる……？　いや、エニチーデの地下でも似たような光景を見たし、そのせいだと思いたいけど）

			　はっきりとした記憶があるわけではない。

			　だがフラムはこの部屋に、奇妙な〝懐かしさ〟と、同時に何かが噛み合わない〝違和感〟を覚えていた。

			「リトルオリジンは、オリジンのエネルギーを受信し、それを増幅させることで、中央に置いた黒水晶と呼ばれる鉱石をオリジンコアに変えることができます」

			　確かにガディオは『お前の疑問にも全て答えてくれるだろう』と言っていた。

			　だがまさか、コアの製造過程まで見られるとは――ノイズに翻ほん弄ろうされながらも、フラムは純粋に驚く。

			「こんな部屋を見せてもいいの？　教会にとってトップシークレットなはずなのに」

			「もちろん上に知られたら怒られるでしょうね。ですがフラムさんに納得していただくためには、手段を選んでいられませんから」

			　そう語る彼の瞳に、〝嘘〟は見えない。

			「なら聞くけど、オリジンのエネルギーを〝受信〟って言ってたのは、どういうこと？」

			「言った通りですよ。オリジンの本体は別の場所にありますから」

			「本体……それはどこにあるの？」

			「わかりません。少なくとも僕は、教会からそれを教わっていませんからね。ですが――あなたなら、予想できるんじゃないですか」

			「もしかして、魔王城に……」

			　魔王討伐の旅に、無力なフラムが必要無いのは明らかだった。

			　だがオリジンは〝お告げ〟で彼女を田舎から連れ出し、半ば強引に旅に同行させた。

			　そして、旅の終着点は魔王城――つまりオリジンの本体がある場所だ。

			　強引だろうが無理筋だろうが、オリジンはフラムを自分のところに連れてこさせたかったのだろう。

			　おそらく彼女が〝オリジンコアを唯一破壊できる人間〟だと知った上で――驚異を取り除くために。

			「でも、殺すだけなら私を連れていく必要なんて無かったはず。失敗のリスクを負ってでも、私を自分の元に連れて来たがった理由はなんなの？」

			「それはオリジン本人にしかわからないでしょう」

			　居場所すら知らされていないダフィズが知らないのは当然のことだ。

			　だが、それがオリジンにとって〝悲願〟であったことは間違いないだろう。

			　何せ、フラムがまだ幼かった頃に使われていたエニチーデの研究所――あんな場所にまで、その名前が記されていたのだから。

			　それから彼女は、一旦オリジンの目的について考えるのをやめ、他の質問をダフィズに投げかけた。

			　その全てに、彼は快く答えた。

			　黒水晶は王国南部で採掘されており、オリジンコアになる前はごく普通の鉱石であること。

			　より完全な形で〝螺旋〟を封じ込めるためには、可能な限り正確な球形を作り出す必要があること。

			　リトルオリジンに使われている脳は、処刑予定だった罪人から摘出されたものであること――

			　あまりにあっさり答えすぎて、逆に胡散臭く見えてしまうのはさすがに疑いすぎだろうか。

			　しかし、ガディオが彼を信用した気持ちもわからないでもない。

			　隠し事をしないだけでなく、瞳や表情、話し方からも人の良さがにじみ出ているのを、フラムも感じたからだ。

			「それでは、そろそろ次の部屋に行きましょう。まだお見せしたいものはありますから」

			　コア製造室から出る一行。

			　すると、部屋の前で白衣を着た男性と遭遇する。

			　彼の後ろには、同じく白衣を纏い、赤子を抱いた女性が立っていた。

			「おや、ゴーンじゃないですか」

			「ダフィズ、そいつらはもしかして……」

			　フラムたちがじっとゴーンと呼ばれた男を見ていると、ダフィズが彼の紹介をはじめる。

			「彼はゴーン・フォーガン、僕の助手を務めてもらっています」

			「うっす」

			　ゴーンは軽く頭を下げ、フラムも「どうも」と会釈する。

			「彼は元々、僕の友人である優秀な研究者だったんですが、奥さんを事故で亡くしてから荒れに荒れまして、王都でギャンブルや酒に溺れて借金を作っていたんです」

			「おいおい、何もそこまで話さなくたって……」

			「まあ、いいじゃないですか。僕はそんな彼にネクロマンシーの話を持ちかけ、今ではこうして蘇った奥さんのルルカさんと一緒に、僕の助手として研究に参加してもらっています」

			　続けてルルカも頭を下げる。

			　抱かれた赤子はつぶらな瞳で、じっとフラムを凝視した。

			「じゃあその子は、ルルカさんが生き返ったあとに、妊娠して生まれた子ってこと？」

			「そういうことです。さっきも言いましたが、ここで生まれた子供たちはみな順調に、すくすくと育っていますよ」

			　生物は、自らの種を残すために存在するとも言える。

			　そういう意味では、蘇った死者が〝子供を作れる〟という事実は、彼らが生者同様に〝生きている〟という証明になるだろう。

			　ダフィズが自らの研究に対して持つ自信、それを構成する大きな要素の一つがそれだ。

			　近い内にスージィも出産する。

			　その子が完全に〝人〟であるのなら、彼の自信はさらに確信へと近づくだろう。

			　フラムもまた、死者が子を身ごもり出産したという事実に、強い説得力を感じざるを得なかった。

			「邪魔しましたね、ゴーン」

			「いや、必要な話なら構わねえよ。じゃあな」

			　すれ違い去っていくゴーンとその妻子。

			　ルルカの抱く子供は、最後までフラムをじっと見つめ続けていた。

			「この先にある部屋は、研究所の――いや、ネクロマンシーという研究の〝核〟とも呼べる場所です」

			　最後にダフィズが連れてきたのは、研究所の最奥にある、やけに物々しい扉の前だった。

			「ロックを解除できるのは、私と、ごく一部の研究員だけなんですよ」

			　言いながら、彼は壁に埋め込まれた水晶に手を当てる。

			　魔力灯のスイッチにも似た装置だが、そこに使われている技術力は段違いだ。

			　送り込まれた魔力の〝波長〟をチェックし、登録された人間にのみ反応し、扉のロックを解除する仕組みである。

			　魔力波長は人によって細かい差異があるため、最上級のセキュリティシステムとして、王都や大聖堂のごく一部に導入されている

			　逆に言えば、そういった場所にしか導入できないほど高価という意味でもあるのだが。

			　つまりこの扉の先にあるのは――国家レベルの機密ということである。

			「こちらが、中央制御室です」

			　チェックが終わると、自動的に扉は開いた。

			　中は高さも広さも他の部屋とは段違いで、壁にはびっしりとケーブルが張り巡らされていた。

			　そして室内の中央には、直径が人の大きさほどもある、巨大な黒い球体が鎮座している。

			「もしかして……あれも、オリジンコアなの？」

			「中で何かが渦巻いているのがはっきり見えます」

			「大きさがそのまま生じるエネルギーに直結するとは思いたくない」

			「でもエターナ、なんかピリピリするよ。部屋中に、懐かしいものが満たされてるような」

			　感想は各々異なるものの、誰もがその異様さは感じているようだ。

			　ダフィズはその巨大コアに近づくと、表面に手を当てた。

			「これがネクロマンシー・セントラル・コア。シェオルに住む人々のコアからあふれるオリジンの〝意思〟を抑制するのに必要なものです」

			「それが無かったら、町の人たちはどうなるんですか？」

			「肉体は人の形を維持することはできなくなり、オリジンの意思に支配されるだけの、ただの肉塊になるでしょう」

			　まるでそれを見たことがあるかのように、彼は言った。

			「ですが研究は進み、数日間ならシェオルから出ても肉体を維持することは可能になりました。そしていつかは必ず、セントラル・コアの役目は無くなるはずです」

			「でも今は、それが無いと化物になっちゃうってことでしょ？」

			「だから彼らは人ではない。フラムさんは、そう言いたいんですね」

			　フラムはうなずく。

			　町で暮らす死者たちは、紙一重で、危うい存在――ここまでの話を聞いてきて、彼女はそう感じた。

			「それはあなたが、この町で暮らす人々を『人の行動を模も倣ほうする化物』だと思っているからではないでしょうか。先入観が、視界を歪ませているのです」

			「先入観かなぁ……私は今日まで何度かオリジンコアにまつわる事件に巻き込まれてきたけどさ、その中でオリジンの〝性質〟みたいなものを感じたの。チルドレンたちの能力が、一番それをわかりやすく表してるかもね。一つはそのままだけど〝回転〟。そして次が〝接続〟。そして最後に〝増殖〟。私は、死者を蘇らせるっていうのが、オリジンの増殖から来ているものじゃないかと思った」

			　ねじれ、繋がり、増える――そうやってオリジンは自らの勢力を広げている。

			　フラムにはこの町の現状が、〝餌〟にしか見えないのだ。

			　人が自らの意思で、オリジンコアを死体に埋め込むよう誘導するための。

			「確かに、オリジンコアがそういった性質を持っているのは事実です。ですが、それはあくまで性質であって――」

			「でもそれは性質であると同時に、オリジンの〝欲望〟でもあるんじゃないかな」

			「欲望、ですか」

			「オリジンは意思を持ってる。現状、それが意思を持ったエネルギーなのか、なんらかの形で実体を持っているのかはわからない。けどあの力は、人のあり方を歪めて、支配して、埋め尽くす。過程に違いはあっても、最終的にたどり着くところは、人の想いを踏みにじった上で、オリジンが自分自身の欲求を満たすことなんじゃないかな」

			「なるほど、僕たちはまだその過程にいると、そう言いたいんですね」

			　たとえばインクは、幼い頃に誰かに――おそらくはマザーによって目を摘出され、視力を失った。

			　結果、本人は明るく生きてはいるが、『みんなと同じように自分の目で色んなものを見てみたい』という欲求を抱くに至った。

			　そして彼女に埋め込まれたオリジンコアは、それを〝目を増殖させる〟という歪んだ手段で具現化させたのだ。

			「ですが、それを止めるためのセントラル・コアです。じきにそんな心配も必要無くなりますよ」

			「……？　あの、でもそうなったら、オリジンがわざわざ力を貸す必要も無くなるんじゃないですか？」

			　ミルキットは控えめに手を挙げて言った。

			　仮にオリジンの目的が自らの勢力を広げることにあるのだとしたら、それが叶わなくなった場合、一方的に協力を打ち切ればいいだけの話だ。

			　だがダフィズは自信を持って反論する。

			「個別に力を遮しゃ断だんする……そんな器用なことができるなら、オリジンの力が暴走することなど無いはずです。本体がどういう状況かはわかりませんが、人魔戦争を起こしたり、勇者たちをわざわざ魔王城に向かわせたりと、回りくどい手段を取ったということは、そうしなければならない理由があったということでしょう」

			「オリジンは不完全な状態だって言いたいんだね」

			　インクはその言説に、思い当たる節があるようだ。

			　不完全だったとはいえ、十年近くオリジンコアを心臓代わりにして生きてきたのだ。

			〝パパの声〟は聞こえずとも、今になって思えば、その完全ではない力を感じることもあったのだろう。

			「現状、オリジンの力の意思の大きさや出力を調整するのは、使い手側なのです。フラムさんの考える通り、これは危険な力なのかもしれない。ですが、ものは使いようです。人の叡えい智ちは、その危険を取り除くことでブレイクスルーを起こしてきました。オリジンコアも、そういうものだと僕は思います」

			　ダフィズの言葉を聞いたフラムは沈黙し、セントラル・コアを眺めた。

			「……はぁ」

			　ため息をつくと、彼女の体からふっと力が抜ける。

			　ダフィズはにこりと笑った。

			「よかった、納得していただけたようですね」

			「ひとまずセントラル・コアの破壊はしない。最大の弱点をさらけ出したってことは、それなりの覚悟があるんだろうから。けど、こっちとしてはこのままガディオさんを連れ帰らずに戻るわけにもいかない」

			「そればっかりは、彼の決断と言うしかありませんね」

			「だから少しこの町に滞在したいと思うんだけど、それでもいい？」

			「……泊まる、ということですか」

			　彼の微小な戸惑いを、フラムは見逃さない。

			「構いませんよ。エターナさんもご両親と水入らずの時間を過ごしたいでしょうから」

			　だがすぐに笑顔に戻り、快諾した。

			「別にわたしは……」

			「いいんじゃない？　あたしもエターナの両親に会ってみたいなっ」

			「わかった、インクがそう言うなら」

			「では、ご主人様と私は町に宿を借りて泊まりますか？」

			「それなんだけど――研究所に泊まりたいんだよね、私」

			　視線がフラムに集中する。

			　エターナ、インク、ミルキットが驚いた様子を見せる一方で、ダフィズは険しい表情をしていた。

			「何か問題ある？」

			「いえ、それであなたが納得してくださるというのなら、受け入れましょう」

			　これは挑戦でもあり、確認でもある。

			　できれば誠実に全てをオープンにするダフィズを信じたかったが――そうできない理由が、まだいくつも残っているのだ。

			


			　◇◇◇

			


			　その後、研究所の他の部屋の案内を軽く終えると、エターナとインクは、フラムたちを残して研究所を出た。

			　ここで別行動になるのは不安だったが、エターナがもう一度両親の顔を見たいと思っていたのは事実である。

			　夕食は一緒に摂ることになっているし、夜は研究所内の部屋に泊まることにもしている。

			　短時間離れたところで、急にダフィズが心変わりしてフラムを狙うとは考えづらいので、大丈夫だとは思うが――

			「エターナの両親ってどんな人なんだろうなー。やっぱりエターナに似てるのかな？」

			　そんなエターナの不安など知らずに、はしゃぐインク。

			「そんなわけない、血は繋がってないから」

			「でもでも、一緒に過ごしてたんなら喋り方が似てるとかあるかもじゃん？」

			「喋り方はよくわからない。でも、お母さんはわたしみたいに変ではなかったはず」

			「エターナ、自分で変だと思ってたの!?」

			「独特だとは思ってた。でも小さい頃からこれだから、今さら変えられない」

			「あたしは好きだよ、エターナ感があって。聞いたらすぐにエターナだってわかるし！」

			　それが〝独特〟ということではないだろうか。

			　二人で話していると、あっという間にリンバウ夫妻が暮らす家の近くまで来ていた。

			　だがすぐには向かわず、エターナは一旦向きを変え、近くに作られた公園に入る。

			　敷地内では何人かの子供たちが騒ぎながら遊び、その様子を両親が幸せそうに見守っていた。

			「どったの、エターナ。家に行くんじゃなかったの？」

			　手を繋いで歩くインクは、現在地が目的地に続く道から逸れたのに気づいたようだ。

			「気持ちの準備が必要」

			「そう……なの？　まあいいや、じゃあどこかに座ろうよ」

			　ベンチを見つけると、エターナが先に腰掛ける。

			　そしてインクは、軽くジャンプして彼女の膝の上に飛び乗った。

			「うっ」

			「よしっ！」

			「よしじゃない」

			　軽めのチョップがインクの後頭部を襲う。

			「えー、別にいいじゃん。実はあたしさ、こういうスキンシップが好きなんだよねっ」

			「知ってる。寝てるときに頭を撫でたら嬉しそうな顔してた」

			「……そ、そうなんだ」

			　嬉しそうな表情をしてしまったことはもちろん、寝ている間に撫でられていたことまで知らされ、赤くなり恥じらうインク。

			　エターナはそんな彼女の体温を感じながら、ふいに体を抱きしめた。

			


			

			


			「お、おおうっ、エターナがエターナらしからぬスキンシップをっ」

			「こういうのが好きだって言ってたから」

			「ぐぬぬ……あたしとしては、ここまで濃密なスキンシップは想像してませんでしたです！」

			「嫌ならやめる」

			「嬉しいから続けてほしいです！」

			「なぜに敬語……でもわかった、続行する」

			　そして、互いにしばし沈黙する。

			　だが全く変化が無いわけではなく、インクの体はどんどん温かくなり、頬も赤くなっていく。

			　抱きしめられ慣れていないのだろう。

			　もっとも、エターナも抱きしめ慣れていないし、頬もほんのり紅潮しているが。

			「インクって……甘くていいにおいがする」

			「急に変態発言っ!?　さ、さすがにあたしそこまで許可した覚えはありませんよー！」

			「変態呼ばわりは普通に失礼」

			「いや無許可で人の匂いを嗅いだら十分に変態だよぉ」

			「そんなこと言うならもっと嗅ぐ」

			　インクの髪に顔を埋めて、すんすんと匂いを吸い込むエターナ。

			「うひぃっ、くすぐったいからやめてぇ！」

			「やだ、やめない」

			「良い年した大人なんだから、子供の言葉は聞くもんじゃないの!?」

			「外見年齢はインクと大して変わらないから」

			「甘えんぼの五十歳児めっ！」

			「五十じゃない、六十歳児」

			「余計ひどいじゃん！」

			　そこまで言われても、エターナは匂いを嗅ぐのをやめなかった。

			　最初はここまでやるつもりはなかったのだが、想像以上に心が安定するのだ。

			　もはやこれは一種のアロマのようなもので、エターナは『王都に戻っても毎日嗅ごう』などとインクが本気で怒りそうなことを考えていた。

			「まあ……エターナの気持ちがこれで落ち着くっていうんなら、あたしも我慢するけどさ。そんなに両親と会うのって怖いもんなの？」

			　インクは気づいていた。

			　声というのは、顔以上に感情が出るもので、表面上は何もないように装っていても、動揺すると声が微かに震えてしまうのだ。

			「結果としてダフィズの誘いは断ったけど、迷いが無いわけじゃない。本当は、会わずに全て終わらせるのが一番いいと思う。でも会わずにはいられない。何歳になってもわたしはそういう甘い人間だから」

			「そこは優しいって言っちゃうべきだと思う」

			「わたしはそこまでナルシストになれない」

			「じゃああたしが言う。エターナは優しいよ。あたしのことも助けてくれたし、今だって一緒にいてくれるし。あたしにとっては世界一優しいっ！」

			「インク……」

			　そういうところだ。

			　まだ出会って一週間ほどしか経っていないが、そういうところが、彼女の強みである。

			　想いがあふれて、抱きしめる両腕に力がこもる。

			「お、おおっ？　痛い……いや痛くないけど絶妙に苦しいっ。これを長時間続けられると、厳しい程度の苦しさがっ」

			「わたしにとってインクは、きっと〝現在〟の象徴。だから少し、甘えたいと思った。インクの存在があれば、わたしは〝過去〟に惹きつけられずに済む」

			「そっか……エターナは信じてないんだね、ダフィズって人のこと」

			　結局のところ、全ての不安はそこに集約される。

			「信じたい。けど今回の一件に彼の人格は関係ない。わたしが考えるべきは、たった一つの疑問だけ」

			「それって、何？」

			　ふっと腕の力を緩め、エターナは言った。

			「――オリジンコアは、人を救うのか」

			　公園で遊ぶ子供たちの声が、遠くに聞こえる。

			　あのうちの何人が、コアの力で蘇った死者なのだろう。

			「フラムも同じことを感じていると思うけど、あれに宿っているのは悪意の塊。ひょっとすると、オリジンの意思は人の尊厳を踏みにじることに悦びすら感じているのかもしれない。たとえ制御できたとしても、果たしてそんなもので人を救えるのか」

			　エターナの言葉を受けて、インクはなぜか申し訳なさそうに言った。

			「ごめんね、エターナ」

			「どうしてそこでインクが謝るの」

			「だって、あたしは当事者だったのに、何も知らないから」

			　パパの声が聞けていれば、悪意の有無ぐらいはわかったかもしれない――彼女はそう言いたいらしい。

			「それでいい。インクがチルドレンから抜けて生きていられるのは、たぶん何も知らなかったから」

			「知ってたら、死んでたの？」

			「まず抜け出そうとすら思わなかったはず」

			「あれは、ちょっとした好奇心で抜け出しただけだったんだけどね……」

			「その行動にたどり着くのが少しでも遅れていたら、今とは違う結果が待っていたかもしれない」

			　フラムとインクが出会ったのは、奇跡的な偶然だった。

			　そしてそこに彼女を救えるエターナがいたことも、天文学的な数字でも足りないほどの奇跡だ。

			「だから……終わらせるなら早いほうがいい。遅れれば遅れるほど、傷は広がるばかりだから」

			　だが、そう何度も奇跡は起きない。

			　いや、もし起きたとしても、この町に暮らす人々全員を救うのは不可能である。

			　できることは、いかに軟着陸して、浅い傷で終わらせるか――〝蘇生が完全ではない〟というダフィズの自信を否定することが前提だが、それ以外の方法はエターナにも思いつかなかった。

			　話が終わると、彼女はインクをひょいっと持ち上げ、立ち上がる。

			　充電はもう十分だ。

			　二人は手を繋ぎ、今度こそリンバウ夫妻の家に向かう。

			「皮肉なものだ。王国の研究を否定したはずなのに、その研究のおかげでエターナとまた会えるとはね」

			　エターナたちを迎えたキンダーとクローディアは、目に涙を浮かべながら歓迎した。

			「あぁ……でもやっぱり、生きてあなたの顔を見られるのは嬉しいわ。今日もまた抱きしめてもいいかしら？」

			　親子水入らずの時間が始まる。

			　クローディアに抱きしめられ、懐かしい母の匂いと、体温を感じる。

			　だが胸から聞こえる心音は、やけに無機質な感じがした。

			


			　◇◇◇

			


			　フラムとミルキットは、研究所内の部屋まで案内される。

			　ゴーンたちのように、夫婦や家族で暮らすことを想定された部屋なのか、かなり広々としていた。

			「地下とは思えない豪華さです。お風呂やトイレ……キッチンまで付いてますよ」

			「窓が無いこと以外は高級ホテル並みだね。研究所の中でさえなければくつろげたのに」

			　フラムがソファに腰掛けると、ミルキットも隣に座り、ぴたりと肩をくっつける。

			　自然と二人は手を繋ぎ、指を絡めていた。

			「ご主人様は、どうしてここに泊まりたいって言い出したんですか？」

			「やっぱり納得できなくて。この町に来てからずっと、言葉にはできない違和感があるんだよね」

			　視線に限った話ではなく、人々の営みも、何気ない仕草も、全てがほんの少しだけズレているような気がする。

			「けど、この状況を壊したとしても、誰も幸せにはならない……」

			　そんな曖昧な状態で、幸せに暮らす人々の日常を壊すのはただの不条理だ。

			　ダフィズの想いそのものは、まっとうな人間のそれなのだから。

			「私は大切な人を失った経験が無いので、彼らの気持ちはわかりません。ですが、もしご主人様がいなくなる未来があったら――と想像すると、それだけで胸が痛くなります」

			「私もミルキットがいなくなったら、耐えられないと思う。だからガディオさんやダフィズの気持ちもわかるんだ。でも、あの人の語る話って、説得力があるようで、すごく穴だらけな気がして」

			　それもはっきりと見えているわけではないが、しかし町で感じる違和感よりは存在が大きい。

			「まず本当にネクロマンシーが完璧だと思ってるんならさ、私を呼ぶことを嫌がるはずがない。やっぱり、心のどこかでコアに対する不安があるからこそ、研究を台無しにできる私の存在が嫌だったんじゃないかな」

			　スージィの出産が近い時期だったため、余計にその想いは強くなっていたのだろう。

			　だがそれも、〝絶対の自信〟があれば恐れる必要だってないはずだ。

			「それに、他でもないダフィズ自身が、私とは真逆の〝先入観〟に捕らわれているように思えた」

			「自分の研究が正しいと信じ込まなければならない……そうしないと、スージィさんが生きている現実までも否定してしまうから、ですね」

			「ミルキットもそう思った？」

			「私がご主人様と同じ立場で話を聞いていたからかもしれませんが、ダフィズさんは、自分に都合のいいようにオリジンを信じすぎていると感じました」

			　それは宗教的な信仰とは異なる、一種の〝強迫観念〟とも言えるものだ。

			　長年の研究で妻が蘇った。子供もできた。

			　だから、何が起きても信じないわけにはいかない――そういう想いが、ダフィズには無意識レベルで染み付いている。

			「あの人の語る夢には〝穴〟があって、その欠損が研究成果にも及んでいたのなら――」

			「どこかで、暴走するかもしれない、ですね」

			「もちろん、それがいつかはわからない。私たちが泊まってる間に起きるとは思えないし、だったらやっぱり、そうなる前に研究を終わらせるべきなんだけど……」

			　やるなら明日――いや、今日にでもセントラル・コアを破壊するべきだ。

			　今日のような平和な日々がもしも数年間続くのだとしたら、この町で大切な人を取り戻した住民たちは、『せめて数年間だけでも夢を見させてくれ』と願うだろう。

			　しかし喪失により生じる傷は、過ごした日々が長ければ長いほど大きく、深いものになってしまう。

			「壊したほうがいいと、僕は思うけどな」

			　悩むフラムは、ミルキットではない誰かの声を聞いた。

			　ゆっくりと、視線をベッドのほうに向ける。

			　そこには少年が腰掛け、偉そうに足を組んでいた。

			「ネクトか……」

			「あれ、想像してたより驚かないんだね」

			「もしかすると来てるかもな、と思ってたから」

			「ちぇっ、つまんないの」

			　期待外れの反応に、ネクトは唇を尖らせた。

		

	
		
			

			


			「フラムお姉さんも、そっちの包帯のお姉さんぐらい怯えてくれれば面白いのに」

			　ミルキットはさらわれた恐怖が消えていないらしく、フラムの背中にしがみつくように隠れている。

			　心の準備ができていれば会話は可能だが、急に現れると体がすくんでしまうようだ。

			「ミルキット、たぶん大丈夫。あいつは私たちに攻撃してこないから」

			「わかってます。わかってるんですけど……体が、言うことをきいてくれなくて……」

			「『わかってる』とか言われると、僕の威厳が台無しなんだけどなぁ」

			「威厳を気にするくせに、なんで私たちに会いに来たの？　手を組むため？」

			「それはもういい。お姉さんがネクロマンシーと戦うなら、便乗させてもらうだけだから」

			　つまり、手を組むということはすでに決定している。

			　捉え方によっては漁夫の利を狙っているとも聞こえないでもないが、どちらにせよ敵対しないのならそれでいい。

			「ねえネクト。結局さ、エターナさんの言ってたことは本当だったの？　第三世代が生まれたって話」

			「答えなかったらどうする？」

			「第三世代がいること前提で私たちは動く」

			「じゃあ黙ってたって同じじゃないか。そうだよ、あのちっこいお姉さんの言う通り、マザーは今〝第三世代〟の育成に夢中だ。僕らのことも全然相手にしてくれない」

			「だからインクと同じように捨てられるかもしれないって、不安だったんだ」

			　ネクトは答えないが、否定もしない。

			「エターナさんに頼んで、移植用の心臓も探してくれば、インクと同じように普通の人間にも戻れると思う」

			「僕たちにあの出来損ないと一緒になれと？」

			「第三世代が生まれたら、残ってるチルドレンたちも同じ扱いを受けるんじゃない？」

			「だからって、僕らが今さらただの人間に戻れるわけないじゃないか！」

			「体のこと以外にも理由があるの？」

			「僕らは……マザーの子供なんだよ。マザーがいなくちゃ生きていけないんだ」

			「外の世界には色んな生き方が――」

			「そうじゃない、僕たちはそういう風に育てられたんだ！　だから体が人間に戻ったところで、どうにもならないし、教会だって逃してくれない！」

			　それはかつてネクトが抱いていた全能感とは真逆の、途方もない無力感だった。

			　井の中の蛙とはまさにこのことだ、彼の知る世界はあまりに狭すぎたのである。

			「世の中には、支配欲を満たすために、他人の生き方を歪めて優越感に浸る人間がいます」

			　同じく狭い世界で生きてきたミルキットが言う。

			「ですが、『逃げられない』と思ってしまう時点で、彼らの思う壺だと思います」

			「あんなにマザーに心酔してるのに、外で生きられるとでも？」

			「外には優しい人もたくさんいます。『変われない』と諦めるには早すぎるのではないでしょうか」

			「まるで自分が経験してきたかのような言い方だね」

			「はい、私はご主人様のおかげで変われました。実体験ですっ」

			　実例が目の前にいたとしても、ネクトは差し出された手を取れない。

			　心の距離とは違う――別の隔絶が、彼とフラムたちの間にあるから。

			「他の人がそうだからって、僕たちがそうなるとは限らないんだよ……」

			　彼は今、深い深い閉塞された空間にいる。

			　八方塞がりで、壁を壊せるはずなんてなくて。

			　けど本当は、そう思い込んでいるだけなのだ。

			　必ずどこかに、抜け出す方法が残っている。

			　フラムは立ち上がると、うなだれるネクトに歩み寄った。

			「どうしたんだいお姉さん。まさか力ずくでどうにかするつもり？」

			　ネクトは力の抜けた表情で見上げる。

			　するとフラムはそんな彼に顔を近づけ、匂いを嗅いだ。

			「急に何を……」

			　当然ネクトは訝いぶかしむが、そんな彼にフラムは眉間にしわを寄せて言い放った。

			「ネクト、臭うよ？」

			「……は？」

			「お風呂、ちゃんと入ってる？　服とかも汚れてるみたいだけど……」

			「い、今はそんなことどうでもいいじゃないかっ！」

			　確かにどうでもいいことだが、このまま説得を続けてもネクトが折れないことはわかっていた。

			　ここでフラムが主導権を握ったまま、できるだけ明るい方向に話題を変えたかったのである。

			「良くないって。まさか新しい施設にお風呂が無いわけじゃないよね？　教会がそんなしょぼい場所を提供するわけないしね」

			「あるに決まってる！　ただ、マザーが許可を出さないから入れないだけさ」

			「許可が無いとお風呂に入れないんですか？」

			「お風呂っていうのはそういうものだろう」

			　言い切るネクト。

			　だがフラムとミルキットがきょとんとしているのを見て、それが〝普通ではない〟ことに気づいたようだ。

			「一般的には……そうじゃないのかい？」

			「許可が無いと絶対に入れないというわけでもないかと」

			「そっか……僕はマザーのやり方しか知らないからさ」

			「じゃあ、一緒に入ろっか」

			「はあぁっ!?」

			　大声をあげてネクトはのけぞる。

			　普段は大人ぶった、生意気な少年なのだが、こういうときに見せる表情は子供そのものだ。

			「そんなの無理に決まってるだろ！　お風呂は一人で入るものであって、誰かと一緒に入るようなもんじゃないんだ！　第一、裸を他人に見せることになるんだぞ!?」

			「八歳児相手に裸を見せたって別にねえ。ネクトだってもっと小さい頃はマザーに入れてもらってたんじゃない？」

			「それは小さい頃の話じゃないか。僕ぐらいの年齢になったら、お風呂は一人で入るものだし、誰にも裸は見せちゃいけないんだ！」

			　お風呂はともかくとして、なぜ裸を見せないことにこだわるのか――フラムはそこが気になった。

			「もしかして、マザーにそう言われてきたの？」

			「……まさか、一般的には、そうじゃないのか？」

			「いえ、一般的にも知らない相手に裸は見せませんし、お風呂に一緒に入るのは親しい相手だけだと思います」

			「やっぱりそうじゃないか。おかしいのはお前たちだっ、僕は絶対に入らないからな！」

			「わかった、じゃあ無理やり連れてくから」

			「僕の話を聞いてなかったのか？　来るなっ、来るなってば！　接続するぞ!?　お前の反転があってもゼロ距離で僕の能力は防げないはずだ！」

			　そんなのは口だけで、今のネクトがフラムたちにむやみに能力を使わないのはわかっている。

			　フラムは彼の小さな体をひょいっと持ち上げると、お風呂場に連行した。

			「いやだ、離せっ、はーなーせーよーっ！」

			「じゃあちゃちゃっと洗ってくるねー」

			「はい、がんばってくださいご主人様っ」

			　ぎゅっと両手を握って応援するミルキット。

			　ぐっと親指を立ててそれに応えるフラム。

			　そして彼女はネクトと二人で脱衣所へと消えていった。

			「ようやく下ろしたか……ってぎゃーっ！　やめろっ、脱がせようとするなっ！」

			「嫌なら能力で逃げたらいいのに」

			「そうだ、その手が……ってこんな恰好で外に出られるわけないだろうっ!?」

			「本気で逃げようとしないってことは、実はそこまで嫌がってるわけじゃないのかな」

			「君はどこに目をつけてるんだ？　顔を見ろ！　僕の表情を！　こんなにも！　全力で！　拒否しているじゃないかっ！」

			「はい次はズボンいくからねー」

			「おいやめろそんなもの脱がしたら……あっ、くそっ、女のくせになんだこの力はっ！　前に会ったときとは段違い――あぁ……脱げ……うわあぁぁ、ズボォーンッ！」

			　脱衣所に響き渡る声は、騒がしいが楽しそうである。

			　だがズボンと一緒に下着まで下げたところで、フラムの動きがぴたりと止まった。

			「……あれ？」

			「ううぅ、最低だこの女……」

			「ねえ、ネクト、とても失礼なことを言うかもしれないけど、いい？」

			「あぁ？　なんだよ。今さら失礼もへったくれもないじゃないか、これだけのことをしておいて！」

			　ヤケクソ気味に声を荒らげるネクト。

			　だが次の瞬間、彼はもっと顔を真っ赤にして激怒することになる。

			「ネクトって――女の子なんだね」

			　フラムは至極真面目にそう言った。

			　彼女はずっとネクトのことを〝少年〟だと思ってきた。

			　しかし、目の前に〝あるべきもの〟が無いということは、〝彼〟は彼ではなく、〝彼女〟だったということである。

			「この期に及んで君はっ！　僕のどこが女だって言うんだ。どこからどう見ても男じゃないか！」

			　だがネクトは、まるで本気で自分を男だと思いこんでいるかのように激昂する。

			「いや、だって付いてないし……」

			「何が無いっていうんだ！　僕は男として育てられてきたんだぞ!?」

			　〝育てられてきた〟――その言葉で、フラムは全てを察した。

			「……」

			「なんで急に黙り込むんだ？」

			「……いや、とりあえずお風呂入ろっか」

			　そして今は問題を先送りにして、まずは本来の目的を済ませることにした。

			


			　◇◇◇

			


			　風呂上がり、フラムはネクトの髪をタオルで拭きながら、彼女に話しかける。

			「さてネクト、大事な話をしなくちゃならないんだけど」

			「あれだけ僕を辱はずかしめておいて、まだ何があるっていうんだか……」

			　風呂場の中でも、適当に切り上げて出ようとするネクトと、徹底的に洗おうとするフラムの攻防は続いた。

			　ただそれは〝戦い〟というよりは〝じゃれあい〟と称したほうがいいぐらいの微笑ましいやり取りで、部屋で声を聞いていたミルキットは、本音を言うとちょっとだけ嫉妬していた。

			　だが今は、そんな話をするときではない。

			　何せフラムは真剣な表情で、ネクトに何かを伝えようとしているのだから。

			「ネクトは――女だよ、間違いなく」

			「またそんなことを。だから、マザーは僕を男として育ててきて……」

			　そう、確かにマザーはネクトに『あなたは男よ』と言い聞かせてきた。

			　特に男性の定義を教えることもなく。

			「男、として……」

			　ネクトの脳裏に、ついさっき聞いたばかりのミルキットの言葉がよぎる。

			『世の中には、支配欲を満たすために、他人の生き方を歪めて優越感に浸る人間がいます』

			　彼はそうやって歪められた家族の姿を見たことがある。

			　マザーがそういう人間であることを、理解しつつある。

			「……そんな、ことが」

			　それはおそらく、マザーにとって一種の〝実験〟だったのだろう。

			　オリジンコアから受ける影響が、宿主の精神状態によって変わるのかを確かめようとしたのかもしれない。

			　あるいは、なんの意味も無く、ただ子供たちを支配できる人間として、好奇心を満たしたかっただけかもしれない。

			「そんな馬鹿なことが、あるなんて……信じるもんか。信じられるもんかっ！」

			　だがどちらにしろ、まだ十歳にも満たない子供のアイデンティティを、個人のエゴで弄もてあそんでいいはずがないのだ。

			「僕は男だろっ!?　なあお姉さん、そう言っておくれよ！」

			　フラムは何も言わない。

			　是ぜ正せいするなら、早いうちがいい。

			　まだネクトは八歳なのだから、真実を知った上で、どの道を選ぶのか、選択の猶ゆう予よは残っている。

			「なんだよ……黙り込んじゃってさあ。本当だって言うのかい？　だから、マザーは僕にお風呂には一人で入れって……だから、人には裸を見せるなって！」

			　きっと、ネクトは『いつだってマザーは僕たちのことを考えてくれている』と思っていたのだろう。

			　だから信じた。

			　普通なら不自然だと思うような規則も、禁止事項も、マザーが子供たちを愛し、子供たちがマザーを愛していたからこそ成立したものだ。

			　だが、今はもう違う。

			「そうか、だったら、僕たちはみんな……フウィスがマザーに依存しているのも、ミュートが、ルークがあんな風になったのも、全部、全部マザーが……そう、望んだからだって言うんだね？」

			　彼女の悲痛な嘆きは、聞いているだけでフラムたちの胸を締め付ける。

			　マザーが与えていたのは、箱庭の幸せだ。

			　知らなければ、盲目なままでいれば、きっと苦しむことは無かったのだろう。

			　だがいずれは破は綻たんするだろうし、いつかは外の世界を知る日が来たはずである。

			　それが少し早まっただけ。

			　そして早まった分、傷は浅くなった。

			　だから自分がやったことは、決してネクトを苦しめただけではない――フラムはそう思いたかった。

			「全部とは言い切れないけど……」

			「いいや、全部さ。最近はずっと……そうかもしれないって、考えてた。けどマザーは僕にとっても母親だから、どうにかして信じたかったんだ。マザーは優しくて、本当は僕たちのことをいつも考えていてくれるって、無理やり思い込もうとしていた……無駄だって、わかってたくせに」

			　まだまだ母親に甘えたい盛りの年齢のネクトにとって、あまりに重い真実だったはずだ。

			　それに耐えきってみせたのは、他でもない彼女自身の強さと、螺旋の子供たちスパイラル・チルドレン――いや、兄妹たちのリーダーという責任感があったからだ。

			「やっぱり、ネクトはマザーの元から逃げたほうがいいと思う。私たちも全力でサポートするからさ。手術、受けてみない？」

			「僕一人だけ、逃げるわけにもいかないよ……」

			　責任感は強さであると同時に、枷にもなる。

			　一人で逃げられるのなら、現時点でネクトは決断していただろう。

			　だがマザーからの暴力を受け入れる盲信ぶりを見てもなお、彼女は家族を見捨てることはできない。

			「じゃあみんなも連れてきて、話してみようよ。全員をすぐに説得するのは無理だろうけど、きっとわかりあえると思う。ネクトとも、こうして話ができてるわけだし」

			「そんなことが……できる、わけ……」

			「できるって！」

			「遅すぎるなんてことはありません。同じ立場だったインクさんだってやり直せてるんですからっ！」

			「僕たちは彼女とは違う……でも……っ」

			　揺れる心は、しかし確実にフラムたちの側へと傾いている。

			　確かに犯した過ちだってあったかもしれない。

			　だが十歳にも満たない彼女たちに、全ての責任を被せるのはあまりに酷だ。

			　もちろんフラムだって、マザーを許すつもりはない。

			　大人の立場を利用して、非人道的実験を繰り返したばかりか、なんの罪も無い子供たちの人生を壊した罪は、必ず命を以て償わせる。

			　それでも螺旋の子供たちスパイラル・チルドレンぐらいは、せめて――

			「少し……考えさせてくれ。接続しろコネクション」

			　開いた手のひらを握ると、一瞬でネクトの顔は肉の渦巻きへと形を変え、そして姿を消す。

			「あ、ネクトっ！　行っちゃった……」

			「あの様子だと、そう遠くまでは行ってないと思います。きっと、結論が出たら戻ってきてくれるんじゃないでしょうか」

			「そう、だね。だといいんだけど」

			　彼女の残した『考えさせてくれ』という言葉は、限りなくイエスに近い保留だと感じた。

			　ミルキットの言う通り、近いうちにまた顔を見せてくれるはずだ。

			　きっと、前向きな結論を胸に。

			


			　◇◇◇

			


			〝接続〟により研究所の外へと転移したネクトは、とある民家の屋根に座り、傾く夕日を眺める。

			　彼女はその民家から住民が出てきても特に気にする様子は無かったが、家主としてはその存在を放っておくことはできないようだ。

			〝彼〟はタンッ、と地面を蹴ると、ほとんど音もなくネクトの隣に下り立った。

			「誰かと思えば、おじさんか。でかい図体してるくせに身軽なんだね」

			　彼女は急に現れたガディオに対し、動揺することなく言った。

			「これぐらいはな」

			　一方で彼も、ネクトに敵意をあらわにすることもなく、平然と隣に座る。

			「武器、持ってきてないんだ。甘く見られたもんだなー、この前は互角に殺し合った仲なのに」

			「そんな顔をしていたら甘くも見られるだろう。何があった」

			「お悩み相談に乗ってくれるっての？　フラムお姉さんといい、お人好し揃いだ」

			　それはガディオの〝甘さ〟でもあるが、一方で彼自身が迷っていることの証左でもあった。

			　復讐を成すことだけを考えていた彼なら、有無を言わさず斬りかかっていたかもしれない。

			「あいつと話してきたのか」

			「うん、おかげで知りたくないこと知っちゃった。僕、ずっと男だと思ってたのに、マザーにそう思い込まされてただけで、どうやら女だったらしいよ」

			「そうか……」

			「ははっ、たったそれだけかって言われたらまあそうなんだけどさ、なんか、無性にショックなんだよねぇ」

			「自分のアイデンティティを否定されれば、誰だってそうなる」

			「おじさんも、何かあったの？　僕を舐めてるってトコを差し引いても、随分と腑抜けてるようだけど」

			「見失いそうになったんだ、俺の存在意義を」

			「僕と一緒だ」

			「ああ、八歳の子供と同じ悩みを持つとはな」

			「光栄に思いなよ。僕、これでもかなり頭いいからさ。大人にだって負けないよ？」

			「そういうところが子供だというのだ」

			　ガディオが苦笑しながら言うと、ネクトも「違いないや」とケラケラと笑う。

			「死んだ奥さんと会ったんだよね」

			「そうだな」

			「どうだった？　抱いたの？」

			　ネクトらしい、生意気な悪ガキの顔をして、彼女はガディオの顔を覗き込む。

			「無理な背伸びがまた子供らしいな。自分の性別すら知らなかったんだ。言葉の意味だってわかっていないだろう」

			「そりゃそうだけど……好きな人がいたらそういうのするんでしょ？　っていうか、はぐらかさないでよ」

			「抱いてはいない。あれは間違いなくティアだ。だが、ティアではないからな」

			「意味わかんないんだけど」

			「俺にしかわからない感覚だろう。だが、おそらくそれは正しい。人間、どんなに小さかろうと違和感を覚えたときは、なんらかの失敗を犯しているものだ」

			　逆に〝絶対的な成功感〟はあてにならないものである。

			　それはガディオがこれまでの人生で学んできた教訓だった。

			「違和感ねえ……」

			　ネクトは興味無さげにつぶやき、夕日に視線を移した。

			「俺はその感覚に従おうと思っている。お前もそうしろとは無理強いはしない、だが――」

			「馬鹿らしい、なんで敵にそこまでアドバイスするかなぁ。お姉さんもそうだけど、敵に塩を送ったって、僕は何も返さないよ」

			「〝放っておけない〟というやつだ。お前の言う通り、お人好しなんだろうな。だがフラムも、今のお前を見ているとそうせざるを得ないほど、違和感を覚えたんだろう。お前自身はどうだ？　今の自分が進んでいる道に満足しているか？　まだ他に、選べる道が見えているんじゃないか？」

			「さあねえ……っていうか僕、説教は嫌いなんだ」

			「以前に会ったときの不ふ遜そんなお前なら、すぐに言葉を濁さずに答えられたんじゃないか」

			「……まあ、おじさんの言葉も参考にはするよ」

			　再び転移し、今度は町の外へと消えるネクト。

			　彼女がいなくなったあとも、ガディオはその場に残り空を見上げた。

			「放っておけるはずが無いだろう。お前にも、フラムにも、まだ未来はある」

			　若人に未来を託さなければならないほど、彼とて老いているわけではない。

			　だが、道の途絶は、必ずしも老いだけが原因ではないものだ。

			　夢の終わり。守りたい場所の喪失。愛するものの死。

			　誰にだって起こりうるからこそ、その前に気づいてほしい。

			　ガディオは〝手遅れになった者〟として、彼女たちに言い続ける――

			「俺と違ってな」

			　自分と同じ過ちを、二度と繰り返さないように。

			


			　◇◇◇

			


			　フラムたちがシェオルに入ってから、七時間以上が経過した。

			　空は茜色から紫へと移り変わる途中で、完全に陽が落ちるまであと数十分といったところだろう。

			　現時点でも森の中は十分に暗く、夜行性の動物たちが活発に動き出していた。

			「森ってのはいいねえ、おいらみたいな人種でもこそこそ動かなくて済む」

			　ヴェルナーは、木の上からシェオルの様子を窺っている。

			　彼らがアンリエットに任された任務は、フラムたちを見守り、場合によっては守ること。

			　他の兵士も、別の場所で町の様子を監視していた。

			　フラムと面識の無いヴェルナーにとっては、面倒な仕事であることは間違いない。

			　だがメリットがゼロというわけではなかった。

			「おいらとしては、この偽善まみれの下らない研究なんて台無しになってくれたほうが爽快なワケだけど――さて、姐さんはどう動くのかねえ」

			　そんな独り言に呼び寄せられたかのように、近くの茂みが揺れる。

			　そこから現れた人物は、派手な化粧を流すカラフルな汗を垂らし、場違いなドレスを纏い、ヒールを履いて歩いていた。

			　もちろんそんな恰好で歩けば、衣服は破れるし、肌は傷つくし、体力だって大きく消耗する。

			　本来ならそういう〝汚れ〟を徹底的に嫌うはずの彼女は、纏わりつく葉や蔓つるを不快そうに払いながらも、前に進むのをやめようとはしない。

			「サティルス・フランソワーズ……なるほどそう来たか」

			　ヴェルナーは、シェオルに向かう彼女を止めるどころか、声をかけることすらしない。

			「おいらに責任は無いが、どうか見つからないでくれよ。うまくいきゃあ姐さんに恩が売れるワケだからなァ」

			　ヴェルナーの祈りが届いたのか――サティルスの姿が見えなくなった直後、タイミングを計ったようにオティーリエが彼の元を訪れた。

			「ヴェルナー、そちらの様子はどうですの？」

			「平和そのものだよ。何も起きないから退屈でしょうがない。なあ、もう王都に戻っていいんじゃ――」

			「お姉様の期待を裏切るわけにはいきませんわ。このままフラムたちが町を出るまで、見張っていますわよ」

			「……そう言われると思ったよ」

			　わざとらしく肩を落とすヴェルナー。

			　そんな彼に、オティーリエは赤い木の実を差し出した。

			「何これ、獣のエサ？」

			「差し入れですわ。でもクソ失礼なあなたには必要ありませんわね」

			「いや、だっていきなりその辺で取れた木の実を差し出すとか野性的すぎるっしょ。お姉様大好きゴリラかよ」

			「ゴリ……っ!?　必要ないならわたくしが食べますわよ！　甘くて美味しい上に、天然物は貴重なのに……ですが、この赤い果実を見ているとなぜか血を思い出しますわね。血……赤い血……あぁ、なぜだか本物の血が見たくなってきましたわぁ……」

			「わかったわかった。食べる、食べるから早くおいらにくれ！」

			　ヴェルナーは半ば奪い取るように赤い実を受け取り、口に含む。

			「ったく、いくら貴重だからってこんな木の実がそんな甘いわけが――」

			　芳ほう醇じゅんな香りと甘い果汁がじゅわっと広がった。

			「……ちくしょう、うめえなこれ！」

			「ですから最初からそう言ってましたわよ」

			「いやさ、何かの嫌がらせじゃないかと思ったワケよ」

			「嫌がらせをされるような、後ろめたい事情がありまして？」

			「ヴェルナーさんは王都イチの正直人間だから、そんなものは全く無いなー」

			「王都一胡散臭い男の間違いですわよ。まったく、そんな調子でちゃんと見張れてますの？」

			「見張るも何も、動きなんてねえよ。人間はおろか、ネズミ一匹すら通りやしない」

			　当然のように言い切るヴェルナー。

			　怪しい素振りも見せず、表情からは罪悪感の欠片も見当たらない。

			　大前提として〝彼は味方だ〟と確信しているオティーリエが、彼の嘘に気づくはずもなかった。

			「それならよろしいのですが。では、引き続き見張りを頼みましたわよ」

			　そう言い残し、オティーリエは他の兵士の元へ向かう。

			「おう、万事おいらに任せといてくれよー」

			　ヴェルナーは、適当に手を振りながら彼女を見送った。

			　そしてその姿が見えなくなると、「へへっ」と肩を震わせ邪に笑う。

			「ま、これでエキドナの姐さんへの義理は果たしたわけだ。つうことはそろそろ何かしら起きるワケで、だったらあいつも――ああ、やっぱり来たか」

			　サティルスと入れ替わりになる形で、荷物を抱えて慌ただしくシェオルから脱出する男。

			　ダフィズの助手だった、ゴーン・フォーガンである。

			　彼とヴェルナーは、何度か王都の違法賭博所で顔を合わせたことがあった。

			「変わっちゃいねえなあ、あいつも。まーた金のために知り合い裏切るのかよ。ま、おいらも人のこと言えた立場じゃないワケだけどさ」

			　そう言って、再び軽薄に笑うヴェルナー。

			　やがて夜の帳とばりが下りる。

			　深い闇が、町を包み込んでいく。

		

	
		
			

			


			　その夜、研究所では食事会が開かれることになっていた。

			　フラムたちとダフィズだけでなく、ガディオやティア、キンダー、クローディアまで参加しての、それなりに大きな催もよおしだ。

			　研究所内の案内が終わったあと、ダフィズはフラムに『準備ができたら呼びにいく』と伝えていた。

			「遅いですね……」

			「うん、うちだととっくに夕ご飯を食べてる頃だよねえ」

			　フラムとミルキットは、ベッドに転がってじゃれあい、時間が経つのを待っていた。

			　だが一向に、ダフィズが呼びに来る様子はない。

			　研究員というのは不規則な生活をしているものだ、だからひょっとすると、フラムが思うより夕食は遅い時間なのかもしれないが――ぐぅ、と耐えきれず腹が鳴ってしまう。

			　ミルキットの視線が音源に向けられると、フラムの顔にさっと赤みがさす。

			「今日はほら、色々あって忙しかったから……」

			「お腹が空くということは、健康だということです。どうしましょう、軽く何か作りましょうか？　せっかくキッチンもありますし」

			「いや、いいよ。作ってる途中に呼びに来たら気まずいでしょ」

			「ですがご主人様は平気ですか？」

			「ちょっと腹の虫が悪さしただけだから、私自身はまだまだ余裕だよ」

			　強がりである。

			　フラムにも一応、面めん子つというものはあるのだ。

			　もっとも、ミルキットの目はまったく欺あざむけていなかったが。

			「ふぅ……」

			　研究所内は、静かだ。

			　会話が途切れると、互いの呼吸の音が聞こえるほどなんの音も聞こえてこない。

			　静寂が、フラムの眠気を呼び起こす。

			「寝てもいいですよ、ダフィズさんが来たら私が起こします」

			「そだねぇ……三十分だけでも寝ちゃおうかな……」

			　ミルキットの言葉に甘えて、彼女はゆっくりと瞼を下ろした。

			　そのまま心地よい気だるさに身を任せて、意識を手放そうとする。

			『……な、く……い……』

			　あと少しで眠れる――そんなとき、ふと何かが聞こえたような気がした。

			　ぱっちりと瞳を開くと、寝顔を見つめていたミルキットと目が合う。

			「どうかしましたか？」

			「何か……人の声みたいなものが聞こえたような。ミルキット、なんか言ってた？」

			　問われた彼女は首を横に振った。

			　ならば気のせいだろうか、と考え込んでいると、

			『な……なの……か』

			　再び声が聞こえてくる。

			　途切れ途切れで単語すら聞き取ることはできないが、男性のものだ。

			「やっぱり聞こえた！」

			「そう、ですか？　ごめんなさい、私には全然聞こえませんでした」

			　フラムはベッドから下り、目を閉じて聴覚に意識を集中させる。

			『……べき……お……』

			　やはり、また聞こえた。

			　だが今度は少し音程が高く、老いた女性の声のようである。

			　正体を暴けないまま、フラムは声のする方向――部屋の入り口に近づく。

			『はこ……て、たお……』

			『し……うを、つぶ……』

			　ここで、フラムは声が一人ではないことに気づいた。

			　誰かと誰かが会話をしているようだ。

			（なんでわざわざ私たちの部屋の前で……迷惑な）

			　勢いよく開いて不意打ちで注意することも考えたが、その前に扉に耳を当て、何を話しているのか聞こうとする。

			　すると――

			『なぜ生かすべきか』『千切れ奪われてしまえ』『命あれ、それでいい』『殺せ』『まずは腕からがいい』

			『脚の筋を開き舐める』『皮を剥ぐ、それでいい』『箱に詰めよう』

			『脊せき髄ずいを折れば入る』『必要な処置である』

			『逃してはならない』『殺すといいは、だめ？』『まだ許可されていない』『接続しなければ』『どう導く？』

			『まずは捻り穴をあけるところから』『中に入り込む、脳に接続する』『一つになろう、みんなで一つになろう』

			『蛆うじ虫むしのような中身が見たい、一度でいい』

			『今回は殺せ、次を繋げ』『切除する』『接続にふさわしくない』

			『血が出たほうがいい』『私は割腹を認めている』『接続線はどこにある？　頭蓋の穴はどう開く？』

			『さんよんにいごおなな』『私たちは苦しうなく』

			『あああ、狭い、ああ、狭い』『ぼくは子宮がほしい』『爪先から削りおとした』

			『罰を与えねばならない』『ぎーぎーぎー』『サイレンがきこえるよ』『奪わなければ』

			『管で縫い合わせる』『き、きき、危険』

			『まだ足りない』『ええう、れる、れ』『お前は果たさねばならない』『もう遅くなりました、何もかも』

			　――二人どころではない。

			　無数の人間の話し声が、絶え間なく聞こえてくる。

			　どんなに少なく見積もっても、数十人いなければこんな音にはならないはずだ。

			「っ……!?」

			　フラムは恐怖に体をびくっと震わせた。

			　すると肘が壁に当たり、外に聞こえるほどの音が鳴る。

			　話し声がぴたりと止まる。

			　だが耳を澄ますと、複数人の息遣いが聞こえてくる。

			　まだそこに、いるのだ。

			　フラムたちの逃げ道を塞ぐように、数十人の人間が。

			（そんなこと、ありえるの？　あの狭い廊下に何十人も集まるなんて、足音だってしなかったのに。いつ？　どうやって？）

			　そもそもこれは、人なのだろうか――

			『こんや』

			　一人が言った。

			『今夜にしよう』

			　別の一人が同意する。

			『今夜がいい』『今夜だ、今夜』『もうまてない』『ようやく食べられる』『今夜を待とう』

			　続けて、再び一斉に喋りだす来訪者たち。

			「ご主人様……？」

			「来ないで！　ミルキットは……そこで、待ってて」

			　逃げ場は無い、なら戦うしかない。

			　相手が複数ならば、入り口付近の狭い場所のほうがやりやすいだろう。

			　右手に魂喰いを握る。

			　左手をドアのレバーに置く。

			　瞳を閉じ、ゆっくりと息を吐き出し、呼吸を整える。

			　さらにプラーナを体に満たし、戦いの準備は整った。

			　レバーに置いた手に力を込め、ひねり、ガチャンッ！　と一気に押し開く。

			　廊下にいるはずの敵に向けて、大剣による刺突を放とうとして――

			「……あれ？」

			　フラムが見たものは、誰もいない廊下だった。

			　すぐに飛び出して左右を見ても、姿はおろか形跡も無く、気配すら感じられない。

			「あの、ご主人様……何が聞こえていたんですか？」

			「ミルキットには、何も聞こえなかったんだよね」

			「はい、それは間違いありません」

			「じゃあやっぱり――」

			　フラムは『気のせいだったのかもしれない』と言いかけて、言葉を止めた。

			　確かに彼女は、ネクロマンシーに対して必要以上に警戒心を抱いている。

			　だが、果たして本当に思い込みなのだろうか。

			　シェオルに来てから感じている違和感、そして住民たちの視線。

			　それらは全て、実際には存在しない現象なのか。

			「……いや、違う」

			　フラムは実際に、違和の存在を感じたのだ。

			　ならばどこかに、ほんの些さ細さいだとしても、異変が起きているはず。

			「確かめたいことができた。ミルキット、行こう」

			「はい、どこへでもついていきますっ」

			　フラムはミルキットの手を取って駆け出す。

			　ダフィズ以外でもいい、誰か研究員を見つけて話を聞かなければ。

			　目指すは〝第一実験室〟。

			　この施設で最も広い実験室で、誰かしら研究員のいる可能性が高い場所だ。

			


			　◇◇◇

			


			「ねえねえガーくん、こっちのドレスで良いと思うー？」

			　ティアは姿見の前で、ドレスを着た自分を見ながら問いかける。

			　彼女にとって、このあと行われる食事会は、正式にガディオの妻として紹介されるはじめての場だ。

			　ガディオは普通に私服で行く気のようだが、彼女はそうもいかない。

			「もうガーくん、なんで返事してくれないの？　見てるんでしょー？　そういやガーくんってば、昔からこういうの苦手だったよね。でも女の子っていうのは、好きな人に選んでもらった服を着てみたいもの――」

			　チャキッ、と金属の音がした。

			　おそるおそるティアは振り返る。

			「ガー……くん？」

			　ガディオは、黒い刃を右手に握り、そこに立っていた。

			　表情は無い。言葉も無い。

			　ただただ冷たく、無機質に、まるで彼自身が刃になったかのように剣を構え、その先端をティアに向ける。

			「なに……してるの？　どうして……そんなこと、するの？」

			「……」

			「ねえ、ガーくん。あたしのこと、嫌いになっちゃった？　そうだよね、六年も離ればなれだったんだもんね。でも、だからって、そこまでしなくてもいいんじゃないかなっ！　それとも驚かせてるつもり？　ダメだよガーくん、それはジョークにしてはちょっと過激すぎるって。怖いから、下ろしてよ」

			　なおも、ガディオは黙っている。

			「お願いだから……そんなの、やめて。あたし、こんなことするために、生き返ったんじゃない……」

			「なあ、ティア」

			「な、なあに？」

			「俺は、誰よりもお前のことを愛しているよ」

			「だったら、どうして？　あたしが、普通の人間じゃないから？」

			　思えば、少し前に外から戻ってきて以降、彼の様子はおかしかった。

			　食事会に着ていくドレスはもちろん、髪型やアクセサリーの相談にも生返事だった。

			　そこで何が起きて、どのような心境の変化があったかはわからないが――好きな人に殺意を向けられて、悲しまない者はいない。

			　ティアの瞳に涙が浮かぶ。

			「変、だったかな。あたし、そんなにおかしかったかな」

			「いいや、そんなことはなかった」

			「じゃあ、なんで……？　あたし、ちゃんと生き返ってるよ？　ガーくんの奥さんとして、やっと、やっと夫婦らしく、暮らせるって思ったのに……！　今はセントラル・コアのサポートが無いとシェオルを離れられないけど、いつかはきっと、そんなのが無くたって外に出られる！　あたしは、あたしの命を全部取り戻せるの！」

			「いや、今でも十分だ。お前はちゃんと生き返っていたよ。完璧すぎて、不自然なぐらいに」

			　ガディオだって泣きたかった。

			　けれどなぜか、涙は出てこなかった。

			　きっと、過去に置き去りにしてきたからだろう。

			　そう――彼にとってのティアはすでに死に、そして彼自身の心も六年前に止まったままだ。

			　どれだけ肉体を鍛えようとも、過去を変えられない以上、そればかりはどうしようもない。

			　だが同時に、止まっているからこそわかることもある。

			「ほんのわずかな違いなんだ。だけど、意識的に変えられない部分だからこそ、別物だと……わかってしまう……」

			　呼吸の間隔、指先の動き、視線の流れ、会話の間。

			　ひとつひとつはどうでもよくて、意識しなければわからないような違いで、けれど積み重なると無視できない。

			「そんな……そんなの、無視してよ。あたしね、ガーくんとまた会えたら、行きたい場所がたくさんあったの！　南のほうにある綺麗な海を見に行ったり、あとはフラァダって町には温泉があるんだって！　他にも、他にもいっぱい――」

			「俺だって一緒に行きたかった！」

			　このまま黙って殺したかったが、いざティアと向き合うと、そうもいかない。

			　本当は殺したくない、ずっと一緒に生きていきたい――そんな想いがあふれる。

			「行きたかったんだ……だが、だからこそ……無視できなかったんだよ……」

			「ガーくん……」

			　苦しんでいるのはティアだけではない。

			　彼女はそれを理解し、ガディオの覚悟を受け入れた上で、ふっと体から力を抜いた。

			「これは、俺自身がケリをつけなければならない問題だ」

			「……うん」

			「手遅れになる前に。ティアがティアであるうちに……」

			「あたしが、あたしじゃなくなる……か。そう、だね。そういうことも、あるかもしれないね。ほんのちょっぴりだけど、そんな気はしてた。生き返るってそういうことかと思ってたけど、きっとこれは、そういうことじゃないんだよね」

			　ティアは、自分のことをティア・ラスカットだと思っている。

			　一方で、ガディオと同様に、自分の体や心が、どこか以前の自分とは違うことも感じていた。

			「実を言うとね、気になるの。研究所のほうが、ずーっと。あたしの中にいる誰かが、そうさせてる」

			「フラムが、いるからだな」

			「たぶんそうだと思う。あたしの中にいる誰かは、あの子が欲しくてしょうがないんだよ」

			　もちろんそれは、ティアの意思などではない。

			「ダフィズさんは言ってた。肉体を元に戻すだけじゃ人間は蘇らない、必ず魂が必要になる、って。それでね、今のあたしは、この身体に残る魂の〝抜け殻〟なんだって」

			「そんなものがあるのか……」

			「人が死んだら、魂の中身が無くなって、抜け殻だけが残る。そこに別の何かを詰め込んで、ティア・ラスカットの形にしてる」

			「それは……形をしているだけで、別の存在だ」

			「うん、そうだね。あたしは、自分のことをティアだと思いたいけど、そういうことなのかもね」

			　認めてしまうと、ティアは急激に自分の体が気持ち悪いもののように感じられた。

			　いっそもっと露骨に違っていれば、ティア・ラスカットという人間の一部を引き継いだだけの別物なら、受け入れられたかもしれない。

			　だがこれは違う。全く同じものを作り出そうとして、失敗した結果の差異だ。

			　だから、受け入れきれない。

			　心が受け入れず、コアを拒絶したのなら、同調が崩れる、接続が歪む。

			「あはは、すごいねガーくん。ああ、じゃあこれは喜ばないとね。わけのわからない化物になって終わりじゃなくて、ガーくん自身が、あたしを終わらせてくれることに」

			　ティアの右腕が激しく痙けい攣れんを始め、内側でボコボコと何かが蠢うごめいていた。

			「その腕は……」

			「きっと、ネクロマンシー・コアの制御が効かなくなってるんだと思う。私が認めちゃったからかな、自分が化物だって」

			　違うと言って、抱きしめたかった。

			　だが、ガディオはあえてそうしなかった。

			　その未練は、きっと彼をためらわせるから、自ら心を殺した。

			「ごめんねガーくん、わがまま言っちゃって。その上、こんなことまでさせて」

			「謝るな。これは、俺にしかできないことだ」

			「短かったけど、こうして夫婦らしく過ごせて、あたしは幸せだった。とっても、とっても幸せだったよ。きっと、世の中のお嫁さんの百倍ぐらいっ」

			「そうか……それは、よかった……」

			「つまり、ガーくんは……あれだ、世界一の旦那さんだっ。なんたって、一緒にいるだけで百倍幸せになれるんだからね！」

			「ティア……俺は、俺は……っ！」

			　それでもガディオの瞳から涙は流れない。

			　だが――ティアには彼の流す心の涙が見えていた。

			「ふふ……相変わらず、泣き虫だねガーくんはっ。でも、そういう優しいガーくんだからこそぉっ、あたしは、好きになったの」

			「俺も……ティアのことを、世界の誰よりも愛している！」

			　こんなにも強く、好きな人に愛を伝えたのは初めてかもしれない。

			　ガディオはシャイな性格をしていたから、プロポーズだってもっと不器用で、けれどティアはそういうところも好きだった。

			　もちろん、熱くてストレートな愛の言葉も、嬉しくてしょうがなかったが。

			　そして――ガディオは剣を振り上げた。

			　刃にプラーナが満ちる。

			　彼にコアを破壊する力はない。

			　だからやるべきことは、ティアの肉体からコアを排除することだ。

			　ためらいが邪魔をする。

			　未練が両腕に絡みつく。

			　それらを断ち切るように――ガディオは咆哮し、剣を振り下ろした。

			「大好き、だよ……」

			　ティアの体は袈裟懸けさがけに斬られ、傷口はプラーナにより爆ぜるように開き、内側から黒い球体が吐き出される。

			「ガー……く……」

			　意識を失う寸前まで彼への愛を口にしながら、ティアは再び眠りについた。

			　今度こそ、永遠に、目覚めることはないだろう。

			　広がってゆく血溜まり。

			　そこに眠る、ドレスを着たお姫様。

			　彼女は、この世界に存在するどんな命よりも尊く、美しい。

			　返り血を浴びたガディオは、両手をだらんと垂らして、その絵画のような姿を目に焼き付ける。

			「……待っていてくれ、ティア。俺も近いうちにそちらに行く」

			　しかし彼は、握った剣を離さない。

			　決別はした。より強い覚悟も手に入れた。

			　つまり戦いは、終わっていない。

			「だが――それは今ではない。まだ、俺には屠ほふるべき相手がいるんだ」

			　瞳を閉じて浮かぶのは、〝キマイラ〟の名だった。

			　もちろん教会の全てが憎い。

			　だが、明確に仇として叩き潰したいのは、やはり大切な人たちを殺した張本人である。

			　胸にぽっかりと穴が空いている。

			　その場で呼吸を整えるうちに、どろどろに煮詰められた憎しみが、その穴を埋めていく。

			　明るい未来など望んでいないのだから、ガディオを満たすべきは、破滅的な力の源泉である、憎悪であるべきなのだ。

			　呼吸をすると、血の臭いが鼻腔を満たす。

			　瞳を開くと、腹からあふれ出た臓物が、美しい妻の死体を汚らわしく彩る。

			　ティアの二度目の死を強く記憶に刻み込むほど、ガディオは己に必要な元素が集まってくるような気がしていた。

			　そんなある意味で夫婦にとって神聖な場所に、踏み込む男が一人。

			　二人を呼びに来たダフィズだ。

			　彼は信じられない光景を前に、瞳孔が開く。

			「そんな……どうして……ガディオさん、あなたがやったんですか!?」

			　声を荒らげるダフィズに、ガディオはゆっくりと振り返った。

			「ああ、俺がやった。なあダフィズ、お前は知っていたのか？」

			「何をですかっ？　何を知っているというのですか!?　いいえ、たとえどんな理由があろうとも、このようなことが起きていいわけがないっ！　僕と同じく妻を亡くしたあなたなら、理想を完全に理解してくれると思っていたのに……！」

			　自分と同じく、妻の無残で虚しい死を体験したガディオならば、絶対にネクロマンシーに理解を示してくれるはずだ、と戦力云々よりも、彼に共感を求めた。

			　だから裏切られたと感じ、憤いきどおる。

			「愛していたのでしょう、ティアさんを！　なぜこのようなことができるのです!?　あなたがやったことは、ティアさんを殺したキマイラと同じ――ぐっ!?」

			　しかしそんな言葉はガディオに響かず、彼はダフィズの胸ぐらを掴むと、壁に押し付けた。

			「表面を模倣しただけで、その人間が蘇ったと言えるわけじゃない。ティアは言っていたぞ、お前は知っていたと。蘇った人々は、いわば抜け殻のような存在だったのだと」

			「違いますっ、元から人間はそういう生き物です！　それをオリジンコアの力で生前の状態に戻したんですよ！」

			「だが違った。あれはティアであってティアではなかった。おそらくこの町で暮らす人間は気づいているはずだ」

			「何にですか？　あなたの勘違いでしょう、そんなもの！」

			「誰もが恐れているんだ、夢が覚めることを」

			「夢で何が悪いのですか。終わらない夢は、もはや現実と同じでしょう！」

			「いいや違う！　終わるかもしれないという恐怖が常につきまとう。そして現に、終わりつつあるんじゃないのか？」

			「何を根拠も無いことを。そんなはずが――」

			　否定するダフィズをあざ笑うように、外からウウゥゥゥゥ――とサイレンが鳴り響く。

			　聞いているだけで不安を煽るその音に、二人は同時に外を見た。

			　すると、縋すがるように男性が家の窓に張り付き、「助けてくれ、助けてくれぇっ！」と叫びながら何度も拳で窓を叩く。

			　その直後、背後から妻と思しき女性が彼の首に食らいついた。

			　彼女の歯はあっさりと皮を突き破り肉に沈み、加えて傷口周辺がねじれ、男の首筋がぶちぶちと引きちぎられる。

			「なっ……い、今のは……それにこのサイレン……まさか、セントラル・コアに誰かがっ!?　離してください、僕は行かなければならないっ！」

			　ガディオはもがくダフィズを解放する。

			　ダフィズは青ざめた顔で家を出ると、研究所に向かって一直線に走っていった。

			「セントラル・コア、研究所の内部か。フラムが危ないな」

			　すぐにガディオも家を出る。

			　するとエターナと抱き上げられたインクが駆け寄ってきた。

			「ガディオ！」

			「エターナ、その血は――」

			「たぶんガディオといっしょ」

			「返り血か……」

			　そんなエターナの腕の中で、唇を噛み声を震わせるインク。

			「エターナ……ごめんね、ごめんねぇ……っ」

			「いい。本当はもっと早くにああしておくべきだった」

			「襲われたのか」

			　うなずくエターナ。

			　彼女は自らの意思で、両親を手にかけた。

			　一時の夢に身を任せた結果、残ったものは後悔と、罪悪感だけだった。

			「ところでこのサイレン、もしかして研究所から？　だとしたらフラムが危ない」

			「ああ、俺も向かおうとしていたところだ」

			「わたしも行く」

			　三人は研究所へと向かおうとする。

			　できればインクを安全な所に連れていきたかったが、シェオルに現在そんな場所は存在しない。

			「うわあぁぁああっ！　誰か、誰か助けてぇっ！」

			「いやだっ、どうしてぇ!?　あなた、私よっ！　あなたの妻のっ！」

			「か……あ、が……夢、だ……これは……悪い、夢……ぐ……ぅっ！」

			　だが、町中から聞こえてくる悲鳴や怒号が進行を邪魔する。

			　死者たちが一斉に生者を襲い始めているのだ。

			　ガディオとエターナが、それを放っておけるはずもなかった。

			「ちっ――ふんッ！」

			　大剣を振り払うと、鋭い気の刃が放たれ、妻を襲う夫を両断する。

			「アクアバレット」

			　指先から放たれる水の弾丸が、父の首を絞める娘の心臓部を貫く。

			　どちらも一時的に動きは封じたが、コアは破壊されていないので、欠損した肉体は人間離れした動きをはじめる。

			　そしてその姿を見て生者たちは知る。

			　自分たちが見ていたのはすべて夢だったのだ――と。

			「エターナ、うしろっ！」

			　聞こえてきた足音に気づき、声をあげるインク。

			　パートナーを食い殺し終えた死者は、次は無差別に誰も彼もを襲い始める。

			　飛びかかってきた男の腹に、エターナの周囲に浮かぶ魚のオブジェがめり込んだ。

			「アイスランス」

			　そしてその口の部分から、彼女の発動した魔法――氷の槍がせり出し、勢いで相手を吹き飛ばすと同時に、土手っ腹に大穴を開ける。

			　しかしそれで明確に〝驚異〟だと認定されたのだろう。

			　どこからともなくわらわらと現れた死者たちが、三人を取り囲む。

			「くっ……まずは町の死者どもを一掃するしかないようだな」

			「フラム、どうか無事でいて――」

			　歯がゆい思いを抱き、ガディオとエターナは敵の群れに立ち向かっていった。

		

	
		
			

			


			　サイレンが鳴り始める少し前――フラムとミルキットは、第一実験室で女性研究員を見つけた。

			　胸に付いている名札には〝クラリス〟と書かれている。

			　フラムは彼女に、先ほど起きた出来事について話した。

			「何十人分の声がしたのに、ドアを開いたら誰もいなかった？　ふふっ、そんなこと起きるわけないじゃない。疲れているのよ、フラムさん」

			　クラリスはそう言ってはぐらかす。

			　だが彼女の瞳が揺れているのを、フラムは見逃さなかった。

			「本当は、何か心当たりがあるんじゃないの。嘘をついても無駄だから」

			「嘘だなんて……」

			　強い声で言われると、クラリスは気まずそうに目をそらす。

			　なおもフラムは彼女をにらみつけ、揺さぶりをかけた。

			　彼女がおそらくダフィズと同じ人種であるということは、顔を見ればわかる。

			　良心の呵か責しゃくというやつには弱いはずだ。

			「……ダフィズさんに言わないって誓える？」

			「あなたの名前は出さない」

			「じゃあ話すけど、実はあなたが来てから、被験者たちのメンタルステートが異常な数値を出してるの」

			「メンタルステート？」

			「精神の状態を表す数値よ。高ければ高いほど興奮状態にあるってことなんだけど、もちろん高ければ、なんらかの形で肉体――つまりバイタルステートにも影響を及ぼす。それが〝生きた人間〟ってものなの」

			「その二つの数値が、ちぐはぐだったとか」

			「ええ、最近はその問題も解決できたと思っていたのに、まるで研究初期みたいな状態だったわ」

			「そうなると、何が起きるんですか？」

			　ミルキットが問うと、露骨にクラリスの表情が曇る。

			「全身に螺旋状の器官が発生して、無差別に人を襲う化物になるわ」

			　それはフラムがよく知る化物の姿だ。

			　しかし数値異常が計測されたということは、すでに死者たちはその姿になっていなければおかしい。

			「だけどなぜか、被験者は人の姿を崩さず、意思の疎通も可能な状態だったわ。だから計器の故障って扱いで、ダフィズさんには黙ってるように言われたんだけど……」

			「じゃあ、なかなか呼びにこなかったのも、そのせいだったんですね」

			「食事会の準備が遅れててね。でも、ちょうど今、ダフィズさんがガディオさんを呼びに向かってるところよ」

			「そんな話を聞いたあとで、食事会なんて参加できるはずないっての」

			　その場で踵きびすを返し、部屋の出入り口へと歩くフラム。

			　クラリスはそんな彼女の腕を掴んで止める。

			「待って、どこに行くつもり!?」

			「中央制御室しかないでしょ。今すぐセントラル・コアを破壊して終わらせる！」

			「いくらあなたでも、あの扉は壊せないわ。それにそんなことしたら、シェオルの死者たちが化物に変わって大変なことになるじゃない！」

			「ティアさんが動けたってことは、数時間の猶予ぐらいはあるんじゃないの？　手遅れになる前に、別れを済ませるべきだよ」

			「数値の異常に関しては、本当に計器の故障かもしれないのよ。それに、ダフィズさんや私たちは何年もかけてこの研究を続けてきて、やっとここまで来れたの！　お願いだから、そんな一時の感情だけで壊そうとしないでっ！」

			「一時の感情なんかじゃないっ！」

			　フラムは怒りをあらわにし、クラリスに反論した。

			「あなたたちこそ、オリジンコアがどんなものなのかわかってるの？　あれは人を救う道具なんかじゃない。冒ぼう涜とくして、踏みにじって、人を不幸に陥おとしいれる――そういうものなの！」

			「だとしても、それだって使いようなのよ。毒だって時には薬になることがあるわ」

			　ダフィズと同じような言葉を並べても、フラムを説得するのは難しい。

			　二人はにらみ合う。

			　ミルキットはフラムの横に立ち、厳しい表情でクラリスを見ていた。

			　険悪な空気が流れる中、続いた沈黙を断ち切ったのは――けたたましいサイレンの音だった。

			「えっ……嘘、どうして非常サイレンが鳴るの!?」

			「非常サイレン？　どういうこと、何が起きたのっ!?」

			「私にもわからないわ！」

			　さらに、〝コン〟という小さな音が、扉から聞こえてくる。

			　三人の視線がそちらに向くと、続けてコンコン、コン、と不規則に音が鳴る。

			　入室の許可を求めるノックにしては、音が小さすぎるし、何より位置が低い。

			「誰よこんなときに……」

			　クラリスはため息交じりにそう言うと、扉を開く。

			　すると倒れ込むように、幼子が部屋に入ってきた。

			「ゴーンさんとルルカさんの子供？　こら、ダメでしょ、一人でこんなとこに来ちゃ」

			　その子を抱き上げようと、クラリスはしゃがんで手を伸ばす。

			　両手が同時に身体に触れ、指先がねじれる。

			「え……？」

			　パキパキッ、と小枝が折れるような音とともに、両指がぐるりぐるりと回って壊れ、回転は徐々に広がりやがて手全体に、そして手首、前腕にまで及んだ。

			「あ、ああぁっ、な、なに、これ……っ!?」

			「あぅー……きゃっきゃっ！」

			　フラムは、笑う子供の瞳を見た。

			　そこに眼球は無い。

			　顔の代わりと言わんばかりに、瞼の向こうで、赤い肉が渦巻いている。

			　そしてそこから血が吐き出されるたびに、まるで涙のように赤い液体が頬を伝った。

			「ひっ……あ、あれ、赤ちゃんじゃ……ない……」

			「クラリスさん早くそいつから離れてっ！」

			　フラムは魂喰いを引き抜き構えたが、クラリスと赤子の距離が近すぎて攻撃できない。

			　まずは彼女に手を離してもらうことが一番なのだが、

			「離れないっ、離れないのよぉっ！　くっついてる？　いや、違う、一緒になってる、飲み込まれてるぅっ！」

			　触れた部分から同化してしまっている。

			　回転はもはや腕だけにとどまらず、胴体や足、頭部にまで迫ろうとしていた。

			　もうクラリスを助けることはできない。

			「痛い……痛いよぉ……うあ、あああぁ……こ、殺して……おねがいいぃっ！　痛いの、いやぁっ、もう、いやあぁぁっ！」

			「くっ……てりゃあぁぁああっ！」

			　救いを求めるように死を懇願するクラリスを、フラムは赤子もろとも両断した。

			　なるべく即死させられるよう、心臓を狙ったおかげか、彼女は声もなく絶命する。

			　だが同化していたはずの子供は、ただのねじれた肉塊となって、体内から這いずりでてくる。

			　その様は到底人間と呼べるものではなく、蛆虫に近い姿だった。

			「あれが、生まれてきた子供の正体……」

			「人間では……なかったんですね」

			「妊娠から出産、そして成長……それをオリジンが、ただの肉の塊に真似させてただけ、なんだと思う」

			「なら、スージィさんのお腹にいる子供も、そういうことですよね。オリジンはどうしてこんなことを……！」

			　オリジンは、増えたがっている。

			　ネクロマンシーという研究が完全に近けば近づくほど、その利用者は増加する。

			　結果的に、オリジンの勢力は広がる。

			　だから人間の生殖を模倣する必要があった――そんな理屈をこじつけることは可能だ。

			　だがフラムは、それがオリジンの人間に対する冒涜だとしか思えなかった。

			　一度希望を見せておいて、それを打ち砕くことで、サディスティックな欲望を満たしているのだ。

			「やっぱり、今すぐセントラル・コアを破壊しないと！」

			　最終的にシェオルに存在する全てのコアを破壊することになるだろう。

			　されどその中核になるのは、やはりセントラル・コアだ。

			　このサイレンの音も、化物となった赤子も、全ての原因はそこにあるはず。

			　フラムとミルキットは急いで部屋を出た。

			　そして中央制御室へ向かおうとすると、一人の女性が立ちふさがった。

			「ルルカさん、ですよね……」

			　先ほど真っ二つにした子供――否、肉塊の生みの親だ。

			　いつの間にか部屋から出ていたかつて赤子の形をしていた肉は、ちょうど彼女の体を這い上がっているところだった。

			　そして顔まで到達すると、強引に口に入り込む。

			　もちろん普通は入らない。

			　ゴギッ、という音がして顎が外れ、喉が隆起し、およそ人とは思えない醜態を晒しながら、肉塊は体内へと入っていく。

			　全て呑み込むと、彼女の腹は妊娠したように膨張した。

			


			

			


			「そうやって、また産み直せばいいって？　子供一人が生まれて、育つまでに、途方もなく沢山の想いや感情が込められているのに……それを、人間の命を、お前は――なんだと思ってるんだあぁぁぁぁあああッ！」

			　振り下ろした剣が地面に叩きつけられると、プラーナの嵐がルルカを吹き飛ばした。

			　頑丈な廊下の壁や床、天井は飛び交う細かな刃によって切り刻まれ、ガリガリと特有の破砕音が鳴り響く。

			　完全なオーバーキルだ。

			　いくらコアの力があるとはいえ、兵器として作られていない死者一人に対して放つ攻撃じゃない。

			　だがそれでも、床に残った血痕や肉片を見るだけで、フラムは不快な気分になった。

			「ほんと、最低っ……！」

			　胸に広がる〝苦み〟に顔を歪めるフラムを、ミルキットはそっと優しく、背中から抱きしめた。

			「あ……ありがと、ミルキット」

			「これぐらいしか、できませんから」

			「私にとってはこれが最高だよ。よし、行こっか！」

			　力を分けてもらったフラムは、気持ちを切り替えて前進する。

			　中央制御室まではそう遠くないが、道中には研究者たちが暮らす居住スペースが設けられている。

			　そこに差し掛かると、予想通り凄惨な光景が広がっていた。

			　食い散らかされた生者に、その死体をねじって遊ぶ死者。

			　廊下は赤いペンキをぶちまけたように染まり、強烈な悪臭を放っていた。

			「邪魔だ、どけえぇっ！」

			　だが感傷的になるのは、戦いが終わったあとでいい。

			　今は前に突き進むのだ。

			　オリジンの欲望を打ち砕き、始まってしまったこの悲劇を、少しでもマシな形で終わらせるために。

			「ふっ、せいっ！　はあぁっ！」

			　走りながら、ひたすらに剣を振り、障害を取り除いていくフラム。

			　死者は気剣斬プラーナシェーカーだけでも倒せるが、いかんせん数が多い。

			　ただ戦うだけなら処理は簡単だが、中央制御室に急ぎたい今は、この足止めが非常に厄介だ。

			　さらに数は増える一方。

			　これだけの数の死者が、研究所内にいるはずがない。

			　中にはちらほらと白衣を着ていない人間も交ざっており、地上から流入したと考えられる。

			「すごい数……道が完全に塞がってます」

			　もはやまともな知能も残っていないのか、互いの肩にぶつかりながら、死者たちは通路でひしめき合っている。

			　一掃してしまいたかったが、いかんせん狭い場所のため、魂喰いのような大剣が扱いにくい。

			（抜け道があればいいんだけど、私は研究所内の構造には詳しくない。どこか突破できる場所はないの？）

			　近づいてくる死者たちを切り伏せながら、フラムは頭をフル稼働させる。

			（壁を壊して……いや意味がない、そっちも塞がれるだけ。引き返しても迂回路は無さそうだし、もちろん間を縫って抜けていく隙間なんて無い。他には……空いているのは……頭の上ぐらい）

			　唯一、死者が栓をしている通路で、そこだけが空いている。

			「頭の……上……そっか、これなら！」

			　妙案が浮かんだのか、フラムはミルキットをぐいっと抱き寄せた。

			「しっかり掴まっててね、ミルキット」

			「はいっ！」

			　ミルキットはフラムを信じ、ぎゅっと抱きつく。

			「重力よ反転しろリヴァーサル！」

			　魔法の発動――同時に地面を蹴り、跳躍する。

			　そしてフラムは、天井に着地した。

			「へっ？　どうなってるんですかこれ!?」

			「詳しく説明はできないけど、うまくいってるならそれでよしっ！」

			　今の彼女にとっては、天井こそが床なのだ。

			　そのまま走るだけで、死者たちの頭上を通り過ぎることができる。

			　フラムはミルキットを抱きあげ加速し、中央制御室まで一気に駆け抜けた。

			


			　◇◇◇

			


			　フラムたちは最初からロックが解除されていた扉をくぐり、中央制御室に足を踏み入れると、思わず顔をしかめる。

			　むわっとしたぬるい空気と、生臭い臭いが室内に充満していたからだ。

			　見た目の様子も、最初に入ったときとはまるで違う。

			　壁一面が、まるで人間の一部を貼り付けたかのような、肌色とピンク色の混ざった物体で覆い尽くされている。

			　場所によっては指や手、あるいは腕や脚そのものが生えている部分もあった。

			　それら全てが、不規則に、まるで生きているかのように動く。

			　そして部屋の中央に設置されたネクロマンシー・セントラル・コアは、まるでそれらの核であるかのように、飲み込まれ、一体化している。

			　一足先に到着していたダフィズはその巨大な黒水晶の前に立ち、コアよりもさらに上を見ていた。

			「あれ、スージィさんの顔みたいです……」

			　人体を組み合わせたちぐはぐなパズルの中で、彼女だけはしっかりとした形を保っていた。

			　もっとも、目はうつろで、顔は半分ほど螺旋に侵食され、口元には壊れたような薄ら笑いを浮かべているが。

			　ダフィズの子供を宿しているはずだった腹部は、血管のようなものが浮かび上がり、どくん、どくんと不気味に脈動している。

			　そこに宿っているものが、ルルカの子供と同じならば――ダフィズはこれから、あまりに残酷な現実を知らされることになる。

			「フラムさん、誰が悪いんだと思います？」

			　振り返ることなく、彼は問いかける。

			　フラムは迷わず答えた。

			「オリジンじゃないかな」

			　突き詰めれば、それが全てだ。

			「あんなものを信じたことが間違いだった」

			「ふ……ふふっ……つまり最初から、ですか。フラムさんは残酷な人ですねえ……」

			「そこから目を背けたって、余計に自分が傷つくだけだよ。他の研究員から聞いたけど、私がここに来た時点で数値の異常が出てたらしいね。ダフィズ、あんたはとっくに気づいてたんじゃないの？」

			「どうでしょうか。ああ、しかし、ほんの一日程度で気づく人だっていたのですから、本当は僕も、心のどこかで理解していたのかもしれません」

			　しかしダフィズにその自覚は無かったのだ。

			　本当に、今の今まで、心の底から自分の研究の成功を信じ込んでいた。

			「理解した上で、熱く夢を語ってみせて、沢山の人を騙して、引き込んで。それでも僕は――幸せな夢に、浸っていたかったんですね。スージィの生きている現実が、偽りだと思うことを本能が禁じていた」

			　だから彼は自分の研究を盲信し続けた。

			　見えていたはずの綻ほころびから、目を背けて。

			「なかった、のに……ふふっ、くふふふっ、あはははははははははっ！」

			　――その結果が、これだ。

			　落ち込んだり、怒ったりする領域はとっくに通り越して、もはや笑うしか無い。

			「はは……は……まさか、スージィ自身の手でそれが終わるなんて、誰が想像できるっていうんですか！　どうして彼女は、こんなことをっ！」

			「そろそろ退どいて、私はそれを壊さなくちゃならない」

			　ダフィズの言葉に耳を貸す義理など、フラムには無かった。

			　しかし彼は受け入れず、コアの前に立ち両手を広げ、愛する妻の成れの果てを守る。

			「スージィはやらせません！」

			「だったら、私はあんたを斬ってでもコアを破壊するッ！」

			　フラムは本気でダフィズを殺すつもりで、気剣斬プラーナシェーカーを放った。

			　しかし蠢く異形から人の手足を繋ぎ合わせたような触手が伸び、飛来する三日月の剣気を防ぐ。

			「スージィ……僕を守って……そうか、君は本当に蘇っていたんだね！　まがい物なんて言ってすまない、どんな姿になったって君は君だ！　僕の愛する妻だ！」

			「だったら直接ぶった斬るだけだ！」

			　フラムはなおも攻撃の手を緩めず、今度はダフィズに向かって突っ込んだ。

			　そして魂喰いに力を込め、邪魔する触手を叩き切る。

			　黒き刃は、丸太ほどの太さがあるそれを半分ほど切断したところで止まった。

			「くっ、なんなのこれ……魔力を込めても切り落とせないなんて！」

			　フラムの足が止まると、別の触手が急襲する。

			　一旦武器を収納すると、後ろに跳んで彼女はそれを回避した。

			「無駄ですよ」

			　ダフィズは壊れた笑みを浮かべ、言い放つ。

			「セントラル・コアに蓄たくわえられた力は、通常のコアの数十倍に及びます。キマイラやチルドレンと異なり兵器用に調整はされていませんが、取り込めば莫ばく大だいな力を手にすることができます」

			「だけどはっきりとした弱点がある！　はああぁぁぁぁああッ！」

			　触手に攻撃が通らないのなら、セントラル・コアを狙うまで。

			　フラムは高く飛び上がると、空中で刺突を放ち、黒刃の先端から細く鋭いプラーナの針を射出する。

			　気穿槍プラーナスティングで狙ったのは、ガードの隙間だ。

			　だがすぐさま別の触手がカバーに入り、コアを守る。

			　さらにミルキットまで狙われ――フラムは彼女を抱え、転がりながら鞭のようにしなる触手から逃れた。

			「アアァァ……アアァァアア……ォアアァァァアアアア！」

			「スージィ？」

			　フラムが必死に奮闘する中、セントラル・コアと一体化したスージィに変化が生じる。

			　膨らんだ腹部と思しき部位が、脈動を始めたのだ。

			　そして膨らみが裂け、中から粘液に包まれた赤ちゃんが吐き出される。

			「これは……僕たちの子供が生まれたんですねスージィ！　なんてかわいらしいんだ……！」

			　床に産み落とされたそれに、ダフィズは駆け寄る。

			「あぅ、うあ！　ふあう！　ふあう！」

			　だが彼が近づいても、人の形をした肉の塊は彼のことを見ていない。

			　内側で赤い肉が渦巻く瞳の向く先には、フラムがいる。

			「ルコー……はは。君の名前はルコーっていうんですよ。スージィと話し合って決めたんです。ルコー・シャルマス。僕らの、新しい家族」

			　もっとも、ダフィズにとってそんなことはどうでもよく、今はただただ愛おしさで胸がいっぱいだった。

			　たとえすでに人の形が崩壊し、手足がねじれはじめていたとしても、関係はない。

			「あぁ……温かい。君は僕とスージィがこの世界に生きた証です。あなたが生まれてくれたことが、僕にとって何よりの幸せなんです……」

			　死んでしまった妻が蘇り、終わったはずの夫婦の物語は再び動き出し、ついに子供が生まれる。

			　たとえ誰も救われない結末だったとしても、彼がそう思い込み続ける限り、これは幸せな物語なのだ。

			「ああ、ルコー……っ」

			　抱きしめ、頬ずりをすると、ルコーの体に纏わりついた血と粘液が、にちゃり、にちゃりとダフィズの顔にへばりつく。

			　いや、へばりついているのは粘液だけではない。

			「う、ぐ……はぁ……ルコー……僕と、スージィの、子供……二人で、育てて……がっ、あぐっ……！」

			　肉と肉が癒着し、融合し、ルコーはダフィズの体と混ざりあっていく。

			「育て、て……しあわせ……にっ、ぐ、ああぁぁああああっ！」

			　その一部が彼の脳にまで到達すると、電撃のような痛みが意識を焼いた。

			　体は痙攣し、口の端から涎を垂らしながら叫ぶダフィズ。

			「ご主人様、ダフィズさんがっ！」

			「そこまでして……偽物だってわかってるのに、どうしてそんなことをッ！」

			　ルコーとスージィは、赤い管で繋がれている。

			　現在その管は同化したダフィズに繋がっており、彼は管に引きずられ、ずるずるとスージィの体内に飲み込まれていった。

			「う、うああぁあ……ルコー……どこですか、ルコー……？」

			　もう目も見えていないのか、ダフィズは手探りで我が子を探す。

			　そうしている間に、下半身は生暖かい肉に包まれてしまった。

			　それで彼は現状を悟ったのか、苦痛に頬を引きつらせながらも、穏やかな表情でつぶやく。

			「そういうことですか……どうせ、生きて、結ばれることはないのですから。こういう愛も……あって、いい。僕と、スージィと、ルコー……三人で、家族で生きていけるのなら、どんな形、でも……」

			　誰も救われない、自己満足ですらない、自虐の極地。

			　それが、ダフィズの選んだ結末だった。

			　スージィは彼を取り込むことに夢中になっているのか、いつの間にか触手による攻撃は止んでいた。

			「本当にあれは、愛……なんですか？」

			　ミルキットが言った。

			　別にフラムに答えを求めてはいないし、彼女も他人の愛に偉そうなことを言えるほど人生経験があるわけでもない。

			　しかし今だけは、断言できた。

			「違うよ、あれは愛じゃない。ダフィズの心は耐えられなかったんだと思う。だから、綺麗事を並べて自己弁護して、『自分は幸せだ』って思い込んだまま自殺するしかなかった」

			　ネクロマンシーがダフィズにもたらしたのは、おそらくただの〝先送り〟だ。

			　スージィの死は、彼からあらゆる生きる意味を奪っていった。

			　オリジンコアを使っている以上、いずれ破綻することが決まっていたネクロマンシーは、強引な延命処置でしかなかったのだ。

			「ダフィズが取り込まれた今、コアを守る人間はいない。大人しく破壊させてくれるといいんだけど……」

			　そう言いながらフラムは、同時に簡単には終わらせてはくれない気がしていた。

			　そして彼女がコアを見据え剣を振り上げると、パチパチパチ、と場違いな拍手が響く。

			　怪物と化したスージィの後ろから、派手な恰好をした女が現れる。

			「うふふふっ、いいショーを見せてもらったわ」

			「どうしてサティルスがここに!?」

			「――ッ！」

			　その姿を見た瞬間、フラムは剣を振り下ろす。

			　しかし放たれた刃を、サティルスは右手を前に出すだけで防いだ。

			　反転の魔力が込められていたにもかかわらず、である。

			「野蛮ねぇ、フラム・アプリコット。でも残念。セントラル・コアを取り込んだ私に、そんな攻撃は通用しないわ」

			「スージィさんが勝手に動くなんておかしいと思った。最初から、全部あんたが仕組んでたってこと」

			「そう、私が脚本演出を務めさせてもらったわ。スージィがあの赤ちゃんを吐き出すくだりなんて、なかなか感動的だったでしょう？」

			「あな、たは。なぜ、一体……」

			　ダフィズは力を振り絞り、サティルスに問う。

			　彼の同化は、肩から下まで全て呑み込んだところで止まっていた。

			　サティルスがそうさせているのだ。

			「だからぁ、今日、ここで起きたことは、全て私がやったことなの。スージィは、セントラル・コアの力で私に操られて化物になっただけ。ルコーとかいうただの肉の塊を生み出したのも、あんたを取り込んだのも、ぜぇんぶ私がやったことでしたー！　ひゃっははははははは！」

			　つまり部屋を覆う増殖した人の一部は、サティルスのものだったのだ。

			　スージィは、ダフィズのように彼女に取り込まれたにすぎない。

			「不可能、です。まずどうやって、この部屋に……」

			　ロックを解除できるのは、ダフィズを含めてごく一部の人間だけのはずだった。

			　そもそも、スージィですら入場できない部屋なのだ、彼女が一人でここにいた時点で何かがおかしかった。

			　その疑問の答えを、サティルスは実に楽しそうに発表する。

			「ゴーン・フォーガンよ。彼ったら今でも借金しててね、色々と便利に使わせてもらったわ。彼とエキドナを引き合わせて、研究の情報を流させたり、ね？」

			「彼が、キマイラに、情報を……？　じゃあ、ここ最近になって、キマイラが急激に完成度を高めたのは……！」

			「セントラル・コアの技術が流出したからでしょうねえ」

			「なんということを……ゴーン、君は……君はぁっ！」

			　ダフィズにとってゴーンは、助手であると同時に、かけがえのない友人だった。

			　しかしゴーンにとってダフィズは、所詮利用価値のある道具でしかなかったのだ。

			「いい顔ねぇ、ダフィズ。私、それが見たかったのよぉ。もちろんネクロマンシーに出資したのは商売のためでもあるけれどぉ、愛とか友情とか甘っちょろい幻想にすがって生きる、あんたみたいな人間を見てるとね？　それをね？　ぐっちゃぐちゃにぃ、ぶち壊してやりたくなるのよぉ！」

			「あなたは最初からそのつもりで僕に近づいてきたんですか……ッ！　そんな、下らない目的のためにっ！」

			　二人のやり取りを聞いていて、フラムは違和感を抱く。

			　いや、それはシェオルに来て、ダフィズと初めて顔を合わせたときからずっと思っていたことだ。

			　彼は、一度だってサティルスの蘇生について話題に出したことはなかった――

			「もしかして、ダフィズはサティルスが蘇ったことを知らなかったの？」

			「蘇った……？　ああ、そうだったんですか。だから、セントラル・コアを取り込めた……そうか、僕たちは全て、手のひらの上で……」

			　無断でコアを持ち出し、サティルスを蘇生させたのはおそらくはゴーン、あるいは彼と繋がっていたキマイラだろう。

			　それでも数日間、セントラル・コアの影響なしに蘇ったサティルスが普通に行動できていた理由、という謎は残るが――セントラル・コアの技術はすでに流出している。

			　キマイラが、代替物を用意できたとしてもおかしくはない。

			「さあダフィズ、オードブルはここまでよ。そろそろメインディッシュといきましょう」

			「まだ、何かあるというのですか……」

			「あるわ、いちばん大事なお話がねぇ」

			　サティルスは歯茎まで見えるほどの笑みを浮かべた。

			　瞳にも、表情にも、そして声にも――彼女の全てに、狂気と等しい愉ゆ楽らくが含まれている。

			　彼女はそのイかれたテンションのまま、昔語りをはじめる。

			「あなたの愛する妻、スージィ・シャルマスは、ある冒険者に犯され、嬲なぶられ、泣き叫び、あなたの名前をひたすら繰り返しながら命を落としたわ。犯人の名前は、トライト・ランシーラと、デミセリコ・ラディウス。二人は当時から借金を繰り返し、時に犯罪にも手を染める、いわゆる〝クズ〟と呼ばれる人種だった」

			「なぜ、あなたが犯人の名前を……ギルドですら見つけられなかったはずです！」

			「説明なんて必要？」

			　悪女はあざ笑う。

			　生いけ贄にえにされた哀れな子羊は、声を震わすことしかできない。

			「あなたが……スージィを殺せと、命じたんですか」

			「言わせてもらうと、一応、あの二人も殺したがってたのよ？　そして私にとってもスージィは目障りだった。だってあの女、無駄に正義を気取って、金にもならないのに人助けをして、誰も得をしないのに私が練っていた計画を暴こうとしてたのよ？　死んで当然じゃない！」

			　サティルスは悪びれない。

			　それを悪だと自覚した上で、善意に生きる人々の人生を踏みにじる。

			「そんな女がぁ、手足を潰されて逃げることもできずにひたすら男の名前を呼び続ける様は、それはもう最高に絶頂だったわ！　そして私は気づいたの。『ああそっか、このスージィって女は、私に殺されるために正義の味方を気取ってたんだ』って。神様は、そのために彼女を配置したのよ。私の快楽のためにぃ！」

			「そんな、理由で？　あなたは、自分の欲望を満たすためだけに、人の命をぉっ！」

			「お金がある。権力もある。世の中にはね、そういう〝弱者の命を粗末にしていい優れた人間〟っていうのが存在するものなのよ」

			「う……うぅ……うああぁああ……あぁぁぁあああああああっ！」

			　ダフィズは初めて、サティルスに対して怒りを爆発させた。

			　そのとき生じた感情は、おそらく彼の人生において最大の爆発だっただろう。

			「いい顔ぉ、ぞくぞくするわぁ！　今日まであなたに資金提供してきた甲斐があったというものね！　これが！　これこそが！　投資の醍だい醐ご味みってやつだわ、あっははははははは！」

			　待ってましたといわんばかりに、高笑いを響かせるサティルス。

			「あんたどこまで腐ってるの！」

			「腐敗じゃないわ、これが正しさ。これが世の中の仕組み！　というわけで、私を満たしてくれたダフィズには退場願いましょうか」

			　彼女が靴の裏で床を叩くと、ダフィズの同化が再開する。

			「殺してやる……殺してやるぅっ！　あなたはっ、あなただけはあぁぁぁあっ！」

			　その間もずっと彼は叫び続けていたが、それはサティルスにとって極上の美酒にも等しい。

			「ははははっ！　ひひっ、ふひゃあははははぁっ！　もがいたって無駄！　あがいたって無駄！　叫んだって怒ったって泣いたって何もかもが無駄ぁ！　あのスージィだって、二人の子供だって、ただ人間の形をしただけの化物だった！　あんたの人生、死に様も含めて、ぜーんぶ無駄でしたあぁぁぁ！」

			「殺すっ、ころ……ずっ、ぐぶっ……ごろ、じ……で……」

			　今度こそ完全に頭まで飲み込まれ、ダフィズの声は聞こえなくなった。

			「ダフィズさん……」

			　ミルキットは悲しげに名前を呼ぶ。

			　彼がやったことは間違っていたが、しかしこの悲惨な末路には、同情しかない。

			「ははっ……ひぃ、はぁ……笑いすぎて疲れちゃったわぁ……さて、と。次はあなたたちの番ね。今はこうして生き返っているけれど、あのときは本当に痛かったのよ？　ちゃんと、お返ししないとね」

			　サティルスの人差し指がくいっと動く。

			　連動して、二本の触手がフラムの両側から押しつぶすように迫った。

			　ミルキットとともに後退し、やり過ごす。

			　すると触手は互いにぶつかり合い、一本に束ねられると、さらに速度と力を増して、今度は真正面からぶつかってきた。

			「ふっ……く、づ、あぁぁぁああッ！」

			　フラムは魂喰いでそれを受け止め、振り払うように軌道を逸らす。

			　獲物を喰らい損ねた触手は、まるで潜水するように、肉で埋め尽くされた壁に消えた。

			「それだけ必死な声を出して、防ぐのが精一杯。いいわねぇ、そういう抵抗は大歓迎よ。弱者が無様にあがく姿って、私の大好物なの」

			「いつまでもその余裕が続くと思うなっ！」

			　怒りに任せて、再びサティルスに気剣斬プラーナシェーカーを放つフラム。

			　すると彼女は、あろうことか自ら刃に突っ込んできた。

			「あなたはどうやら、私の体やコアがウィークポイントだと思っているようだけれど――」

			　もちろん無傷。

			　そのままの勢いで彼女はフラムの眼前に迫り、腕を振り上げる。

			　サティルスの手には、見えない螺旋の力場が渦巻いていた。

			「そこが、一番強いのよぉ？」

			　繰り出される手刀。

			　同時に放たれる螺旋。

			　サティルスは、素手で気剣斬プラーナシェーカーの真似事をしてみせたのだ。

			　しかし、威力はフラムが放ったそれを遥かに超えている。

			「がっ、は!?」

			　刃の腹で受けとめようとするも、吹き飛ばされ、壁に叩きつけられるフラム。

			「ほらほら、ぼーっとしてると先にミルキットから殺しちゃうわよぉ？」

			「やらせるかあぁぁぁぁッ！」

			　フラムはすぐさま壁を蹴り、一度も床に足をつけることなく、サティルスに飛びかかる。

			　斬撃が手のひらで受け止められると、反転の魔力と螺旋の力がぶつかり合い、バチィッ！　と弾けるような音が鳴り響く。

			　ミルキットは足手まといにならないよう、できるだけ部屋の隅に寄った。

			　だが、室内全体が不気味な人体のパーツで覆われている。もしあの触手がどこからでも出てくるのなら、移動したところで無駄である。

			　また、部屋の外には死者があふれ、地上をも埋め尽くしているはずだ。

			　もはやシェオルに安全な場所など存在しなかった。

			「あなたは両手で、こちらは片手よぉ？」

			　サティルスは片手で剣を受け止め、もう一方の手をフラムの頭に伸ばす。

			　そして手のひらから放たれる、螺旋の弾丸。

			　フラムは首を傾け回避する。

			　バランスが崩れ、横に流れる体。

			　すかさずサティルスは「えいっ」とぶりっこ気味な声を出し、フラムの腹につま先を叩き込んだ。

			　その動きは決して速くなく、力も入っていないように見えたが、彼女の体は勢いよく打ち上げられた。

			　天井に叩きつけられ、フラムは後頭部を強打し、一瞬意識が揺らぐ。

			　そこに軽く飛び上がったサティルスが接近し、無造作に服を掴み、今度は床に向かって放り投げる。

			　フラムは床に衝突する寸前に魔法を発動、己の動きを反転させ天井に向かって飛翔し、サティルスに魂喰いの先端を彼女に突き立てた。

			　だがそれも、彼女の片手に受け止められてしまう。

			「無茶な動きをするのねえ。人間の体ってそんなに丈夫じゃないわよ、反動で骨が折れたりしないのぉ？」

			「したからなんだって言うんだ！　骨が折れても、体が潰れても、サティルス、あんただけはッ！」

			「んふふふふっ、勇ましいわ。子犬が吠えているようでとってもかわいいわよ。じゃあ――あっちの子犬は、どういう風に鳴いてくれるのかしら？」

			「くっ、またミルキットを!?」

			「他人の心配なんてしてる余裕あるのぉ？」

			　フラムの気がそれると、そのわずかな力の緩みをサティルスは見逃さない。

			　見えない力場が彼女の両手から放たれ、フラムは下へと吹き飛ばされる。

			　さらにサティルスは天井を蹴って落下するフラムを追い、空中で雑に彼女の腹部を殴打した。

			　フラムの体がくの字に曲がり、骨が砕け、内臓が破裂し、口から大量の血が吐き出される。

			　そして地面が砕けるほど強く床に叩きつけられると、全身が弾け飛んだと感じるほどの強い衝撃が彼女を襲った。

			「あ……かふっ……！」

			　エンチャントによる痛みの軽減は働いているが、それはあくまで軽くするだけである。

			　痛くないわけではないし、何より体が破壊されてしまえば、身動きなど取れるはずもない。

			　これだけの傷は、再生にも多少の時間がかかる。

			　サティルスは、起き上がれないでいるフラムを見下ろすと、その無力さをあざ笑うように、ミルキットに向けて手を突き出す。

			　すると壁から人体を繋ぎ合わせた触手が顔を出し、うねりながら彼女に迫った。

			「う……ぐうぅ……やらせ、ない……やらせるか……！」

			　大切な人が傷つけられそうなとき、人は普通では考えられないほどの力を発揮することがある。

			　フラムは全身の骨が折れ、まだ再生が完全ではない状態。

			　もちろん力など入れられるはずもなければ、立ち上がることすらできない――はずだった。

			　しかし彼女の両足は体を持ち上げ、前に進もうとする。

			「こんのおぉおおおおおおおおッ！」

			　そして地面を蹴って、ミルキットに近づく触手に接近した。

			　サティルスの口角が、裂けたように上がる。

			「こっちに来ちゃダメです、ご主人様ぁっ！」

			　一足先にそれに気づいたミルキットが叫ぶが、フラムはもう止まることはできない。

			　部屋全体が、小刻みに振動している。

			　何かが施設の下からせり上がってくる――

			「え……？」

			　フラムの足元が盛り上がったかと思えば、床を突き破り、間欠泉が噴き出すように魑ち魅み魍もう魎りょうがあふれだす。

			　彼女はその群れに、あっけなく飲み込まれてしまった。

			「ご主人様あぁぁぁっ！」

			　一瞬で消えたフラムには、ミルキットの声すらも届かない。

			「滑こっ稽けい！　実に滑稽だわぁ！　人間未満の奴隷を助けようとして命を落とすなんて！　あっははははははは！」

			　サティルスの笑い声が部屋に響く中、現れた化物どもは、そのままセントラル・コアと同化した彼女の一部と、同化を始めた。

			　辛うじて人の姿であったり、それすら保てていなかったり、化物たちの姿は人それぞれ。

			　しかし共通していることは、体の一部にコア使用者特有の螺旋が生じているということだ。

			「こいつらはね、なり損ない。地下に閉じ込められていた、蘇生に失敗した死者たち。ダフィズは優しいからぁ、生き返らなかった人間でも、処分したりはできなかったのねぇ」

			　いつか失敗した彼らのことも救ってみせる――ダフィズはそう考えていたのだろう。

			「でもおかげで、私はさらに力を手に入れたわ。ああダフィズ、なんて惨めなのかしら。あなたが積み重ねてきた全ては、まるで私が利用するために存在してるみたいじゃない！　そう、きっとそうだったのね！　神が私に殺されるためにスージィを配置したように、神は私に全てを捧げさせるためにダフィズをこの世に産み落としたの！」

			　サティルスは両手を広げ、勝利宣言のように声を響かせる。

			　その間にも絶え間なく、なり損ないは地下からあふれ出しており、セントラル・コアを覆っていた異形は肥大を続けていた。

			　また、サティルス自身の足元も溶けるように変形し、同化しつつある。

			「うふふふっ、ふふふふふっ！　これで邪魔者は消えたわね。どうせならミルキットの顔をもっと歪めてあげたいから、呑み込んだフラムを目の前で苦しめて苦しめて殺して――あ」

			　饒じょう舌ぜつに語っていたサティルスの動きが、ぴたりと止まる。

			　意識が途切れたようなその様は、ミルキットからはまるで人形のようにも見えた。

			「そう……あぁ、そうなのね。仕方ないわ。それなら、そうするしかない」

			　サティルスのテンションは急激に落ち込む。

			「予定が変わったわ、フラムは殺せない。このまま連れて行かないといけないみたいね」

			「サティルス……あなたも、他の死者と同じなんですね……」

			「私が、あんなお人形さんと同じ？　ふざけたことを言わないでッ！　私は特別よ、オリジンに選ばれたんだから！　じゃなきゃ、こんなに大きな力を持ったセントラル・コアと同化できるはずがないじゃないっ！」

			「他の人たちだってそうでした。みんな、自分は自分だけの意思で生きているって、そう信じていたはずです！　でも本当は、オリジンがそう思い込ませているだけだった！」

			「ふざけるなって言ってるのがわからないの!?　壊されるために生まれてきた虫けらのくせにぃぃぃいいいいっ！」

			　怒り狂ったサティルスは、部屋中から触手を伸ばし、ミルキットを押しつぶそうとする。

			　ミルキットも、そうなることはわかっていた。

			　だが――フラムが飲み込まれてしまった以上、彼女にできる抵抗は、その事実を指摘し、サティルスに嫌がらせをすることぐらい。

			　サティルスの言葉を信じるのなら、フラムは彼女の肉体の中でまだ生きているのだろう。

			　しかし、戦う力のないミルキットに、もはや打つ手は無い――

			「接続しろコネクション！」

			　次の瞬間、ミルキットの目の前に広がる景色は変わっていた。

			　見ているだけで精神が疲弊しそうなあの部屋ではなく――研究所の外にいる。

			　ミルキットは能力により自分を転移してくれたその少女の顔を見て、

			「ひっ!?」

			　至近距離で肉の螺旋を目にして、思わずそんな声をあげてしまった。

			　ネクトの顔が元に戻ると、彼女は少しすねた表情を見せる。

			「助けた人の顔を見て怯えるのはひどいと思うよ」

			「ご、ごめんなさい……ありがとうございます」

			「どういたしまして。でもフラムお姉さんはやられちゃったあとか。ま、パパの狙いからして殺しはしないんだろうけど」

			「なぜ殺さないんですか？」

			「パパは本体にフラムお姉さんを取り込むことで、〝反転〟の力を得て、自分の弱点を潰そうとしてるのさ」

			「ですが、以前は殺されかけたこともあったと……」

			「生かす派が優勢であるけど、殺したがってるパパもいてね、今でも意見が割れてるのさ。パパは一人じゃないからねぇ」

			「一人じゃ……ない？」

			　オリジンはどういう存在なのか――ネクトから話を聞いても謎は深まる一方である。

			　だがこれ以上、彼女から話を聞いている時間は無い。

			　大地が大きく揺れる。

			　地下から巨大な存在が、浮上しようとしていた。

		

	
		
			

			


			　地上では、住民たちを救うため、ガディオとエターナが奮戦していた。

			　ガディオは圧倒的な火力で死者を粉砕し、エターナはインクとともに氷で作り出した狼〝フェンリル〟を駆り、安全な場所まで人々を運ぶ。

			　無差別に生者を襲う死者たち。

			　以前は両者の区別が付かなかったが、今は死者の目が渦巻き、血の涙を流しているため、すぐに見分けられる。

			　ガディオが前方の死者を両断しようと剣を振り上げたそのとき――相手の動きがぴたりと止まった。

			「死者たちの動きが一斉に止まっただと？」

			　ガディオ同様、エターナも戸惑っていた。

			　だがインクは、自分の前に座るエターナにしがみついて怯えている。

			「何かが……来る……っ」

			「インク？」

			「すごく大きい何かが、下から近づいてきてる！」

			　インクがそう言った直後、地面の揺れをエターナも感じた。

			　そして――教会の屋根を突き破り、それは地上に現れる。

			「あれは、何……？」

			　天高くそびえ立つ、人間を積み重ねて作ったような死者の塔。

			　そんなとんでもない物が現れたかと思えば、動きを止めたシェオルの死者たちも、塔に引き寄せられ、その一部と化す。

			　取り込めば取り込むほど塔は高くなり、月明かりでわずかに照らされた夜のシェオルを、完全に影で覆った。

			「まさかセントラル・コアを取り込んでいるのか？　先端にいるあの女は――」

			　ガディオが塔を見上げていると、彼のすぐ隣にネクトが一人で転移してくる。

			　一緒にいたはずのミルキットは、他の場所に避難させているようだ。

			「サティルスだよ」

			　サティルスの下半身は完全に他の死者と同化しており、腹部にはセントラル・コアを取り込んでいた。

			　もはや完全に、人であることを放棄している。

			「サティルスだと？　なぜあの女狐が――いや、理由は後回しだな。協力してくれるか、ネクト」

			「最初から僕はネクロマンシーを潰すためにここにいる。それに、フラムお姉さんが取り込まれてるのに、見て見ぬふりをするってのも寝覚めが悪いから」

			「それって本当なの!?」

			　フェンリルに乗ったインクが、近づくなり大声をあげた。

			「相変わらずの地獄耳だねインクは」

			「ならあれを倒す前に、助け出すしかない」

			「そうは言うけど……僕さ、あれかなりヤバいやつだと思うんだよね。ほら、さっそく仕掛けてきた」

			　町の死者を全て取り込むと、塔は傾き、ネクトたちを押しつぶすように倒れてくる。

			　その高さは五十メートルをゆうに越えている。

			　圧倒的な質量で圧迫されるだけでもひとたまりもない。

			　三人はそれぞれ別の方向に散開して回避する。

			　ズオォォンッ――土煙を巻き上げながら、民家を粉砕し、地面をえぐり、死者の集合体は大地に横たわった。

			　するとその〝胴体〟と呼べる部分の両側から、人の手足が無数に生え、這うように動き出す。

			「塔かと思えば今度はムカデか！」

			「避難した人たちのほうに向かってる」

			「やらせるものか！　おぉぉおおおおおッ！」

			　ガディオはサティルスの前に立ちはだかると、その突進を身一つで受け止める。

			「自分への過大評価が過ぎるわよ、ガディオ・ラスカットォオオオ！」

			　刃がサティルスの放つ見えない力場に触れると、隕いん石せきの衝突でも受けたかのような強い衝撃がガディオを襲う。

			　その場で踏ん張るつもりが、一気にかかとが地面を削りながら後退していった。

			「ぬううぅっ！　その体で意識があるのか！」

			「出来が違うの！　コアじゃなくて私のねぇ！　だって私はお金にも権力にも神様にも愛された、選ばれし人間だからぁっ！」

			「ふざけた理屈をぉっ！」

			　しかしそのおふざけで、サティルスはガディオを凌りょう駕がするパワーを手にした。

			（足りないと言うのか、今の俺では。いや、まだ俺には削れるものがある。キマイラに復讐を遂げるためならば、喪失を恐れはしない！）

			　ガディオはティアを手に掛けた覚悟のもと、代償を支払い、自らの限界をさらに引き上げようとした。

			　だがそこで、サティルスからかかる圧力が若干弱まる。

			「アクアゴレム、アーンド、アイスゴレム。ゴー」

			　エターナが氷と水、二体の巨人を作り出し、両側から長く伸びる肉体を押さえつけたのだ。

			　さらに動きが鈍ったところに、ネクトが攻撃を仕掛ける。

			「押しつぶされろ、接続しろコネクション！」

			　無人になった民家をサティルスの頭上に転移させ、押しつぶす。

			「虫けらがチクチク刺したところで、私には効かないわ！」

			　サティルスの胴体から無数の死者を束ねた触手が伸びる。

			　触手はネクトが転移させた民家を絡め取ると、鎖で繋がれたハンマーのように振り回し、エターナの作る二体のゴーレムをなぎ倒した。

			「あんたも、妻を救えなかった無念の中で死になさぁいっ！」

			　サティルスはガディオとティアの末路を知らないはずである。

			　だが彼女が取り込んでいるのは、ネクロマンシー・コアの全てを統べるセントラル・コア。

			　無意識下ではあるが、その蓄積された記憶がサティルスにも流れ込んでいた。

			「ぐ、おぉおおおおおおッ！」

			　ガディオの頭上から、民家が落ちてくる。

			　だがサティルスの突進を受け止める彼の両手は塞ふさがっている。

			　避ければ、加速したサティルスが、背後にいる避難した人々を轢ひき殺すだろう。

			　つまりガディオは、このまま受け止める以外の選択肢が無いのである。

			　数十トンもの質量が叩きつけられる。

			「この程度で……俺を殺せると思うなあァッ！」

			　しかし彼は、なおも健在であった。

			　特別な方法を使って切り抜けたわけでもなく、さらに言えば鎧すら纏っていない。

			　方法はシンプル。プラーナで肉体を強化し、耐えただけである。

			　言ってしまえば、〝気合〟だった。

			「ふ……ふふふっ、潰しがいのある男ねぇっ！　ならこれはどうかしらぁ！」

			　サティルスは避難者狙いの突進をやめ、ガディオに無数の触手をけしかける。

			「とんでもないおじさんだなぁ、これは僕も負けてられないね。ねえ、エターナおばさん」

			「あとでぶっころす」

			「短気だなぁ。どうでもいいから、なんかドでかい水とか氷の玉を作ってよ」

			「生意気……でも今はやるしかない。アイスメテオライト」

			　納得していないエターナだったが、今は戦闘中である。

			　しぶしぶネクトのリクエスト通り、数十メートルの大きさの氷塊を作り出し、空中に浮かべた。

			「インク、『よく我慢した』ってわたしを褒めてほしい」

			「よしよし、エターナはえらいと思うよ」

			　慰められるエターナに目も向けず、ネクトは力を行使する。

			「行け、接続しろコネクション！」

			　転移ではなく、〝引き寄せ合う力〟を発生させた。

			　すると氷の塊は、猛スピードでサティルスに向けて落下をはじめる。

			　着弾の衝撃波は、人が飛ぶ程度の暴風が吹き荒れるほどである。

			　サティルスは防御する様子もなく、間違いなくクリーンヒットだった。

			　だが――

			「ふふふっ。今、私に何かしたかしら？」

			　彼女はまったくの無傷だ。

			「さすがにありえない」

			「いくら巨大コアを取り込んでるからって、こんなことになるはずが……」

			　ネクトの想像が正しければ、サティルスはセントラル・コア以外の、〝なり損ない〟が宿すコアの力を使っているわけではない。

			　なぜなら複数個のコアを一人の肉体に宿しても、相互作用による力の暴走で、まともに制御できるはずがないからだ。

			　一時的に莫大な力は得られるかもしれないが、すぐに肉体が限界を迎え、自壊してしまう。

			　仮にセントラル・コアがあったとしても、許容し、自らの意思で制御可能なコアの数は二つが限度。

			　サティルス自身がネクロマンシー・コアで蘇った死者であることを考えると、彼女が得た力は自分のコアと、セントラル・コアの分のみ。

			　だがそれだけでは、これだけの圧倒的な防御力は実現できない。

			「ぐぅっ、この力は……っ！」

			　ガディオは触手を剣で切り落とそうとしたが、まったく刃で傷を付けられない上に、個々の持つ力も異様に強い。

			　動き自体はそう速いわけではないにもかかわらず、だ。

			　それを見て、ネクトはサティルスがどうコアを使っているのか理解する。

			「そうか……あの体は、本当の意味で同化してるわけじゃない。一つの体に大量のコアを取り込んだわけではなく、コアを持つ個体を繋ぎ合わせ、セントラル・コアで制御しているんだ！」

			「つまり、どういうこと？」

			　水の弾丸でガディオの援護をしながら、エターナはネクトに尋ねた。

			「集合体ってことさ」

			「その気になれば切り離して別々に動けると」

			「可能だろうねぇ」

			　二人の予想通り、五十メートル以上に伸びたサティルスの体が、ちょうど真ん中から千切れ、分裂する。

			　分裂した体は大量の手足を波打つように動かして、戦う力を持たない避難者たちに迫った。

			「たぶんあの硬さや力は、取り込まれた死者がそれぞれ個体ごとにオリジンの力で防壁を展開することで実現してるんだと思う。しかも分裂できるってことは、僕らには数の上での有利すら存在しない。案外、逃げるのが一番賢いやり方なのかも」

			「そんなこと、できるはずがない」

			「だろうね、君たちはそういう人種だから」

			　そう言いながら、ネクトは転移し、本体から分かれた〝分体〟の前に立った。

			「さっきみたいに利用されちゃたまらないからね、別のものを使わせてもらうよ！」

			　開いた手のひらを閉じる。

			　するとシェオルの周囲を囲む木々が引っこ抜かれ、分体に向けて射出された。

			　雨のように降り注ぐ樹木に進行を邪魔されながらも、体をくねらせ、手足を動かし、サティルスに命じられるままに前を目指す分体。

			　するとネクトの横にフェンリルに乗るエターナが到着し、手のひらを敵に向ける。

			「ハイドロプレッシャー！」

			　大量の水が、猛烈な勢いで放たれる。

			　それは絶え間なく、エターナの魔力が切れるか、自らやめない限り止まることはない。

			　だがなおも分体は前進を続ける。

			「まだまだぁっ、僕の残弾はいくらでもあるんだよッ！」

			「わたしの魔力も、まだ尽きない！」

			　樹木のミサイルも、放たれる水の圧力も、二人の気勢があがるにつれて、勢いを増していく。

			「いい加減に、止まれよぉっ！」

			「そう、ならリクエストに応えてあげるわぁ」

			　ガディオとやり合うサティルスが、そうつぶやく。

			　そして分体は動きを止め、ネクトとエターナの表情が明るくなった次の瞬間――そいつは、弾けてバラバラになった。

			「自爆した……？」

			「違うよエターナ、なんか、すごくいっぱい〝声〟が聞こえる！」

			「さらに細かく分裂したんだ！」

			「ただの一般人を殺すのに、あんな巨体である必要は無いでしょぉ？　ねえガディオ、あなたああいう大群の処理が得意そうよね。だから、まだ私と踊ってもらうわ！」

			「卑劣な女め！」

			　ガディオは触手の苛烈な攻撃に足止めされ、その場を動けない。

			　いや、それどころか、攻撃をいなして生き残るのが精一杯だ。

			　散らばった分体たちは、頭を振り乱し奇声をあげ、狂った人間のように、あるいは犬のように、蜘蛛のように、毛虫のように、多彩な動きで避難者たちを狙う。

			「わたしたちで止めるしかない！」

			「数が多いけど、それだけ柔らかくはなってる！　減らすチャンスだと思ってやるさ！」

			　エターナは氷の雨を降らし、大地を氷結させ、足を止めた死者を水の弾丸で撃ち抜く。

			　ネクトは死者同士を接続し、肉体を繋ぎ合わせて動きを止めると、片っ端から周囲のものを転移させ、飛来させ、怒ど涛とうの攻撃で群れを駆逐した。

			　しかし、なおも敵の数は多く、止めるので精一杯だ。

			「ここで私のサプライズプレゼェントッ！」

			　サティルスの体から伸びた触手が、近くにある民家の残骸を拾い上げ、放り投げる。

			　狙うはもちろん、シェオルの住民たち。

			　ガディオも、エターナも、ネクトも――それぞれの敵を止めるのが精一杯で、防げない。

			　生き残った住民たちは、寄り添いながら死の恐怖に怯え――

			「ヴェルナー、そっちは頼みましたわよ！」

			「はいよーっと」

			　現れた王国軍副将軍の二人が、彼らを守るために前に飛び出る。

			「バイブレイションクロー！」

			　ヴェルナーが両手に装着した銀の爪は、風魔法によって振動する空気によってコーティングされている。

			　その刃は、飛来する瓦が礫れき程度の物体ならば、触れるだけで粉々に砕くことが可能だ。

			「噛み砕きなさい、双血蛇アンフィスバエナッ！」

			　オティーリエは虐殺規則ジェノサイドアーツにより、二匹の血けつ蛇じゃを放った。

			　蛇は瓦礫に食らいつくと、内部に染み込み、劣化させた上で、噛み砕く。

			「住民はわたくしたちが町の外に避難させますわ」

			　本当は一緒に戦いたいところだったが――オティーリエやヴェルナー、そして遅れて到着した兵士たちは、みなボロボロだ。

			　どうやら彼女たちは町の外で、死者以外の何かと戦っていたようである。

			「王国軍か、助かる！」

			「虫が増えたところで、踏み潰す手間が少し増えるだけよっ！」

			「そうはさせんぞサティルス、岩刃槌崩斬タイタンブレイドォッ！」

			　ガディオは岩を纏い、巨大化した大剣をサティルスの頭に叩き込む。

			　やはりダメージは無いが、彼女の気をそらすことには成功した。

			「しぶといし目障りだし癇かんに障るし――あんたは、あの世で奥さんとよろしくやってりゃいいのよぉおおおッ！」

			　サティルスは怒り狂うと、冷静に物事を考えられなくなる女だ。

			　もっとも、ガディオに向けられる攻撃は激しくなったが、その分だけ他に意識を向ける余裕が無くなる。

			　住民を狙っていた無数の分体たちも、その感情に同調してか、再び本体に吸収されていく。

			「ネクト、インクをオティーリエたちのところに連れて行ってほしい」

			「僕がインクを助けろって？　はぁ……仕方ないなぁ」

			「よろしくね」

			「よろしくじゃないっての、この役立たず。接続しろコネクション」

			　ぶつくさ言いながらも、インクを連れて転移するネクト。

			　インクがいなくなると、エターナは躊ちゅう躇ちょせずサティルスに向かって突っ込んでいった。

			　一方でネクトは、チルドレンが現れ驚くオティーリエたちにインクを引き渡すと、さらに別の場所に避難させていたミルキットを迎えに行く。

			「ネクトさん……」

			　彼女は、シェオルの端にある建物の陰に膝を抱えて隠れていた。

			「王国軍って人たちが助けにきてくれた。そっちに付いていけば安全だと思うよ」

			「ご主人様は助けられそうですか？」

			「できる、って言いたいところだけど……正直厳しいかな」

			　ここまで善戦しているような感覚もあるが、実際はサティルスに一切ダメージを与えられていない。

			「サティルスは大量に取り込んだ死者のコアを利用して、常に防壁っていうか、全身を見えない力で包んでるんだ。僕らがコアの力で頑丈になるのとは違う。対処法はフラムお姉さんぐらいなんだけど……」

			「ご主人様でも、サティルスに傷を与えることはできませんでした」

			「やっぱそうか。でも、勝機って意味では、いるといないじゃ大違いだと思うんだよね」

			「あの……私に、ご主人様を助けに行かせてもらえませんか？」

			「は？　本気で言ってんの？」

			　ネクトは、ミルキットの気が狂れたとしか思えなかった。

			「フラムお姉さんは、ただあの中に埋まってるわけじゃない。物理的に取り込まれているのはもちろん、あんなオリジンの意識の海みたいなとこに沈んでたんじゃ、自分が誰なのかすらわからなくなってると思うよ」

			　ちょうどネクトも、流れ込む〝パパ〟の言葉から意識を背けるので必死だった。

			　今まで彼女の存在を無視してきたオリジンだが、さすがに今回ばかりは看かん過かできなかったようだ。

			　だがそれでも耐えられるのは、幼少期からずっと、オリジンコアに適応し続けてきたからである。

			「私が呼びかけても、元には戻りませんか？」

			「そんな都合のいいことあるわけないって。それに、お姉さんがどこに埋まってるのかもわかんないんだよ？」

			「わかりますっ！　戦いを観察していて、ご主人様の手が出ているのを見つけたんです！」

			「あの中から、手だけで判別したっての？」

			「ですからネクトさんに連れて行ってもらえれば、ご主人様の手を握ることはできますし、声も届くかもしれません」

			「仮に声が届くとして……十中八九、君も死ぬよ？」

			　ネクトは本気で脅したつもりだった。

			　ミルキットの提案が、あまりに愚かだったからだ。

			　それでも彼女は揺るがない。

			「それよりも、ご主人様のいない世界で何もせずに生きているほうが怖いです！」

			　フラムのためなら命を捨てたって怖くない――そう、本気で言い切った。

			　ネクトは「はぁ」と大きくため息をつく。

			「僕が何を言っても、ミルキットお姉さんは諦めないんだろうね。わかった、連れてってあげるよ」

			　そう言いながら、彼女は『僕も毒されてるな』と心の中で苦笑いを浮かべた。

			


			　◇◇◇

			


			　その意識は海に沈んでいる。

			　私はだあれ？　そう問いかけると、無数の答えが帰ってきた。

			『私はあなた』『僕は君』『俺と俺と俺が組み合わさって君になる』『もういやだ』『私は誰でもない』『私は私たちになるべきである』『接続こそが正しい概念』『ここから出して』『私はずっと一緒に生きていたかっただけなのに』『助けて』『達した』

			　止めどなくあふれてくる声に、フラムはさらに、自分の居場所や形を見失っていく。

			　一番タチが悪いのは、この空間がひどく心地よいことだ。

			　長居すればするほど、深く沈んでいく。

			　海の底には、数多の死体――いや、〝抜け殻〟が横たわっていた。

			　水がオリジンの意識ならば、あれは報われなかった死者たちだ。

			　あるいは、飲み込まれ、命を落とした生者も交ざっているのかもしれない。

			　彼らはひたすら、誰かの問いに答えるでもなく、己の中に残った悲嘆や憎悪、憤ふん怒ぬを呪いとして吐き出し続ける。

			『妻と一緒に暮らしたいだけだったのに、なぜこんなことに』『私は恋人と再会したかっただけなのに』『本当は死にたくなかった。そんな当たり前の願望を叶えただけじゃないか』『返して、私たちの幸せを返して』

			〝当たり前〟を奪われ、ネクロマンシーでそれを取り戻そうとした人たち。

			　オリジンコアのことも知らずに希望にすがりついた彼らは、無条件で被害者だ。

			　誰にも責めることはできない。

			　怨えん嗟さに引き寄せられるように、フラムは沈む。沈む。沈んでいく。

			　そして抜け殻と同じように水底に横たわる。

			　自分が誰なのかわからないまま、心地よい水の温度にまどろむ。

			　ぼんやりと霞む視界。

			　彼女の目の前には、どこかで見覚えのある、気の弱そうな白衣の男が寝そべっていた。

		

	
		
			

			


			「あそこですっ！　あの真ん中あたりから出てる腕です！」

			「見分けがつかないけど、あのあたりに行けばいいんだね！」

			　ネクトはミルキットを連れて、転移を実行する。

			　そして死者が絡み合うサティルスの胴体の上に、先に着地した。

			　生じる力場が、触れるだけで害を及ぼさないか確かめるためだ。

			　安全を確認すると、ミルキットを下ろす。

			「あははははははっ！　二人がかりでも無理ぃ！　無駄ぁ！　とんだ雑魚じゃない、英雄の名が泣いてるわっ！」

			　昂たかぶっているサティルスは、今のところ二人に気づいていない。

			　ミルキットはその場にしゃがみ込むと、わずかな隙間から生えている、ぐったりと力の抜けた手を両手で包み込んだ。

			　もちろん引き抜けるはずなど無いので、彼女は祈るようにフラムに呼びかける。

			「ご主人様……私です。何か少しでもあなたの役に立ちたいと思うんです。与えられるだけじゃなくて、私からも与えたい……だから、お願いします……私の声を、聞いてください……！」

			　ミルキットは必死に、ありったけの感情を込めて、フラムの復活を信じて祈る。

			　二人の結んだ絆きずなは強く、深く――見守るネクトは、そんなミルキットを見て『羨ましい』と思った。

			「ん……？　あなたたち、何をしているのぉ？」

			　しかし、さすがにサティルスも気づく。

			　彼女の首がぐるりと回り、祈るミルキットと、彼女を守るネクトを見下ろす。

			「ふ……ふふっ……ふふふふっ！　そう、フラムを助けようとしているのね？　祈って！　願って！　絆のパワーで！　素晴らしいわミルキット、すっごく台無しにしてあげたい！」

			「そうさせないために僕がいるのさ！」

			「じゃあ、あなたもついでにぶっ壊してやるわぁ！」

			　ネクトを狙って伸びる触手。

			　彼女は〝接続〟の力で、地面と触手を引き合わせ、その軌道を変えようとした。

			「コア一つのくせに、私に抗えるとでもっ!?」

			「ちぃっ、力が強くて干渉できないのか!?」

			　現状、セントラル・コアを取り込んだサティルスのほうが格上だ。

			　同じオリジンの力をぶつけ合ったところで、力の差で押しつぶされる。

			「くっそぉおおおっ！」

			　直撃を受け、ネクトは吹き飛ばされた。

			　体は民家の壁に叩きつけられ、貫通し、積み重なった瓦礫に沈む。

			　そして今度は、守り手を失ったミルキットに魔の手が迫る。

			「ご主人様……お願いです、ご主人様ぁ……！」

			「祈ってどうにかなるなら、最初からこんなことにはなってないわよぉ！」

			「やらせるものか、サティルゥゥゥスッ！」

			「ガディオ、援護する。アイスエンチャント！」

			　ガディオの剣が氷の刃を纏い、触手に叩きつけられる。

			　氷刃槌崩斬ヨトゥンブレイド――それでもやはり攻撃は通らないが、触手の軌道は変わる。

			　ミルキットの危機はひとまず去った。

			　だがそこはサティルスの体の上。どこからでも触手を伸ばせるのなら、すぐさま引き裂くことだってできるはずだった。

			　しかしサティルスはなぜかそうはしない――いや、できないのだ。

			　フラムの持つ反転の力を取り込めば、もちろんオリジンの力は弱まる。

			　つまり今ミルキットがいる部分だけは、他の部位ほど自由に動かせないのである。

			　だから、彼女はその影響が及ばない離れた場所から触手を伸ばすしかない。

			「俺は何度でも止めてみせるッ！」

			「邪魔なのよ、ガディオ・ラスカットォォオオオ！」

			「わたしのことも忘れちゃいけない」

			「目障りなっ、小賢しいっ！　小娘風情がぁぁっ！」

			　向けた触手を、ことごとくガディオとエターナに防がれる。

			「いつまでもその程度の力で守れると思わないことね！」

			「そこで僕も再登場ってわけさ！」

			　そこにネクトまで加わり、三人は必死でミルキットを守る。

			　触手に自分の力を注いでも打ち消されることはわかっている。

			　だからネクトは、自らを触手を抱くように掴み、自分の体と周囲の建物を引き寄せ合うことで、強引に攻撃の向きを逸らした。

			「何よあんたら、なんなのよぉっ！　そんなことしたって無駄よ！　フラムは戻ってこないし、戻ってきたところであなたたちに勝ち目は無いのっ！　諦めて屈服して絶望した顔を見せなさいよぉおおおおっ！」

			「ご主人様……ご主人様……ご主人様……っ！」

			　ミルキットの必死の祈りに反応したかのように、フラムの指がぴくりと動く――

			


			　◇◇◇

			


			『私は……』

			　自分だけで、自分が何者なのかを知るのは不可能だ。

			　だがなぜか、水底に沈む死体の姿をした抜け殻たちは、この海の中にありながら、自分の正体を知っているようだった。

			『もう一度あの人に会いたい』『もっと一緒にいたい、それだけでよかった』『いっそ蘇らなければよかった』『またあんな絶望を味わうのはもう嫌です』『好きだったのに。ただ、その言葉を伝えられるだけでよかったのに』

			　確かにあれはただの抜け殻で、もう中身は無い。

			　聞こえてくる意思は、生前に染み付いたものの残り滓かすだ。

			　それでもオリジンの海の中にあって、彼らの自意識を保持させているものは、〝他者を想う感情〟だろう。

			『ご主人様、お願いです。ご主人様、ご主人様、ご主人様ぁ……っ！』

			　誰かの、声が聞こえた。

			　感情が動く、体が反応する、本能が『守らなければ』と奮い立つ。

			『ミル……キット……』

			　そして――彼女は思い出した。

			　大切な人の名前を、そして彼女を大切に想う自分の正体を。

			『私は……そうだ、あふれ出してきた何かに飲み込まれて……じゃあ、ここはその中？』

			　意識が戻っても、やはり体は自由に動かせない。

			　まるで全身に重しがついているかのようだった。

			『あなたは、フラムさん……ですか』

			　すると、目の前にいる男が口を開く。

			『ダフィズ・シャルマス……』

			『やはり、そうだ。あなたもここに、連れてこられてしまったんですね』

			『ここは、なんなの？』

			『わかりません。オリジンの意識の中なのか、死んだ人間が流れ着く先なのか』

			　無力感に支配されたダフィズは、力無く語る。

			『これだけの数の人が、僕のせいで辛い思いをしたんですね……いや、実際はもっとですか。生き残った人たちもいるのでしょうし』

			『事情を知った今は、あんただけの責任とは言い切れないけどね』

			『それでも、僕の愚かさが引き起こした悲劇です。あなたにも謝らないといけない』

			『死ぬ直前はあんな頭のおかしなことしてたくせに』

			『頭が冷えたんですよ。ああ……でも、僕はどうしたらよかったんでしょうね……スージィのいない世界なんて、僕にとっては地獄よりも辛いのに』

			　フラムは答えない。

			　無責任はことは言えないし、強いて言うのなら『別の生きがいと出会えることを祈る』以外に方法が無いからだ。

			『ですが、あなたにはまだ残っているんですよね。あの世界で、守るべき人が』

			『……まあ、ね。今も、泣きそうな声で私のことを呼んでくれてるよ』

			『羨ましい。スージィが生きていたら、僕にもそうしてくれたんでしょうか。ああ……ですがこのままでは、あなたも僕と同じ過ちを犯すことになる。ですがあなたは、呪いを力に変えることができるはずです』

			『呪いをっていうか、色んなものをひっくり返す力だけど』

			『ですから……頼みたいことが、あります……』

			『サティルスを殺してほしいって？』

			『はい……まだ生きている、あなた、なら……それができるかも……しれません。僕の……いえ、我々の呪いの全てを使えば』

			　ダフィズの声に呼応するように、抜け殻たちが一斉に瞳を開いた。

			　視線はすべて、フラムに向けられている。

			　同時に彼らの無念の声も、大量に流れ込んでくる。

			　これだけの呪いを力に変えられたのなら、抜け出すことだってできるだろう。

			『わかった。ちょうど私も、あの女やオリジンをぶっ飛ばしたいと思ってたところだから。あいつのこと、殺してくるよ』

			『身勝手な頼みを、聞いてくださり……ありがとう、ござい、ます……よかった……これで、少しはあの世のスージィにも、顔向け……でき……』

			　ダフィズは瞳を閉じると、そのまま二度と動かなくなった。

			　直後、フラムの体に力があふれた。

			　それは思い込みや、概念的なものではない。

			　微かに動くようになった指先が、サティルスの体内で〝冷たくて小さい何か〟に触れることで得た、ステータスの上昇である。

			「ああ……そっか、これは……」

			　触れた物体から、大きな呪いを感じる。

			　ダフィズの、オリジンに裏切られ想い人を殺すことになった抜け殻たちの、そしてシェオルで命を落とした住民の――そのすべてが束ねられた怨念。

			　それが、宿っているのだ。

			　フラムはそれを指先で引き寄せ、血がにじむほど強く握りしめる。

			「はあぁぁぁぁあ……っ」

			　すると、さらなる力が体に満ちあふれてくる。

			「うぅぉぉおおおおおおおおおおおおおッ！」

			　フラムは生成したプラーナと反転の魔力を、全身から放出した。

			　力が爆ぜる。

			　肉体を縛り付けていた死者が吹き飛ぶ。

			　そうして強引に脱出したフラムは、手を掴んでくれていたミルキットを抱き寄せた。

			「ご主人……様……っ」

			「ミルキットの声、聞こえたよ。ありがとう」

			「よかったです……本当に、よかったです……っ！」

			　涙を浮かべ、フラムの胸に顔を埋めるミルキット。

			　だがそれは、サティルスが一番嫌う結末だ。

			　ご都合主義のハッピーエンド――そんなもの、許容できるわけがない。

			「何よ、その力は。いきなりなんなのよ、さっきまで動けなかったくせに！　祈りが人を強くする？　そんな……そんな馬鹿みたいに陳ちん腐ぷな話、あっていいはずがないのよぉおおおおッ！」

			　怒りに狂う彼女は、幾重にも触手を束ね、その先端をドリルのように回転させながらフラムを刺し貫こうとする。

			　フラムは両手で掴んだ魂喰いで、それを正面から受け止めた。

			「なんで止まるのよっ、なんで急にそんなに強くなるのよぉっ！　おかしいでしょう、そんな都合のいい話あるわけないわっ！」

			　震える両手で触手を押し返し、フラムはその場に踏みとどまる。

			「これは全部、サティルス――あんたが招いた結果だ！」

			「わけのわからないことを言わないでっ！　私は完璧だったわ、全てうまくいってるはずだったわ！　何もかも、私の思惑通りにぃっ！」

			「あんたは人の尊厳を踏みにじったの！　夢も、希望も、家族や恋人たちの愛情も、全てを欲望のために台無しにしてきたでしょうが！」

			「だからそれでどうしてあんたが強くなるのよぉおおおっ！」

			　触手の回転はさらに勢いを増した。

			　近づくだけで木っ端微塵になりそうな威力の前で立っていられるのは、それと相反する反転の力が、威力を相殺しているからだ。

			「人は、信じていた未来を打ち砕かれたとき、強く大きな呪いを生み出す！」

			　今、シェオルにはあまりに多くの呪いが満ちている。

			　報われなかった想いは、本来なら時間とともに消えていくか、いくつかの呪いの装備を生み出すだけで終わっただろう――フラムさえ、ここにいなければ。

			「その呪いは彼の指輪に宿って、反転して、私に力を与えてくれた！」

			　人々は彼女に想いを託した。

			　だから全ての呪いは、その象徴たる一つの指輪に宿った。

			　ネクロマンシーを作り上げた男――ダフィズ・シャルマスがつけていた、結婚指輪に。

			


			　―――――――――――――――――――――

			　名称：喪失と虚構のマリッジリング

			　品質：エピック

			　［この装備はあなたの筋力を１０１２減少させる］

			　［この装備はあなたの魔力を１０７２減少させる］

			　［この装備はあなたの体力を１０５３減少させる］

			　［この装備はあなたの敏捷を１０８８減少させる］

			　［この装備はあなたの感覚を１０３９減少させる］

			　―――――――――――――――――――――

			


			　ステータス合計値１２６９３――ついに彼女は、Ｓランクの領域に至った。

			「これは偶然なんかじゃない！　あんたやオリジンの悪意が生んだ、紛れもない必然だあぁぁぁっ！」

			　フラムの力が触手を押し返し、さらにあふれたプラーナが嵐となって、サティルスの体を切り刻む。

			「痛いわ……痛い、痛い、痛いっ！　あははっ、でもこの程度じゃない！　呪いがあろうとなんだろうと、この程度ぉ！　言ったでしょう？　私は、本体が一番強いの。あんたたちが相手してきたのは、しょせん制御された死者に過ぎないわっ！　たとえフラムが戻ってこようと、その貧弱な力では私には傷一つつけられない！」

			　それははったりではなく、気剣嵐プラーナストームをまともに受けたセントラル・コアやサティルスの肉体は、なおも無傷であった。

			「だったら――一つに束ねてぶつけたら、どうなるのかな」

			　ネクトが動く。

			　彼は転移を複数回繰り返し、フラム、ミルキット、エターナ、そしてガディオを一箇所に集めた。

			「びっくりした。説明ぐらいほしいけど、意図は理解した。アイスエンチャント」

			　エターナの作り出した氷が、フラムの剣を覆う。

			「そういうことか。ならば、アースエンチャントと――俺のプラーナも持っていけ！」

			　さらに氷の上に岩の刃が重ねられ、加えて気の刃――気想刃プラーナブレイドまでもが魂喰いの刃をコーティングする。

			　その刃長は、サティルスの全身に匹敵するほどであった。

			「く……ふ、ぐうぅ……！」

			　それは、今のフラムでもまともに持ち上げることはできないほどの重さだ。

			「一つに束ねるって……何よ、ふふっ、馬鹿でかい剣を作るだけぇ？　しかも振ることすらできないなんて、何がしたいのかしらぁ！」

			「さて、僕の力も使ってもらうよ」

			　サティルスの嘲笑など聞かず、再びネクトは転移し、フラムとミルキットを上空高くまで連れて行く。

			　その意図を、フラムだけは理解していた。

			　ミルキットはよくわかっていなかったが、ひとまずフラムを信じて、その体にしがみつく。

			「しっかり掴まっててね」

			「は、はひっ！」

			　三度、開いた手を閉じるネクト。

			「接続しろコネクションッ！」

			　接続するのは、魂喰いと、セントラル・コア――互いに引き合う力が、フラムを矢のように射出した。

			「うおぉおおおおおおおおッ！」

			　さらに自由落下の加速も加わって、最高速に達したままサティルスと激突する。

			「上から落としたところで結果が変わるもんですかぁっ！」

			　彼女を守るセントラル・コアの力場と、反転の魔力を宿した巨大な剣がぶつかり合い、その衝撃波がシェオル全体に広がっていく。

			　サティルスを中心として、地面がえぐれ、地上に大きなクレーターが生まれる。

			　周囲にあった建物は瓦礫を含め全てが吹き飛び、更地に変わる。

			　だがサティルスはそれだけの威力を、セントラル・コアから供給される力で受け止めきった。

			「何よかっこつけちゃってぇ！　英雄を気取ってるんじゃないわよ、西区にしか住めない貧民のくせしてええぇっ！　私はサティルス・フランソワーズよ！　王国一の大商人なの！　私が勝者であることは最初から決まっているのよッ！」

			「うぬぼれるなっ！　あんたなんて、他人を踏み台にしてのし上がっただけのくせにぃっ！」

			「それをやってのける力こそが、真の実力ってものなのよおおぉっ！」

			　魂喰いを覆う三層の刃――その一番外側にある気想刃プラーナブレイドにヒビが生じる。

			「何が愛よ、何が希望よ、何が未来よ！　大体なんでミルキットまで一緒にやる必要があるのよ！　あんたは、英雄を演出するためのパフォーマンスを見せてるだけなのよぉっ！」

			　そしてついには砕け散り、今度は岩刃がサティルスとぶつかり合う。

			　しかしただ砕けたわけではない、サティルスも力で押され、苦しげな表情を浮かべている。

			「あんたは何もわかっちゃいない！　もし英雄フラムなんてものが存在するとすれば――それは私とミルキット、二人のことだッ！　私たちは、二人で一つの英雄なんだっ！」

			「それは何？　絆ってやつ？　友情ってやつなの!?　うざったぁいっ、心の底からうざったくてしょうがなぁいっ！」

			　彼女は拒絶を力に変えて、岩の刃をねじり、砕く。

			「そんなもの、私に壊される以外に存在意味があるの？　無いわよねぇ!?　だからあんたたちも、愛に溺れて死んだダフィズと同じ末路をたどるしかないのぉ！」

			　アースエンチャントが完全に破壊されると、今度はエターナの氷が突き立てられる。

			　柄を握るフラムの両手は、込められた強い力によってうっ血し、変色している。

			　痛みはともかく、うまく力が入らないほど両腕は消耗していたが、それでも握り続けられるのは、腕に添えられたぬくもりがあるからだ。

			「いいえ、私たちは負けませんっ！」

			　ミルキットは、自分が無力であることを知っている。

			　だがフラムは彼女を求めてくれる。

			　どれだけ力になれているかはわからないが、求められるのなら――全て捧げ、与えたい。

			　心の底からそう思うのだ。

			「どうして言い切れるの？　スージィを愛し続けた、ダフィズの末路を見ておいて！　あんたたちの力だって、こうして私に破壊されているくせにっ！」

			　そういう気持ちのあり方をなんと呼ぶのか、今回の一件でミルキットはその答えを見つけた。

			「私はそれ以上に、あなたに負けないぐらい、ご主人様のことを愛しているからです！」

			　互いに支え合い、与え合い、無条件で信頼し、寄り添い合う。

			　ずっと探し続けていた、ミルキットが初めて他者に抱くあまりに巨大な感情――それこそが、愛だったのだ。

			「アハハハハハッ！　根拠ゼロォ！　笑わせないでよ、そんなものでこの私が負けるわけがないでしょうっ!?」

			「根拠なんて必要ない！　全ては結果で示してみせる！」

			「示せるものならねぇ！　ほら見てみなさい、あなたたちが力を合わせて作り出した刃は、もうこんなにボロボロよぉ！」

			　氷の刃にもヒビが入り、もはや砕けるのは時間の問題だ。

			　そうなれば残るものはただ一つ、魂喰いの、黒い刃のみ。

			「今に砕けるわ、そら見なさい、みな見なさい。最後の一つが無残に悲惨に砕け散ったらこれでおしまい！　愛は壊れて、悲鳴が響いて、私は笑って、それでめでたしめでたし！　ハッピーエンドで終了しまぁーす！」

			「まだ終わらないっ、反転しろリヴァーサル！」

			　フラムは最初から、そうなる可能性を考えていた。

			　サティルスの力はあまりに大きい、そう簡単にコアを破壊させてくれるはずがない、と。

			　だからわずかな時間で考えて、考えて、考えて――一つの方法にたどり着いた。

			　全員の力があったからこそ成立する、〝砕けた破片を反転させる〟という手段に。

			「ぎゃあぁぁあっ！」

			　サティルスの体が震え、悲鳴をあげる。

			「私の背中に、何かが刺さって……これは、破片？　砕いた破片が、戻ってきたの!?」

			　彼女はフラムとの力比べに集中するあまり、背中への力場展開をおろそかにしていた。

			　いや――というより、そこに費やす力すらも、全て正面に持ってきていたということだろう。

			「こんな小細工一つで、ひっくり返るはずがないでしょうがぁっ！」

			　そう言いながらも、与えたダメージは確実にサティルスの意識を削いでいる。

			　痛みと、傷口が渦巻き、オリジンの意思が高まることによる制御の緩み。

			　元より己のコアとセントラル・コア、二つのコアを危ういバランスで保っていた彼女にとって、それは致命的であった。

			「はずがなくても、私がひっくり返す！　生者の想いと死者の呪おもいを、ありったけつぎ込んでッ！」

			　そして――フラムにはまだ、奥の手が残っていた。

			　ありったけ全てを注ぎ込むというのならば、三人分の魔力、ネクトの接続の力、ガディオのプラーナ――そう、まだ一つだけ、切っていないカードが残っているのだ。

			　とはいえ、フラム自身、かなり体力を消耗しているため、注げる力はそう多くない。

			　限界までセントラル・コアに近づいたところで、残ったプラーナを全て刃に込める――

			「これでっ――終わりだあぁぁぁぁぁあああああああッ！」

			　剣の先端が、黒水晶の表面に触れる。

			　そこから反転の魔力が流れ込み、内部の螺旋は逆回転を開始。

			　一気にマイナスのエネルギーを生み出すと、力場は消失し、さらに魂喰いが深くまで沈み込んだ。

			　パキィンッ――と破片が飛び散り、完全にセントラル・コアが破壊される。

			　力を使い果たしたフラムは、ミルキットと一緒に地表に落下した。

			「やった……！」

			「はい、やりましたっ！」

			　すかさずエターナの乗るフェンリルが、二人を回収する。

			　一方で、セントラル・コアを失ったサティルスは、あとは死を待つのみ――のはずだった。

			「セントラル・コアが……砕けて……」

			　力の源が消え、繋ぎ合わせた死者たちの制御もできなくなり、彼女のムカデのような巨体は崩壊を始める。

			　しかし、サティルスにはまだコアが残っていた。

			　セントラル・コアではなく、彼女が蘇るために使った、胸部に埋め込まれたコアが。

			「ふふっ、うふふふっ、でもまだ、私自身のコアは壊れていないわぁ！　私はまだ、死者共のコアを束ねて、生き残って、のこ、って――ひぎゃっ!?」

			　両腕の力で這いずるように逃走を図るサティルスだったが、突如のけぞり、口から大量の血を吐いた。

			　巨大な力を振るった代償が、彼女の肉体を崩壊させているのだ。

			　さらに血だけでなく、噴水のように次々と口から臓物を噴き出す。

			　彼女が汚いオブジェと化している間に、フラムによって〝反転〟され破壊されたセントラル・コアにも異変が生じていた。

			　通常のコアは、反転すれば、負のエネルギーによって自壊する。

			　だがあれだけ大きなコアになると、自壊だけでは終わらず、黒水晶無しでもその場にしばらく負のエネルギーが留まり続ける――つまり、ブラックホールのように周囲の空間を吸い込みはじめるのだ。

			「おごっ、ごおぉおおおおっ！　んぎっ、ぎゃはっ、ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎいぃぃいいいっ！　いぎゅううぅぅぐっ、ごっ、ごがああっ！　がぶっ、ぶじゅっ、ぶじゅるっ……！」

			　体の中身を全て吐き出すサティルスは、それに巻き込まれ、肉体を引きちぎられ、醜い死に顔を晒しながら、怪物よりも化物めいた姿に成り果てていく。

			「あの女にふさわしい末路かもね」

			「そうですね……」

			　フェンリルの背中の上で、二人はその光景を眺めていた。

			「死体の処理の手間も省けそうだな」

			　セントラル・コアの崩壊に巻き込まれ、他の死者も吸い込まれていく姿を見て、ガディオが言う。

			「でも奥さんの死体、あいつに取り込まれてたんじゃないの？」

			「弔とむらってやりたい気持ちもあるが、肉体がある限り利用される可能性は残る。そう考えると、これでよかったのかもしれん。元より、オリジンの力で復元された肉体でもあるからな」

			　ほぼ剥製状態だったティアの肉体は、オリジンコアのおかげで中身――つまり臓器や脳が再生している。

			　だがオリジンの力が消えた今、おそらく内臓はルコーなどと同じ、何でできているのかわからない肉の塊へと形を変えているに違いない。

			（それに、遺体に執着する必要があるほど、あいつとの再会が遠いとも思えん）

			　目を細め、彼はそんなことを考える。

			　やがて負のエネルギーが力の放出を終えると、町の外に出ていたオティーリエたちが、インクを連れて戻ってくる。

			「エターナっ！　大丈夫？　怪我してない？」

			「平気。インクこそ無事でよかった」

			　抱きついてきた彼女の頭を、エターナは優しく撫でる。

			「いやあ、すごい戦いだったねー！　離れた場所から観戦したけど、住んでる世界の違いをまざまざと見せつけられた感じ」

			　そんな中、ひょっこりとどこからともなく顔を出すウェルシー。

			「ウェルシーさん、まさか町の中にいたんですか!?」

			「そりゃそうよ、こんなスクープなかなか撮れるものじゃないわ。これを記事にすれば、教会は瀕死間違いなしよっ！　私も死にかけたけど！」

			　どうやら戦いの余波で吹き飛ばされたらしく、服はボロボロだし髪もぼさぼさになっていた。

			「あれだけの事があったのに、元気な人もいますのね。呆れるやら感心するやら」

			「オティーリエさん、どうしてここにいるんですか？」

			　フラムは王国軍が出てきたことを知らない。

			　首をかしげるのも当然のことである。

			「アンリエットがあんたらのこと心配して、フォローしてやれって命令してたワケよ。だから町の外から監視してたってワケ」

			　オティーリエの代わりに、ヴェルナーがその理由を語った。

			「お姉様は先を見据えた判断ができるお方ですもの」

			「会いにいったときにそんな命令を……ありがとうございます」

			「その言葉、お姉様にしっかり伝えておきますわ」

			　あくまで感謝すべきはお姉様アンリエット――オティーリエはそのスタンスを崩さない。

			「しかしなぜ、お前たちも傷を負っているんだ。避難誘導を始める前からその状態だったようだが」

			　ガディオに聞かれると、オティーリエの笑顔が曇る。

			「それが、死者たちが暴走をはじめたのとちょうど同じタイミングで、モンスターの襲撃を受けましたの」

			「顔が渦巻いた気持ち悪い化物だったよなぁ」

			「その対処のせいで、手助けに入るのが遅れてしまいましたわ」

			「モンスターということは、キマイラですね……ネクロマンシーを潰すついでに、ここに集まった全員を始末しようとしたのかもしれません」

			「主導しているのはエキドナ・イペイラだったな、どこまでも腐った女だ」

			　ダフィズも似たようなことを言っていたのを、フラムは思い出した。

			　ゴーンやサティルスを操っていたのもエキドナだとすると、かなり狡こう猾かつな人物である。

			　フラムたちもマークされているため、今後も注意が必要だろう。

			「そういえばキマイラで思い出したんですが、サティルスが研究所に裏切り者がいた、みたいなことを言ってましたよね」

			　ミルキットに言われて、フラムも思い出す。

			「ああ、ゴーン・フォーガンだっけ。エキドナに情報を売ってたっていう」

			「ダフィズが友人だと言っていたあの男か」

			「戦ってるときにも、あの人の奥さんや子供は見かけても、本人は見当たりませんでした」

			「裏切るぐらいだから、先に逃げたのかもしれんな」

			「異変が起きる直前に町を出たとすると、まだそんなに時間は経ってない。追いかければ捕まえられるかもしれない」

			　エターナの言葉を受けて、オティーリエはヴェルナーに視線を向ける。

			「ヴェルナー、追尾はあなたの得意分野ですわよね」

			「え、追いかけんの？　この森の中を？　面倒くさいんだけどぉー」

			　いつもの調子で嫌がるヴェルナー。

			　このあと、オティーリエが彼を叱って向かわせるのがお決まりなのだが――今日に限って彼女はそうしなかった。

			　戦闘の直後で、そんなやり取りをする精神的余裕が無かったのかもしれない。

			「それではわたくしが追いかけます」

			「へっ？」

			「何を呆けていますの、あなたが自分でやりたくないと言ったんですのよ？　その代わり、あなたには生き残った住民へのケアを頼みますわ」

			「お、おい待てって、面倒ってのは冗談で！　ってもう行っちまったし。くそ、ミスったな……」

			　ぼやきながら、頭を掻かくヴェルナー。

			　彼の『ミスった』という言葉の真意を知るものは、この場に誰もいない。

			


			　◇◇◇

			


			　一時間後、あっさりとゴーンは捕まり、オティーリエに首根っこを掴まれシェオルまで引き戻された。

			　そして彼と入れ替わるようにヴェルナーが王都へ向かい、住民を保護するため、アンリエットに応援を要請しに向かう。

			　本来、貴族の所有地であるこの土地は無断で王国軍が立ち入れる場所ではないが、今は非常時である。三桁もの人間の命が失われたとなれば、軍が介入するだけの十分な理由にはなりうる。

			　住民の救助や怪我の応急処置、残ったコアの破壊、ゴーンへの尋問などと行っているうちに時間は過ぎ、空が明るくなる頃、ようやく先遣隊が到着した。

			　フラムはキマイラの介入があったため、教会騎士が先に動く可能性を危惧していたが、後に本隊と共にやって来た副将軍ヘルマン曰く、彼らは特に動かなかったそうだ。

			　どうやらあくまでキマイラとネクロマンシーの内部抗争であって、教会本部は関わっていない、というスタンスらしい。

			　だが何事も無く終わるのなら、それが一番いい。

			　フラムたちは残りの片付けを王国軍に任せ、シェオルから引き上げる準備を始めていた。

			「まさかここまで手伝ってくれるなんてね」

			　特に荷物も無いフラムは、物陰で瓦が礫れきの上に腰掛けるネクトに声をかける。

			　なんだかんだで彼女は、後始末にも参加してくれた。

			　だが、さすがに王国軍と顔を合わせるのは控えたいらしく、先遣隊が到着したあたりで隅っこに隠れてしまった。

			　もっとも、オティーリエやヴェルナーに見られている時点で、あまり意味は無さそうだが。

			「途中で帰ったんじゃ、お姉さんたちに恩を売れないからね」

			「ということは、腹をくくったの？」

			「うん……戦いの途中も、パパはうるさいばっかりで、僕らには興味もなさそうだった。ざわざわと騒いで、フラムお姉さんやサティルスのことばかり。マザーと一緒さ、僕らの居場所は、きっともうそこには無い」

			　あるいは、居場所どころか存在価値すら無いのかもしれない。

			　だが自分の価値を見つけ出せる場所があることを、ネクトは知った。

			「みんなに話してみるよ。説得には時間がかかるだろうから、今すぐというわけにはいかないけど」

			　だから、オリジンコアの摘出手術を受け、普通の人間に戻る――そう決めたようだ。

			　彼女の言う通り、まだ前途は多難だし、マザーが見逃してくれるとも限らないが。

			「困ったことがあったらすぐに相談してね。教会から抜けたいっていうんなら、協力は惜しまないから」

			「心強いよ。でも、そうならないように頑張ってみる。あいつらと殺し合うようなことはしたくないからね」

			　そう言ってネクトは立ち上がると、パンパンとズボンの後ろをはたく。

			「インクには何も言わなくていいの？」

			「まだ僕はチルドレンを抜けたわけじゃない。あのエターナってのにくっついて幸せそうにしてるインクを見ると、僕から声をかけようって気にはならないよ」

			「あっちは気にしてないと思うけど」

			「まったく脳天気なやつ。伝えといてよ、僕らにバカにされたくなったら、まずそういうとこを直せって」

			　歯に衣着せぬ物言いに、フラムは苦笑するしかない。

			「でもまあ……以前のように見下してるわけではないんだ。彼女は失敗作と言われていたけれど、結果的に僕らよりも一歩前に進んでいる。マザーの近く以外にも、帰るべき場所は作れるんだっていう、未来の可能性みたいなものを見せてもらったよ」

			　打って変わって、真剣なトーンで話すネクト。

			「姉として認めたってこと？」

			「元から超落ちこぼれだけど姉だとは思ってたよ、愛情表現が歪んでただけでね」

			　いくらなんでも歪みすぎである。

			　だがネクトも、それは修正するべきだと思っているようだ。

			「あと、さ……一応、こういうのは形にしておいたほうがいいと思うんだけど」

			「なんの話？」

			「こういうこと」

			　さっと右手を開いて差し出すネクト。

			　よほど恥ずかしかったのか、彼女は左手で前髪をいじりながら、微かに頬を赤らめていた。

			　フラムはネクトの年相応の一面を見て微笑むと、その手をしっかりと握った。

			


			

			


			「よろしくね、ネクト」

			「協力するだけで、まだ仲間になったわけじゃないってことは覚えといてよ」

			「頭の片隅ぐらいには置いとく」

			「すぐに忘れられそうだね」

			「そうなるといいんだけど」

			　争いなんて、できれば一生起きないほうがいい。

			　和解できる可能性のある相手なら、なおさらだ。

			「じゃ、また」

			「ん、またね」

			「――接続しろコネクション」

			　別れの言葉をあっさりと交わし、ネクトは消えた。

			　ミルキットがフラムに近づいてきたのは、その直後だった。

			「ネクトさん、帰ってしまわれたんですか？」

			「きっとまた会えるよ、コアを取り除く決意はできたみたいだし」

			　次に彼女が来るときまでに、どうやって心臓を確保するかも考えておかなければならない。

			　どうしても血なまぐさい話にはなってしまいそうだが、まあ、きっとどうにか見つかるだろう。

			「やることはやったし、私たちも帰ろっか」

			「そうですね、帰りましょう。私たちの家に！」

			　長い夜が終わる。

			　フラムたちは悲劇の町に別れを告げ、王都へと戻っていったのだった。

		

	
		
			

			


			　王都に到着すると、フラムたちとガディオは別れた。

			　彼が東区にある自宅に戻ったのは、夕方のことである。

			　門を抜け、屋敷へ続く石畳の上を歩くと、玄関の前に座り込む女性の姿を見つける。

			　ケレイナだった。

			　ガディオの足音に気づいた彼女は顔をあげ、笑みを浮かべる。

			　だが、その口元は震えている。

			　目は涙で潤み、色々と用意しておいた言葉がうまく出てこない。

			　だから、仕方なく、ありきたりに彼を迎えるしかなかった。

			「……おかえり」

			　それは下手な言葉より、よっぽどガディオの胸に刺さった。

			　一方的に置いていったくせに、ティアを殺した結果、余計に彼女への想いを強めたくせに、自分に返事をする資格はあるのだろうか、と。

			　しかし、罪悪感に黙り込んでいるうちに、次第にケレイナの表情が不安に満ちていく。

			　近いうちに終わるつもりなら、切り捨てるのも一つの選択かもしれない。

			　だが、彼はそうしなかった。

			「ただいま、ケレイナ」

			　優しく笑いかけ、そう返事をする。

			　ガディオの言葉を聞くと、ケレイナは立ち上がり、ふらふらとした足取りで近づいて、その胸に顔を埋めた。

			「おかえり……おかえりぃ……っ」

			　涙をこすりつける彼女の頭を、ガディオは無言で撫でる。

			　そんな彼の表情は、どこか苦しげに見えた。

			


			　◇◇◇

			


			「戻ってきたぁーっ！」

			　フラムは家に入るなり、両手を上げて思わず叫んだ。

			「ふふ、ここの空気を吸うと落ち着きますね」

			　フラムのはしゃぎっぷりを見て微笑みながら、ミルキットもほっと肩の力を抜く。

			「いつのまにか我が家って感じになってる」

			「あたしもあたしもー！」

			　全員がリラックスした表情を浮かべ、ひとまず戦いが終わったことを実感していた。

			　その後、軽く早めの夕食を摂り、風呂を済ませ、各々の部屋で体を休める――

			


			　◇◇◇

			


			　インクは自室に戻るなり、なぜかベッドの縁に座らされ、背中からエターナに抱きしめられていた。

			　そしてこれまたなぜか、エターナはしきりにインクの匂いを嗅いでいる。

			「……エターナ、何やってんの？」

			「匂いを嗅いでる」

			「やっぱり変態じゃん！」

			「変態呼ばわりは普通に失礼」

			「こんなやり取りつい最近やったばっかりだよぉ」

			「仕方ない、癖になったから」

			「今すぐ矯正してよぉー！」

			　そう言いつつも、インクは抵抗したりしない。

			　そんなことをしても無駄だと体で理解しているからである。

			　エターナはこう見えて、かなり腕力が強い。

			　本人は『フラムと比べればぜんぜん』と言っていたが、それでもか弱い一般人であるインクに比べれば天と地の差がある。

			「油断するとエターナはすぐ距離を縮める……あんまりやりすぎると、あたしのほうがエターナから離れられなくなっちゃうぞー？」

			「それは万々歳。匂いも嗅ぎ放題」

			「匂いからは離れてよー！」

			「くんかくんか」

			「いーやー！　やめてってばこの六十歳児！　独身！　変態！」

			「ぐっ……さすがにその合わせ技は心に突き刺さる……」

			「自業自得だいっ」

			「そんな生意気なことをいうやつはこうする」

			「へ……っ？　ひやあぁっ!?」

			　エターナはインクを水の蔓つるで抱えると、向きを変え、今度は正面から抱き合った。

			「は、恥ずかしいんですけど……っ！」

			「うん、わたしも恥ずかしい」

			「じゃあなんでやったの!?」

			　エターナは何も言わない。

			　無言のまま、ぎゅっとインクの小さな体を抱きしめる。

			「……よしよし」

			　するとインクは、ふいにエターナの頭を撫でた。

			「そっか、本当は悲しかったんだね。そりゃそうか、どんな状態でも、自分の両親を殺したことに違いはないんだから」

			「悲しくないつもりだった。実際、殺した瞬間も、戦ってる間は何も感じなかったから」

			「でも、ここに戻ってきちゃったから？」

			「この家には、思い出が染み付いている」

			　二人の凄惨な死に顔と、過去の思い出が絡み合って、エターナの心を締め付ける。

			　締め付けられて、絞られて、涙があふれ出しそうになる。

			「上書きしてしまいたい」

			「あたしたちとの思い出で？　でも、この家での出来事はエターナにとって大事なことじゃないの？」

			「だからそこではなく、シェオルでの記憶を」

			「そのための隣に、あたしがいてもいいの？　あたし弱っちいし、目も見えないし、何もしてあげられないかもよ」

			「そんなことはない。インクといると、楽しくてしょうがない」

			　平淡な口調なので楽しさは伝わりにくいが、インクにはわかっていた。

			「じゃあ仕方ないね。傷が癒えるまで、あたしがエターナを甘やかしてあげようじゃないか」

			　それがインクにできる、エターナへの恩返しだ。

			「ありがとう。じゃあさっそく思う存分、匂いを嗅がせてもらう」

			「どうしてそっちの方向に持っていっちゃうかなー！」

			　再び離れようとするインクと、さらに強く抱き寄せるエターナ。

			　エターナが年下の少女に甘える日々は、しばらく続きそうである。

			


			　◇◇◇

			


			　ファサッ、と包帯がベッドの上に落ちると、フラムはその感触を確かめるようにミルキットの微かに赤らむ頬に触れた。

			　するとその上から柔らかく温かい手のひらが重ねられ、二人はベッドの上に腰掛けて、いつものようにしばし見つめ合う。

			「その……ミルキットさ、サティルスと戦ってるとき、すごいこと言ってなかった？」

			「すごいこと？」

			　きょとんとするミルキット。

			「ほ、ほら、愛してるとか……そんなの」

			　フラムの顔は真っ赤だが、なぜそうなっているのか、ミルキットにはまったくわからなかった。

			「ああ、あれですか。私はずっと、ご主人様と自分の関係をどう呼ぶべきなのかわからなかったんです」

			「パートナーじゃないの？」

			「それも嬉しいんですが、もっと具体的に知りたいなと思っていまして」

			　現状で納得していたフラムは、言われて初めて気づく。

			　確かに、パートナーという言葉は、割と抽象的かもしれない。

			「でもシェオルでの出来事を通して、ようやくその答えを見つけられたんです。あのときは戦いの途中でしたし、あらためてちゃんとお伝えしてもいいですか？」

			「へっ？　い、いや、えっと……」

			「ダメ、でしょうか」

			　しょんぼりするミルキット。

			　そんな顔を見せられたら、フラムはノーとは言えない。

			「じゃないよっ、いいから！　私も心して聞くから！」

			「よかったです。それではっ」

			　ミルキットは頬で重ねていた手を、自らの胸に持っていった。

			　フラムの手のひらに、胸の膨らみと、鼓動が伝わってくる。

			　そしてミルキットは、真っ直ぐにフラムを見つめる。

			　出会ったときから彼女の瞳の綺麗さは変わっていない。

			　しかし、銀色の髪はツヤを取り戻し、肌の血色も良くなり、体も随分と女性的な丸みを帯びてきた。

			　トータルで見て、あの頃よりずっと可愛らしくなった彼女を見て――フラムは思わず見惚れる。

			　そんなミルキットの、桃色の唇が開いて言葉を紡いだ。

			「私は、ご主人様のことを愛しています」

			　満面の笑みで宣言され、フラムの思考が完全にストップする。

			　愛している。

			　愛とは何か、ラブである。

			　ラブとはつまり――パートナーはパートナーでも、夫婦的なパートナーになるわけで――

			「ま、ままま、ま、まっ、まっ！」

			　ぼふっ、とフラムの顔が真っ赤に染まる。

			「ま？」

			「待って、待ってミルキット！　ちょ、ちょっと、突然過ぎてご主人様の脳がついていけない！」

			　それを冷まそうと両手を頬に当てるが、すぐに手の方が熱くなってしまう。

			　困ったフラムは枕に顔を突っ込む。

			　自分のものではない、甘い香りが鼻腔をくすぐる。

			（すごくいい匂い、落ち着くけど心臓がバクバク言うような……ってミルキットの枕だよこれーっ!?）

			　さらに上昇する体温と、激しくビートを刻む心音。

			　熱を帯びた血液が、体の全体に運ばれる。

			「うひぃーっ！」

			　奇声をあげたフラムはすぐに顔を上げて、今度は布団に顔を突っ込む。

			「あの、私……そんなに変なことを言ってしまいましたか？」

			「へ、変っていうか、いきなり、あ、ああ、愛とか言われて、びっくりしたっていうか」

			「びっくり、ですか。ですが私のご主人様に対する想いは、愛が一番しっくり来ると思うんです」

			　布団に顔を埋めたまま、視線だけをミルキットに向ける。

			　フラムが一人で動揺しているのがアホに思えるほど、彼女は羞しゅう恥ちしていない。

			「……ん？」

			　フラムは気づく。

			　ひょっとして、ミルキットの言う〝愛〟とは――恋愛的なそれとは別物なのではないか、と。

			「ねえミルキット、もしかしてさ……」

			「は、はい」

			「今の愛してるって、私と恋人になりたいとか、そういうのとは別のやつ？」

			「こ、ここっ、こここっ、恋人、ですか!?」

			　今度はミルキットが赤くなる番だ。

			　ぼふん、といちごのように染まる頬。

			　いや、それどころか耳や鎖骨のあたりまで紅潮する。

			「ど、どうしてそんな結論に!?」

			「いや、だって愛してるって普通はそういうときに使う言葉だから」

			「そうだったんですか!?　いや……そういえば、そう……です、よね……」

			　徐々にトーンダウンしていく声。

			　それに合わせるようにミルキットの体がふらりと横に傾き――そのまま横になる。

			　そして両手で顔を覆い隠し、固まってしまった。

			「そんなつもりでは……いえ、別に、好きではないというわけではなく、間違いなく好きなのですが……あれ、でも、だったらなんと言えば……」

			「ま、まあ、愛といっても色々あるもんね。ほら、家族愛とか、友愛とかさ！　そういう意味では、確かに、私もミルキットのこと……」

			　ミルキットだけに恥ずかしい思いをさせてはいけない。

			　そう決意したフラムは、体を起こし、太ももの上に強く握った拳を置いて、緊張を隠しきれない表情で告げる。

			「愛してる、よ？」

			　しかしそれが家族愛かと言われれば、フラムは首を横に振るだろう。

			　友愛とも違う、だったら何愛なのか――彼女もまた、その答えを知らないでいた。

			「ありがとう、ございます。ですが……ああ、本当に、言われる方が恥ずかしいですね」

			「言う方も恥ずかしいから」

			「ご主人様に恥ずかしい思いをさせてしまい面目ないです。でも、困りました……だったら私のこの気持ちは、どう伝えたらいいのでしょう」

			　ようやく答えを得たと思ったのに。

			　愛している、以外の言葉をミルキットはまだ知らない。

			　フラムはそんな彼女に四つん這いで近づくと、顔を覆う手に触れた。

			「ご主人様？」

			　その感触に、ミルキットは指の間から様子を窺った。

			　そこから見えたフラムの顔はまだ赤かったが、先ほどに比べるとかなり落ち着いた様子である。

			　彼女はミルキットに笑いかけると、

			「好きだよ、ミルキット」

			　そう言った。

			　どくん、と胸が高鳴り、同時に締め付けられるような感覚。

			　けれど決して苦しくはなく、心地よいと感じる。

			「うん、〝好き〟でいいんじゃない？　愛してるじゃさすがに重すぎるし、ね？」

			　確かにそれなら、まったく恥ずかしくないわけでもないが、気兼ねなく言える気がする。

			　ミルキットの顔は相変わらず真っ赤なままで、フラムと違って落ち着きも取り戻せていない。

			　だが、主の好意に応えるべく、視線を合わせて想いを伝える。

			「えっと、それでは……私も、ご主人様のことが好きです」

			　フラムはうなずく。

			「えへへ……」

			　そしてはにかんだ。

			　心が通じ合っているようで、それが無性に嬉しい。

			「ふふ……」

			　だから彼女も同じように微笑んで、また繰り返す。

			「ご主人様のことが、大好きです」

			　そう言った彼女にフラムは抱きついた。

			　ただそれだけの言葉のやり取りが、幸せで幸せでしょうがない。

			　家族に向けるものでもない。

			　友人に対するものでもない。

			　それは温かく、心の奥底まで染み込んでいく、未知の感覚。

			　液体のようで、けれど球体のように丸くもある。

			　ミルキットと出会って初めて手に入れた、代わりのきかない宝物。

			　自分の内側で、触れ合うたびに育っていく、きっと綺麗な花を咲かせる種だ。

			　フラム自身も、その感情の名前をまだ知らないままだが――しばらくは今のままでもいい、そう思うのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　王都に帰還したのは、フラムたちだけではない。

			　一足先にシェオルを出たネクトも、地下にある拠点へと戻ってきていた。

			「ただいまー」

			　いつもより長めに留守にしてしまった彼女だが、どうせマザーに怒られることはないと確信している。

			　彼はもう、第二世代に興味を示していないのだから。

			　それはともかく、他の螺旋の子供たちスパイラル・チルドレン――ミュートやルーク、フウィスは挨拶ぐらいしてくれるはずなのだが、部屋には誰もいない。

			　それどころか、拠点全体があまりに静かだ。

			「みんな、どこにいるの？　かくれんぼでもやってるなら、鬼が誰もいないんじゃない？」

			　言いながら、別の部屋に足を踏み入れる。

			　研究とは関係の無い本やおもちゃが置かれた部屋で、フウィスとミュートはよくここで遊んでいるのだが――

			「なんだよ、これ……」

			　本棚は倒れ、おもちゃは破壊され、そこらじゅうに散らばっている。

			　また、床には血液と思われる赤い液体がべっとりとこびりついていた。

			　尋常ではない事態に気づいたネクトは、慌ててマザーの研究室に入る。

			　そこでも実験道具の数々は破壊され、壁に赤い血の落書きが施されている。

			　さらに先ほどの部屋と違い、壁や床、天井がボコボコに歪んでいた。

			「戦闘の形跡？　でもあいつらと互角に戦える化物なんて。フラムお姉さんたちはシェオルから帰ってきたばっかりだし、まさか――」

			　部屋の奥で、影が揺れる。

			　気配に気づいたネクトは、戦闘態勢に入る。

			　現れたのは、人狼ワーウルフの姿をしたモンスターだった。

			　しかしその中身が普通ではないことを、ネクトは知っている。

			「やっぱりキマイラ……教会はネクロマンシーだけでなく、僕たちのことも見捨てたのか。せめて、もう少し待ってくれればっ！」

			


			　◇◇◇

			


			　情報を持ち帰ったウェルシーが、記事を書いて新聞を王都中にばら撒いたのは、翌朝のことである。

			　教会による、死者を蘇らせる人体実験の存在。

			　ともすれば三流ゴシップ誌によくある都市伝説とも思われかねない荒こう唐とう無む稽けいな作り話とも思われかねない内容だったが、サティルスの屋敷や研究所から回収された資料の数々、そしてシェオルから脱出した人々の存在が、記事に説得力を持たせていた。

			　教会はすぐさま反論すると思われたが、民の不満は彼らの想定よりもはるかに早く爆発し、さらに秘密裏に活動していた反教会組織の過激派が扇動したことにより、大聖堂を取り囲むデモが勃発。

			　他の地区でも、それぞれ教会が囲まれ、シュプレヒコールとも呼べない罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛び交う結果となった。

			　おそらく、最近の無理な治療料金の値上げにより、教会への不信感が高まっていたことも要因の一つなのだろう。

			　王都の修道女や神父、司教たちが対処に追われる中、最高権力者である教皇は枢機卿を集め、大聖堂で会議を開いた。

			「ネクロマンシーが潰されたようですね」

			　教皇フェドロ・マクシムスが言った。

			　玉座に腰掛けた彼は、白の布に金の装飾が施された祭服を纏い、黄金の教皇冠を頭に乗せている。

			　髪は長く、白く、ほとんど外に出ないからか焼けていない肌と相まって、あまり生気が感じられない。

			　そのせいか、人の良さそうな柔らかい声や、顔に張り付いた優しい笑みも、人間味が欠けているように見えた。

			「残念です、ダフィズ君には期待していたのですが」

			　そう言いながらも表情は変わらず、むしろ彼の死を喜んでいるようですらある。

			「人の命は尽きるために存在しているもの」

			　トイッツォが言う。

			「彼は死ぬことで、教徒としての役目を果たしたのです」

			　まったく同じ口調で、タルチが言葉を続ける。

			「殉教者です。彼はオリジン様の言葉を理解できない不出来な信徒でしたが、死が彼を完成させた」

			　スロワナクの口調も、表情も、やはり変わらない。

			　まるで一人分の語りを分割しているようだ。

			「しかし底は見えたと我々は考えます。いかがかな、サトゥーキ・ラナガルキ」

			　そして四人目の枢機卿ファーモは、目を細め、じっと机の表面を見つめるサトゥーキに問いかける。

			　彼は顔を上げ、フェドロのほうを見ると、場に満ちる独特の雰囲気に押されることなく、堂々と発言した。

			「あえて私が言わずとも、すでに結論は出ているようだが」

			　言ってから、部屋の隅に立つ女性に視線を向けるサトゥーキ。

			　目が合うと、その女――エキドナ・イペイラは、口元に手を当てて「くすくす」と笑った。

			「いやですわぁ、サトゥーキ様ぁ。私ぃ、まだなぁんにも知りませんものぉ」

			　くねくねと体を揺らしながら言う彼女は、おそらくとっくに全てを知っている。

			「今日、彼女をここに呼んだのは他でもありません。我々はオリジン様から賜たまわった力をよりよく使うために、様々な方法を模索してきましたが――ついに、選ぶときが来たのです」

			　その名が呼ばれる瞬間を心待ちにし、エキドナの呼吸が色っぽく震える。

			「私はここに、キマイラこそが聖戦に相応しき矛であると宣言いたします」

			　ぱちぱちぱち、と同時に上品に拍手をする枢機卿たち。

			　同時にエキドナは、「はぁ……んっ」と歓喜に体を震わせた。

			「チルドレンについては、直ちに研究の打ち切りをマイク君に伝えてください」

			「承知いたしました」

			　チルドレンを担当していたファーモは、あっさりと承諾する。

			「お待ち下さい聖下、あの男が打ち切りを受け入れるとは思えませんが」

			　サトゥーキが異議を唱えると、「でしたらぁ」とエキドナが割り込んでくる。

			「それなんですがぁ……私がチルドレンを処分してさしあげますわぁ。力の証明にもなりますし、一石二鳥ですものぉ」

			「王都であの兵器を戦わせるつもりか？」

			「キマイラの制御は完璧。王都ぐらいの広さなら細かな動きまで命令できますしぃ、逆に命令が無ければただのオブジェ。なぁんにもできないのが、完成したキマイラですからぁ」

			「だが、情報源が捕らえられ、セントラル・コアの核となる技術は入手できなかったと聞いたぞ」

			　エキドナの表情が一瞬だけ引きつる。

			　だがすぐに元に戻り、サトゥーキを論破すべく饒じょう舌ぜつに語りだした。

			「サトゥーキ様が何をおっしゃっているのかはわかりませんがぁ、そんなものが無くても、私のキマイラは量産性、性能、どちらを取ってもネクロマンシーやチルドレンより勝っていますわぁ。コンペティションに勝利するのは、当然の結果だと思っていますがぁ？」

			　色々と並べ立ててはいるが、セントラル・コアは完璧ではない――それを否定する言葉は一つも無かった。

			「サトゥーキ君、もうよいでしょう。下がりなさい」

			　しかし教皇はすでにキマイラの採用を決めている、細かな事情などどうでもいいと考えているようだ。

			　サトゥーキは「くっ……」と悔しそうに引き下がる。

			「エキドナ君、それでは説得が失敗したときは、あなたに任せますよ」

			「光栄ですわ、聖下ぁ。それでは早速、私は準備に取り掛からせていただきますわねぇ」

			　マイク・スミシー――もといマザーへの説得は、すでに失敗することが前提で話が進んでいる。

			　キマイラによるチルドレン潰しは、もはや避けることはできないだろう。

			　だがサトゥーキが恐れているのはそこではない。

			　窮きゅう鼠そ猫を噛む、と呼ぶにはチルドレンはいささか強大過ぎる存在である。

			　彼らがもし、追い詰められて、なりふり構わずに暴れだしたら――必ず王都に甚大な被害が出る。

			　もちろん教皇や他の枢機卿とてそれは理解している。

			　理解した上で、『そのようなことはどうでもいい』と対策を考えることすら放棄しているのだ。

			（この人でなしどもが――）

			　心の中でサトゥーキは悪態をつく。

			　教会には、そんな連中がうようよといる。

			　もちろんエキドナも、そのうちの一人だ。

			　彼女は自分の欲求を満たすためなら平気で他人の命を奪うし、そのときだって〝我慢〟というものをしない。

			　そんな獣畜生以下の堪え性の無さだというのに、厄介なことに頭は回る。

			　今日も会議の内容を先読みした上で、すでにチルドレンを潰すべくキマイラを派遣していた。

			　そんな魑魅魍魎がひしめく教会で、サトゥーキが枢機卿の地位まで上り詰められたのは、まさに奇跡と呼べよう。

			　もっとも、中にはそんな教会の現状に危機感を抱き、サトゥーキに力を貸してくれたものもおり、そういった人々の尽力の結果でもあるのだが。

			「ところで、何やら大聖堂の外が騒がしいようですね」

			　ここでようやく、フェドロが外で起きているデモについて触れた。

			「シェオルで起きた一連の出来事が、低俗な新聞により民衆に広まってしまったようです」

			「それは困りましたね。彼らを黙らせるよい方法は無いでしょうか」

			「私に妙案があります」

			　名乗り出たのは、タルチだ。

			「役目を終えた私とファーモを処刑するというのはいかがでしょう」

			　タルチとファーモは、それぞれネクロマンシーとチルドレンを管理していた。

			　つまりキマイラが正式採用されると決まった以上、そういう意味では、二人の役目は終わっているのである。

			「それは素晴らしい案です。オリジン様が理想とする世界を作り上げるためには、一人でも多くの人間が死ぬ必要がありますから、浄化にも繋がります」

			　ファーモは嘘偽りなく、喜んで自らの死を受け入れた。

			「それではヒューグ君、頼みましたよ」

			「はっ、我が剣技にて、今すぐにお二人の首を落としてみせましょう」

			　枢機卿の処刑というオリジン教にとってあまりに大きな変革は、一言二言の会話の応酬によって決行されようとしていた。

			　サトゥーキは唯一この場で彼らの狂気に気づきながら、しかし机の下で拳を握り、黙っていることしかできない。

			　あくまで彼も枢機卿の一人、オリジンに忠実な下僕として、その思惑通りに動いているように彼らを欺あざむかなければならない。

			「正義執行ジャスティスアーツ――浄化の刃スコッチメイデン」

			　ヒューグが白銀の剣を振り下ろすと、離れた場所にいるタルチとファーモの首が落ちる。

			　ゴトッ、と生首が床に転がり、体から力が抜け椅子から転げ落ち、断面から鮮血がどくどくと流れ出た。

			「相変わらず良い腕ですね、ヒューグ君」

			「ありがたきお言葉」

			　枢機卿を手にかけたというのに、ヒューグは冷静そのものだ。

			「そうだヒューグ君、いい機会ですから、例の話を進めましょう。ディアン君からは許きょ諾だくをもらいましたからね」

			　国王ディアンを、教皇は〝君〟付けで呼ぶ。

			　つまり、目下の存在と認識しているということだ。

			「では……！」

			　ヒューグの瞳が歓喜に輝く。

			「はい、本日をもって王国軍は、教会騎士団の一部となります」

			　フェドロは、穏やかな表情で宣言した。

			


			　◇◇◇

			


			「お姉様っ、大変ですわ！」

			　オティーリエが、アンリエットの執務室にノックも無しに飛び込んだ。

			　青ざめた顔から、その焦りがうかがえる。

			「大聖堂前に、枢機卿タルチとファーモの首がさらされていますの！」

			「それでデモ隊が静かになったのか」

			　アンリエットは窓の外から王城前広場に集まるデモ隊を見下ろしながら言った。

			「ええ、教会はこれで民衆の口を黙らせるつもりですわ」

			　人々も、よもや枢機卿が二人も殺されるとは思っていなかったのだろう。

			　溜りゅう飲いんを下げたというよりは、あまりに強引なそのやり口に恐怖している、と言ったほうが正しい。

			「王国軍として、あんなやり方を認めるわけにはいきませんわ。お姉様、わたくしたちこのまま黙っているわけには――」

			「いや、黙っているしかないさ。私たちにそんな力は無い」

			「お、お姉様……？」

			　いつも毅き然ぜんとしたアンリエットらしからぬ、弱気な発言だ。

			　オティーリエが戸惑っていると、アンリエットは振り向き、距離を詰める。

			　そして何も言わず、強くオティーリエを抱きしめた。

			「は……へっ？　お、おおおっ、おねっ、おねえ、さま……？　い、いきなりこんな情熱的なっ、いけませんわっ！」

			「落ち着いて聞いてくれ、オティーリエ」

			「そん、そんなの無理ですっ！　お姉様の匂いと感触があっ、あぁ、胸をっ、胸がっ、いけませんわ、今わたくしとても汚らわしいことを考えていますっ！」

			「お前に……軍を辞めてほしいんだ」

			「ぐ、軍を辞めるって……え？　わたくしが、軍を、辞める？」

			　オティーリエの舞い上がっていた気持ちが、急速に冷めていく。

			「どうして、お姉様。どうしてわたくしがそんなことしなければなりませんのっ！　いついかなるときもお姉様とともにありますっ！　死んでも、生きていても、来世でも前世でも全てっ！」

			「昔から変わらないな、お前は。その想いだけで私を追い軍に入り、副将軍に上り詰めるのだから大したものだ。そんなオティーリエを買っての頼みなんだ」

			「買ってくださるなら、一生お姉様の隣に置いてくださいませ。奴隷でも便器でも構いませんわ！」

			「いいや、お前は私の同志だ。王国を守るためにともに戦う、横並びの、同等の存在なんだよ。しかしそれも、『国民を守りたい』という国王の意思があってのことだ」

			「まさか……まさか、国王は王国軍と教会騎士の統合を、承諾したんですの!?」

			「統合ではない、吸収だ。私はもう将軍ではないし、教会騎士団でどういう扱いを受けるかもわからない」

			　軍力とはつまり、国土を維持するための力だ。

			　国王が軍を放棄すれば、野心の強い貴族がすぐに攻め込み土地を奪うだろう。

			　つまり王国軍を教会騎士団に吸収させるということは、国王の持つ主権を、無償で教皇に引き渡すことと同義である。

			「吸収前にもし誰かを逃がせるとしても、せいぜい一人だけだ。ヴェルナーやヘルマンに恨まれるかもしれないが、私はその一人に、オティーリエを選んだ」

			「そんな……こと……わたくし、望んでいませんわ……」

			「すまない。だが、お前ならきっと、英雄たちと力を合わせて、王国のために戦ってくれると思ったんだ」

			「卑怯ですわそんな言い方。わたくしが、お姉様の頼みを断れるわけないってわかっているのでしょう？」

			　アンリエットは、無言で寂しげに微笑む。

			「ひとつ、お願いがありますわ」

			「なんだ？」

			「もしも教会の野望を打ち砕いて、またわたくしがお姉様のそばに戻ってこられたら……わたくしを、抱い……だ、だ……いや、それはいきなりすぎますわね。それではキシュっ、しゅ……ううぅ……えっと……だから……その、またハグしてくださいませんかっ！」

			　控えめにもほどがある。

			　そのまま首を縦に振ってもよかったが、アンリエットはあえてこう言った。

			「生きて帰れたら、キスでもなんでもしよう。オティーリエが望む限り、全てのことをな」

			「あぁ、お姉様……絶対、絶対に約束ですわよ……っ」

			　二人は子供のように指切りをして、誓いを交わす。

			


			　◇◇◇

			


			　こうして王国軍は消滅し、教会騎士団に吸収され――まず真っ先に〝選別〟が行われた。

			　役立たずの元王国軍兵士を、他の兵士の前で惨殺するのだ。

			　その数は百を越えたと言われている。

			　全ては王国に忠誠を誓う軍の兵士の心を破壊し、支配し、オリジンへの信仰を植え付けるため。

			　また、反抗的な兵士には拷問や投薬による洗脳、また洗礼と呼ばれる儀式が行われた。

			　もっとも、その全ては教会施設内で秘密裏に行われ、民衆たちの間では噂が広まっただけである。

			　だが一つの事実として、王国軍が吸収されて以降、かつて幹部だった人間の姿を見たものは、一人としていない。

			


			　◇◇◇

			


			　枢機卿たちの処刑、そして王国軍の統合が発表された翌朝、一人の男が西区のギルドを訪れた。

			　まだフラムやガディオの姿はそこには無い。

			　偶然にも早出だったイーラは、退屈そうにカウンターで肘をついていたが――彼がやってきたことで、一気に目が覚めた。

			　背が高く、顔も整った緑髪のその男は、彼女でもよく知る有名人だったのだ。

			「ライナス・レディアンツじゃない……」

			　ギルドを訪れたライナスは、白い歯を見せてイーラに微笑む。

			　思わず胸を押さえて倒れそうになる彼女だったが、受付嬢としての役目がそれを許さない。

			「なあ、ここのギルドにガディオがいるって聞いたんだが」

			「マスターなら、まだ出てきていませんわ」

			　好みど真ん中な男性を前に、猫をかぶるイーラ。

			「やっぱそうか、早すぎたな……しかしあいつ、なんで急にギルドマスターの業務にやる気を出したんだ？　一方的に押し付けられた仕事だからって、今までは無視してたくせに」

			　昨日の夜、魔族領から帰ってきたばかりのライナスは、ほんの数日間で起きた出来事の情報量の多さに、目眩めまいがしそうになった。

			　そしておそらく騒動の中心にいそうなガディオに話を聞くことで、表には出ていない事の真相を知ろうとしたのだ。

			「それは……フラム・アプリコットがいたからではないでしょうか」

			「あぁ？　なんでフラムちゃんがここにいんだよ」

			「そのあたりの事情は私も知りませんわ。なぜか頬に奴隷の印もありますし、厄介事にでも巻き込まれたのでは？」

			「……奴隷の印だって？」

			　ライナスの表情が真剣なものに変わる。

			


			

			


			　真面目な顔にもきゅんとするイーラだったが、彼はそれどころではなかった。

			　フラムがいきなり田舎に帰ると言い出したとき、妙だとは思っていたのだ。

			　しかしこれで、理由がようやくわかった。

			　彼はカウンターから離れると、無言で出口へ向かう。

			「あら、マスターはいいのですか？」

			「あいつには俺が来たってことだけ伝えておいてくれ、別の用事ができた」

			　そう言い残し、外へ出るライナス。

			「あのドアホが――やりやがったなぁ！」

			　彼は地面を強く蹴ると、目にも留まらぬ速度で移動を始める。

			　向かう先はもちろん――王城で呑気のんきに研究に勤いそしむ、ジーン・インテージアホの部屋であった。

		

	
		
			

			


			　王都西区は東区ほど整備されておらず、子供たちが遊ぶ公園はあまり無い。

			　しかし治安が悪いせいか、そこらに空き地が存在する。

			　子供たちはそこを公園代わりに遊んでいるのだが――今朝は少し様子が違っていた。

			「もうへばったのか、フラム」

			「はぁ……はぁ……まだまだ行けますっ！」

			「なら良し。手を休めている暇は無いぞ、時間は限られているのだからな！」

			「はい、ガディオさんっ！」

			　フラムは地面を蹴り、魂喰いでガディオに斬りかかる。

			　コート姿のガディオは、黒い大剣でその攻撃を軽くいなすと、足払いでフラムを転ばせた。

			「くっ……」

			「〝無鉄砲〟と〝攻撃的〟は意味が違うと言ったはずだ」

			　バランスを崩し傾くフラムの体に、容赦なくガディオの蹴りが叩き込まれる。

			「か、はっ！」

			　フラムは衝撃に肺の空気を全て吐き出し、意識を朦もう朧ろうとさせながらも、その眼差しに宿る戦意は萎なえていなかった。

			　吹き飛びつつも、空中で魂喰いをなぎ払い、気剣斬プラーナシェーカーを放つ。

			（悪あがき……いや、牽制か。ならば！）

			　その斬撃が次の攻撃に移るための布石だというのならば、ガディオはそれごと踏み潰す。

			　彼は防御の体勢すら取らずに、全身をプラーナの力場で包み込み、フラムの放った斬撃に自ら突っ込んでいった。

			　力と力がぶつかり合い、バチィッ、と雷光が爆ぜる。

			　二人のプラーナは相殺され、着地寸前の無防備なフラムに、ガディオが迫った。

			「これで終わりだ」

			　振り上げられる剣。

			　完全にトドメを刺せる戦況――しかしフラムはまだ諦めていない。

			　ガントレットに包まれた右手を前に突き出し、剣を受け止めガードするような動きを見せる。

			　完全に無駄な行為だ。

			　ガディオの斬撃を腕一本で止められるはずがないし、利き手を失えばそれ以上の戦闘続行は不可能。

			　なにより、ただの模擬戦でそこまでやる必要はないはずだった。

			　しかし剣がフラムに触れるまでの刹那、ガディオは彼女の心境を見極める。

			（やぶれかぶれで咄とっ嗟さに腕を突き出したかと思ったが、そうではない。フラムには明確な意図がある。あの腕の位置、力の入れ方――攻撃を受け止めるのではなく、逸らすつもりか。つまり、まだ続ける意思があるのだな。ならば！）

			　ガディオは止めなかった。

			　刃と篭こ手てが衝突し、火花を散らす。

			　フラムの右腕はその威力に耐えきれず、前腕の真ん中あたりから木の枝のようにぽっきりと折れた。

			「ご主人様っ……！」

			「エターナ、どうなってるの？」

			「がっつり折れてる、痛そう」

			　ベンチに座り観戦していたミルキット、エターナ、インクの三人は絶句する。

			　だが、これでもひしゃげて潰れなかっただけマシなほうだ。

			　つまりフラムの意図――攻撃を逸らすという作戦は成功したのである。

			　もちろん痛くないわけではない。

			　エンチャントで多少は軽減されているものの、模擬戦で受けていいレベルではない苦痛を感じているし、なにより腕の骨が折れる感触というのは、何度味わっても寒気がするものだ。

			　背筋に悪寒が走り、全身が粟立ち、血の気が引く。

			　そこを気力でカバー。

			「はあぁぁぁぁああッ！」

			　左手で魂喰いを握り、フラムはガディオに斬りかかった。

			　もちろん当たる直前に寸止めをするつもりではあったが――ガディオはフラムの右手を潰した刃をそのまま大地に突き立てた。

			　そして剣を支えに飛び上がり、宙返りをして、フラムの攻撃を回避する。

			　着地と同時に突き刺さった刃を引き抜き、彼女の背後に立った。

			「悪くない攻撃だったぞ、フラム」

			　ガディオは剣を首元に突きつけるまではしなかったが、完全に勝負ありである。

			　フラムは「はあぁ……」と力なく息を吐き出して、地面にへたりこんだ。

			「あそこまでやってもダメですかぁ……」

			　かなり自信のある攻撃だったのだが、やはりガディオには届かない。

			「ご主人様ーっ！」

			　模擬戦の決着がつくと、観戦していたミルキットがすぐに駆け寄ってきた。

			　そして心配そうに右手を見つめる。

			「大丈夫ですか？　痛くないですか？」

			「へーきへーき、もう治ってるから」

			　フラムが右手を開いたり閉じたりすると、ミルキットはほっと胸を撫で下ろす。

			　しかしその直後、軽く頬を膨らまして、珍しく怒ったように言った。

			「ただでさえ無理ばっかりするんですから、休みの日ぐらいそういうことしないでください……」

			「あ、ごめん……あれぐらいやらないと、ガディオさんに勝てない気がしてさ」

			「意地というわけか。右腕を犠牲にしたときは驚いたものだが、いかんせん荒すぎる」

			「ううぅ、ですよねぇ。ああいうの、やめたほうがいいんですかね」

			「フラム以外になら迷いなく『やめろ』と言っているところだが……武術ではなく、〝命の奪い合い〟と考えたとき、お前の肉を切らせて骨を断つ戦法は、非常に有効だと言わざるを得ない」

			　ガディオのお墨付きを受けてしまい、ミルキットは複雑な心境である。

			「私も、経験の差はどうしようもありませんから、ああいう手段で埋めるしかないと思ってます」

			「そうだな、だから俺は止めはしない。ただし、さっきも言ったように無鉄砲と攻撃的は別だ。頭か心臓を潰されたら、フラムだって死ぬんだろう？　なら最低限、その部位だけは守れるように鍛えるつもりだ」

			「ガディオさん、まだ続けるんですか!?」

			「ミルキット、止めないで。稽けい古こをつけてくださいって頼んだのは私のほうなんだから。こんな機会、滅多に無いからね。少しでも強くなって、ミルキットを守れる力を手に入れたいの」

			　そう言って、ミルキットの頬に触れるフラム。

			　その指に彼女の銀色の髪を軽く絡め、人差し指の先で耳たぶを撫でる。

			　くすぐったさと、温もりと、柔らかさ――与えられる全てにミルキットの胸は高鳴り、頬は赤らんだ。

			「そんな風に言われたら、何も言えません……でも気をつけてくださいね。ご主人様の痛みは、私の痛みでもあるんですから！」

			「わかった、そこは気をつける」

			　そんな二人のやり取りを、ベンチに座ったまま聞くエターナとインク。

			「相変わらず仲がいいことで」

			「フラムとミルキット、シェオルから戻ってきてから、さらに仲良くなってない？」

			「ミルキットのほうが一歩踏み込んだように見える。自分がフラムを助ける力になれたことが、自信を与えているのかもしれない」

			「ほほう、つまり二人の仲は次のステージに進展する可能性があると。エターナは今以上に悶もん々もんとすることになりそうだねっ！」

			「なんでインクはそれを嬉しそうに……？」

			　なんだかんだ言いながら、エターナとインクの仲も良好であった。

			　二人が話しているうちに、ミルキットはフラムとのやり取りを終え、ベンチに戻ってきた。

			　フラムが傷つくのは嫌だが、それが強くなるために必要だというのなら、ミルキットは最後までそれを見届けるつもりだった。

			　そして始まる、模擬戦第二ラウンド。

			「てりゃあぁぁぁああっ！」

			　掛け声をあげながら、果か敢かんに斬りかかるフラム。

			　それを冷静に防ぎ、受け流し、時に弾き飛ばすガディオ。

			　ミルキットの注意を受けてもなお、その模擬戦は実践さながらで行われ、フラムは幾重にも傷を負った。

			　より実戦に近い形式で――それが彼女の望みである以上、ガディオも手を抜かない。

			　時間が無いのだ。

			　チルドレンが、キマイラが、教会騎士団がいつ動き出すかわからない。

			　明日――いや、今日ですら平和なまま終わる保証は無いのだ。

			　ならば今、この瞬間に教えられる全てを、ガディオはフラムに伝えておきたかった。

			　だから手を抜かない。

			　たとえ痛みを伴ったとしても、それは命を守るために必要なことだから。

			「すげーっ！　かっけー！」

			　公園付近には、いつの間にか子供たちも集まり、観戦するようになっていた。

			　フラムが傷つく光景は教育上あまり良くないかと思ったが、かと言って二人は手を止めたりはしない。

			　間近で見る〝生〟の戦いに、子供たちの興奮は否が応でも高まっていく。

			「おねえさんやられてばっかじゃねえか、がんばれーっ！」

			「おじさんにまけるなー！　そこだっ、行けーっ！」

			　ボロボロになっているフラムのほうに感情移入しているのか、やがてガディオが悪役のような扱いになっていったのだが――まあ、二人の訓練には何ら関係の無いことである。

			


			　◇◇◇

			


			　フラムとガディオの模擬戦は昼を迎える前にひとまず終わり、それぞれ家に戻って休むことになった。

			　ミルキットはガディオを昼食に誘ったのだが、シェオルでの一件でケレイナを不安にさせたことを反省してか、彼も自分の家に帰るらしい。

			　なので一緒に並んで何気ない会話ができたのは、フラムたちの家にたどり着くまでのわずかな間だった。

			「ガディオ、さっきから冴えない顔をしている。何かショックなことでも起きたみたいな」

			　空き地を出たあたりで、エターナがふいに口を開いた。

			「そう見えるか」

			「とても見える」

			「実は……いや、こんなことを聞くと笑われてしまうかもしれんが……」

			　ガディオは珍しく歯切れが悪い。

			　よほど言いにくいことらしいが、意を決してエターナたちに問いかけた。

			「俺は、〝おじさん〟か？」

			　聞いた瞬間、ぽかんとするフラムたちと、対照的に顔をそらし、「ふっ」と肩を震わせ明らかに笑うエターナ。

			　そんな反応をされたせいか、ガディオは余計に恥ずかしくなり、思わず頭を掻いた。

			「いや、いい。今の言葉は忘れてくれ」

			「ごめん、忘れられない。たぶん一生語り草にすると思う」

			「エターナ、お前は相変わらずひねくれているな」

			「定評がある」

			「胸を張るな」

			「誰が無い胸だ」

			「そんなことは言っていないが」

			「……」

			「エターナ、もしかして自分で言って自分で落ち込んでる？」

			「難なん儀ぎなやつだな……」

			　思わず頭を抱えるガディオ。

			　彼の問いに対して最初にまともに反応したのは、フラムだった。

			「ガディオさんはまだまだ若いと思いますよ」

			「若いって言い方は、若い人間には使わない」

			「う……」

			　エターナの鋭い一言に、口ごもるフラム。

			「エターナの言うとおりだ。やはり俺もおじさんになってきたということか……もう三十二歳だからな、仕方のないことなのかもしれん」

			「ガディオさんは、素敵なおじさんだと思いますよ。きっと他の男の人に聞いたら、ガディオさんのような年の取り方をしたいと言うのではないでしょうか」

			「うんうん、ダンディガイって感じがするよね。おじさんっていうより、〝おじさま〟みたいな感じ？」

			　ミルキットとインクは、前向きに〝おじさん〟という言葉を捉えているようだ。

			　ガディオもそう言われて嬉しくないわけではない。

			　しかしやはり、自分がおじさんだという事実をあまり認めたくないのか、どこか晴れない表情のまま、フラムたちと別れた。

			


			　◇◇◇

			


			　ガディオは徒歩で西区から東区へと向かう。

			　その途中で中央通りを過ぎるわけだが、

			「あれ、ガディオじゃないか」

			　偶然にもそこで、買い物に来ていたケレイナと鉢合わせた。

			　彼女はガディオとたまたま会えたことがよほど嬉しかったのか、上機嫌に笑っている。

			　感情に呼応するように、赤いポニーテールが左右に揺れた。

			「ケレイナ、ここにいたのか」

			「うんっ、昼ご飯の買い出しにね」

			　ガディオは自然な流れで、ケレイナの買い物袋を受け取る。

			　彼女も慣れた様子で「ありがと」と礼を告げた。

			「ハロムはどうしたんだ？」

			「友達の家に遊びに行ってるよ」

			「元気だな」

			「相変わらずね。あんたがいてくれるおかげですくすく育ってるよ」

			「過大評価だと言っているだろう。ハロムが育っているのは、お前がいい母親だからだ」

			「そうやってすぐに謙けん遜そんするぅ」

			　少し不満げに唇を尖らせるケレイナ。

			　二人は自然と、肩を並べて歩きだしていた。

			　買い物はほとんど終わっているらしく、あとは東区の屋敷へ戻るだけだ。

			　つかの間の時間ではあるが、ケレイナはそれを〝デート〟だと考えているらしい。

			　ハロムがいないから余計にだろう。

			　そして、そんな彼女の考えに気づかないガディオではなかった。

			　隣を歩きながら、浮かれるケレイナの跳ねる感情を肌で感じていると、どうしても罪悪感が湧いてくる。

			　そして同時に、自ら手にかけたティアのことも思い出してしまった。

			「どうしたんだい、暗い顔しちゃってさ」

			「……さっき、フラムに稽古を付けていたんだが」

			　ガディオは誤魔化すように、関係の無い話を語りだす。

			「見ていた子供たちに、〝おじさん〟と言われてしまってな。俺もそんな歳になったのか、と落ち込んでいたんだ」

			「意外だねえ、あんたがそんなこと気にするタイプだったなんて」

			「ケレイナは俺より年下だから気にならないだろうが――」

			「気にならないってことは……ないけども。知り合いの子供にやんちゃな子がいてさ、そいつがあんまりいたずらするもんだから叱ってやったら、『クソババア』って言ってくんのよ。ありえないと思わないかい!?」

			「ふっ、子供の言うことなど気にすることはない」

			「そうだけどさあ、やっぱ三十歳にもなると気にしちゃうわけよ。ガディオもそれと同じだろう？　あたしが『ガディオはかっこいいから気にするな』って言っても、やっぱり気にしちゃうわけで」

			「確かに、それはそうだな」

			「だからこれは人間の運命みたいなもんなわけよ。あたしたちにできることは、できるだけいい歳のとり方をすることぐらいでさ」

			「いい歳のとり方……か」

			　ガディオはふと目を細めて、昔のことを思い出す。

			『ガーくんは、どんなおじさんになるんだろうね』

			　それはまだ、ガディオがティアと結婚する前の出来事だ。

			『ガーくんってば童顔だし、体は細いし、きっとクールで知的なおじさんになるんだろうな。対する私は……むむむ、釣り合うおばさんになれる気がしないなあ』

			『そんなことはないよ。ティアはどんなに歳をとっても、ずっとかわいいままだと思うな』

			『そうかなぁ？　んふふ、ガーくんがそう言ってくれるんなら、そうなんだろうなー』

			　誰だって、未来の自分に夢を見る。

			　その頃はまだ、叶うものだと信じて疑いもせず――

			「ティアのこと考えてる」

			　ケレイナの声で、ガディオは現実に引き戻された。

			「ああ……そうだ。昔、似たような話をしていたことを思い出してな」

			　ガディオは隠しもせずに、堂々と言う。

			　しかしケレイナもまた、特に傷ついた様子もなく、「ふっ」と微笑んだ。

			「こりゃ、相当いい女にならないと、あんたを振り向かせるなんて夢のまた夢だねえ。今だって好みに合わせようとはしてるのに、素振りも見せてくれやしない」

			「お前は十分にいい女だぞ。俺にはもったいないぐらいな」

			「ガディオはまーたそうやって、あたしのやる気に油を注ぐ」

			　ケレイナは、好戦的に笑う。

			　その表情は、彼女の冒険者時代を彷ほう彿ふつとさせた。

			「言っとくけどあたし、絶対に諦めないかんね。あんたが振り向くまで、永遠にいい女になり続けてやるつもりだから。予定では十年後あたりには絶対に落ちてる予定。覚悟しときなよ？」

			　言うだけ言って、逃げるようにガディオの前を歩くケレイナ。

			　彼女の耳は、赤く染まっていた。

			　その後ろ姿を見て、ガディオは痛感する。

			　あんなに素敵な女性を、自分の終わりゆく人生に付き合わせてはならない、と。

			「……十年後、か」

			　それでも未来を想わずにいられないのは、彼がまだ完全に修羅になれていないからだろう。

			「遠いな――」

			　ガディオは空を仰ぎ、つぶやく。

			　降り注ぐ陽の光は、平等に、生者をあまねく照らしている。

			　終わりを悟る彼には、それすらも縁遠いものだと感じられた。

		

	
		
			あとがき

			


			　スローライフは死にました（挨拶）

			


			　このたびは、「お前ごときが魔王に勝てると以下略第三巻をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

			 わたくし、作者のkikiと申します。

			


			　第四章〝ネクロマンシー編〟、お楽しみいただけましたでしょうか。

			　ｗｅｂ版でも出てない単語が沢山出てきたり、不穏な要素も色々散りばめていますが、今後の展開はどうなるのでしょう。

			　作者もとても気になっています、この先が楽しみですね！

			


			　南方純先生の素晴らしいコミカライズも進行しています。

			　フラムかっこかわいい！　序盤のミルキット反応薄いかわいい！　イーラ意外と美人！　デインうさんくせえ！　あとこいつ何なのー!?　みたいな感じでアガりっぱなしです。

			　実はコミカライズするにあたって、第一章を大幅に書き直してます。

			　ｗｅｂ版にも書籍版にも無い展開を繰り広げていますし、もうフラムとミルキットの会話を南方先生が描いている時点で最高に最高なので、ぜひ読んでみてください！

			


			　と、ここで気づいたんですが、あとがきって大変ですね。

			　ここは文字数を稼ぐため、最終手段である「作中人物同士会話作者乱入」を使うしかないようです。

			


			ガディオ「困ったな……あとがきか。俺はこういうのが苦手なんだが」

			ティア「でもガーくん、おかげで私たちはお話できてるんだよ？」

			ガディオ「……そう、だな。こんな瞬間を与えてくれた作者には感謝しかないな。ありがとう、kiki！」

			ティア「そしてさようなら、kiki！」

			


			　人間追い詰められるとこういうの書くんやなって――

			


			　最後に、この物語が本という形になるまで関わってくださったすべての方々に感謝を。

			　三巻でも沢山のキャラクターを素晴らしくデザインしてくださったキンタ先生。扉絵はもちろんのこと、各キャラの表情豊かな挿絵を見るたびにガッツポーズしています、ありがとうございます。

			　あいかわず文字数が多かったり、色々と細かな要望を出してしまい、困らせてしまった担当編集のＩ様。本当にいつも助かってます、救われてます。ありがとうございます。

			　その他、出版にたずさわってくださった皆様、今回もとてもとても素敵な本に仕上げていただき、ありがとうございます。

			


			　そして、三巻目を手にとってくださった読者様にも、心からのお礼を申し上げます。

			　本当にありがとうございます。

			　次の物語――チルドレン編を書くことができれば、その時にまたお会いできると嬉しいです。
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